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１章　陛下と私の異世界もの談義

１




　無言な状況が地味に辛い。

「…………」

「…………」

　自分が置かれたこの状況が把握出来なかったとしても、それは私のせいでは絶対にない、と思う。そう思いたい。

　私の右手には数分前にコンビニで買った生温かいアメリカンドッグが握られている。勿もち論ろんケチャップ、マスタード付きで。歩きながら食べようとしていたんだよね。オナカが空いていたからさ。下校途中の買い食いってやつね？

　左手にはこれまた数分前に購入した物品が幾つか入っているコンビニ袋と学校の鞄かばん。

　エコバッグを忘れちゃったから、コンビニ袋購入で特大サイズ一袋五円もかかっちゃったよ。お小遣いが少ないのにさ。五円でも私にとっては痛い出費だよ。

　ちなみにアルバイトは出来ないんだよね。通学している高校が特に禁止している訳ではないんだけど、ママが駄目だって言うんだよ。基本的に野放し方向の育児を実践していそうなママなんだけど、夜に外を出歩くのだけは、あまりいい顔をしないの。日が暮れた後の外出はお兄ちゃんや妹と一緒に行動するとか、とにかく一人で出歩くのは駄目って。まあようするに、そんな理由でアルバイトは出来ない感じ。どうしても帰りが暗くなっちゃうからね、冬場とかだと。

　だからパパから貰もらう少ないお小遣いで日々を凌しのぐしかないという訳。お金って本当に大事。無計画に使うと直ぐに消えちゃうんだもん。

　そんな風に少ないお小遣いで泣く私は今、何とも煌びやかな部屋の中央の、我が家のキッチン、ダイニング、和室を繋つなげても到底入らなそうな長い食卓用テーブルの上の端に居て、足はワイングラスを薙なぎ倒たおし、オシリにはどうやら肉の載った皿を敷いている。

　肉の汁だかソースだかはパンツの布地を通過して肌に何とも言えない温もりと不快感を伝えるし、制服の短めのスカートは盛大に捲まくり上がり、そこから見える開いた大だい腿たいの間からは太めの美味しそうなソーセージらしきものが。

　───なんとなく笑えない。

　そして目の前には、今までテレビでも映画でも肉眼でもお目にかかった事のない見事な黄金の髪に、アメジストをそのまま嵌はめ込んだような混じり気のない澄んだ紫色の瞳ひとみの男。

　二十代半ばと予想。

　ていうか、誰、何ど処こ、そういった当たり前の疑問が頭を過よぎるけど、私の口から出た無意識下の第一声は全く違うものだった。

「やややっ、ＣＧで完かん璧ぺきなものを作ってみました、っていう感じの人だね。凄すごいや」

「……しーじー？」

　目の前の男は私の言葉に眉まゆを顰ひそめる。

　それさえも絵になるような彼は、両手にナイフとフォークを持っていた。

「あ、うんと、なんか説明が面倒臭いから省くんだけど、まあ、あれよ、あれ。肩に届くか届かないかの髪が二十四金で作った糸みたいだし、サラサラストレートだし？　瞳がね、宝石みたいっていうか。ある意味、理想の色彩っていうの？　んでもって、睫まつ毛げがすんごく長いしさぁ。顔の造作も『これぞ理想の超美形モデル』っていうくらい整っているっていうか。そういう意味なんだけど。あ、お食事中だった？　ごめんね？」

　とりあえず私は謝ってみる。

　いや、謝った方がいいとオシリの下の肉が言っていた。

　あとソーセージも。

「……いや」

「しかし本当に凄いね。私の心の中のクラスの友達には絶対秘密のラヴラヴランキングで現在最上位の、今、乙女に絶賛大人気中のゲーム『愛と絶望の黒薔薇ばら魔帝国物語』の魔皇帝パーシヴァル様と争えるんじゃないかなぁ？」

「…………」

「彼、もう本当に素敵なんだよ？　元はね、すっごくいい人だったの。生まれて直ぐに戦争孤児になっちゃって。餓えと理不尽な暴力に耐えつつも頑張って生きてまっすぐに育って。生きるために剣の腕を磨いて強くなっていって、その腕で弱い立場の人たちを助けていたの。もう聖人君子。それでもって貴方どんな血を引いたのよ?!　っていうくらいサラサラの長い銀髪に、動脈を切って噴き出した血のような真紅の瞳が印象的な超絶美形でね？　って、ちゃんと聞いてる？」

「………………」

「聞いてますかぁ？」

「……ああ」

「おおぅ、じゃあ続きをば！」

　確認が取れた事に満足して私が張り切って大きく息を吸うと、目の前の男の澄んだ紫色の瞳が冷たかった。

　しかし私はそんな事は微み塵じんも気にしない。

「んでね？　続きなんだけど、その超絶美形でね、彼ってば柔らかく微笑んじゃって、乙女の理想を体現したかのような王子様ばりの人だったの。もう一発で恋に堕ちそうな。というか私は堕ちた！　がっつり堕ちたんだけどね！　でも運命の悪戯ね。彼、血を吐く思いで辛い試練を乗り越えて、とある国を助けたんだけど、結局、事が終わったら手酷い裏切りにあったの。しかも大切な人を残虐で不名誉で屈辱的な方法で殺されて。それも目の前で。そんな彼は、どうなったと思う？」

「……さあ？」

「全てに絶望したんだよ！　人間を呪ったの！」

「…………」

「彼はね、だんだん堕ちていったの。そんな時、自分の出生の真実を知ってさ。彼、母親は人間だったんだけど、父親が魔族だったの。後は人と世界に復ふく讐しゆうする為に、もう暴走。魔族の頂点に立って、世界征服ならぬ世界滅亡の為に全力を注いだんだけど、これがさぁ、もう最高にかっこよくて。いい人の時も素敵だったんだけど、悪に染まった彼なんて、存在自体が危うくて、ヤバくて、放っておけないの。悪に彩られた瞳も最高に魅力的で、いい人だった頃と悪な彼のギャップもまた萌もえるというか。乙女のハートをきゅんきゅんに掴つかんじゃうっていうか。───で、まあそれはいいとして、すみません、お聞きしたいんですが、質問しても宜しいでしょうか？」

　私は初対面の人に対する常識として敬語を使うことにした。

　突然の出来事に混乱して思わず妄想を垂れ流してしまったとはいえ、そろそろ無理矢理にでも収束させて礼儀というものを取り戻さないと失礼にも程がある。

　私はパパとママにそういう躾しつけらしきものを受けている、と一応は思っていた。

　既に色々と遅いかもしれないけれど。

　目の前の素晴らしきイケメンの彼は、先程から眉を顰めたまま、その表情を全く変えていないので何となく聞き難い雰囲気だったけれど仕方ない。

　部屋には彼の他にも男女数人程の人が居たけれど、誰も彼も口と目を全開に開いたまま硬直しているし、何より誰よりも近い彼を無視して遠くの人に話しかけるのも不自然だ、と私的には思うし。

　そんなことをつらつら考えながら彼を見ていたら、そのイケメン君はやはり表情を変えないまま「なんだ」と言った。

「あのー…、私ってば学校帰りにコンビニに寄って、アメリカンドッグを食べながら家に帰る途中だったと認識しているんですが、───ここは何処でしょうか？」

　私は首を傾げながら質問を投げた。

　手にしていたアメリカンドッグからケチャップが垂れそうだったので、ペロリと舐なめてみる。

　ああ、オナカが空いていたんだったっけ。

　ケチャップが妙に美味しい。

「……トリエス王国の王城内だ」

　一発目の短い彼の声を聞いてもしやと思ったが、淡々と教えてくれるイケメン君の声は予想を裏切らない美声だった。

　全く不快にならない低めの声が彼に色気をふんだんに与えている。

　が、彼はきっと意識してもいないだろうし、気づいてもいないのだろう。

　眉み間けんにある皺しわがそう語っている。

「とりえすおうこく、おうじょうない？」

「ああ」

「とりえすというのは、国名ですか？」

「王国だと称しているのだから、少なくとも国名だろうよ。多分な」

　イケメン君の声に投げやり気味な感じが少し出てくる。

　彼は手にしていたナイフとフォークをテーブルの上に放り投げるように置くと、なんともゴージャスな細工のある背せ凭もたれに体を深く預けた。

「おうじょうないって？」

　イケメン君は溜ため息いきをついた。

　ちょっと感じが悪い気がするのは私の気のせいではないはずだ。

　何だコイツ。

　イケメンだからって調子に乗るとは何事だ。

　お前なんか説教部屋に連行だ！　と超強気な事を思っているのは小心な私の心の中だけです、はい。

「トリエス国王の居城だと思うぞ？　王国の中心のはずだ」

「お。それは凄いですね」

「そうか？」

「なんかだんだん異世界転移モノの王道を踏襲してきているような気がしてきました」

「異世界転移もの？」

「はい。私が生まれ育った国の小説やマンガという読み物にですね、異世界転移モノというものがあるんです。まあ、似たようなものでは異世界召喚モノですね。日本という国、ご存じですか？」

「にほん？　知らんな」

「じゃあ、アメリカやイギリス、ロシアとか中国とか、うーん、ローマやフランク王国あたりは？」

　イケメン君は面倒そうな色を澄んだ紫の瞳に乗せた。

「知らん」

「失礼ですが、貴方の頭の中の世界地図知識や世界情勢的知識、歴史的知識は如何ほどのものですか？　それなりにあります？」

「あると思うが？」

「あー…じゃあもうこの時点で私にとって此処ここは異世界確定です。私の世界では、私が生まれ育った日本の存在を知らない人って、あんまり居ないと思うんですよね。領土は小さめなんですけど、経済力や技術力が結構あって、それなりの大国なんですよ。確か今現在の人口は一億二千万だか三千万人くらいで、皇紀でいうなら二千六百年を超えているような古い国なんです。この間、神社にオミクジ引きに行ったら、そこの建物にポスター、張り紙みたいなのが貼ってあって偶然知ったんですけど。それに万が一、日本を知らない人が居たとしても、アメリカやイギリスを知らない人は居ないと思うんですよね。他の可能性を考えてタイムスリップだとしても、ローマを知らないとかもなぁ」

　うーん、といった感じで唸うなりながら私は周囲を見渡して、再び目の前のイケメンな男に視線を戻した。

「此処、部屋や貴方の服装を見る限り、王侯貴族時代の昔のヨーロッパっぽいし。私も世界史は詳しくはないので大雑把で勝手な判断なんですけどね。私自身もトリエス王国とか聞いた事ないですし。あ、もしトリエス王国が小国なら私の世界知識レベルでは知らない可能性は大なんですけど！　───まあそんな訳で、異世界転移モノっていうのは、自分の世界から他の世界に何らかの要因か偶然で突然行ってしまって、『きゃーどうしよう！　元の世界に帰りたいけど帰る方法を知らない！　分からない！　ていうか帰れないかもしれない！　私、どうしたらいいの?!』っていう感じで右往左往する物語の事なんです」

「……ほう？」

「ちなみに念の為お尋ねしておきたいんですが、何らかの必要に迫られた避けられない緊急的理由により私を召喚したとかは……ないですよね？」

　ここにきてイケメン君は少し表情を変えた。

　不可解といった表情だ。

「召喚？　こちらが何らかの方法で招き寄せたという事か？」

「はい、そうです」

　答えながらも私は少し赤面する。

　これはちょっと恥ずかしい質問なのだ。

　なんていったって、自分が『特別な存在だから呼ばれたのでは』と聞いているのだ。

　私はこれを平然と質問できる程、心臓に毛が生えている訳でもないし、自分自身の身の程というのも良く知っている。

　なんとなく身の置き所を失ってモジモジしていると、彼は色気むんむんの美声で質問をしてきた。

　イケメン君が耳元で囁ささやいたら、きっと大抵の女性は堕ちるのではないだろうか。

　まったく罪な人である、なんて恥ずかしい気持ちを隠すために、私は勝手な事を考えて気持ちの上書きをしていた。

「どのような理由により召喚などするんだ？」

　イケメン君は尤もつともな疑問を口にした。

　私はそれに答えようと殆ほとんどが機能停止していそうな記憶力の悪い脳内を漁りだす。

「うーん、例えばですね、異世界召喚モノだと大抵、幾つかのパターンがあるんですよね」

「ほう？　そのパターンとはどういった？」

「実は伝説の聖女だった。異世界の王族の姫君だった。勇者だった、魔王だった、女神だったとか、あとはうーん、ああ、異世界の女性を妻に迎えなければならない決まりがあるとか、誤召喚だったというのもありますね。とりあえず無難なのを召喚してみた、っていうのもあったかな」

「多いな。ではまず伝説の聖女というのは、どういった話だ」

「え、解説するんですか？」

　私は驚いた。

　この人、なに長々とこの会話をしようとしているんだろう？

　物もの凄すごく疑問だ。

　そんな私の反応を特に気にする風でもなく───確実に気づいているようなのに───彼は顎あごをくいと動かして私に先を促す。

　なんだかもう超偉そう。

「うーん、そうですねぇ、聖女の話っていっても色々あるんですけど、例えばだいたい召喚をしようとする世界って何かしらの危機に直面しているんですよね。魔王や魔族が襲ってきているとか、邪神が復活するとか、瘴気が蔓まん延えんして世界そのものが滅ぼうとしているとか」

「国が存亡の危機に直面しているとかか？」

「そうです。貴方も妄想数値が高そうですね。こういった話にはその数値、結構重要なんですよ？」

「……妄想数値、か。初めて言われたな」

　イケメン君は、ふぅん、といった感じで椅子の肘ひじ掛け部分に肘を乗せ、頬ほお杖づえをつく。

　それだけの動作ですら絵になってしまうイケメン度に、なんだか意味もなくイラついてきたけれど、それは彼のせいでは決してない。

　単なる私の外見的コンプレックスからくる一方的嫉しつ妬となだけである。

　私の場合は見苦しく見える事はあっても絵になる事は絶対ないからだ。

　ああもう悲しい！

「で？」

「え？」

「話の続きだ」

「あー…それでですね、その危機的状況に陥っている国家か集団か個人の王族やら魔術師やら神官やらに召喚されるんです、伝説の救世主的聖女として。勇者召喚の場合もこんな感じですかね？」

「どうやって？」

「え、それは魔法陣か何か書いて魔法で召喚が一般的なんじゃないですか？　私もよく分からないですけど」

「魔法は一般的なのか？」

「私が居た世界では物語の中でしか存在していませんよ、っていうか、この世界はどうなんですか？　魔法か何かあって、私を元の世界に帰すような手段は貴方の脳裏に掠かすめませんか？」

「全く掠めないな。この世界でも魔法は物語の中でしか存在しない、と余は思っているが、どうかな。───おい、ヘロルド」

「よ？」

　私の疑問形を華麗に無視して、イケメン君は彼の右後方に控えていたロマンスグレーを高圧的な声音で呼びつけた。

　ロマンスグレーはその声にピクリと反応し、どうやら先程から続いていたと思われる硬直は解けたようだ。

　目を数度瞬いて優雅ともいえる静かな動作でイケメン君の近くに歩み寄る。

　私の方には何ともいえないといったような視線をチラリと寄こしてきたけれど、それは一瞬だけだった。

「何でございましょう、陛下」










２




　おおぅ、それは痛い。

　痛すぎるよ！

　陛下と来ちゃったじゃん！

　これってさ、益々王道を踏襲してしまい続けているよね？

　せめて殿下くらいにしておいて欲しかった！

　私の心臓の為にも！

　手にしていたアメリカンドッグを私は被害を免れた彼のパンが鎮座している小皿の上に載せて、コンビニ袋と鞄を脇に置いて蟀谷こめかみに手をあてた。

　この際、視界もシャットダウンだ。

　あー…どうしようかな。

　全く人生って悩みが尽きない。

　少なくとも私の現況の悩みは、学校の帰りに寄った家電量販店で『愛と絶望の黒薔薇魔帝国物語弐・魔皇帝復活愛憎編』の初回特典スペシャルドラマＣＤ付き本体同どう梱こん版予約を断られたところから始まっているのだ。

　同梱の本体がパーシヴァル様仕様だったのにだよ?!

　───あ、えとえと。

　基本的にオタク属性、且つ、引き籠こもり属性なんだよね、私。

　学校のお友達には必死に隠しているけれどね？

　そんな現状にはどうでもよいことを薄うつすら現実逃避気味に考えていた私を余所に、イケメン君、もとい、陛下とヘロルドさんは会話の応酬を始めた。

「ヘロルド、この世界に魔法があると聞いた事はあるか？」

「……いえ、私は耳にした事がございません」

「では、世界が滅亡の危機に瀕ひんしている、この国が亡国の危険に晒さらされている、邪神復活、魔王、魔族が攻めてきている、といった事は？」

「いえ、それもございません。各国、争う事は多々ありましても世界滅亡までとは。この国も同様です。それに、邪神、魔王、魔族も神話や物語の域を出た存在ではないと認識しております」

「成程。それでは、この異世界人らしき者を召喚したという話は聞いた事があるか？　余のところには話は上がってきていないし、指示も出した記憶も無いが」

「私も聞いた記憶がございません。そもそも陛下がご存じでいらっしゃらない異世界人召喚という大事を私めが知っているはずがございません」

「───だそうだ。これでお前の先程の、緊急的理由で召喚したとかは、の疑問に答えられたか？　ああ、そうそう、我が国には異世界人の女を妻にしなければならないという決まりも今まで耳にした事が無いし、王族に行方不明の姫も居ないと一応追加で言っておく。おい、異世界人。お前、何をしている？　話を聞いているのか？」

　両蟀谷にぐりぐり中指を押し当てて現実逃避の為に目を閉じていた私に、陛下が怪け訝げんそうな声音を出した。

　目を開くと、彼のアメジストな瞳に不愉快そうな光が宿っている。

　あ、ごめんなさい。

　怒らないでください。

　私は慌てて陛下に日本人特有の、とりあえず笑みを浮かべてみる、を実行する。

　もうとりあえず笑っておけ。

　少なくとも空気はこれ以上悪くならない、と思うけれど、どうなんだろう？

「聞いていますよ、陛下、で合ってますか？　ヘロルドさんとおっしゃるそちらの方が陛下と呼んでいるという事は、国王なんですよね、やっぱり」

「そうだな。一応、国王という地位に就いてはいるみたいだな」

　なんか答え方が捻ひねくれていると思うのは気のせいだろうか。

　というか、小馬鹿にされている感じかな。

　くそぅ。

　そこへなおれ！

　この私が小一時間懇々と懇切丁寧に説法してあげるよ?!

　土下座だ、腿ももにコンクリートのブロック五個載せてあげるから覚悟しろ、それとも有刺鉄線で亀甲縛りとか？　ん？　……なんて勿論言えないよ？

　とりあえず私、怖いもの知らずでは無いからね？

　長いモノには張り切って巻かれちゃうんだよ？

　もう巻っき巻きの、ぐっるぐる！

　簀す巻き状態どんと来いだよ！

「そうですかぁ」

「声に力が無くなったな」

「えー…そうですか？　まあ、そうかもしれませんね。だってもう異世界転移確定の、転移先が一国の国王の下で面倒臭いルートだし力も抜けますって。加えて今後、万が一にも帰還方法皆無フラグが立った日には立ち直れません、私ってば。流石に泣きそうですよ」

「余の下は面倒臭いのか」

　陛下はほんの少しだけ面白そうな顔をした。

　面白そうっていっても、意地悪そうな雰囲気の面白そうね。

　嫌な感じの。

　あー…不幸フラグも立ちそうだな。

　厄年って何歳だっけ？

　女の人は確か十九歳で一度来たような？

　それって来年？

　あれあれ、数え年だっけ？

　どちらにしても前厄か本厄じゃん！

　しまったなぁ。

　この間、御お神籤みくじを引きに行った時に厄祓はらいしてもらうんだったなぁ。

　もう最大級の厄が発動しちゃったじゃない。

　私は溜息をつきながら陛下に教えてあげた。

「面倒も面倒ですよ。異世界転移モノの国王ルートは無理矢理正妃コース、拒否不可な妾めかけコース、何らかの身勝手な理由による拉ら致ち監禁コース、使用人侍女コース人格無視強制労働編、使用人侍女コースいびられ性処理凌りよう辱じよく強ごう姦かん編か、無一文で城外放り出し放置プレイコース野垂れ死に編、えっと、他には」

「他には？」

「んとんと、他にはですね、無一文で城外放り出し放置プレイコース売春宿行き編、奴隷降格家畜以下扱い通告コースに、最悪、牢ろう獄ごくぶち込まれ処刑コースギロチン編、牢獄ぶち込まれ処刑コース獄吏による輪りん姦かん獄死編です」

「なかなか豊富だな？」

「でしょ？　ちなみに理想は城に客人待遇コースです。衣食住保証有りの放り出しプレイ無し、無理強い投獄無しで基本的人権保証有りな。あ、でも何よりせめて陛下じゃなくて殿下だったらまだマシだったんですけどね。しかも第一王子じゃなくて、第三以降の。王位継承権から遠ければ遠いほど理想的です。ちなみに王弟殿下ルートは駄目です。面倒度は下手すると国王ルート以上かもしれません。必ずといっていい程、王位継承権がらみの王子殺害編か、王位簒さん奪だつの陰謀暗躍政争内紛国王暗殺編に巻き込まれますからね、あれは。恐怖で震えちゃいます、私ってば」

　陛下が小さく噴き出した。

　あれ、この人、笑うんだね。

　とりあえず不機嫌よりはマシだから良しとしよう。

　私の今後の為にも彼の機嫌を損ねる訳にはいかないもんね？

　別にウケ狙いで言った訳じゃ全然ないんだけどさ。

　ていうか、ヘロルドさん。

　その未確認生命体Ｘを前にしたような信じられないモノを見るような目は何なの？

　止めてみてくれる？

　ロマンスグレーにそんな風に見られたら流石に私も傷つくよ？

　一応、傷つきやすいお年頃なんだよね、これでも。

　まだ十代学生なんだよ？

　高校卒業はまだ半年後なんだからね？

「幾多の道があって素晴らしい限りではないか、余の下は。そうだな、余も王弟殿下ルートとやらは避けたいものだ。隣の小国がこのほど見事にそれを実行して、今や内戦にまで発展している醜態を演じていてな？　我が国としては黙って見て見ぬふりをしておれば良いのか、向こうは侵略をして欲しいのか判別がつかず余としても悩んでいるところだ。異世界人、その辺りどう思う？　お前が余ならどう動く？」

「陛下」

　ヘロルドさんが静かな声で明らかに陛下を諌いさめる。

　おお、出来た臣下だね。

　そうそう、国王が突然現れたアヤシイ───自分で言っててめげそうだけど───異世界人の私のような者に聞く内容ではないもんね？

　間違った言動行動をした主君に勇気を持って諌める事が出来るなんて、なんて良い臣下なんだろう。

　幸せ者だね、陛下。

　ところでヘロルドさんは、どういう立場の人なんだろう？

　なんとなく執事っぽいんだよね。

　爺じい的雰囲気というか。

　ヘロルドというよりセバスチャンという名前が似合いそう、なんて、凄く偏った私の思い込みなんだけどね。ごめんなさい、ヘロルドさん。

　心の中で謝っておくね？

　そんなヘロルドさんの諌めも、壮絶に偉そうな───偉いんだけど───陛下の前ではやはりというか何というか、あまり意味を成さなかったようだ。

　陛下は片手を少し上げてヘロルドさんを制する。

　コンプレックス持ちの私には嫌味にしか見えない宝石みたいな紫の瞳に、挑発の色を滲にじませているのを私は見た。

　見たよ！

　見たんだからね！

　よし、その挑発買った！

　私ってば買ったよ！

　受けて立つからね?!

　後で吠ほえ面づらかかないでよ、陛下め！

　うけけ、なんて、何の挑発を買ったんだか自分でもよく分からないけれど。

　陛下は私の意見なんて聞いて面白いんだろうか。

　面白いんだろうな、小馬鹿にしてるみたいだし。

　私の考えなんて参考にすらならないもんね？

　完全なる部外者だしさ。

「ただ聞いてみたいだけだ、ヘロルド。異世界人はどう考えるものなのかとな。まあ、この小娘が異世界人の平均的思考を保有しているかどうかは甚だ疑問だが。で、どう動く、異世界の小娘。お前に責任は皆無なのだから自由に申してよいぞ？」

　陛下、異世界人に小娘オプションを付けたな。

　くぅ……初めに名乗らなかった私も大概だけど、陛下も名前を聞こうともしないところをみると私は人外扱いなのかもしれない。

　まあ、陛下の世界の人ではないけどね？

　うん、私が陛下の世界の人ではないように、もちろん私はこの世界の人には全く関係がない。

　今のところね？

　だから陛下の言う通り責任は皆無のはずだ。

　日本の事だったら、いち国民としてたとえ実行力や影響力が無くても無責任な事は口にしたくはないけれど、ここは異世界。

　私にとって、今のところ所しよ詮せん異世界なのだ。

　正直、知人の一人も居ないこの世界では、かなりの上から目線の神様目線で非情な事も言えてしまう。

　それこそゲームの攻略法のように。

　この世界の命の重さがイマイチ感じられていないしね、今の私には。知らないんだから。

「無責任にも正直に言って本当にいいんでしょうか？」

「そう言っている」

「うーん、じゃあ、遠慮なく」

　私は腕を組んで陛下と目を合わせる。

　何事もお話しする時は目線を合わせないとね、なんて。

　まあ、どんな姿勢であれ態度であれ、私のオシリは相変わらず肉を敷いていて、大腿の間からはソーセージを出している時点で全くもって様にはならないんだけどさ。

　私は深呼吸をした。

　自分の意見を言うのは少々勇気が必要なのだ。

「その対象小国の領土的価値にも依るんですけど、基本的にはやっぱり侵略の方向じゃないですかね」

「ほう？　理由は」

　陛下、目がなんだか楽しそうです。

　うん、まるで珍獣の小躍りを見ているかのよう。

　小馬鹿にしている小娘の考えは、そんなに笑えるのかな？

　あー…絶対笑えるんだよね？

　私ってば、やってられないよ！

　鼻をフンと私は鳴らした。

「だって。自国を豊かにするんだったら、やはり他からの搾取が手っ取り早いじゃないですか、どうしたって。後々まで尾を引く差別意識や民族的紛争を考えるなら緩い植民地支配程度に留めた方がいいかもしれないですけど、領土、隣なんですよね？　しかも陛下の国から見て小国でしょ？　国土を広げすぎると、それはそれで治めきれない不都合が生じてきますけど、小国なら属国にするより国土として広げて、更にその先の近隣国にまで触手を広げて、日々植民地候補の物色をして、虎こ視し眈たん々たんと狙った方がいいですよ。ハンターですよ、陛下。気分はもう狩人の如くです、海賊の如くですよ！」

「海賊な」

「ですです！　その際は非情ですけど、後顧の憂いを完膚無きまで消す為に小国の王族は殲せん滅めつです！」

「成程。それで？」

「それでですね、反抗的そうな貴族も勿論粛清です。反乱刺客暗殺がウザイ、えっと、目障りですから。適度に原住民に人望のある長いものには巻かれる系の穏健派地元貴族だけを少数残して現地を管理させればいいです。何でも自国から賄おうとすると、必ずといっていいほど反発が起きて反乱の火種になりますしね。面倒です。侵略する為の必要経費と、その後の見込める利益を天てん秤びんにかけて利益の方が大きければ、悩むことなんてあまり無いんじゃないですかね？　だって、自国が潤えば陛下の支持率も上がりますし、地盤が固まります。国民って景気良くなって自分がウハウハなら、多少の暴君でも若干恐怖政治敷いても、寧ろ陛下がド変態でも、ハーレムを作って美女千人くらい囲って国庫を多少無駄遣いしても見て見ないふりをするもんですよ。所詮、末端の国民です。陛下にとっては虫むし螻けらにもなりません。焼却炉に放り込むべきゴミも同然です」

「なかなか酷いな、お前は」

「そうかなぁ？　まあ、皆ね、臭い物には蓋ふたをするもんです。だって自分が一番カワイイんですから！　自己愛最高です！　逆に不景気だと政権打倒の革命とか起こしかねないですからね。舐めちゃいけません。ひとりひとりだと指で簡単にぷちぷち捻り潰つぶせるただのアリンコですが、集団になると軍隊蟻ですよ！　あの凶暴で威力ありまくりな軍隊蟻化するんですよ、陛下。ある意味、為政者からすればタチが悪いんです、庶民って」

「蟻か。余の前で民を蟻とたとえたのはお前が初めてだ」

「そうですか？　じゃあ、陛下の周囲はお上品な人達しか居ないんじゃ？　黄金の箱入りの深窓系お坊チャマだし。国王なんて。軟弱過ぎてお城の外では全く役に立たなそうですしね？」

「…………」

「まままっ、そんな事はどうでもいいんです！　陛下、支持率上昇を狙って下さい。それが政権維持には大切です。血筋に胡坐あぐらかいていたら、いつか寝首を掻かかれますよ？　ウチの国なんか、景気対策で失策したり、愛人ひとり発覚したら大臣の座から簡単に追われちゃうんですからね。愛人一人でですよ？　当人同士とその家族が納得していて、政治家としての仕事をきちんとしていれば、その人の私生活なんてどうでもいいから、と思う私は変わってますかね?!　知りたくないですよ、別に！　政治家のオジサン、オバサンの不倫の話なんて！」

　なんとなく私語りの内容が逸れた気がしないでも無かったけれど、最後の方では拳こぶしを固めてテーブルをどんどん叩たたきながら力説できた事に、私的には大変満足した。

　ふぅ。

　ストレス発散万歳。

　すんごく語ったような気がする。

　まあ、全体的になんともお粗末な内容だったりしたんだけれど、それでも良かった。

　だって陛下はどうせ碌ろくに聞いてなんていないんだから、と思っていたのに、なんでそんなに真剣な目で此方こちらを見ているの？

　怖いよ、陛下！

　ごめんなさい！

　大変申し訳ありませんでした！

　私ってば、なんか気に障ること言った？

　あ、やっぱり無責任な事を言いまくったのがいけなかったのかなぁ？

　だって陛下、いいって言ったじゃん！

　本気じゃないよ？　侵略しちゃえとか本気で言った訳じゃないからね?!

　異世界に転移した事よりも、その目に私は泣きそうだよ?!

　もう泣いちゃっていいかなぁ？

「───異世界の小娘。お前は、よく分からん奴だな。長々と力説していると思ったら、何故、今になって悲ひ愴そう感を漂わせている？」

「え、だって陛下、怒ってそうなんですもん」

　まだ涙は出ていなかったけれど、女の涙は卑ひ怯きような涙。

　という事で、私はちょっぴり鼻をすすって、目元を拭ぬぐうフリをした。

「あー…陛下、私の女の涙に免じて怒りを収めてくれませんかね？」

　陛下が片眉をあげた。

　おおぅ、器用ですね。

　そんな些さ細さいな表情筋の動きも素敵です。

　イケメンって何をしても絵になるんですね。

　いいな。

「涙など出ていないではないか。それに、そのあられもない下半身の惨状に今なお平然とそのままにしているような者が、女などとおこがましいとは思わないか？　そもそも怒っていないしな、別に」

　その言葉に私はムッとした。

　当然だよね?!

「いや、陛下は怒ってます！　目がそう言ってます！　それなのに怒ってないなんて、そんな嘘つき人間におこがましいとか言われたくないです！　陛下は酷いです！　非人道的性格の冷酷人間です！　もしかしたら、ううん、もしかしなくても変態属性確定です！」

「ほう？」

　もう言ってやる！

　たとえ陛下の横でヘロルドさんが顔を青褪ざめさせていたって言っちゃうよ！

　私は我慢してたんだからね！

　私のパンツだって言えって、ずっと叫んでたんだよ！

　肉汁ソース吸いまくりなんだぞって！

　もうきっとシミになって落ちないよって！

　今日はお気に入りのを穿いていたのに！

　それを……それを、それをっ!!

　パンツの恨み、知るべし、陛下！

　私は日本人なんだぞ！

　という事はだよ?!

　一滴くらいは希代の陰おん陽みよう師じ安あ倍べの晴せい明めいの血が流れている可能性だってあるんだからね！

　なんていたって彼は平安時代の人。

　枝分かれに枝分かれした血が、先祖はずっと農民だったと言われている私の家系にだって間違って潜り込んでいる可能性は、たとえ極小でもあるんだからね?!

　ふふふっ、思い知れ、陰陽師の呪！










３




「そもそも陛下は、私のこの状態に直ぐ何らかの対処をしてくれなかったという時点で非人道的冷酷ド変態人間だって証明しているようなもんなんですよ！」

　悟って、そ・れ・ぐ・ら・い！

　陛下の頭は飾りモノなの?!

　長所はそのイケメン面だけなのかな?!

　私は鼻息を荒くして続けてみる。

　ふんがふんがだ。

「私の目の前に、えっらそうに座っていてパンツの惨状がバッチリ見えているくせに、少しは心が痛まないんですか?!　肉汁シミシミで可哀相とか、ソーセージが変な場所から見えているから避けてあげようねとか、スカート捲れているから上着をかけてあげようかとか、思わないんですかね?!　思いますよね、普通！　羞しゆう恥ちに震える傷つきやすそうな年頃の、繊細なガラスのハートを持っている麗しき乙女が目の前に居るのに！」

「思わんな、全く。……小娘、お前、よく自分をそう言い表せるな。逆に感心する」

　陛下は呆あきれを含んだ視線を私に向けた。

　何?!

　生意気にも私に向かって呆れ視線を向けるなんて、百億年早い！

　異世界の日本国民たる私には、陛下の地位は全く効力が無いんだからね！

　日本万歳だ！

　万歳三唱だ！

　───とまあ、私は事後になってから必ず深い後悔をする種の暴走を、この時は止められなかった。

　基本、小心者属性なのにね？

　私は陛下に掴みかからんばかりに姿勢を前のめりにする。

　顔対顔の距離が近づいてしまったけれど、私はイケメン面には負けない。

　負けない自信は満々なのだ。

　なんていったって私には耐性があるのだし。

　そう、言うまでもないよ！

　某乙女ゲーの魔皇帝パーシヴァル様のお陰でね！

　もう銀髪の彼はこの時点で私の唯一絶対神に昇格決定だよ！

「思わないなんて！　しかもこの私に向かって乙女否定発言とも取れる言い方をするなんて！　そんな不適切生意気発言が出るのは、その口ですか?!」

　陛下のイケメン面に絶妙な位置で配置されている理想的な形の唇に向かって、私は思いっきり指さした。

「随分と偉そうだな」

「陛下なんて、陛下なんて、」

「なんだ」

「陛下なんて騎士失格です！　騎士に対する大いなる侮辱ですよ！　騎士道精神をもう一度学び直してきて下さい！　騎士道とは何だったですか？　思い出・し・て！　騎士道には、女性への奉仕などの徳を理想とした、とかありませんでしたか?!　そんな基本中の基本を忘れているような陛下は、もう騎士道精神の書トリエス王国版の清書百回宿題です！」

「先程言った気もするが、余は国王でな？　理解できているのか、その頭は」

　それに騎士道精神の書なぞ見た事も聞いた事もない、と陛下は頭の弱い子を相手にしてやっているといった感じで鼻を鳴らした。

「馬鹿にしないで下さい！」

　私は指さしていた手を下ろして、どんとテーブルを叩いた。

　こうなれば音による威圧効果を狙うしかない。

「馬鹿だろう、普通に」

「陛下なんて変態なくせに！」

「どの辺が」

「分かりませんか？　分からないんですか、その頭は！　そんな事も分からない頭なんて外堀にでも捨てたらいいんです！　金色の藻が浮いているみたいで寧ろ観光名所になるかもしれないですしね！　国の観光課が観光収入上昇で泣いて喜ぶんじゃないですか?!」

「小娘っ」

「分からないんなら、この私が教えてあげましょう！」

「もうよい」

　うんざりした様子で陛下が手を振った。

　しかし！

　そんな中途半端、この私が許す訳がない！

　あるはずがないではないか！

　相手が誰であろうが、もうこの際一切関係ないからね！

　そう、たとえヘロルドさんが恐怖に慄いた表情をしていてもだよ！

「なんにも良くないですよ！　なに言ってるんですか！　いいですか、陛下。その耳の穴かっぽじってよーく聞いて下さいよ?!　陛下の変態確定の理由はですね、繊細且つ麗しの乙女であるこの私の肉汁シミシミパンツを至近距離で見続けた事です！　会話しつつも時間をかけてバッチリじっくりシッカリその両眼で見てたでしょう?!　日本の花の女子高生、ＪＫのシミシミパンツですよ?!　ウチの国なんか、女子高生のパンツは高値で売れるんですからね！　洗ったら駄目なんです。脱ぎたてほやほやシミシミパンツが価値有り有りなんです。マニア垂すい涎ぜんモノなんだから！　その私のパンツをタダ見した挙句、さも自分は『興味もありません』みたいな態度を取って真っ当な人格者のフリをするなんて！　イヤラシイ上に盗人猛々しいとはこの事です！　陛下のむっつり助平！」

　大興奮中の私は、所々に日本の恥晒し発言があるのに気づかない。

　陛下は眉間どころか鼻の頭にまで皺を寄せんばかりの、思いっきり嫌そうな顔をした。

「何故、余がお前の下着如きを見た程度で、そのように言われなければならん？　全くくだらない。そもそも異世界の小娘、お前、祖国でそれこそ真っ当な女扱いをされていたのか？　余にはお前が女には全く見えない。そんなお前の下着なぞ視界に入ったところで何とも思わないし、寧ろ目障りで不快だ。お前の下着に価値が付くなど余には想像もつかん話。お前の祖国、ニホンとやらは変わった国なのだなとしか言いようがない」

「酷い！　やっぱり陛下は変態なだけでなく冷酷非道な人間なんだ！　よくもいたいけな女の子に向かってそんな酷い事が言えますね！　だいたい私が女じゃなかったら、じゃあいったい何だって言うんですか?!　陛下から見て、私は何に見えるんですか?!　女じゃないんですか？　乙女じゃないんですか？　淑女じゃないんですか?!」

「淑女？　よく言う」

　陛下は明らかに小馬鹿にしたように嗤わらった。

「珍獣だ」

「は？」

　私は思わず聞き返した。

　今、理解不能な単語が飛び出した。

　不適切生意気発言を発した事のある前科持ちの陛下のあの口からね！

「珍獣だと言った。余にはお前が珍獣にしか見えない。女どころか人にも見えんな。───そうは思わんか、ヘロルド」

「……そう、でございますね。私もそのように」

　やっぱり私は人外扱いだったのか！

　どうりで名前をいつまで経っても聞かれないと思ったよ！

　突然、話をふられてヘロルドさんが盛大に困っている。

　ていうか、今、肯定した?!

　ねえ、ヘロルドさん、今、肯定したの?!

　酷い、ヘロルドさんも！

　ううん、いや、酷いのはやっぱり陛下だ！

「というか、陛下がそんな風に聞いたら忠臣ヘロルドさんは否定できなくないですか?!　パワハラだ！　威力業務妨害だ！　職権濫用反対！　訴えてやる！」

　何処に？　という指摘はこの際不要だよ！

「五月蠅い、珍獣」

「ムカつく！　言うに事を欠いて私を珍獣と呼びましたね?!」

「言ったが、それがどうした」

　陛下は肩を上下に動かす。

　もう彼の全ての動作が私を小馬鹿にしていた。

　あー…腹が立つ！

　私は目をキッと吊つり上あげて陛下を睨にらみつけた。

「陛下は異世界転移モノの男役失格です！」

　断言だ！

　はっきりキッパリ断言してやる！

　私の唯一絶対神に誓ってもいい！

「逆ハーメンバーには絶対に入れない！　意地でも入れない！　陛下が泣いて頼んで土下座して悶もだえ苦しんでいたって、死んでも入れてなんてあげないんですからね！」

「逆はーめんばー？」

　陛下はチラリとヘロルドさんの方を見遣る。

　ヘロルドさんは控えめに首を横に振った。

　二人とも意味が分からないのだろう。

　無知め！

　小学生からやり直すべし！　カラフルなランドセルを背負ってね！

「逆ハー。それは乙女の永遠なる憧あこがれであり夢のことですよ！」

　私は両腕を天───厳密には異様に豪華なシャンデリアや黄金彫刻や天井画がワキワキな天井だけど───に向けて広げてみせる。

　ああ、うっとり。

　その単語にキュンキュンしちゃう、私ってば！

「夢？」

　陛下は不可解そうに眉をひそめて、よく分からないという意思表示をする。

「この世に男が理想とする美女美少女で構成されるハーレムがあるように、逆ハー、つまり逆ハーレムとは読んで字の如く、女ひとりに対して、老若の美男美青年美少年の様々なタイプ、様々な身分、様々な境遇のイイオトコ達が女、つまり今回は異世界転移を果たしたこの私に対して先を争い歓心を得るために鋭意努力する事ですよ！　イイオトコ達が死ぬ気で努力をするんです！　この私に少しでも好意を抱いてもらう、ただそれだけを目標として！　ちなみにヘロルドさん、貴方はロマンスグレー部門に入ってますからね！　メンバーです、逆ハー構成員のひとりですよ！」

「わ、私がですか？」

　ヘロルドさんが狼狽うろたえた。

　心の底から狼狽えているのが見て分かる。

　ややっ、ロマンスグレーの狼ろう狽ばいっぷりって、なんて可愛いんだろう！

「お前は真正の阿あ呆ほうだな」

　失礼な！

　馬鹿に続いて阿呆が追加なの?!

　私は憤然たる面持ちを彼に向けた。

　もうこれは己の置かれた立場というものをキッチリと理解させないといけない。

　そう、つまり陛下は逆ハーメンバーからは完全に外れているという事をだよ！

「何と言おうと異世界転移モノの王道設定である逆ハー、その私の栄えある薔薇の逆ハー構成団、通称ブルーヘブンに陛下は入れませんからね。ご愁傷様！」

　ブルーヘブン。

　ある時に日本に登場した薄く淡いブルーが入る綺き麗れいな薔薇だ。

　私の逆ハー構成団名になんて相応しいんだろう！

　そんな魅力的な名称を持つ私のブルーヘブンに陛下の名前は無い！

　一切無い！

　断じて無いよ！

「誰が入るか。馬鹿馬鹿しい」

　陛下は吐き捨てるように言った。

　その言い様に私が口を開こうとすると、控え目に、だけどしっかりと重厚で品の良い装飾が施されている扉を叩く音が聞こえた。扉越しに少々くぐもった声がかけられる。

「お食事中失礼いたします。陛下、宰相閣下から使いの者が来ていますが如何しますか」

「入れ」

　陛下は扉に視線を向ける事もなく、命令しなれた者独特の声音で応じた。

　扉付近で固まっていた従僕Ａといった純朴そうな亜麻色の髪の青年が若干慌てて扉に手をかける。

　今の今まで存在感が全く無かったメイドらしき女性たちが、優雅な動作で体の向きを変えた。

　入ってきたのは何とも貴族然とした若者だった。

　年の頃は私と同じか若干下くらいに見える。

　陛下のように『黄金！』と強烈な主張を放ったような金髪ではなく、淡い優しい色味の金色の髪を持っていた。

　髪は陛下より少し長く、緩くひとつに纏まとめて背中に流している。

　瞳は目を伏せているので色は分からない。

「失礼いたします、陛下。エーヴァハルト宰相閣下からの言伝がございます」

「許す」

　少年は陛下の許しに視線を上げた。

　おおぅ、瞳は碧へき眼がんか。

　というか、予想を裏切らない美少年っぷりに私は妙に感心する。

　やっぱり異世界転移には美少年は必ひつ須すだよね！

　美少年といったらやはり儚はかなげ系かな？　やややっ、気になる！

　凄く気になるよ！

　まあ美少年儚げ系といったら一歩間違えるとボーイズラブの世界に突入してしまう危険性はあるけれど、今回は私にとって異世界転移王道路線で進行中のはず、きっとね！

　そっち系にならない事を私は祈っているからね、切に祈っているからね、少年！

　視線をあげた少年は陛下を見ようとしたのだろう、───が、その碧眼は陛下の眼前の私で止まる。思わず視線がいってしまったという感じだ。

　あ、目が合った。

　彼は少しだけその碧眼が納まっている目を見開いて、そして固まった。

「…………」

「…………」

　少年は固まり、私は今この場で声を発しては流石に拙まずかろうと無言を通す。

　そんな私たちに陛下が促した。

　厳密には少年をだけどね？

「───どうした？」

「あ、いえ。失礼致しました」

　陛下の促しの声に、少年はハッとしたように私から視線を逸らす。

　まるで何も見ませんでしたの如く秀麗な顔を素早く無表情に変え、彼は陛下に頭を下げた。

　その素晴らしい切り替えに私は思わず唸る。

　凄いね！

　私と年はそんなに変わらなそうなのに！

　ウチの学校の超優秀と言われている生徒会長でも、そういった切り替えはなかなか出来ないんじゃないかなぁ？

　だって陛下って国王でしょ？

　謂いわば一国の頂点。

　絶対的権力者。

　ウチの生徒会長は少女漫画を地でいく感じの、そこそこの容姿と運動能力、何故ウチの学校に入学したの？　っていうくらいの優秀な頭脳を持っていて、そして嫌味なくらいに素晴らしい外面を持つ人間だ。

　でもそんな流石の生徒会長も、内閣総理大臣を目の前にして『どうしたのか』と問われれば、まず間違いなく凝固するだろうと容易に想像できる。

　アヤツはあの外面で周囲を騙だましている詐欺師類鬼畜科な生物だけど、内面には私と同様、気の小さいところを隠し持っているんだよね？

　武装に武装で誤魔化してはいるんだけれど。

　あ、何故、生徒会長が鬼畜科だって分かるのかって？

　アヤツ、同類センサーでそれを見抜いた口止めとして、私の胸を揉もんだんだよね！

　しかもブラの中に手を入れて！

　そして揉んだ挙句に『貧乳にも程があるだろ！』って大ウケしてさ！

　あー…物凄く嫌なこと思い出しちゃったよ！

　加か藤とうめ！

　いつか目にモノみせてくれるわ、って私、元の世界に戻れないフラグ立ってないよね？　え、もしかして立ってる？　仕返しする前に敗走なの？

　そんな衝撃的事実に気づき、思わず私は声に出してしまっていたようだ。

「五月蠅い！　少しは黙っていられないのか、お前は！」

　陛下は背凭れから身を起こし、すらりとした長い指を持つ綺麗な手で私の頭を鷲わし掴づかみにしてギリギリと力を入れた。

　痛い痛い痛い痛い痛い痛い！

　陛下、痛い！

　暴力反対！

「痛いですよ、陛下！　超痛い！」

　私は涙目で抗議する。

　鷲掴みする陛下の手を外そうと試みるけれど、外れないどころかビクともしない。

　ていうか、本当に痛くてホロリと一粒の涙がこぼれた。

　突然の異世界転移を果たし、帰還不可フラグが立ったかもな状況でも出なかった私の涙がだよ?!

「当たり前だ！　痛くしているのだからな！」

「乙女に暴力なんて最低！　冷酷変態極悪鬼畜陛下！」

「極悪と鬼畜が増えたな」

　私が若干の涙声なら、陛下はもうこれ以上無いというくらいのうんざり声だ。

「極悪で鬼畜なんだから仕方無いじゃないですか！　極悪鬼畜ド鬼畜ド変態ドＳ陛下！」

「どえす？　……いや、いい。何でもない」

　陛下が私の言う彼にとっての意味不明な言葉にまた不可解そうに眉を顰めるけれど、それも一瞬で、うんざりした表情を取り戻すと、軽く振りまわすようにして私の頭から手を放した。

　気を取り直すかのように陛下は浅く息をつく。

「おい、ルドルフの元へ戻る前に法務長官の所へ寄って、至急、此方へ来るよう伝えろ。あれには用件を済ませ次第行くと」

「御意」

「ルドルフ？」

「五月蠅い、黙れ」

「酷い！　聞いただけじゃん！」

　私と違い、陛下の命にそつなく返した少年は、ちらりと此方に綺麗な碧眼を向けた。

　その瞳に驚きよう愕がくの色が浮かんでいるのに私は首を傾げる。

　ああ、それより本当に頭が痛かった！

　陛下、微塵も容赦しなかったな?!

　一粒だけこぼれた涙の跡を拭いながら、私は少年に声をかけた。

　もう陛下同様、彼に対しても遠慮はいらない気がする。

　なんとなくだけれど。

「あれ、少年、陛下への伝言はもう伝えたの？」

　私は今にも去りそうな気配を漂わせている少年に思い切って疑問をぶつけた。

　くどいようだけれど、私は何においても気が小さいんだよ？

「えっ、僕ですか？」

「あ、うん」

「はい。たった今、申し上げましたが……」

　少年は私から声をかけられるとは思っていなかったのだろう。

　目を見開いて、碧眼を戸惑いに揺らした。私はそれに更に首を傾げる。

「え、言った？」

「聞いた。お前が聞いていなかっただけだろうが」

「えー…」

　聞きたかった！

　全然関係ないけどね！

　だって、ねぇ？

　やっぱり国王への伝言って何だか気になるじゃない？

　今まで一般庶民の底辺小市民だった私なだけに、国の中枢の片へん鱗りんが見てみたいというかさ。

　野次馬根性というか、ネタ的にというか。

　そして出来るならＳＮＳにでも晒してみたいというか。

　その時はきっと陛下に殺されるような気がするけれど。

「なにがだ。お前にはそもそも関係のない事だろう？　少し黙れ。───ユーリウス、これの相手をする必要はない。行け」

　お、少年の名前はユーリウス君というのか。

　うんうん、なんか合ってる！

　いいね、益々貴族様って感じで！










４




　ユーリウス少年は陛下の言葉に腰を折って頭を下げると、物音も立てずに退室した。

　なんともあっけない立ち去り方に少しだけ物足りなさも感じるけれど、もしかしたら私は元の世界には帰れない可能性だってある。

　またいつか会う事もあるだろう、と思うんだけど、どうだろう？

　そういえば私ってば、この先どうなるのかなぁ？

　客観的に考えなくても私という存在は相当アヤシイような気がする。

　そもそも異世界人とか言っているし。

　まあでも、陛下やヘロルドさん、その他のたぶん侍従、従僕、女官さんとか侍女さんとかの使用人が突如として現れた私を目撃している訳だし、異世界人である事は完全に信じてはもらえないにしても、頭から否定はしないだろうとは思うんだけど。

　私はなんとなく、いや、かなり不安になって今更ながら顔を青褪めさせた。

　そういえば私は自分の今後の為に、陛下の機嫌を損なってはいけないのではなかった？

　ああ、しまった！

　後悔先に立たずとはこのことだよね?!

　テーブルの上をズリズリと移動して、おもねるように陛下の方へと私は擦り寄った。

　ズリズリ移動したから、オシリの下の肉も、大腿の間のソーセージも勿論一緒だ。

　こうなれば無い色気をどうにかして捻り出して、加藤めに貧乳判定された胸をも動員して、この嫌味でしかない超絶美形で美声を持つ陛下を色仕掛けで落とすしかない、なんて無理です。

　どうしたって無理。

　たとえ天地が逆さになったって無理。

　海を割れって言われた方が簡単な気がするよ？

　私は溜息をついた。

　物凄く深い深い溜息をね？

「ねね、陛下」

「近い。もう少し下がれ」

　くぅ、やはり色仕掛けは通じないか。

　距離を縮めただけで陛下が嫌そうな顔をするくらいだし。

　なんか微妙に傷ついたよ、陛下！

　乙女のガラスのハートを傷つけた責任を取ってもらうからね！

　……というか取って下さい、是非、好待遇を用意するという形で。

　お願いします。

　城に客人待遇が私的に希望です。

「あの、陛下」

「なんだ」

　おずおずと話しかける私に、陛下はもう億おつ劫くうそうに対応する。

　視界に私を入れてすらいない。

　彼が見ているのは遠い窓の外。

　つまり木々らしきものが夕闇に隠れ、黒々としている闇を見ているんだよね！

　私より木々の闇の方がいいと、そういうことなんだよね、陛下！

　いいけどね！

　別に！

　その態度に本気でイラっとくるけれど、私は陛下に足元が丸見えなのだ。

　異世界に知り合いも居なければ、生活基盤もない無一文人間だしね？

　陛下に放置プレイされるだけでも野たれ死ぬこと請合いだし。

　下手に出なければならないのがツライところだよね。

　今は応じてくれているだけで良しとしないと。

　私は日本人特有の、とにかく面白くもなんともないけれど無難に笑っておけ、を、また陛下に向けて実行した。

　もちろん陛下は見ていないけれど。

「陛下、私、この先どうなるんでしょう？」

「どうとは？」

「いえね、私ってば異世界人じゃないですか。ということはですよ？　ほら、この世界に知り合いが一人も居ないでしょう？」

「そうだな？」

「無一文ですし？」

「…………」

「まあ異世界転移のお約束というかなんというか、言葉は通じるみたいなんですけど、きっとそのお約束の法則でいくと、言葉は通じるけど文字は読めず、って流れなんじゃないかなと思うんですよ、たぶん」

「……だからなんだ」

「だからですねー、って陛下、そんな私を流石に放置はしないですよね？　ね？　だってほら、か弱き乙女な私ですから、無一文だったらホテル……じゃなくて、宿も取れないし、文字すら読めなかったら飲食店で注文すら取れないでしょ？　契約とかで騙されちゃいますよ、私！　いいんですか、陛下はそれで！」

「なにか問題が？　余には全くないが」

　陛下はこちらにようやく視線を戻し、呆れたような色を宿すアメジストな瞳で私を見据えた。

「酷すぎる！　分かってはいたけど、陛下はやっぱり非人道冷酷人間なんですね！　ほんと分かってはいたけど！」

　私はカクリと肩を落とした。

　仕方ない、ちゃんと説明しないと分からないのだろう、陛下は。

　なんてったって陛下は王族。

　きっと何不自由なく大切に大切に育てられて、庶民の事情なんて知りはしないのだろうし。

「いいですか、陛下。宿が取れなかったら野宿ですよね、私。そうしたらどうなると思います？　か弱き乙女が野宿。それ即ち強姦の末、絞殺決定ですよ？　衣服ビリビリで半裸のまま野山に放置か、海、湖、沼あたりに重しをつけて沈められちゃうんです！」

「…………」

「んで、文字が読めなかったらね？　不平等な契約を知らずに結んじゃって、借りてもいない借金背負わされちゃったりして、売春宿に売られちゃって。で、脂のノリまくったプヨンプヨンでデブンデブンのオジサン達にこの乙女の柔肌が好き勝手に弄られて、体の中を蹂じゆう躙りんされまくって、口内までヤツラの何かに犯されるんです！　それで私は精神を病んでいくんです。もうこの後は転落への一途ですよ！」

　此処で私は両手で顔を覆ってみせた。演技は大切だからね？　物凄く重要ポイントだよ？

「さてクイズ、ここで問題です。陛下、こういったシチュエーション、局面の場合は何が登場すると思います？」

「……さあ？」

「うーん、陛下、妄想数値をもっと上げる訓練をしないと駄目ですよ？　正解はですね、どうしようもないクズ男が登場するんです」

「ほう？」

「大抵、そういう場合に登場するクズ男は太ってはいません。病的に痩やせているか、中肉中背です。で、顔はそういい感じではないんですけど、傷つき折れた心の私には、良く見えちゃうんですよねぇ」

「そういうものなのか？」

「はい、そういうものですよ？」

「そうか。で？」

「で、ですね。ただニタリとその男が笑っただけだとしても、優しい包容力がある微笑みに見えちゃったりして胡う散さん臭くさい甘い言葉にもコロリと騙されちゃうんです、寂しさ故に。ああ、可哀相、私ってば！」

「…………」

「でもその男が良く見えたのも最初だけなんです。男は私の体を思いのままに味わった後、お金をせびるようになるんですよ。よくあるパターン、えっと、状況に突入です。男は頻繁に、そしてどんどん高額のお金を私から毟り取っていくようになるんです。私が少しでも拒否をすれば、顔を殴り、お腹を蹴けって、髪を掴み壁に叩きつけるんです！　私は部屋の隅で唇の端が切れて血を滲ませながら、ゴホゴホと咳せきこみます。男はそんな私を尻しり目めに箪たん笥すを漁ってこう言うんです。『けっ、やっぱり隠してやがったじゃねぇか、このアマ！　素直に出せば痛い思いをせずに済んだのにな！　クソがっ』って。で、またそこで一発蹴りが入るんです。私はあまりの衝撃に気を失います」

「なかなか壮絶だな」

「でしょう？　その後どうなると思います？　もう涙無しには語れませんよ？　私が気づくと、枕元には同じ職業を持つ悲しくも優しい女性が額に冷たい手て拭ぬぐいを載せてくれているんです。『馬鹿だねぇ、お前さん。あんな男に騙されちゃってさ』って言いながら。私は『彼は?!』って言いながら飛び起きて、蹴られた腹の痛みに身を屈めます。女性が『ほらほら無理するんじゃないよ』って支えてくれるんです。その時です！」

　私は此処で右手を払うように大きく左右に動かした。

　それによって微量の風圧が発生して、陛下の黄金の髪をほんの少し揺らす。

　彼の整った形の良い眉が一ミリだけ中央に寄った。

「スパーンと子気味の良い音を立てて障子が開くんです。あ、障子って扉の事なんですけどね？　開いた障子から、その売春宿の女将さんが現れるんです。そして『馬鹿な子だよ。お前、あの男に金を持ち逃げされた挙句に、お前名義でたらふく借金こさえられやがって！　これからは休む暇なんて無いよ！　どんな客でも嫌がらず、どんどん取らせるから覚悟しな！』って言われるんです。同僚の女性は同情の視線を向けてくれながらも溜息をついて部屋から立ち去ります。どうしようもありません、彼女には何も出来ないのですから仕方ないんです。それから私の更なる地獄の日々が始まります」

「地獄の日々？」

「そうです。どんどん仕事を取らされた私は、日に日に痩せていきます。そしてある時、血を吐いちゃったりするんです」

「何故？」

「当然病気ですよ」

「肺の病か何かか？」

「その場合もありますけど、今回の話では違う設定です」

「……設定な」

「次第に性器部分に膿うみが出てきたり、いろんな箇所が腫はれたり、体に発はつ疹しんが出来たりしちゃうんです。性病ですよ！　性病をうつされるんです！　性病をうつされた事は、そのうち女将の知るところとなります」

「どうなるんだ？」

「追放ですよ、追放。病気持ちの女は店には置いておけないですもん。場末のあばら家に放りこまれるんです。絶望に身を浸しながらも、それでも生きていくために、格安の値段で自分で客を取るんです。足蹴にされて、疎まれ、蔑さげすまれながらも！　そして人知れず死んでいくんです、私！　陛下、少しなりとも会話を交わした私が、そんな運命を辿たどっても平気なんですか?!」

「平気なのかと言われてもな。全くといってよい程、余とお前は関係ないだろう？」

　こんなに物語を聞かせても、まだそんな冷酷発言が出来るのか、陛下！

　私はギギッと陛下を睨ねめ付つけた。

「陛下ぁ」

「五月蠅い。もう少し待て。そろそろお前の処遇を手配する者が来る」

「え、処遇？　え、え、え、誰か来るんですか？」

「法務長官だ」

　そういえば、さっきユーリウス少年に陛下は法務長官に至急来るようにって伝言していたっけ。

　あれって私に関係することだったんだ。

「私の処遇って、もう陛下の中では決まっているんですか？」

「一応な」

「ややっ、何?!　私の処遇、どういうのなんですか、陛下！」

「だからもう少し待て。何度も言う手間すら面倒だ」

「面倒って！　陛下、そんなイケズなこと言わないで、教えて下さいよ！　教えて、教えて、教えてぇ！　知・り・た・い！」

「…………」

　むむっ、陛下め、その法務長官が来るまで無言で通すつもりだな？

　そっちがその気なら、こちらにも考えがある！

　なにせ私の今後が関わってくる重要事項なのだ。私は必死だよ！

「陛下、覚悟！」

「っ！」










５




　私は陛下に飛びかかった。

　我ながら思い切りの良すぎな飛びっぷりでね？

　オシリの下の肉を置き去りに、大腿の間のソーセージは床に落ちた。

　さらば、シミシミパンツの原因の肉たち！

　私は両手を熊手のようにして陛下の膝ひざに乗り移った。

　陛下が驚きに目を見張る。

　ふふ。

　その表情に私は満足した。

　ニヤリとした笑みを私は浮かべてみせてから、陛下の装飾がたくさんついた長い上着を力任せに左右に開き、腰元から一気に中のシャツらしきものをズボンから引き抜いた。

　熊手な両手を寸分の躊躇ためらいも見せずに中へと突っ込む。

　お、陛下のオナカ、温かいね。

　世界は違えど同じ人間なんだね！

　いいね！

　人類みな兄弟だよ！

「必殺！　くすぐりの刑！　手加減なしバージョン！」

　こちょこちょこちょこちょ。

　私はしきりに休まず手を動かす。

　このくすぐりの刑は、休まずに絶えず刺激を与え続ける事がポイントだ。

　しかも私の場合、小遣いアップの為に常にパパで実践済みなのである！

「お、お前は何をするっ！　小娘！」

　やだ、陛下ったら、結構くすぐったかったりするのかしら？

　超絶美形なその玉顔が強張っているんだけど？

　頬も少し赤いというか。

　もしかしなくても我慢してる？

「笑いたかったら笑ってもいいですよ？　我慢しないで！　へ・い・か！」

「ふざけるな！」

「さぁ白状するのです！　私の処遇は何なのかを！　いち早くの情報開示を要求する！」

　せわしなく手を動かしている私を陛下は睨みつける。

　突き放すのではなく、彼は左腕で私の腰を引き寄せ、右手で顎を捕えた。

　その行動は想定外だ！

「ちょっ、ちょっと待って、陛下！　痛い痛い痛い！　腰痛い！　顎痛い！　この場合、普通、突き放すでしょ？　なんで引き寄せて拘束するんですか?!　いやっ、痛い！」

　私は走る痛みに思わず動かす手を止める。

　それを見越したように陛下が腕にますますの力を加えた。

　彼の澄んだ紫色の瞳に残忍そうな光がちらつき、口角が上がる。

「うわ、その表情、極悪非道の魔王様って感じですよ、陛下！　放して下さい！　マジで痛い！　内臓が破裂しちゃいますよ！　もう、放してっ！」

「素直に余が放すと思うか？　己の行動に責任を持て、小娘」

　陛下は私の腰を更に絞めつけながら、捕らえた顎を彼の目線に合うように強引に角度を変えてくる。

　ヤバイ、本気で痛い。

　締めつけられ続ける腰と胸が圧迫されて苦しい。

　貧血とか起きちゃいそうな勢いだ。

　というかさ、それよりも。

「陛下、放して下さいよ！　痛いし苦しいけど、そんなことより気づきませんか?!」

「なにがだ」

　見つめあう形になった陛下と私の顔が近すぎる。

　互いの吐く息がかかる程に近い。

「私達の顔の距離が近いし、私は陛下の膝に馬乗り。陛下は締め上げているつもりかもしれないですけど、客観的に見ればどうしたって抱きしめているようにしか見えないですよね？　つ・ま・り、エロイ！　エロイんですよ、この体勢が！　エロエロなんです！　気づいて、へ・い・か！」

「……お前な」

「陛下、誤解されたくないでしょう？」

「何にだ」

「お妃様とか、恋人にですよ！」

「どうでもよい」

「あー…もう、とにかく放して下さい！　ヘロルドさん、法務長官はまだですか?!　ほーむちょーかぁーん！」

　私は声を出来るだけ張り上げる。

　締め上げられて苦しいから本来出せる声量は出ないけれど仕方がない。

　というか、本当に法務長官はまだなの?!

　この私が呼んでいるんだよ?!

　ええい、この際、致し方ない！

　一滴すら流れているのかアヤシイ希代の陰陽師安倍晴明の血を信じて！

「私の名において召喚する！　出いでよ！　式神、法務長官！」

「何を言っているんだ、お前は。やはり頭がおかしいのではないのか？」

「……陛下、それ以上は、その方の骨が折れてしまいます」

　呆れた声を出しつつも締め上げの力を緩めない陛下に、ヘロルドさんが救いの手を差し伸べてくれた。

　流石ヘロルドさんだ！

　ロマンスグレー最高！

　陛下は片眉を上げてそれに応じた。

「平気そうだが？」

「確かにそうはお見えにはなりますが、女性の骨はとかく細いものでございますので。筋肉もありませんし。───それにしても確かに遅うございますね、長官殿は」

「催促を出すか。余も時間があまりない」

　そう言って陛下が扉の方へと向くと、ユーリウス少年の時と同じように、くぐもった声が重厚な扉の向こうから聞こえた。

「───陛下、バルツァー卿きようが参られましたが如何いたしますか」

「通せ。ようやく来たか」

　陛下は冷静で無機質な雰囲気で応じるけれど、一向に私への戒めの力は緩める気配がない。

　陛下、ヘロルドさんの言った事、きちんと理解してます?!

　骨、折れちゃいそうに痛いんですけど！

　私は陛下の腕の中で精一杯もがいてみた。

「じっとしていろ、小娘」

「い・や・で・すーだ！」

「…………」

「貴女も、もう少し陛下に対して……何と言えばお分かり頂けるでしょうか、その、敬意をですね、」

「敬意？　ヘロルドさんの言っている事を、ちっとも理解できない陛下に対してですか？　もしかして！」

「い、いえ、私が陛下に申し上げている事は、この際、もうどうでも」

　何故かヘロルドさんはタジタジだ。

「どうでも?!　私の骨が折れてもいいって言っているんですか、ヘロルドさん！」

「五月蠅い！　いい加減にしろ、お前は！」

「じゃあ、陛下こそいい加減放して下さいよ！　痛いってさっきから言ってるじゃないですか！」

「あの……陛下？　お呼びとのことでしたので参りましたが」

　おずおずと聞こえた声に陛下の右手は瞬時に外れ、彼と私はキッと顔を扉口に同時に向けた。

　視界に入るのは黒眼黒髪中肉中背、銀縁眼鏡をかけた何処にでも居そうな平凡で細面の真面目そうな男である。

「遅いです！」

「余は至急来いと伝えなかったか！」

　陛下と私の怒声に、法務長官とおぼしき男はギョッとしたように目を大きくしながら一歩後ずさる。

　ヘロルドさんがそれに疲れたように目を伏せ、目頭を軽く揉んだ。

「……バルツァー殿、少々遅かったようですね」

「も、申し訳ありません。急ぎ馳はせ参さんじたつもりではございましたが」

「つもりじゃ駄目なんです、つもりじゃ！」

　謝って済むなら警察はいらない、そんなことは向こうの世界じゃ常識だよ！

　それに顎は解放されたけれど、お陰で未だに私は陛下による戒め中なのだ。

　というか外された右手は、いつの間にか左腕の補強として使用されている。

　つまり腰の拘束が強化されたということだよ！

　この責は重いよ、バルツァー法務長官！

「お前は何故そう根拠なく偉そうなんだ！」

「無駄に偉そうな陛下に言われたくないですよ！」

「小娘！」

「なんですか、陛下！」

　陛下と私は睨みあう。

　火花もバチバチ散ってるよ！

　もう小物に用はない。

　やはり私は眼前の敵をまず初めになんとかしないといけないようだ。

「そもそも陛下は無駄に偉そうで、無駄に美形なんですよ！　この国王の殻を被った結婚詐欺師！」

「っ！」

　うふふ。

　声も出ないか、陛下め！

　しかしそれが真実だよ！

　真実はいつもひとつだからね！

「だいたい陛下みたいに顔が無駄に良くて、且つ、地位も財産もあるような男の人って、大抵の場合、人を愛する事が出来ないとかいう贅ぜい沢たく極まりない事をほざいているんですよね。人間不信気味だから仕方無い？　はっ、笑っちゃいますよ。何を甘ったれた事言っているんですかっていうんです！」

　此処でビシッと敵である陛下に指をさして言ってやりたいところだけれど、ギリギリと拘束され続けている私は、代わりに盛大な圧を彼に加える為に眼力を強める。

　その分、陛下の綺麗に澄んだアメジストな瞳が冷たい印象を深くした。

「人間関係的に最悪環境でも、少なくとも陛下みたいな男の人は物理的には恵まれていたでしょう？　世の中にはですね、食うにも困る貧困と飢えと一方的な暴力に虐待、理不尽な戦争、密告、裏切り、拷問に不治の病！　こういった自分ではどうしようもない環境に身を置かざるを得ない、けれどそれでも一生懸命前向きに生きていこうとしている人だって居るんです！　そういう劣悪環境に居る存在を無視して人間不信気味で人を愛する事が出来ないなんて、よく言えると常々私は思ってるんですよね！　陛下もそう思うでしょう?!」

「…………」

「んで、そういう男の人って、表面的には当たり障りなく女性に接して、その女性たちが自分が原因で争うように暇つぶしに仕向けてみたりもして、さも自分は関係ないっていうフリをしながら陰でほくそ笑んでいるんですよ！　娯楽的思考の元に！　もう最低！　陛下に照らし合わせて例を述べるならさ！」

「……述べるなら？」

「周辺国の王女や自国の貴族令嬢を外交的にとか、内政的にとかいう理由を並べ立てて、たくさん妾にしたてあげて後宮に押し込めて見向きもしないって感じですかね！　それでも彼女たちは自分の存在意義のために、寵を競い争って、醜く傷ついていくんです！　陛下はそれを知っているのに見て見ないふりをする。そう、人を愛する事が出来ないという言い訳を掲げているから、そんな事はどうでもいいんですよ！　このいかにもありがちな話、陛下、片鱗もかすっていませんか?!」

　少々言い過ぎたかな、とは思ったけれど、痛みで腹が立っていたのは事実だから、仕上げに輪をかけるようにフンと鼻で嗤ってやった。

　瞬間、ひっという息を飲んだ悲鳴が周囲から幾つか聞こえる。

　ふと気づくと、部屋中がしんと静寂に包まれていた。

　陛下の傍近く控えているヘロルドさんの顔は真っ青で、此方に歩み寄り近くに立っていたバルツァーさんは、顔をこれ以上ないくらいに強張らせている。

「───成程。小娘、言いたい事はそれだけか？」

　陛下の私を拘束する力が更に強くなる。

　私は眉をしかめた。

　本気でこれ以上は耐えられそうにない。

　ギリッという音が聞こえないのが不思議なくらいの戒め具合だ。

「痛い！」

「バルツァー法務長官」

　加え続ける腕の力とは裏腹に、陛下の声は至って静かだった。

　───怖いくらいに。

「はっ、陛下」

　呼ばれた彼は背筋をぴんと伸ばしてから、浅い角度で腰を綺麗に折った。

「幾つかこの者の処遇について考えていた」

　そこまで言ってから、陛下は私を拘束し続けながら抱えて立ち上がった。

　そしてゆっくりとした優雅な動作でバルツァーさんの元へ足を進める。

「つい今し方、牢ろうにでも放り込んで……そうだな、小娘、お前が言っていた牢獄ぶち込まれ処刑コースだったか？　それにしようかとも思ったが───」

　そこまで言われた時、私の顔はさっと青褪めた。

　まずい、逆げき鱗りんに触れてしまったかもしれない！

　ああ、口は災いの元だって知っていたのに！

　言いすぎたんだ、私！

　ていうか、もしかして図星な事にかすったの?!

　マジで?!

　その事実に私としては驚きなんだけど！

　私の顔を息のかかる至近距離で見たまま、陛下は澄んだ紫色の瞳を細めた。

「しかしそれでは面白くない。やはり最初に考えついた案でいく。バルツァー、珍獣保護法をこの者に適用する手続きを急ぎ取れ」

　陛下の命にバルツァーさんは驚きに目を張った。

　なんだか信じられないものを耳にしました、といった様子だ。

　バルツァーさんは陛下を見て、私を見てから、また陛下に視線を戻した。

　彼は小さく喉のどを鳴らして調子を整え、次ぐ言葉を口にする。

「陛下、その法は形けい骸がい化したような法です」

「それが？」

「数代前の王が取り締まった悪質な闇市場に流れていた異国の珍しい獣をご自身の手元に置いておく為だけに、謂わば戯れに作られた法だと伝え聞いています」

「だからどうした」

「陛下……」

　そこまで言って、バルツァーさんは神経質そうに指先を額にあてた。

「その方がどういった方なのか私は未だ存じあげませんが、少なくとも人のように見えますが？」

「珍獣だ」

「陛下ってば、まだ私を珍獣扱いしているんですか？」

「お前は黙っていろ。───ヘロルド、先程も問うたがお前もこの小娘が珍獣に見えるだろう？」

　陛下が変わらず私に視線を合わせたまま、愉悦に口端を上げた。

　それに思わず背筋に震えが走るけれど、身じろぎすら陛下は許してくれなかった。

　抱えながらも私を拘束する力を全く緩めない。

　救いは更なる圧力を加えられなくなったということだけだ。

　ヘロルドさんは几き帳ちよう面めんに整えられた前髪の生え際あたりに汗を滲ませる。

　きっと冷や汗だろう。

「はい。……先程も申し上げました通り、私めもそのように」

「という訳だ、バルツァー」

「しかし陛下！　あれは法の名の通り、獣に、珍獣に適用するための法です。過去、一例しか施行されておりませんし、それを人に適用など論外───」

「くどい！」

　陛下の一喝でバルツァーさんは口をつぐむ。

　バルツァーさんを黙らせてから、陛下は私の額に自分のをコツリと合わせた。

　陛下の体温が額を通して私に伝わる。

　その温もりは人を安心させるものではなくて、なにやら先行きの不穏さを伝えていた。

　あとほんの少しで唇が触れ合いそうになる距離で陛下は私に言う。

「楽しみだな？　珍獣」

「…………」

「バルツァー」

　陛下はバルツァーさんの名を口にすると、私から額を離し、拘束の手を緩めた。

　陛下と私の密着していた体の隙間に入る空気に私はほっとし、息をつく。

　途端、彼はバルツァーさんに向かって私を荷物のように放り投げた。

　バルツァーさんは慌てて私を抱きかかえる。

「珍獣部屋に放りこんでおけ」

「珍獣、部屋ですか？」

　バルツァーさんが不思議そうな表情を見せる。

「余の部屋の横に物置のような空間がある。それだ。詳しくはヘロルドに聞け。ヘロルド」

「はい」

「この珍獣に幾人かの専属の使用人をつけることを許す。ひとりはリーザをつけ、残りはあれに推薦させろ」

「畏かしこまりました」

「陛下、法を施行するのにこの方のお名前が必要です。如何記しますか」

　陛下はバルツァーさんの腕の中で話の展開が早すぎて訳が分からずにポケッとしている私をチラリと見ると鼻で嗤った。

「珍獣は珍獣でしかない」

「は？」

「珍獣、とそのまま記しておけ。これに名を聞く必要はない。珍獣に名は不要だからな。さしずめこの法の施行二例目だ。珍獣二号とでもしておけばよいのではないか？」

「……御意」

「小娘」

　陛下は私の顎をくいと持ち上げた。

「少し痣あざになるか」

　そう言いながら微塵も悪いとは思っていない面持ちで彼は私を見据える。

「今からお前は珍獣二号だ。せいぜい珍獣らしく振る舞え」

　陛下は私の顎から手を放すと、全ては終わったとばかりに身を翻した。

　扉の方へ向かって早い速度で歩いていく。

　陛下の動きに合わせて控えていたメイドさんっぽい女の人たちが一斉に頭を下げ、侍従、従僕らしき人たちも腰を折り曲げた。

　先程、ユーリウス少年を部屋へ入れるために扉を開いた亜麻色の髪の従僕Ａが、再び扉を開けて陛下を待つ。

　私はホッとした。

　もう心底。

　とりあえず牢獄ぶち込まれ処刑コースは回避されたようだしね？

　だからかな。

　バルツァーさんの腕の中でだらんと全身の力を抜いて、思わず言っちゃったんだよね。

　なんていうか安心したが故の余計な一言を、部屋を出ていこうとする陛下の背に向けて。

「陛下、どこかに行く前に衣服を改めた方がいいですよ！　服は乱れてるし、私のシミシミパンツからズボンに移り染みた肉汁のシミシミが、なんか野郎の集団に襲われてヤられまくったみたいな雰囲気を醸し出してますから！」

　瞬間、部屋全体がビシッと異音が聞こえる勢いで凍りつき、その場にいる陛下と私以外の全生命体が凍結したのが分かった。

　私を抱きかかえるバルツァーさんの腕の筋肉も酷く硬直したのが分かる程だ。

　あれ、もしかして失言？　と薄うつすら背中に汗が一筋垂れたところで、陛下が歩みを止め、顔だけをこちらに向けた。

　アメジストな陛下の瞳が凶悪な色を発している。

「余計な世話だ、珍獣。お前は早く檻おりに入り、餌でも食って寝ろ」

「え、珍獣部屋って檻なんですかっ、陛下！　文字通り珍獣専用家畜部屋だったり?!」

「さてな。ヘロルド」

「なんでございましょう、陛下」

「追加で申しつける。王室専属の細工師を明日の早いうちに余の執務室に呼んでおけ」

「細工師ですか？　畏まりました」

　ヘロルドさんは不思議そうにしながらも陛下の命を受ける。

　それに彼は満足そうに薄うすら寒い笑みを浮かべ、再度、部屋を出るために歩きだした。

　部屋を出る間際、「楽しみにしておけ」と意味不明な言葉を残して私たちの視界から消える。

「んー、楽しみにしておけって、どういう意味なんでしょうね、ヘロルドさん」

　そう首を傾げる私に、ヘロルドさんよりも早くバルツァーさんが反応した。

「そんなことより、貴女いったい何者なんですか」

　バルツァーさんのお疲れ気味な声と、私の首筋にあたる彼の吐息と共に、この場に居る生きとし生ける物の安あん堵どの気配が部屋いっぱいに満みち溢あふれた。




　こうして私は非常に不本意な異世界転移を果たし、陛下と私の攻防生活が始まったのだ。







２章　陛下と私と珍獣保護法

６




　珍獣保護法




第一条　希少性の高い珍しい獣を発見、捕獲、又は保護した者は速やかにトリエス官府に届け出なければならない

第二条　トリエス国王が之に本法を適用すべしと判断した場合のみ之は珍獣と見なされ本法のよる保護を受けることができる

第三条　本法の適用を指定された獣はトリエス国王の下で保護され例外は認めない

第四条　本法の適用を指定された獣（以下珍獣）に対し以下の行為は禁止される

珍獣の殺傷、虐待、捕獲、狩猟、誘拐、故意による給餌・給水の停止、又それによる衰弱

第五条　やむを得ない理由により珍獣を殺す必要が生じた場合トリエス国王の認可の下できる限り珍獣に不要な苦痛を与えない方法によって速やかに行われなければならない

第六条　本法の規定に違反した団体又は個人は団体の殲滅又は死刑に処する

附則

本法の施行に関し必要なる事項はトリエス国王の命令を以て之を定める

本法の施行の期日はトリエス国王の命令を以て定める

本令はトリエス暦八十七年より施行する










　朝の柔らかな陽光が大きく取られた窓から差し込んでいる中、私の手の中には厚手の紙が渡されていた。

　珍獣保護法と書いてある。

　ああ、私はこの世界の字が読めたのか。

　異世界転移の王道設定お約束『言葉は通じても文字は読めない』は、どうやら外したようだ。

　これで誰かから契約詐欺に遭う事もないね、なんて喜んでいる場合では当然ない。

　しばらくは陛下には隠しておかなければならないのだ。

　それはもう必死でね！

　だってバレたら最後、「では余が保護する必要もないな？」とか言って、城外に放り出されたら堪らない。

　陛下、嘲ちよう笑しようとかしながら言って実行しそうだし。

　私はまだこの異世界で労働に勤しむ気はさらさらないのだ。

　せっかくの異世界転移、王道路線を踏襲しているのなら波に乗りたい。

　その際、その逆ハーメンバーには貴族は必須。

　もちろん色恋に身分は気にしていないけれど、私の栄えあるブルーヘブンは、様々な身分のイイオトコで構成されなければならないからね？

　城から放り出されたら貴族と出会い、お友達になる可能性が絶望的になるんだろうくらいは私にだって予想がつく。

　ならば暫くはこの城にしがみつく必要があるよね？

　少なくともブルーヘブンに貴族のイイオトコ数人がメンバーになるくらいまではね！

　あ、打算は勿論あったりするよ？

　陛下に城外放り出し放置プレイをくらったら、その貴族の屋敷にお世話になるつもりだよ！

　例えば私が城外放り出しくらって城下で庶民の生活を営むとします。

　すると住込みでウェイトレスや店の売り子、少々裕福な商人のメイドの仕事がせいぜいだって事ぐらい想像がつきます。

　すみません、現代日本人職歴無しな私には、昔のヨーロッパ時代の庶民の生活をする自信が全くありません。

　やはり水みず汲くみとかするんでしょうか、お風ふ呂ろとかどうなっているんでしょうか、トイレは、衛生面はどうなんですか、ってな訳です。

　自活なんて言葉は私の辞書にはありません。

　目を凝らしたって片鱗も見えてきません。

　私は寄生虫生活を送りたいんです。

　ヒモ人生万歳ってなもんですよ！

　プライド？

　そんな腹の足しにもならないものなんて微塵も無いよ！

　そんな事を考えながら、欠伸を噛かみ殺ころす事もせずに盛大に口を開けて、私は目を擦った。

　それより眠い。

　いったい今は何時なんだろう。

　擦りすぎて霞かすむ目で時計を探してしまったけれど、ある訳がなかった。

　なにせ今現在この部屋には、私がつい今し方まで寝ていたシングルサイズの、部屋に全くそぐわないシンプルな寝台以外は、バルツァーさんとリーザと私しか居ないのだ。

　そう、つまり寝台以外、家具らしきものは一切ないんだよ、この珍獣部屋は！

　せめてサイドテーブルくらい置いておいて！

　───と思わなくもないけれど、今のところは仕方がないとは私も分かっていた。

　私が今いる珍獣部屋。

　これからの居住空間は、本当に珍獣用の部屋だった。

　少なくとも私はそう思っている。

　なにせ鉄格子が、黄金で出来た格子があるのだ。

　そう思わざるを得ないとしか言いようがない。

　珍獣部屋は昨日陛下が言っていたように、陛下の部屋の横にあった。

　広さは二十畳くらい。

　部屋の様子自体はバロック様式っぽくて、なにやら豪華なんだけれど、格子部分が一ヶ所あった。

　陛下の部屋と珍獣部屋を繋ぐ扉として。

　扉は二ヶ所。

　陛下の部屋への格子の扉と、廊下への装飾のある木製扉。

　だからいちいち陛下の部屋を通らなければ部屋への入出は出来ないという恐ろしい不便さはないのだけれど、如何せん扉が小さすぎた。

　明らかに人サイズではないのだ。

　私ですら身を屈めないと通れない。

　それが、私がこの部屋に不似合いでシンプルなシングルサイズの寝台で寝ている原因ともなっている。

　昨日はあれから本当に大変だった。

　厳密にはヘロルドさんや、私付きに決定したという事で急きゆう遽きよ呼び出された亜麻色髪で清せい楚そ系美女のリーザ、バルツァーさんに数人の男女の使用人、そして近くを通りがかった時に不幸にも巻き込まれたという第三騎士団長のラードルフ・ベッケラートさんという人達がだったけれど。

　ちなみにラードルフさんは茶金の短髪、薄い緑の瞳の、爽さわやかイケメンいい兄貴系の青年といった感じの人だ。

　陛下はあの時、「余の部屋の横に物置のような空間がある」と言っていた。

　で、本当に文字通り物置として使っていたんだよね、あの人。

　掃除係にも「動かされたくない資料もあるから、そう頻繁にしなくてよい」とか言っていたらしくて、王の部屋の横とは思えないほど埃ほこりは溜たまっているわ、紙や本は散乱しているわ、そう使用頻度がないらしい剣が何本も積んであるわ、な状態だったのだ。

　中には国宝クラスの壷つぼや、大粒の宝石などが無造作、且つ、むき出しで放置されていて、それを知ったヘロルドさんは蒼そう白はくになり丹念に確認していた。

　ちなみに壷は無事だったけれど、宝石は破損しているものが幾つかあった。

　ラードルフさん曰いわく「剣で叩き割ったのでは」という破損具合らしい。

　ヘロルドさんがその瞬間気絶した。

　使用人のひとりにヘロルドさんが運び出された後、とにかく荷物を動かして一晩でも寝られる程度には掃除をしようという事になった。

　そこでラードルフさんが「今日のところは城の客室に通しては」と言ってくれたのだけれど、バルツァーさんが陛下のご命令だからと譲らなかった。

　まあ、私としても客室が良かったのだけれど、これに関してはバルツァーさんの意見に賛成だった。

　あの様子の陛下の命令内容と違う事はしない方がいいような気がしたからだ。

　臨機応変も時と場合を選ばなければならない。

　ああ、権力ってなんて理不尽なんだろう。

　掃除をするにしても、とにかく荷物を動かさない事にはとなったのだけれど、ヘロルドさんは気絶退場中だし、何が重要で機密なのか、その場に居る人間には判断がつかなかった。

　バルツァーさん曰く「見ればだいたい予測はつきますが、私に判断する権限は無いし、したくもありません」だった。この部屋の中身の所有者である陛下は宰相さんのもとに行って帰ってくる気配はないし、ラードルフさんも夜半過ぎまで戻ってはこないだろうと言って、とりあえず不敬も甚だしく陛下の部屋を挟んで珍獣部屋の反対側、王妃の部屋だという場所にそのまま運ぶ事に決められた。

　王妃の部屋にこの一見ガラクタにも粗大ゴミにも見える荷物を運ぶ事に私は驚いたけれど、王妃は今現在空位だという事をリーザが教えてくれた。

　なんでも陛下は妾こそ何人も居るけれど、王妃を迎えた事はないとのことだった。

　まだ王子王女のひとりも居なくて、お世継ぎ問題で周囲はやきもきしているらしい。

　いろんな意味で陛下は贅沢で罰当りな人間だった。

　荷物運びは私も最初手伝っていたのだけれど───自分がこれから使う部屋だしね───バルツァーさんは「これに触らないで下さい、あれに触らないで下さい」と繰り返し言い、ラードルフさんは「重いからこれは私が運びます」と私の手から荷物を奪い取り、その他の使用人は苦笑いで私をスルーして、リーザが「陛下の寝台は、座り心地、寝心地がいいですよ」と私を陛下の部屋へ連れていって、いや、追いやった。

　つまり私は邪魔らしかったので、リーザの助言通り、陛下の寝台で飛び跳ね、寝転がり、最終的にはその上で持ってきてくれた夜食を食べてみた。

　うん、そういった場合のお約束通り、私ってば、陛下の寝台の上にカシスジュースっぽいのを溢こぼしたよ！

　中敷きシーツの真ん中あたりに盛大に！

　めくってたんだ、上掛けをね！

　だけどオカシイの。

　誰もその事についてつっこんだり、怒ったり、困ったりといった反応を返してくれなかったんだよね。

　相手にされていないというか。

　とにかく忙しそうに荷物運びと掃除をしていたから、私ってば、その事実を抹消すべく、上掛けを綺麗にベッドメイキングしておいたよ！

　陛下、これで明日の朝は、血尿診断が下るよね！

　ビバ中年への道！

　中間管理職はツライよの巻、って、陛下は中間管理職じゃないけどね？

　どちらかというと、バルツァーさんの方が血尿が似合いそう、なんて。

　そんな感じで陛下の寝台の上で大人しくしていたら、リーザが少々ほつれた髪を色っぽく耳にかけながら、まだ作業が終わりそうもないから私に入浴してくるように言ってきた。

　浴場は陛下の部屋からそう離れてはいないらしく、珍獣保護法適用生物なら、所謂いわゆる、王専用を使用してきてもよい、とのことだった。

　シミシミパンツもいい加減気持ち悪くて仕方なかったから───陛下の寝台の上に躊躇いなく座ったけどね───お風呂は大歓迎だったんだけど、あれ、オカシイ。

　私はここで疑問に思った。

　だってね？

　普通、異世界転移の王道設定であるお約束では、メイドの集団に寄って集たかって裸にされて隅々まで洗われちゃって恥ずかしい思いをする、があるはずなのだ。

　なのにリーザときたら、浴場への道筋を私に教えて、着替えはそこに控えている使用人に言えば用意してくれる手て筈はずだからと、私ひとりで行かせようとするんだよね？

　バルツァーさんを見ても、ラードルフさんを見ても、「気にせずどうぞ行ってきていいですよ」という感じだった。

　だもんだから私は首を傾げつつも浴場に行ったのだけれど、やはり浴場内でもひとりきりで、誰も私を裸にしたり、洗ってくれたり、服を着せてくれる事はなかった。

　浴場は無駄に広くて豪華で良かったんだけど、正直、この対応にはガッカリした。

　だって私ってば、「あ、やめてください！　異世界の日本人にはそういう習慣はないんですぅ！」とか、「きゃーやめてー！　くすぐったい！　恥ずかしいですよ！　大丈夫、ひとりで私、出来ますからぁ！」とか言ってみたかったんだよね、とっても。

　微妙に寂しくなりながらも、与えられたシンプルな寝衣に薄手の上着を羽織った私が陛下の部屋に戻ると、作業はまだ続けられていた。

　というか陛下、あの二十畳しかない空間に、いったいどんだけ溜めこんでたのよ、ジャンガリアンハムスターか、の世界だ。

　仕方ないので、私は陛下の寝台の上でゴロゴロと寝転んだ。

　そして何とはなしに窓の外を見やると、日本の都心ではまず見られない満点の星が無数に輝いていた。

　それを見て、異世界転移モノの主人公が必ず思い出し涙する家族や友達の事を私もふと思い出すけれど、物悲しさは感じても涙まで出る事はなかった。

　私ってもしかして薄情?!　とか、親不孝娘なの?!　とか一瞬脳裏を過ったけれど、それはたぶん違くて、私には心配する要素が無いからなのだろうと思われた。

　私が突然消えたら、パパもママもきっと軽く数年は悲嘆にくれて過ごすくらいには愛されていたと思うけれど、パパにもママにも子供は私だけではなくて、いざという時には多分頼りになる兄と非常にシッカリものな妹がいるから私は安心できた。

　あの二人はきっと、私が居なくなっても最終的には残りの家族四人で平穏に過ごす手段を必ず見つけてくれる。

　そう信じる事が出来るくらい互いに信頼し、仲の良い兄妹関係だった。

　だから日本に残してきた家族を心配してはいないし、涙が出るほど悲しくもない。

　友達にしたってそうだ。

　私が突然いなくなれば、心配して捜してくれる友達くらい何人かいた。

　友人関係に比較的恵まれていた私は、友達も大切に思っていたけれど、それでも家族と違って友達は友達でしかないのだ。

　彼、彼女らは、これから受験をして、進学や就職をして、結婚して家庭を持って、という過程で、学生時代の仲は良いがいち友人に過ぎなかった私なんて、同窓会のタイミングで思い出しこそすれ、普段は記憶の彼方へと追いやられる事だろう。

　それは悲しい事でも酷い事でも何でもない、当然の事だと私は思っている。

　だって私だってこれから、もし万が一にも長くこの世界で生きていく事になったとして、きっと向こうの世界の友達の事を思い出す事はなくなっていくだろうし、私は私で、この異世界で生きていかなければならない訳だから、新しい友人、知人も、もしかしたら結婚をして家族も出来ていくはずなのだから。

　そういう意味で私は向こうの世界ではとても幸せ者だったと言えた。

　深い悲しみは与えるかもしれないけれど、それをフォローしてくれる信頼できる人たちがいる。

　それだけで私は私の今後を、この世界での自分の事だけを考えていけばいいだけなのだ。

　自分の事だけを考えていけばいい、これほど気が楽な事はないだろう。

　だから私は異世界転移してしまったこと自体は、それほど深刻には捉とらえていなかった。

　自分の身の振り方次第でどうにでもなるのだから。

　……まあ、いきなり珍獣指定をくらう事になるとは思わなかったけれど。
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　そんな風に若干感傷に浸っていると、物の移動と清掃作業はとりあえずの収束を得たようだった。

　私がくるぶしまでの長さがある少々透過率がよろしい寝衣を膝ひざ上うえまで上げて、ふくらはぎをマッサージしながら作業者さん達の方を見ると、バルツァーさんは疲れた様子で眼鏡を小さい布で拭ふいていて、ラードルフさんは若いのに腰を叩いていた。

　数人の使用人さん達も疲労で冴さえない表情を見せながら清掃用具を片付けていたし、リーザに至っては私を見ると急いで飛んできた。

　リーザは私に飛びつくように近寄ってくると、寝衣の裾すそをいきなり下げて、上に羽織っていたガウンのような上着の前をきっちり閉めた。

　ああ、もしかして足を見せるのははしたないとかそういう文化なのかな、やっぱり。

　ありがちだよね、そういうの。

　とはいえ、私は日本の女子高生。

　制服の短いスカートを常日頃着用していたり、夏がくれば水着を着て海でもプールでも練り歩いている訳だから、今更、バルツァーさんやラードルフさん他に生足を見られても、寝衣の透過率がよろしくても、正直あまり気にはならない。

　彼らだって、年齢的にも女性経験が全く無いってことはないだろうしね？

　彼らは少しの休憩の後、とりあえず今夜の寝床を拵こしらえるために、今度はベッドを運び込もうとした。

　しかし、これが最大の難関だった。

　なにせ出入り口の扉サイズが普通じゃないのだ。

　廊下側の扉は私が腰を屈めないと入れないくらいだし、陛下の部屋側の格子扉は、縦幅は廊下側ほど低くはなかったけれど、横幅が異様に狭かった。

　成人男性一人通るのがやっとの幅しかない。

　だから廊下側が駄目なら陛下の部屋を通して、という手段も使えない。

　バルツァーさんとラードルフさんが廊下に運ばれてきたキングサイズで装飾が色々ついた寝台を見て唸っていた。

　そりゃ唸りたくもなるだろう。

　私が見たって珍獣部屋に入りやしないのが分かるし。

　バラせるだけバラしたって、二つの扉からは絶対に無理で。

　バルツァーさんが考えながら眉間を揉んでいると、リーザが困ったように「いますぐ用意できる寝台で、この扉から入る大きさのものは城には無いですね」と言った。

　なんでも王城なだけに、小ぶりなサイズの寝台は置いていないというのだ。

　使用人棟まで行けばあるとは思うが王の部屋の横の空間に入れていいものではない、と困り果てていた。

　夜が明ければ露台から釣り上げて窓から入れられるかもしれないが、とバルツァーさんとリーザが意見交換をしていると、ラードルフさんが救いの意見を言ってくれた。「騎士棟の上官用の部屋にある寝台はどうか」と。

　上官用の寝台は、サイズこそ小さくてシンプルな作りだけれど、質は悪くないらしい。

　騎士棟は王の居住区域から使用人棟よりは近いし、とりあえず今日だけでもそれで手を打った方が良いだろう、と打開策を提案してくれたのだ。

　私はなんだかもう流石に申し訳なくなってきて、今夜くらいは毛布に包まって寝ますよ？　と言ったのだけど、それは即座に却下された。

　バルツァーさん曰く「陛下の貴女への扱いがいまいち把握できない以上、そんな危険を冒したくはありません」とのことだった。

　私はバルツァーさんの言っていることが分からなかった。

　だって陛下は私を珍獣として扱おうとしているのだから。

　珍獣として振る舞え、と言ったしね？

　私なんて珍獣の鳴き声まで考えているくらいだ。

　メェがいいか、ニャーがいいか、ワンがいいか、ウサギみたいにプフとかブゥブゥがいいかとか。

　だから毛布に包まって床で寝るくらい陛下は気にしないと思うんだけどな、とか考えている内に、ラードルフさんが再度珍獣部屋へ入って、中から両方の扉の長さを紐ひものようなもので測ってから騎士棟に行くために部屋を出て行った。

　出る時、頭をぶつけて「痛っ！」と言っていたのは彼なりのご愛敬だろう。

　そんなこんなで上官騎士用のシングルサイズの寝台が運ばれてきて、廊下でまずバラせるだけバラし、陛下の部屋から様々な角度を試しながら珍獣部屋に入れられた。

　この時、ラードルフさん同様、不幸にも巻き込まれた騎士棟に居た騎士さんが三人ほどやってきた。彼らは珍獣指定をされた私が珍しいからか、興味津津で此方を観察していた。

　観察されているんだからその期待に応えないと申し訳ない気持ちになって───寝台を運んでくれたしね───私は鳳ほう凰おうのポーズをとってみた。

　両腕を上にあげ手首を曲げて、膝を曲げて片足を上げる一般的なポーズだ。

　最後の仕上げにピーロロロくらい言ってみようかと思っていたら、騎士さん三人は何やら見てはいけないものを見てしまったかの如く、一斉にサッと目を逸らしてしまった。

　それを一部始終見ていたのだろう。

　ラードルフさんがツカツカと彼らに歩み寄り、何やら言って彼らに頭を下げさせて部屋から退場させた。

　その際、こちらに向けるラードルフさんの表情が何故か複雑そうだったのが印象的だった。

　それに私が首を傾げようとした時、バルツァーさんとリーザが、ひと仕事を終えた満足そうな様子で私のもとへとやってきた。

　二人揃そろって「就寝する準備が整いましたので、今日のところはもうお休みになってください」と言った。

　まるで追い立てるように珍獣部屋へと私を連れていくと、彼らは妙に晴れがましい笑顔で私に挨あい拶さつをし、早々に出て行こうとする。

　去り際、リーザだけが「珍獣様、明日、時間になりましたら参りますので、ゆっくりお休みください」と付け加えた。

　───それで今である。

　あれから異世界転移をした慌ただしい一日を終え、寝台へ向かう途中で一度盛大にすっ転んだ後、疲れていたのか直ぐに爆睡した。

　夢も見なかった。

　軽く揺り動かされて目を覚ますと、朝の陽が昇っていて窓から差し込み、寝台の直ぐ傍にはキッチリと支度をした亜麻色髪清楚系美女のリーザと、これまた昨夜の疲れ具合はどこへやらなピシッと決めているバルツァーさんが居たのだ。

　バルツァーさんは「今日は時間が取れないので、早朝の訪問、失礼致します」と言って、私が何か言う前に、厚手の高級紙と分かる手触りの紙を一枚渡してきたのだ。

「おはようございます、バルツァーさん、リーザ」

　とりあえず私は朝の挨拶をする。

　挨拶って大事だよね！

　一日は「おはよう」から始まらないとなんとなく居心地が悪いものだ。

　学校でも教室に入る時「おはよう！」と大声で挨拶をすれば、皆がそれに返してくれていた。

　爽やかな朝が毎日営まれていたのだ。

「おはようございます、珍獣様」

「おはようございます」

　二人は直ぐさま私の挨拶に応えてくれた。

　しかし、珍獣様って。

　昨日、リーザがそう呼ぶのに少々疑問を抱いたのだけれど、やはりその呼び名はもう固定なのかな。

　まあいいけど、珍獣様でも。

　でも、どうして様づけなんだろう？

　そういえば法務長官なバルツァーさんも、昨夜の第三騎士団長ラードルフさんも、それなりな地位の人だろうと思うんだけれど、妙に丁重な態度で私に接するんだよね？

　凄く不思議だ。

　ま、珍獣は珍しいとか、珍獣保護法の適用生物は日本でいう天然記念物クラスだったりするとか、そんな理由だろうと私は踏んだ。

　所詮、そんな事に大した意味はないのだ。

　異世界転移の王道設定お約束のひとつにも抵触しているしね？

「昨夜はよくお休みになりましたでしょうか、珍獣様」

　リーザが柔らかく微笑み、私にガウンみたいな上着を着せ、相変わらずシッカリと全てのボタンを閉めた。

　それに少しの窮屈さを感じながら、どうせバルツァーさんしか居ないじゃん、なんてバルツァーさんへの男性意識否定思想を抱きながら、私は懸命にもそれを口にはしなかった。

　なにせ私は、バルツァーさんに対してもブルーヘブンへの勧誘を考えているからだ。

　彼はきっと便利な人材に違いない。

　私の口元は自然に緩む。

「うん、よく寝れた。もうぐっすり」

「それはようございました。アルノルト様が珍獣様にどうしてもお見せしたい物があるとのことでしたので、まだお支度が出来ておりませんでしたがお通ししております。申し訳ございません」

「え、アルノルト様って誰？」

　私は周囲を見回した。

　部屋には私とバルツァーさんとリーザの三人しか見当たらない。

　私のその反応に、バルツァーさんは軽く咳せき払ばらいをして頭を下げた。

「改めて自己紹介を。アルノルト・バルツァーと申します、珍獣様。法務長官の職を拝命しておりまして、爵位は子爵位を与えられております」

　耳にした瞬間、私が心の中でガッツポーズをしたのは言うまでもない。

　よっしゃ、貴族。

　ナイス、バルツァーさん！

　これでバルツァーさんもブルーヘブンに強制入会だよ！

　拒否権は無いからね！

　なにせ私の今後がかかっているからさ！

　陛下に追い出されたらバルツァーさんちにお世話になるからね！

　私は幸先の良い展開にウキウキしながら、寝台の中で足をモゾモゾと動かして喜びを表す。

　すると足の小指に鈍痛が走り、思わず顔をしかめてしまった。

　それにリーザが気づく。

「どうされました？」

「あ、うん。なんか昨夜ね、皆が帰った後に躓つまずいちゃって。その時、足の小指を思いっきりぶつけたんだよね」

　私は寝台の中で小指を擦りながら言った。

　リーザは「失礼いたします」と私に声をかけてから、バルツァーさんに見えないように上掛けを捲り、私の小指を確認する。

「内出血しておりますね……。後で医官を呼んで参りますわ」

「え、いいよ、わざわざ。ただ躓いただけだし」

　リーザが顔を上げた。

「どこで躓かれたのですか？」

　そのリーザの疑問にバルツァーさんも反応した。

「確かに。この部屋に躓くようなところは無いと思いますが」

　まあそれはそうだ。

　なにせこの部屋には寝台ひとつしかないのだから。

　しかし、私が躓いたのは───。

「床で」

「床？」

「床ですか？」

　二人は怪訝そうに私の言葉を繰り返す。

　床に躓いたのも言い訳はしっかりあるのだけれど、私はなんとなく恥ずかしくなって俯うつむいた。

　これじゃあ、どんだけドジなの、って感じだ。

　そんな私にリーザが励ますように髪を梳すいてくれる。

　リーザって美人で優しくて気がきいて完璧だよね。

　ウチのお兄ちゃんが既に相手が決まっていなかったら、お嫁さんに来てもらいたいくらい。

　きっとパパは泣いて喜び、ママは祝砲を放つと思う。もう何発も。ママ、色々とコレクションしているしね？

「どちらにしてもやはり医官を呼んで参ります。御お御み足あしの具合も心配ですし、顎の痣も見ていただいた方がよろしそうですもの」

「顎の痣？」

　私は何を言っているのだろうと目を瞬いて思い出した。

　もちろん昨日の出来事をだよ！

「陛下かっ！」

　あいつか！

　あいつが昨日ギリギリと力任せに掴み倒した私の顎か！

　くぅ、あの男、いつか目に物みせてくれる！

　私の美乳を直接掴んで貧乳判定して嘲笑した加藤めの恨みの分も倍掛けにして上乗せするんだから！

　その怒りの声に瞬時に反応し、リーザを押しのけるようにして私の口を誘拐犯の如く塞ふさいだのはバルツァーさんだった。

「ｓｄｈｆどｈｙｐいｒヴぇいうあｈりめｒぽ＠ｔ??」

「お静かに！　大きな声だけは出さないで下さいっ」

「ｎんｄｅ？」

「お分かりになりませんか。隣の部屋には陛下がいらっしゃいます」

　自分でも何を言っているか聞き取れないのに、それを的確に理解するバルツァーさんの凄さを私は感じた。

　さすが法務長官だ。

　一国の法務長官ともなると、聖しよう徳とく太たい子しのような特技を持っていないといけないのかもしれない。

　これはやはり是が非でもバルツァーさんにはブルーヘブンに入会してもらわないといけない。

　将来有望株大歓迎！

　私のユトリのある生活の為にね！

　私、苦労だけはしたくないから！

　貧・乏・撲・滅！

「よいですか？　手を離しますので大きな声だけは出さないで下さいね？　あと、陛下への暴言も。丸聞こえですから」

　頼むから止めて下さい、な感じで私に言い聞かせるように言ってから、バルツァーさんはゆっくりと手を離した。

　そうしてチラリと背後に視線を送る。

　正確には黄金の格子扉を。

　黄金の格子扉は閉じられていて、陛下の部屋の側にだけ鈍重そうなビロード地っぽいカーテンが引かれていた。

　ちなみにあの格子扉、鍵かぎが破壊されている。

　大方、陛下が面倒だからとかいうしょうもない理由で、ヘロルドさんの気絶の原因となった大粒の宝石と同様、叩き壊こわしたんだろうと私は推測している。

　暴力男め。

　そのうちドメスティックバイオレンスあたりで訴えられたらいいよ！
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　バルツァーさんは気を取り直す為か、小さく息をついてから改めて私に向き直った。

「非礼にも早朝にお支度の整っていない貴女のもとをお訪ねしましたのは、先程お渡ししたものの件を簡単に説明させて頂きたくて参りました」

　無理矢理気味に話の流れを修正したバルツァーさんの言葉に、私は先程渡された紙に視線を落とした。

　リーザも気になるような素振りを少し見せたので、彼女にも見えるように紙の角度を変えてあげる。

　彼女は「よいのですか？」といった様子で眉を下げたので、私が頷うなずいてみたら、リーザは嬉うれしそうに微笑んだ。

　美人の笑顔はいいものだよね。

　心が洗われるもん。

　そんな彼女に少しでもあやかりたいので、私はリーザの腕に頬ずりをしてみた。

　柔らかい良い匂いがする。

　クラリときた！

　よし！　この美人ウイルスがどうか感染しますよーに！

　そんな私の行動に、まるで不審者を見るような目を向けながらバルツァーさんは続けた。

「珍獣保護法について書かれています。貴女はこの法の適用者ですので、ご存じでいた方が良いだろうと持って参りました。───読めますか？」

「あ、読めるみたいです。……うーんと」

　半分以上まだ寝ぼけている脳ミソを強制的に覚かく醒せいさせながら、私は珍獣保護法に目を通した。

　しかし読めるなぁ。

　すごいね、異世界転移マジック！

　英語の成績が底辺を彷徨さまよっていたとは思えないくらいの能力上昇度だよ！

　おしい！

　実におしい！

　これが元の世界で遺憾なく発揮されていれば、私は今頃、東大か京大を目指していたよ！

　そして官僚とかになったりして、陰で日本を動かし、世襲議員か何処かの企業の御曹司でもゲットして玉たまの輿こしに乗るコースが出現していたのに！

　セレブ生活カモンだったのに！

　人生って、うまく回らないものだよね？

「やややややっ、なんか私の生殺与奪ってば陛下次第じゃないですか、これ！　めちゃめちゃ恐ろしいんですけど！」

　恐ろしいなんてもんじゃないよ?!

　恐怖だよ、これ！

　生かすも殺すも陛下次第って、その権限を持っているのがあの陛下だよ?!

　私の顎をギリギリと痣が出来るまで掴んで、宝石や格子扉の鍵の破壊活動をしている非人道冷酷変態極悪鬼畜ドＳ破壊魔暴力男のあの陛下とかさ！

　私は驚愕の事実にバルツァーさんをマジマジと見た。

　なんとかしてよ、法務長官！

「だから戯れに作られた法だと昨日申し上げましたでしょう？　施行当時、審議すらされていないと思いますよ。しかもあくまで獣用でしかありません。私はこの法自体を覚えていらした陛下に喫きつ驚きようでしたよ」

　バルツァーさんは何とも言えないといった様子で肩を竦すくめた。

「いや、まあ、それは自分の部屋の横に格子扉のついた珍獣部屋なんてあったら、忘れたくても忘れられないんじゃないですかね、流石に陛下も」

　私の言葉にバルツァーさんは眩暈めまいを覚えたようだ。

　神経質そうな細い指を額に当てる。

「ああ、そうでしたね、珍獣部屋……」

　私は再び紙に視線を落とした。

「うーん、なんかこの法、珍獣の権利については何も記されていないんですね」

「ですから獣用だと」

「まあでも、異世界人を珍獣扱いする陛下の考えも分からないでもないですけどね。アメリカや中国やロシアだって、宇宙人を捕獲したら実験体くらいにはするだろうし」

　きっと何処か内陸あたりの秘密基地に連れて行って、体を開いて臓物を取り出してみたり、頭ず蓋がい骨こつを割って脳のう味み噌そを覗のぞいて分析してみたり、皮膚を切り取り新種のウイルスでも打ちこんで喜々としながら生体実験とかしていそうだ。強制繁殖やキメラとかも内緒で誕生させちゃいそうだし。

　むしろ生殺与奪を陛下に握られていたとしても、とりあえずは珍獣として保護されているのだ。いきなり闇の魔石とか妖あやしいアイテムを体に埋め込まれてゾンビ紛いの存在にされなかっただけマシと言えるのかもしれない。

「異世界人ですか」

　バルツァーさんは複雑な表情を見せた。

「あれ、信じてないんですか、私が異世界人って」

「私は貴女が現れた現場を直接見てはいないですからね。なんとも」

「でもでも、私ってば黒髪黒瞳ですよ？」

　見て見てーとばかりに私はバルツァーさんに自分の髪を掴んで差し出すようにして見せた。

「異世界転移モノの王道設定の中には、黒髪黒瞳がその世界では物凄く希少で、その色彩故に色々と特別な存在になって重宝されたりするんですよ！」

　聖女になったり、王や王子の花嫁になったり、女神になったり、勇者になったり、魔王になったり、生いけ贄にえになったりね！

「黒髪黒瞳ですか？　それなら貴女と同じ色彩を持つ私も珍獣保護法適用者ですね」

　バルツァーさんは呆れたように溜息をついて、中指で眼鏡を押し上げた。

「あ、そうですね！　同志じゃないですか、バルツァーさん！」

「…………」

　私は寝台から身を乗り出してバルツァーさんの腕をガシッと掴んだ。

　バルツァーさんが身を強張らせる。

　何故？

「一緒にこの珍獣部屋で過ごしましょう！」

　そして陛下に追い出されたら一緒に行きましょう！

　もちろんバルツァーさんちにね！

　バルツァーさんは顔を盛大に引き攣らせて、腕を思いっきり引いた。

「い、嫌ですよ！」

「またまたぁ、照れちゃって、バルツァーさんったら！　この愛いヤ・ツ・め！」

「何者なんですか、貴女は！」

　うん、私も極たまにそう思う時があるよ！

「とにかく謹んで御遠慮させて頂きます」

「なんでなんで？　どこがそんなに気にいらないんですか？　おかしいなぁ」

　腕を組んで私は考えるポーズをとる。

　果たして彼の気に入らないポイントはどこか。

　───あ、そうか。

「やだなぁ、バルツァーさん。贅沢者なんだから！」

　私はバルツァーさんの腕をバシンと叩いた。

　バルツァーさんはもう引きまくりな様相を呈していたけれど全く気にはならなかった。

　良い思いつきにウキウキしていた、というのもある。

「リーザが足りなかったんですね！」

「は？」

「ねね、リーザ」

　私は我儘まま贅沢者バルツァーさんの為に、一肌脱ごうとリーザの方を向いた。

　リーザは品よく首を傾けて私の言葉を待っている。

「はい、なんでございましょう？」

「バルツァーさん、リーザが足りないんだって。我儘贅沢者だよね！　リーザ、これから私と一緒にこの部屋に住んで、バルツァーさんへのご奉仕を一緒に手伝って！」

　リーザが長い睫毛が鎮座しているキレイな目をぱちぱちと瞬かせた。

「ご奉仕ですか？」

「うん！　３Ｐだよ！　あ、３Ｐって言うのはね、私とリーザとバルツァーさんと三人で同時に性交をする事なんだけ────」

「貴女はいったい何をおっしゃっているんですか！」

　バルツァーさんは私の言葉を大きな声で遮った。

　あれ、バルツァーさん。

　さっき、大声は出すなって自分で言ってなかったっけ？

　ま、私は別にいいんだけどね？

「え、何をおっしゃってって、バルツァーさんへのご奉仕の事ですけど？」

「そんな事、誰が頼みました?!」

「やだなぁ、頼まれなくたってバルツァーさんの願望欲望妄想くらい分かりますよ、私ってば。美女二人に上からも下からも後ろからもご奉仕されて出しまくって、極楽天国に行きまくりたいでしょ？　ね、リーザ」

　もちろん美女二人のうちのひとりは私だよ！

「え、はい」

「同意しないで下さい！　リーザ殿まで！」

「だから照れなくたっていいんですってば」

「照れてなんていませんよ！」

「じゃあ何でですか？　これ程、男の欲望を刺激されるシチュエーションってなくないですか？」

　私はバルツァーさんの目の前に人差し指を一本立てて、名探偵が動機と証拠を並べ立てて犯人を追いつめるように言ってみる。

　この場合、追いつめられる犯人はもちろんバルツァーさんね！

「だってね？　狭い部屋。美女二人。隣室は最高権力者の部屋。音はダダ漏れ。喘あえぐ声、籠る空気。汗のにおい、精液のにおい。肌が擦りあう音、体がぶつかりあう音。何度も襲いくる快感、肌に伝わる美女の震え。仄ほの暗ぐらい室内、淫いん靡びな空間。自分が何度も美女と共にイキまくるのを隣室で自分の上司である最高権力者が聞いているんですよ？　もうイキまくりの燃えまくり興奮しまくりじゃないですか、このシチュ！　萌えの原点ココにありかもしれませんよ？」

「燃える訳がないでしょう?!　何を言っているんですか！　どこの地獄ですか、それは！　燃えるどころか恐怖に震えて自我を失い息絶えますよ！　私にそんな悪趣味はありません！」

「悪趣味って」

「もうこの話は止めましょう。くだらない！」

「えー…」

「えー…じゃありませんよ、いい加減にしてください！　話を戻しますよ?!」

「はぁい」

　仕方ないなぁ。

　私は大人だからバルツァーさんの子供じみた羞恥による逆上を寛容に許してあげる事にした。

　その証として彼の腕をぽんぽんと宥なだめるように軽く叩く。

「…………」

「リーザ、残念だね。せっかくの私とリーザとの共同作業だったのに」

「はい、残念でございます」

「…………。話、戻させてください。もう本当にお願い致します」

　バルツァーさんは二度ほど深呼吸をすると眼鏡の位置を直し、いつのまにか寝台の上に落ちていた珍獣保護法が書かれている紙を拾って、私に再度手渡した。

「この珍獣保護法をご覧になって、何か思う事はございませんか」

「え？」

「先程おっしゃっていた生殺与奪や珍獣の権利に関すること以外でです」

　つい今し方までとは打って変わったバルツァーさんの真剣な面持ちに、私は眉をひそめつつも真面目に珍獣保護法に目を通した。

「うーん、あえて言うなら罰が重いかなぁ」

　日本にも死刑はあるけれど、これに書かれているのを素直に解釈すると、故意に給餌や給水を停止してしまっただけで死刑になってしまうって事だろうか。

　それに殲滅っていうのも穏やかではない。

「正解です。貴女はこの保護法の適用者です。それを肝に銘じて頂きたいと申し上げたいのです」

「え？」

「くれぐれも貴女には、この法を他人に触れさせるような軽率な行動だけは気をつけて頂きたい」

　少々きつい物言いになってきたバルツァーさんに、私は訝いぶかしげな視線を向けた。

　バルツァーさんはどこまでも真剣な顔をしている。

「どういう意味ですか？」

「不幸な第三者が巻き添え、いえ、法に触れてしまうような事があれば、このようなろくに審議もされていない法、瞬時に悪法に早変わりですよ」

「珍獣の保護が？」

「違います、規定されている罰則がです」

「……まあ、確かに死刑は行き過ぎかもしれないですけど、でもなぁ。例えばの話ですけど、珍獣を保護するのに死刑くらいの規定がされていれば、逆に何もされないんじゃないですか？　触らぬ神に祟たたりなしというか」

　それにだ！

　私はバルツァーさんをキッと見上げた。

　私は私で言いたい事がある！

　異世界に突然やってきてしまった脆ぜい弱じやく可か憐れんで繊細な年頃の乙女としてね！

　物凄く自己中心的発想である事は私だって重々承知な事だけど！

　心が全く痛まない訳ではないけれど！

　でも少なくとも自分だけは自分を精一杯守ってあげたい、自分だけは世界が自分を中心に回っている事を信じてやりたい！

　自己中上等！

　自己愛最高だよ！

「それに珍獣に何もしなければ特に害のない法律じゃないですか。もしも私が殺されたら、相手が死刑にされて何かいけないんですか？　私ってば異世界人だけど、私にだって生きる権利ありませんか。私、身寄りも知り合いもひとりも居ないこの異世界で、絶対的な庇ひ護ごが欲しいです！　それがたとえ、どんなに極悪非道で悪あく辣らつな方法であったとしても、少しでも安全であれる手段が欲しいです！　自分のために！　自己中的な考えが含まれている事は理解してます。けど、別にだからって、私ってば望んで誰かが酷い目にあえって言っている訳じゃなくて───」

　だんだんと興奮してきた私の言葉をバルツァーさんは片手をあげて制した。

　癖なのだろうか、少々黙りこんでから眼鏡を外し、懐から取り出した小さな布でそれを拭いて再度かける。

「貴女のおっしゃりたい事は分かるつもりです。ですが、もしもです。仮に貴女の命が奪われたとして、貴女の命と奪った者の命、それはいいとしましょう。ひとつの命対ひとつの命です。それに珍獣は王の所有物。それに手を出した者には王の威信の為にも相応の報いが必要ですから」

　バルツァーさんが私が手にしている珍獣保護法の紙をトンと指で軽く叩いた。

　正確には第六条の、団体又は個人は団体の殲滅又は死刑に処する、という箇所だ。

「しかし貴女一個人の命と団体の殲滅、これには慎重にならざるを得ません。団体が何であるかにもよりますが、殲滅するにしても此方側の戦力にも命の代償があるのです。団体の戦力が大きかったらどうしますか？　王の威信の為にしても、その大義名分が貴女ひとりの命では足りないと思いませんか。貴女はあくまで珍獣にすぎず、我が国の王妃という訳ではないのです。私は貴女一個人の命と多数の命が等しいとは、とてもではありませんが言えません」

「…………」

　そんな事は言われなくたって分かっているけど！

　私はただ保護が欲しかっただけで！

　それには少しでも確かなものが付随していればいいな、と思っただけなのに！

　そうは思ったけれど、バルツァーさんの正論に私は何も言い返せなくて唇を噛み締しめるしかなかった。

　そんな時だった。
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　鈍重そうなカーテンを引く衣擦れの音と、格子扉を開ける微かな金属音が聞こえた。

「───そうか？」

「陛下！」

「おはようございます、陛下」

　バルツァーさんとリーザがそれぞれ声を発する。

　私は喉が張り付いたみたいにうまく機能しなくて、声を出そうと思ったけれど止めた。

　朝の挨拶は誰に対しても欠かしたくは無かったのに。

　それが私の信条だったのだけれど。

　唐突に場に登場した陛下は、朝から澄んだアメジストのような瞳を細めて私を見ながら、ゆっくりと優雅な足取りで此方の方へと近づいてきた。

　傍らにいるリーザを数歩下がらせて、彼女の居た位置に立つ。

　私の頭上に陛下の手が置かれた。

　まるで店に陳列された大きな縫いぐるみに、とりえず手を置いてみたといった感じで。

　陛下は一連の動作を完了すると、バルツァーさんの方へと視線を向けた。

「この世界の者は、この世界に掃いて捨てるほど存在するが、異世界人はそう居るものでもないだろう？　少なくともトリエスが把握している異世界の者はこの珍獣一匹だけだ。希少性で言えば断然この珍獣だろう」

「匹とか」

　私の呟つぶやきに頭上の陛下の手がポンポンと弾んだ。

「しかし、」

「とはいえ、余もこれがろくでもない法である事は認識している。だが、そうお前が心配する事もなかろうよ。流石に闇雲に殲滅戦に繰り出す愚は余も全力で阻止するが？　そもそもバルツァー、お前はこの小娘にそこまで無意味に事を大きくしたことを言いたかった訳ではないのだろう？　この無価値な異世界の小娘に一体なにが起こるというんだ。ここにいる限り、せいぜい水を与え忘れたくらいの事しか起きぬだろうに」

　陛下は呆れたように息を吐いてから、バルツァーさんを少し窘めるような声音を出した。

「あまり小娘に過ぎた脅しをかけてやるな。異世界の者といっても、所詮、ただの小娘に過ぎんのだからな。分かっているとは思うが」

「……は。申し訳ございません、陛下」

　バルツァーさんは穴があったら入りたいといった様相で恐縮しまくっていた。

　その様子に私もなんだか居たたまれなくなる。

　陛下はそんなバルツァーさんを見ていた後、私の方へと視線を戻して、頭上に乗せていた手を頬へと滑らせて私の顎を捉えた。

　昨日とは違って軽く触れたような捉え方だ。

「小娘、お前も無む闇やみ矢や鱈たらに雑まぜ返すから話が不要に大きくなる。お前も悪い。言われたくなければ、少しは考えて言動する事だ。バルツァーはお前に軽率な行動を慎むようにと言いたかっただけなのだからな」

　私は陛下の目が見られなくて伏せてしまった。

　本当にその通りだからだ。

　自分にそういうつもりがなかったとはいえ、私は家族によく注意されていた事を陛下に言われてしまったのだ。

「返事は」

「はい、気をつけます」

　ちょっとだけ勇気を出して、私はバルツァーさんの方を見た。

「バルツァーさん、ごめんなさい」

「いえ、私こそ申し訳ございませんでした。大人気無い限りです」

　バルツァーさんは苦笑して私に軽く頭を下げる。

　陛下は顎を捉えていた手を外し、私が手にしていた珍獣保護法について書かれた紙を取り上げた。

　彼の目が紙面を走る。

「どのみち余次第だろう、このような法は」

　言って陛下は、私に「附則を見ろ」と寝台の上に放り投げた。

「ところでバルツァー、お前はここに長居しているようだが、暇なのか？」

「い、いえ、そういう訳では決して」

　バルツァーさんは、ハッとしたように慌てて姿勢を正し直した。

　それに陛下は態わざとらしく「ふむ」と言ってから、バルツァーさんに向かって意地の悪い笑みを浮かべる。

　……ああ、魔王様の笑みだ。

　私はバルツァーさんに心の中で合掌した。

「そうか？　余はてっきりお前がこの珍獣部屋に住み、夜な夜なお前の声を余に聞かせたいのかと思ったのだがな？」

「……は？」

　陛下の言葉に、一瞬、脳内で処理しきれなかった様子で呆ほうけたバルツァーさんは、それを咀そ嚼しやくするように理解すると、顔が瞬時に蒼白になり、次いで茹ゆでダコのように真っ赤になった。

　もう全身の血という血が顔に集まってしまいました、といったような真っ赤さだ。

　ごめん、バルツァーさん、本気で！

　私はバルツァーさんに向かって両手を合わせて南無南無と声には出さずに謝った。

「お前がそういう趣向の持ち主だとは知らなかった。余ももう少し人への観察眼の鍛錬に力を注がないとならんようだな？」

「いえ、あの、」

「まあ余としては、流石に男の喘ぎ声は遠慮願いたいところだがな。お前とは趣向が合わぬようで済まんが」

　明らかにからかいがふんだんに含まれた陛下の言葉に、バルツァーさんはどう対応してよいのか分からずに恐縮し困惑しまくっているようだった。

　そんな彼に私は謝罪の意も込めて、不幸なバルツァーさんへの救済策を必死で考える。

　少しでも話の方向を逸らせることが出来ればいい。

　何かないか……あ、あった！

「陛下、陛下」

　私はすぐ傍に立っている陛下の装飾がついて高そうな服の端を引っ張った。

　陛下の紫の瞳がそれに応じ、私を捉える。

「なんだ」

「陛下、今朝はお医者様に診てもらわないんですか？」

　それとももう診てもらいました？　と首を傾げてみせた私に、陛下が話の脈略が掴めないといったような怪訝そうな顔をした。

「医者？　なぜ余が医官に診てもらわねばならん。根拠は？」

「え、だって血尿？」

　その私の言葉に、すっと部屋の温度が下がったのが分かった。

　バルツァーさんとリーザの息を飲む音が聞こえる。

「……ほう？　なぜ医官に診てもらわねばならんほど、余に血尿が出ているとお前が分かる？」

「だって、陛下。今朝、寝台の上に血尿が出ていませんでした？　結構いっぱい！」

　それはもうオネショのようにね！

　よっ、オコチャマ陛下！

「やはりお前か！」

　陛下は声を荒げると、私の頭をガシッと鷲掴みして自分の方へと引き寄せた。

　痛い、痛いよ、陛下！

　私は寝台から落ちそうになるのを、シーツを掴んで必死に抵抗する。

「痛いです！　陛下！」

　もう何なの、この暴力男！

　ＤＶ反対！

　ＤＶ撲滅！

「小娘、お前、余の寝台の上でいったい何をしていた？　飲み物を溢しただけではないだろうが！」

「え、飲み物しか溢してないですよ、私ってば！」

　罪の捏ねつ造ぞうだ、冤えん罪ざいだ、濡ぬれ衣ぎぬだとの思いで叫んだ私に、リーザが悲鳴のような声音で陛下に平身低頭の勢いで謝罪する。

「申し訳ございません！　陛下、気づきませんでしたわたくしの落ち度でございます！」

「え、なんでリーザが謝るの？」

　そんなリーザに驚いて目を見開いた私に、彼女は構わず重ねて謝罪し続けた。

「珍獣様に陛下の寝台で時間を潰すよう勧めたのはわたくしでございます！　どうぞお咎とがめはわたくしに！」

　リーザの必死な様相に私はもう喫驚だ。

　何故、私のした事で彼女がこんな親の減刑を嘆願するかのように必死に謝罪しなければならないのだろう？

　自分の理解できない事象に、陛下に鷲掴みされた頭の痛みも忘れ、私は掴んでいたシーツを離して陛下に縋すがりつくように抱きついた。

　なんだか怖い、とっても。

「……陛下」

「…………」

「陛下ってば」

　陛下が溜息をついた。

　鷲掴みする手を外し、寝台から落ちそうになりながら自分の身に縋りつく私を彼は抱きかかえるようにして支える。

「なんだ、小娘」

「どうして……どうしてリーザは私がした事でこんなに必死に陛下に謝るんですか？」

「分からんのか？」

「はい、分からないです」

　陛下は私の重心を寝台の方へとやりながら、私の背を軽く叩いた。

「少々意味合いが違うが、これが先程バルツァーが言いたかった事だ」

「え、バルツァーさん？」

　陛下の言葉に私は彼を見上げ、次いでバルツァーさんを見た。

　バルツァーさんは何とも言えないといった表情で私に頷く。

　そしてリーザに近づくと、彼女の身を支えるようにして起こした。

「望む望まないに関かかわらず、珍獣として保護されたお前の行動如何で、周囲はこのように振り回され、場合によっては処罰されるという事だ。珍獣保護法をなぞるのなら死刑と殲滅か」

　陛下の言葉に私は慄りつ然ぜんとした。だって、私は───。

「陛下、私ってば、そんなこと望んでいません！　だって私、殺された訳じゃないじゃないですか！」

「お前の被害の程度は問題ではない。これが珍獣保護法だと言っているんだ」

　陛下は私の前髪を掻き上げて額を出すと、特に意味もない様子で親指で擦った。

「小娘、お前は絶対的な庇護が欲しいのだろう？」

「庇護……」

「異世界人であるお前が庇護や保護を欲しがるのは、それを今まで特に意識する必要のなかった余でも理解できる。当然だな？　だが小娘、お前の世界、国にもあるだろう？　受ける権利、安全に対し、己に課せられる義務や責任というものが。どうだ」

　私は陛下の澄んだ紫色の瞳を持つ目を見つめ、喉がカラカラに乾いて掠れるのを心の中で叱しつ咤たして声を捻り出した。

「……あり、ます」

「ほう？　例えばなんだ。得る権利や安全に対し、お前やお前の家族が国へ差し出す代償は」

　私は目を泳がせながらも必死で陛下の問いに対する答えを探す。

「私は最近まで教育の義務がありました。まだ引き続き学生をしています」

「親は？」

「国に税金を払っています。パパは働いていて、所得税とか住民税とか、あと消費税とかも。あ、ウチ、パパが三十五年ローン組んで買った持ち家があって、固定資産税も払ってます。自動車税とかも」

「成程。お前もお前なりの義務を国に果たし、お前の親はお前たち家族の為に、少なくともそれだけの税を国に納めている訳だ」

「……はい」

「なれば小娘。お前にとってたとえ此処が異世界であっても、お前は今ここに存在している訳だな？」

「はい」

「お前は今、この国の法で保護されている身だ。珍獣としてな？　しかしだ。如何に珍獣としてであってもお前は完全なる獣という訳ではない」

「……はい」

「その場合はだ。お前に何かしらの責任が生じるとは思わんか？」

「…………」

「当然、生じるはずだ。無論、お前に税を払えと言っている訳ではない。お前は珍獣として余の名の下に保護している。もしお前に税を納める義務が生じるのであれば、珍獣の所有者である余がお前の分も税を納めるべきなのだろう。───ここまでは分かるな？」

「はい、分かります」

　そこまで言ってから、陛下は私の顎をつと持ちあげて、まるで瞳を奥まで覗き込むようにその紫の瞳を合わせてきた。

　私はもうどうしてよいのか分からなくて、自分の気持ちが全く分からなくて、陛下の服をただ掴んでいるしかなかった。

「今のところはお前に何ら義務はない。ただ、庇護と保護を求めるお前に、そして珍獣として保護されながらも獣になりきれないお前にはどうしても責任は生じる。それが先程、バルツァーが言っていた軽率な行動を慎むという責任だ」

「軽率な、行動」

「そうだ。珍獣として保護されているお前がだ。深く考えずに軽率な行動をした結果、今回のリーザのように、お前が意図しなくとも、望んでなくとも、お前に何かあれば罰せられるのは本来なら罰せられるべきお前ではなく、お前の軽率な行動に巻き込まれたリーザのような第三者だということだ。何も故意にお前に害を成そうとする者だけが保護法の違反者という訳ではないのを、その頭に叩き込んでおけ」

「……へい……か」

「泣くくらいなら初めから考えて行動しろ」

　陛下は呆れたように言ってから、私の目元をぐいと指で乱暴に拭った。

「まあ、そもそも大事にするような話では全くなかったんだがな。お前がいまいちよく分かっていないようだったから噛み砕くだいて言ったが」

「う……」

「ああ泣くな、鬱うつ陶とうしい！」

　陛下は面倒臭そうに言って私の頭をぐしゃぐしゃに掻き回してから、今度はリーザに視線を向けた。

「リーザ」

「……はい、陛下」

「この度の事、お前に何ら責はない」

「しかし───」

「確かにこの城に出入りする普通の令嬢相手ならお前は何かしらの責を問われるだろう。しかしだ。相手はこの珍獣だ。この小娘の珍妙、且つ奇怪な行動言動は誰にも予測は不可能だ。少なくとも余には出来ん。その責をお前に問うのは流石に酷だろうよ」

「陛下……」

　リーザは先程のバルツァーさんのように恐縮しきった様子で腰を落とし、頭を下げ続けていた。

　陛下はそんな彼女の亜麻色の頭を静かに見据える。

「お前も事を重く取りすぎだ。お前の目には余はそれほどの暴君にでも映るか」

「いえ、そういう訳では」

　リーザは、はっとしたように顔を上げ、陛下の言葉を否定しにかかる。

「リーザ、お前は余の意図を正確に把握し、理解して、的確かつ迅速に行動してもらわねば困る。余の言っている意味、分かるな？」

　言われた瞬間、リーザの目が見開く。

　一瞬、彼女は言葉を詰まらし、息を飲んでから、目を伏せて再び頭を下げた。

「御意に、陛下」

　陛下はリーザのその様子に満足そうに目を細めて見据えていたけれど、私はなんだかリーザが可哀相に思えてきて、陛下の服から手を離して寝台からよろけるように出て彼女の元へ近づいた。

　近づいてから、私はリーザより姿勢を低くする。

　下げられた顔を覗き込むようにしながら、彼女の手を握った。

「リーザ、ごめんなさい」

「珍獣様」

「本当にごめんなさい。私ってば、よく分かってなくて」

　そこまで言ってから、私は陛下を見上げるように向き直った。

「陛下も、ごめんなさい」

「ほう？」

　陛下は私をからかうように片眉を上げた。

　それに少しムッとしながらも、私は涙の跡をガウンのような上着の袖そででごしごしと擦った。

「もう軽率な行動は取りません」

「その頭で何処まで分かったものかな」

「分かりました！」

　しっかりバッチリ分かりましたとも！

　私だってリーザに迷惑なんて掛けたくないし！

　陛下が肩を竦めた。

「それは良かった事だ」

「だから」

「だから？」

「陛下、リーザを苛いじめないで下さい！」

「…………」

「ち、珍獣様、それは違いますから」

「違くないよ、リーザ！　全然違くない！　リーザ、ちっとも、これっぽっちも少しも悪くないのに、明らかに今、陛下に苛められてたじゃん！　陛下！　ジュースを溢された恨みがあるのなら犯人の私に晴らして下さいよ！　犯人は私で確定なんですから！　受けて立ちます、私ってば！　すんごく張り切って！」

「……もうよい」

　私が張り切りの固い意志を見せようとファイティングポーズを取ると、陛下は面倒そうに、うんざりしたように手を振ってからサラサラストレートの黄金の髪を掻き上げた。

　そして格子扉の方へと歩きだす。

「この話は終いだ。馬鹿馬鹿しくてこれ以上付き合っていられん。リーザ、珍獣を着替えさせ、余の部屋へ連れてこい。朝の餌の時間だ。バルツァー、お前もいい加減に仕事に戻れ。そんなに暇なら幾らでも雑用をくれてやる」

　陛下は最後の最後でバルツァーさんを地獄の底へ叩き落とすような事を言いながら格子扉の向こうへと消えた。

　バルツァーさんはスッと息を一瞬止めてから、慌てて廊下へと続く縦に低い扉の方へ向かう。

　そして、そういった場合のお約束通り、彼は盛大に頭をぶつけて、よろめいた。







３章　陛下と私とパンツの事情
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　トリエス王国の王都ヴィネヴァルデは、今現在、大陸屈指の規模を誇っていた。

　豊かで、治安も比較的に良く、そこに住まい行きかう人々の活気も目を見張るものがあった。

　物は溢れ、人が集う。

　王国は未だ繁栄の限りを知る事のない、春を謳おう歌かする国であった。

　トリエスは大陸にある国の中では若い部類に入る国であったが、その勢いは他の追随を許さないものがあった。

　故に、その王都の中心に確固たる存在感で示し在る王の居城ヴィネリンス。

　大陸古語で『純白の乙女』という意味を持つこの王城は、王国の盛栄を体現するかのような規模と威容、そして艶えん麗れい、絢けん爛らんさであり、王都を訪れる者は必ずその姿に息を飲むという───なんて事は、勿論、今の私の知るところではない。

　当然ね。

　そんな私的にはどうでもいい事よりもである！

　純真可憐で繊細な麗しの乙女である私の柔肌、美肌に重大なる危機が襲来中なのだ！

　陛下が自分の部屋に戻り、バルツァーさんが頭をぶつけてよろめきながらも珍獣部屋を去った後、まるで憑つき物ものが落ちたかのようにスッキリとした表情のリーザに言われるがまま、指示されるがままに私は朝の支度をしていた。

　顔を洗って、リーザに髪を梳いてもらって。

　その後、リーザの髪型みたいにキレイに結い上げてくれるのかな、と思っていたけれど、何故か後ろ一本に束ねてそのまま背中に流したのに疑問を持ちつつも、ガウンのような薄手の上着を脱ぎ、寝衣を脱いだのだ。

　その瞬間、私の柔肌美肌の重大なる危機が判明したんだよね！

　開いた口が塞がらないとはこの事だよ！

　私は脱いだ寝衣を床に叩き付け、前に立っていたリーザを思わず押しのけて、脱兎の如く突撃したのだ。

　当然、隣の陛下の部屋にね！

　あまりの怒り、あまりの腹立たしさに私は黄金の格子扉を蹴り開けた。

　その勢いに格子扉は盛大な金属音を響かせる。

「陛下っ！」

「喧やかましい！」

　陛下は突然部屋に乱入してきた私を素早く視界に捉え、紫の瞳を凶悪に光らせて、魔王様の如く私を睨みつけた。

　そして私を見るなり、嫌味なくらい整っている眉をこれ以上ないくらいに寄せる。

「お前はその舌の根の乾かないうちに何をしている！」

「何って何ですかっ！　舌の根の乾かないって何ですか！」

　ふざけるな！

　なんで陛下が怒鳴り、怒る権利がある！

　怒りに身を任せて陛下をタコ殴りの刑にする権利があるのは、この私の方だ！

　よくある応接セットの超豪華版みたいなソファーに座り、優雅にティーカップに口をつけて手に書類らしきものを持っていた陛下に、私は、ずんずかずんずかと足音荒く近づいた。

　それはもう、集合住宅なら下の居住者に大迷惑だから決してやってはイケない歩き方、踵かかとを床に叩きつけ歩きだよ！

「お前はつい今し方、軽率な行動をとらないと余に言わなかったか！　泣きながらな！」

「言いましたよ！　だけど、そのことと今と何の関係があるんですか！」

　言いながら私は座っている陛下の眼前に立った。

　波止場にあるビットに片足を乗せるかの如く、彼が腰を下ろしている直ぐ脇に右足を勢いよく乗せる。

　絹張りゴージャスソファーがその反動で揺れた。

　陛下の額に青筋が走る。

「それが軽率な行動だと言っているんだ、馬鹿者が！」

　陛下は持っていた書類を私に投げつけ、ティーカップを乱暴にソーサーに置いた。

　その陛下の腹立たしげな挙動に、勿論、私が更にブチ切れしたのは言うまでもない。

　というか今、純真可憐で繊細な麗しの乙女である私に物を投げましたか、陛下！

　この暴力男め！

　調教してやるから、そこに正座だ！

　誰か鞭むちを持ってこい！

　バラ鞭じゃないよ！

　一本鞭ね！

　バリバリ上級者向けだよ！

　容赦なくビシバシいくからね！

「これのどこが軽率な行動だって言うんですか！　そう思う理由を四百字詰め原稿用紙百枚にまとめて提出して下さいよ！　今すぐ！」

「小娘！」

「何かというと小娘小娘小娘小娘って！　私は珍獣二号なんでしょ、陛下！」

　自分で言ったんだよ！

　その不適切生意気発言前科二犯のその口からね！

「屁へ理り屈くつを言うな！」

　陛下が苛いら立だたしげに立ちあがった。

　それと同時に、右足をかけていたソファーに私は飛び乗る。

　当たり前だよね！

　私より遥はるかに背が高い陛下に見下ろされるのは、この状況で我慢ならないからだよ！

　高さでもって威圧するなんて手には乗らないよ、陛下！

　私はソファーの上に仁王立ちになり、腕を組んで陛下のイケメン面を睨みつける。

　くぅ、朝っぱらからキラキラしい顔しちゃってさ！

　そんな私に対して陛下は眉を寄せるどころか、眉間にも鼻頭にも皺を寄せんがばかりに顔をしかめた。

　そしてブリザードが吹きすさぶかのような視線でこちらを睨み、頭の先から爪先まで心底嫌そうに私を見遣る。

　部屋中が絶対零度の亜空間に放り込まれたかのような痛すぎる空気を発していて、部屋に控えていた陛下付きの全ての使用人が恐怖に震えて逃げ出したくて仕方が無かったなんて、勿論、言い争い当事者同士である陛下も私も気付くはずがない。

「そもそもお前のその格好は何だ！」

「何って！　ブラにカボチャパンツ姿ですが、それが何か?!」

　そう！

　陛下の前で金剛力士阿あ形ぎよう像の如く、上半身裸に近い状態で怒りの表情を顕にしている今現在の私の格好は、近所のスーパー購入最終処分割引価格九百八十円の、寄せて上げて寄せて上げて寄せて寄せて寄せて寄せて更に寄せてとにかく寄せまくる分厚いパッド入り貧乳御用達、超優れ物メードインジャパンの白地に水色レース付きＡカップブラと、布地とそれに使われている装飾布こそ質の良いシルクと木綿とレースを惜しみなく使用しているけれど、前から見ても後ろから見ても逆さにして見ても、どこをどう見ても野暮ったいカボチャパンツにしか見えないトリエス王国製純白カボチャパンツ姿だよ！

「それが何かでは無いだろうが！」

　五月蠅いよ、陛下！

　この格好で何が悪い！

　現代日本では絶滅危き惧ぐ種しゆ認定をくらっているブルマーよりも布地をふんだんに使っているこんなパンツ如きを人前に晒したって私は屁へでもないのだ！

　昨夜の事だ。

　ひとりで浴場に行って、入って、出された衣服を身にまとう時、このトリエス王国製純白カボチャパンツと私は遭遇したのだ。

　目にした時はもうびっくりなんてもんじゃない。

　何これ？　な心境だった。

　ブラに関してはトリエス製のものは着け方がイマイチ不明で、聞ける人も周囲に居なかったから、ちょっと汚いかなとは思いつつも日本から身に着けてきたマイブラをそのまま再び着けた。

　しかしである。

　いくら私がトリエス王国製純白カボチャパンツに驚き慄いたといっても、既に私のお気に入りパンツは陛下の夕飯のお陰で肉汁シミシミパンツと化していたし、たとえシミシミ化していなかったとしても、流石にパンツは同じのを穿きたくはない。

　トリエス王国製純白カボチャパンツは、そう、言うなれば『ちょうちんブルマー』に似ていなくもなかった。

　ちょうちんブルマーを白いシルクにして、木綿を使い少し膨らませる。腰の部分を同色のリボンで留め、両足を出す部分は付け根より八センチくらい下のところで、やはり同色のリボンで結び留める。

　で、そのリボンで留められた付近は、もうワシャワシャな感じでレースを使いまくるデザインだ。

　ぶっちゃけ、もっさりしている。

　向こうの世界にもズロースがあるけれど、ああいうものじゃない。

　いや、確かにこのトリエス王国製純白カボチャパンツは、デザイン的にはカワイイと言っていいのかもしれないけれど、それはあくまで上から下までロリータファッションでバッチリ決めていればの話だよ！

　普段ノーマルな格好をしている女性が、脱いだらその下はロリータ仕様トリエス王国製純白カボチャパンツを穿いていました、なんて事だったら！

　私が男で、これから性行為に至ろうとしている時にそれを見たら────。

「萎なえる！」

　絶対に萎える！　断言していいよ！

　パーシヴァル様に宣誓してもいい！

「何？」

　陛下は話の流れが掴めなかったみたいだ。

　これ以上ないってくらいに嫌そうにしかめていた顔を少し元の位置に戻して、疑問符を浮かべた。

「萎えるって言ってるんですよ！　陛下、何ですか、このトリエス王国製純白カボチャパンツは！　これ、トリエスでは標準仕様なんですか、もしかして！」

　私は穿いているカボチャパンツの膨らみ部分を両手でそれぞれ左右に引っ張り、陛下によく見えるようにピンと張った。

　陛下はその私の動きにつられてカボチャパンツに目線を移動する。

　目にした途端、彼は嫌そうな表情に加え、何とも言えないというか苦にが虫むしを噛み潰したような顔をした。

「かぼちゃぱんつ？　……お前が何を言いたいのか余にはさっぱり分からんが、普通の下着ではないのか？　人に見せるものでは全くないがな」

　私は陛下のその言葉に呆あつ気けにとられた表情で返した。

　全く信じられない。

　この男は何も理解していないし、分かっていない。

　こんな人物に権力の頂点に居座られているトリエス王国全国民の何たる不幸なことか！

　同情するよ、トリエスの民たちよ！

　この私が責任をもって、萌えとエロ必須グッズを陛下に教えておくからね！

　異世界日本文化の伝道師の役、買って出るから、私！
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「陛下は何も分かっていません！」

「何をだ？」

　彼は先程の私と同様、腕を組んで、寄せていた眉を更に寄せた。

　なんだかジックリ腹を据えて私に対応しようとする雰囲気を見せだす。

　身構えた、という感じかもしれない。

　どちらにせよ良い心掛けだよ、陛下！

　私はこれから陛下に、トリエスの民の為にも日本の萌えとエロ必須グッズを教授するんだからね！

「陛下、下着は見せるものなんですよ！」

「何？」

「下着は見・せ・る・も・の・な・ん・で・す！　あのですね、陛下」

　私は彼の注意を更にトリエス王国製純白カボチャパンツに向くよう、右の骨盤あたりをパシパシ叩きながら先を続けた。

「陛下はさ、これからエッチ、じゃなくて、性交しようとする相手が、こんなもっさりロリロリカボチャパンツを穿いていて、萎えないんですか？」

　萎えないとか言われたら、私的には激しく驚きだけどね！

　陛下が唸るように声を絞り出した。

「先程の萎えるとはそういう意味か」

「え、勿論そうですよ。萎えるに他にどんな意味があるんですか？」

　私は陛下にモノを教授する側として、眼前に立つ彼の左肩にポンと手を乗せた。

　ありがたく教えを乞こいたまえ、だ！

　無料講習だよ、感謝してね！

　出血大サービスだよ！

「だってね？　陛下。普通、こんなもっさりロリロリカボチャパンツじゃ、勃つものも勃ちませんって。下手するとロリコンに思われちゃいますよ？　少なくとも私だったら勃ちません！」

「……勃つとか萎えるとか、お前な」

　陛下の私に向ける視線が、怒りと嫌そうなものを見るものから、だんだん未知の生物を見る其れへとシフトしていく。

　が、私は全く気にならなかった。

　なぜなら、私は日本文化伝道師という重要な使命を帯びているからだよ！

「陛下、下着というものはですね、布地をたくさん使えばいいってものじゃないんです。しかもこんなスケスケ度皆無のカボチャパンツなんて却下です。もう大却下ですよ！　論外です！　下着はね、微妙に透けているのがいいんです。しかも体のラインを出したものですよ！　お尻しりの形とか、前方下部分に寄る皺具合がすっごくすっごく重要なんです、下着って！　体のラインを出し、且つ、微妙に透ける。チリ毛が透けるんですよ！　あ、陛下、チリ毛って分かりますか？」

「ちりげ？　……いや、分からん」

「あーもう、本当におキレイな桐箱入りお坊ちゃまなんだから！　仕方ないなぁ。陛下、チリ毛はね、陰毛の事ですからね！」

「…………」

「チラリズムがいいんですよ！　陛下、見え隠れする淡い色気の方が最高のエロ度なんです！　モザイク無し全開オープン御開帳なんて全く萌えません！　エロ度皆無ですよ！　そんなもので勃つ男なんて、穴があればツッコミたくてたまらなくなる発情期の中学生男子しか居ません！　見せつつも微妙に隠しているくらいが丁度いいんです。分かります？　この上級者向けの色気！　ね、へ・い・か！」

　私の言っていることを理解しているのか確かめたくて、彼の宝石のような紫の瞳を覗き込もうとすると、陛下は部屋に敷かれた毛足の長い絨じゆう毯たんの一点をただじっと見つめていた。

　その態度に、聞いているのかいないのか少々不安を覚えた私は、彼の注意をこちらに引くべく、まるで上司が部下に「次のプレゼン、頑張りたまえよ、君。なにせ社の命運がかかっているんだからな。はっはっは！」な如く、左肩同様、彼の右肩にもぽんと叩くように手を乗せた。

　それに合わせ、陛下の瞳がこちらに向けられる。

「ねえ、陛下」

　私は彼の瞳にひたと自分のを合わせた。

　実は今回、このトリエス王国製純白カボチャパンツの存在を知ってから、私にはとある構想が頭にあった。

　このもっさりロリロリで正直ダサダサな純白カボチャパンツ。

　これがトリエス王国標準仕様であるのなら、これはもしかして、いや、もしかしなくても、ものすごい商機なのではないだろうかと。

　そんな私の輝かしい女実業家への道が、後光が差すかのように私の目の前に出現したのではないかとね！

「陛下、私と一緒にランジェリーショップ開きませんか？」

「何？」

「ランジェリーショップ。下着屋ですよ、下着屋」

「下着屋？　何故？」

「え、分からないんですか、陛下」

　私は物分かりの悪い教え子に、知らず溜息をついてしまった。

「私ってば、トリエス製の下着がここまでもっさりロリロリダサダサだとは知りませんでした。これはね、もうトリエス、いえ、この世界に居る全女性への冒ぼう涜とくに近いですよ、陛下」

「冒涜？」

　陛下は不可解そうに眉をひそめる。

「そうです。この世界の女性は、不本意にもこんなもっさりパンツを穿くことを強要されているんですよ。本来なら彼女たちの持つ魅力や色気を最大限に引き出してあげられるはずの下着なのに、きっとくだらない道徳心とか貞操観念とか、男の視点からの一方的押し付けで、こんなにも失笑もののもっさりパンツを穿かされているんです。異世界の日本にはね、紐だけで構成されている下着だって水着だってあるんですよ。だから、ね、陛下、一緒に下着屋さん開店しましょうよ！」

　私は無一文だから、勿論、軍資金は陛下の懐からだよ！

「陛下は何もしなくていいです。お金を出してくれるだけでいいんです。デザインは私がしますし、縫製はトリエスにも職人さんがいるでしょう？　それでトリエス王室御用達とかにしてブランド化して、ひと財産築きましょうよ、一緒に！　陛下、これはもう国王としての義務ですよ！　考えてもみてください！　女性がチラリズムの色気を身につける。それに男共が反応する。いろいろな事が起こる。あんな事やこんな事やそんな事も起こる。するとどういう結果になると思いますか、陛下。子供がね、少子化対策担当の大臣とか設けなくても、わんさか誕生するんですよ、ぽこぽこぽこぽこと、このトリエスに！」

　本当、なんて素晴らしい構想なんだろう！

　お金かね儲もうけも出来て、社会問題も解決だ！

　子供が生まれまくって、人口統計図がキレイな三角形に戻れば、もしかすると巡り巡って年金問題だって解決かもしれないよ！

　もう厚生労働大臣が頭を悩ませる事もなくなるよね！

「トリエス王室御用達、色気むんむんランジェリーショップ『い・ち・ご』のオープン記念には、私プレゼンツ、トリエス王室専属細工師作『貞操帯・陛下もメロメロ』をランジェリーご購入者先着百名様に付けちゃいましょうよ！　もう出血大サービスです！」

　私の脳内には既に万札乱舞が先程から展開されている。

　自然、鼻息だって荒くなるよ！

　興奮のあまり陛下の肩を私は両手でバンバン叩いた。

　陛下はその肩を叩く私の手を器用に避けて、自分の額に左手をあてる。

「ていそうたい？　めろめろ？」

「あれ、陛下、貞操帯って知りませんか？　この世界にはまだ無いのかなぁ？　おおぅ、だとしたら、そっち方面にも開拓の余地有りですね！　素晴らしい！　もうなんという商機！　ついに私にも運が向いてきたということですよ！　それも強運です！」

　嬉しさのあまり、私は思わず陛下に抱きついてしまった。

　流石にブラ姿のまま陛下の頭を抱えるように抱きついたのはどうかと後になってから少し思ったけれど、この時は万札の強力な魔力に私は完全にノックアウトされていた。

　福ふく沢ざわ諭ゆ吉きち万歳だ！

　ゆ・き・ち！　ゆ・き・ち！

「…………」

「陛下、貞操帯っていうのはですね、装着する人の性交や自慰を防ぐ施錠付きの下着で、主に───」

「いや、その説明はいい。聞きたくない」

　陛下の声が私の腕の中からくぐもって聞こえた。

　あれ、なんか声に力が無いような？

「えー…何でですか？　せっかく異世界の世界史である十字軍から説明してあげようと思ったのに。まあ、いいですけど」

　そこまで言ってから私は抱えていた陛下の頭から体を離した。

　乱れてしまった彼の髪を元のサラサラストレートに戻すべく、両手を手櫛ぐしモードにして、陛下の額から後ろへ向かって梳いてやりながら言葉を続ける。

「陛下、天下の大号令をかけましょう」

「天下の大号令？」

「そうです。天下の大号令と銘打ってはいますが、内容は、トリエス国王の名の下に、もっさりロリロリダサダサ純白カボチャパンツの全面撤廃と、ランジェリーショップ『い・ち・ご』の強制推奨です。ここで一発、強権体制を敷きましょう、陛下。せっかく持っている国王としての権力、思いっきり私的に利用しない手はありません。もったいないですよ！　陛下の持つ全権で以てカボチャパンツ狩りをし、尚且つ、『い・ち・ご』のランジェリーを強制的に全国民に購入させるんです！　国民ひとりあたり年収の八割を使わせて！　そう、大増税の如くですよ！」

　持っている力を使わないなんて、宝の持ち腐れだしね！

　有効活用だよ！

　大増税。

　立ち位置が変われば、なんて魅力的な言葉なんだろう！

　国王権力万歳！

　権力最高！

　特権階級最高だよ！

　そんな私の言葉に、少し大人しくなっていた陛下が突然切れ出した。

　髪を梳いていた私の手を振り払うようにして外し、流石国王陛下と言いたくなるような強烈な眼力でもって威圧するように私を睨み据える。

「お前は、そんなくだらん事で国を混こん沌とんへと導けとでも言うのか！　国王を何だと思っている！」

「くだらないって。下着って結構重要ポイントなんですけどね。───国王を何だ、かぁ。そうですねぇ、なんだか定番な回答をするのも、ものすっごく不本意なんですが、やっぱ国王の役目って言ったら、セーブポイント？　もしくは資金源ですかね、旅の」

「何？」

「だからセーブポイントと資金源ですってば。私の国、日本ではですね、国王って言ったら、旅の記録係的役割を担うだけか、これから剣を振り回してひと仕事しようっていう猛者たちに旅の資金をあげる他力本願な人たちの事を言うんです。景気のいい国だと、城の宝箱を漁らせてくれたりするんですよ？　王女様の部屋もスルーで出入りできたりと防犯対策が致命的だったりする城もあるんですけどね。便利なもんで、大陸共通の鍵とかあったりして、それを手に入れれば何処の城も漁り放題なんです！　あ、そういえば陛下、この城って、やっぱり宝箱とかあるんですか？　開けると呪われるトラップ、罠わな付きのとか！」

「あるかそんなもの！」

　言って陛下は目を閉じ、眉間をぐりぐりと揉み出した。

　深い溜息もついたりしている。

　陛下、そんなに強く揉むと肌が赤くなっちゃうよ？

　折角の唯一の美点であるイケメン面なのに。

「……もうよい。お前と話をしていると、こちらの頭がおかしくなりそうだ」

「あれ、陛下、なんか弱ってます？　え、なんで？」

「…………」

「陛下？」

「…………」

「へーいーかー」

「…………」

「ねえ、陛下ってば！」

　なかなか返事を返してくれない陛下に、私は彼の額をペチンと軽く叩いた。

　おい返事しろ、返事。

　幼稚園で習うでしょ？

　呼ばれたら、きちんとお返事をしなさいって！

　なんだか保母さんになった気分で腰に手を当ててソファーの上で仁王立ちしていると、陛下は疲れたような目を私に向けてきた。

「お前、本当にいい加減に……いや、いい。なんでもない。餌の時間にするぞ。───おい、用意しろ」

　陛下はやっぱり少し赤くなってしまった眉間から手を離し、部屋に控えている彼付きの使用人に偉そうに命令した。

　その声に使用人達はびくりと肩を震わせ、慌ててワラワラと動きだす。

「餌って、朝食ですよね、陛下」

「そうだ」

「あ、じゃあ、その前に私、陛下に言っておかないといけない事があるんですよね！」

　いけない、いけない。

　甘美なる万札乱舞に気を取られ、危うく私にとっての重大なる乙女の柔肌美肌の危機襲来を忘れるところだった！

　私はフンと鼻息を一度荒くしてから、トリエス王国製純白カボチャパンツの腰のリボンあたりを指さした。

「ちょっとコレ、見て下さいよ、陛下！」

　私は憤ふん懣まんやる方ないといった様子を見せながら、カボチャパンツの腰のリボンに手を掛ける。

「昨日、陛下にギリギリとドＳモードでホールドされた場所が、思いっきり痣になっているんですけど！」

　そうなのだ！

　昨夜、陛下に息が詰まるほどホールドされ、顎をギリギリと掴まれた時の痣が、顎どころか、私の腹部にまであったんだよね！

　痣はヘソの高さのラインを背中に向けて蛇が巻き付いているみたいになっている。

　どんだけ力を加えたんだよ、って感じの痣だ。

　私は陛下の暴行の結果を当人にじっくり見せ大反省してもらう為に、手を掛けていたカボチャパンツの腰のリボンを一気に引っ張った。

　絹製のリボンはシュルンとなめらかに滑る。

　その時だった。

　今まで全く存在を感じなかった珍獣部屋に置き去りにしたはずのリーザが、私のカボチャパンツに突進してきたのだ。

　しかも、かなり必死な形相で。

　彼女は私の手とリボンを強く握り締めると、懇願するような目を向けてきた。

「ち、珍獣様、お止め下さい！　後生でございます！」

「え、リーザ、突然どうしたの？」

「お願いでございます、どうか陛下や他の者の前で、これをお脱ぎになるのだけは！」

「ややっ、大丈夫だよ、リーザ。私ってば、とりあえずギャランドゥは無いからね！」

　それにカボチャパンツを完全に脱ぐつもりはないよ、流石に私も。

「ぎゃらんどぅ、ですか？」

　リーザは私の言った事が理解できなかったようだ。

　長い亜麻色の睫毛をぱちぱちと瞬かせる。

「あ、分からない？　ヘソから下のチリ毛、つまり陰毛に向かって生えている毛の事だよ。陛下とか生えているんじゃない？　西洋系の男の人って毛深い人多いから、胸毛から下の陰毛まで一直線に！」

　それはもうジャングルのようにね！

　こんにちは、ア・マ・ゾ・ン！

「生えているか！　そんなもの！」

　陛下は激高したように声を荒げた。

　紫の瞳も『これから人を惨殺してきます！』といった感じの凶悪さだ。

「またまた！　嘘は良くないですよ、へ・い・か！　陛下は純真可憐で繊細な麗しの乙女に向かっておこがましい発言をした前歴のある嘘つき人間ですからね。それが本当だと証明したいのなら、脱ぎなさい！　今ここで！　全裸ですよ！　さあ！　トリエス王国国王陛下！　最高権力者の義務として、躊躇わず、一気にババッと！　潔く！」

　男らしくね！

　フンドシ上等だよ！

　一緒に裸祭りだ！

　皆の者、太鼓を鳴らせ！

　御神酒を振舞え！

　神輿みこしだワッショイ！

「脱ぐか、阿呆！」

　陛下の渾こん身しんの怒声が部屋中を震わせる。

「もう、そんなに怒鳴る事ないじゃないですか。ギャランドゥネタ如き。ラードルフさんあたりだって生えてますよ、きっと。彼、顔は爽やかイケメン系ですけど、体育会系っぽいし、胸毛から陰毛まで、もじゃもじゃアマゾンなんじゃないですか？」

「ラードルフッ」

　陛下は黄金の髪の中に指を差し入れるようにして頭を押さえた。

「……お前と話をしていると疲れる。とりあえず、いい加減に着替えてこい。いつまでその格好でいるつもりだ」

「え、別に陛下が望むなら、ずっとこのままでも私はいいですよ？」

　珍獣だし、言うこと聞きます！

　基本、忠犬属性ですから、私！

「誰が望むか！　いいから着替えてこい！　リーザ、早く着替えさせろ！」

「はい、陛下」

「あ、じゃあ、リーザ、着替え持ってきて。さくさく着替えちゃうよ。陛下が五月蠅いから」

「ここで着替えるなっ！」

　陛下は腹の底から怒声を発すると、やり場のない憤りを近くのローテーブルに一発蹴りを入れる事で発散したようだった。
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「ぶぴ」

「…………」

「…………」

「…………」

「ぷす……ずぅ……」

「……………………」

「……………………」

「……………………」

「………………………………」

「………………………………」

「………………………………」

「………………………………」

　昨夜の夕飯時とは違う、国王が使用するものにしては小振りとも思える一般家庭用レベルの大きさの食卓で、私の対面には悠然と陛下が座っていた。

　そしてその彼の傍らには、「お前が居ると、あれらの戸惑い具合が煩わしい」といった理由で、陛下付きの使用人、通称ワラワラ部隊を全て下げてしまった為に、急遽給仕として駆り出された気の毒なヘロルドさんと、私の傍らには私付きの侍女リーザが居て、それが現在の広い王の部屋に居る全ての人だった。

　今の私には、その彼らの沈黙具合が此この上なく嫌で堪りません。

　ごめんなさい、誰かつっこんでくれませんか。

　心の底から頼みます。

　スルーされる方がこの場合、本気で辛いです。

　私ってば今、これまで生きてきた人生の中で、自分でも初めて聞いた音を出しました。

　あまりの衝撃に思わず鼻からも液体が……っていうか、初めて口から飲んだ飲み物が鼻から出ました。

　ぶぴ、とか言いましたよ！

　ママ、どうしよう！

　貴女の娘は、お笑い芸人がよくやる『鼻から牛乳』ばりの芸を人生で初めてやってしまいました！

　異世界とはいえ王宮内の、国王の部屋の、それも国の最高権力者である国王陛下の目の前で盛大に、両方の鼻の穴から出ましたよ！

　クリーム色の液体を、痣の残る顎に到達させるくらいまで勢いよくね！

　───あ、やばい。鼻の中の残液が逆流しそう。

　流石に一度鼻び腔こうに入った液体を飲みこみたくはないなぁ。

　私ってば、慢性アレルギー性鼻炎持ちだから、鼻水は微妙にいつも残っているんだよね。

　寝る時もよく詰まるし。

　ティッシュ、じゃなくて、ナプキン……欲しいなぁ。

　でも今、顔を少しでも動かすとズボンに垂れそう。

　どうしようかな……。

　何かないかな……鼻、かみたいなぁ………………あ、いいところに、布が！

　ナイス、布！

　大好きだよ、布！

　愛してるよ、布！

　布カモン！

　ぬ・の！　ぬ・の！

「まさかとは思うが、お前は今、テーブルクロスで鼻をかもうとしているのか？」

「…………」

「どうなんだ」

「…………」

「小娘、聞いているんだが？　お前は今、テーブルクロスで鼻をかもうとしているのかと。まさかとは、思うんだがな？」

「…………だって、陛下、鼻から鼻水が混入した生キャラメル百倍濃縮並みの鬼のような超激甘ドリンクが逆流しそうなんです。陛下は飲めって言いますか?!　この超激甘な中に鼻水塩分が微量に含まれた液体を、喉を通し、食道を通して、胃の中に入れろって言うんですか?!　酷い！　やっぱり陛下は非人道冷酷変───」

「リーザ、早く拭いてやれ。不愉快だ」

　陛下の嫌そうな声と冷え冷えとしたアメジストな瞳が、私をドライアイスで出来た槍やりで容赦なくツクツクと陰湿的に攻撃する。

　私はそれにカチンと来たけれど、食事中に鼻から飲み物を噴射しちゃったからね、やっぱりマナー的にも、ここは王宮内の国王の部屋だし、仕方な…………くはないよ！

　全然仕方なくないよ！

　というか当然の事だよ！

　避けるのは不可能だったと思う、今の私の鼻から牛乳芸はね！

　パーシヴァル様だって、そう言うに決まってるよ！

　パーシヴァル様はきっと、

『そうだよ、君の言う通りさ。君は悪くないよ、私のかわいいカピバラちゃん。ほら元気を出して？　私が君の望む事をしてあげよう。何がして欲しい？　ん？　お姫様抱っこかな？　そんな些細な事でも喜んでくれるなんて、君は本当にかわいいね。私はもう、そんな君しか見えないよ。たとえ世界に人や魔族がたくさん居たとしても、私は君しか要らない。君だけだよ、君だけを愛している、心から愛しているんだ。全身全霊をかけて愛している。だから君も私だけを見て、愛して───』

　ってね、言うから！

　絶対に言うから！

　断言できるよ！

　長髪サラサラストレートの銀髪に、動脈を切って噴き出した血のような真紅の瞳の超絶美形顔で私に優しく微笑みながらね！

　なんていったって私とパーシヴァル様は、『愛と絶望の黒薔薇魔帝国物語』で相性度百パーセントにまで盛り上がった仲なんだからね！

　彼を手に入れる為に、ものすんごく苦労したんだから、私！

　何回、ミニゲームという姑こ息そくな手段で相性度を地道に上げていったことか！

　総プレイ時間は、四百八十時間を超えているからね！

　ちなみに一般的ロールプレイングゲームの総プレイ時間は、三十時間から百時間がせいぜいだから、乙女ゲーでそこまでやる私のパーシヴァル様への愛情度合は凄いでしょ?!

　私は陛下の陰湿ドライアイス槍攻撃に、沸々と怒髪天をつくかの如く怒りが燃え上がり、おずおずと躊躇いがちに予備のテーブルナプキンで顎から掬すくうように拭いてくれるリーザからナプキンを強奪した。

　そして嫌がらせのように、というか完全なる嫌がらせの為に思いっきり鼻をかんでやる事にする。

　私は横隔膜を最大限にまで広げるようにして息を吸い込み、そして勢いよく吐き出した。

「ズ……ずびずびずびずびずびずびずびびびびびびび………ビィィィィィズビッ、じゅっじゅるじゅる、じゅ……」

「…………」

　流石、慢性アレルギー性鼻炎持ちだよ、私ってば！

　耳じ鼻び咽いん喉こう科の先生も太鼓判を押してくれるような、いい感じの不快音がするよ！

　しかし、それでは甘い。

　甘いのだ！

　激甘だよ！

　私の怒りはこんなものじゃないからね！

　次いってみよう！

　私は額に青筋が浮かびつつある陛下に見えるよう、超激甘ドリンクの残ざん骸がいと、慢性アレルギー性鼻炎持ちならではの利点である『鼻をかもうと思えば常に幾らでも出るよ！』なネバネバ鼻水のミックス、ナプキンに付着した物体Ｃをビローンと嫌な粘り糸が出るようにしてナプキンを広げてやった。

　陛下の紫の瞳が瞬時に細まり、眉間に皺が寄る。

　室内にビリビリとした殺気が漂った。

　傍に控えていたヘロルドさんが、給仕の為に手にしていた食器をカチャリと鳴らし、リーザは更び用意していた予備のテーブルナプキンをパサリと下に落とす。

「小娘、余は初めて食事中にそういったものを見せられたのだが、その事についてお前の見解を聞いてみたいものだな」

「見解？　聞きたいんですか、陛下」

「ああ、聞いてみたい」

　陛下のその言葉に「ふむぅ」と頷いた私は、ナプキンを食卓の右端に置き、もったいつけたように顎に手を当てた。

　陛下の澄んだ瞳が、自然、私の置いたナプキンを追っている。

　相当気になるようだ。

　飛び回っていた虫が止まったのを見張るかのように、じっと見ている。

「どうしようかなぁ。うーん、……まあ、お願いされれば言ってあげなくもないんですけどねぇ」

　陛下の額に青筋が一本浮いた。

　彼は静かに息を吸い込むと、気持ちを落ち着ける為か、繊細で優美なグラスに入ったクリーム色の液体を手にし、口にする。

「……ほう？　では、願おうか。どういう見解なのか聞かせて欲しい、小娘」

　私は溜息をついた。

　仕方ない、教えてやるか、というか教えてあげなくてはイケないかもね。

　私にとっては既にバルツァーさんが居るとはいえ、昨日今日、どころか昨夜今朝の付き合いでしかないけれど、陛下に何かあっても寝覚めが悪いしね？

　私ってなんて善人なんだろう。

　素晴らしすぎて涙が出そう。

「じゃあ、言いますけどね」

「申せ」

「今、その陛下が口にしているクリーム色の謎の液体の事なんですけどね？　陛下はさ、それを飲んでも全然平気なんですかね。むしろその辺りの見解を逆に私としては陛下に聞きたいですけどね」

　陛下の動きが止まった。

　彼はゆっくりとグラスから口を離し、私に視線を向ける。

　ようやく陛下は鼻水ミックス物体Ｃ付きナプキンの呪縛から解き放たれたようだった。

　鼻水の威力って凄かったんだね。

　一国の国王陛下の視線をずいぶんと長い事ひとりじめしていたよ！

　流石、いつ行っても耳鼻咽喉科は二時間近く患者を待たせるだけあるね！

　先生、尊敬します！

　貴方は毎日そんな鼻水と格闘していたんだもの！

「これがどうした」

「ねえ、陛下、それ、本気で美味しいと思って飲んでます？　しかも朝っぱらから、こんなにヘビーなものを？」

「……へびぃ？　なにかおかしいのか、これが」

　陛下は不機嫌そうな中にも、若干の戸惑いの色を滲ませて私に返した。

　彼の瞳が今度はクリーム色の液体に注がれている。

　そうなのだ。

　私が先程、思わず人生初の鼻から牛乳芸をしてしまった原因は、陛下が今、手にしているあのクリーム色の液体にあった。

　ここで着替える着替えないで陛下がローテーブルに一発蹴りを入れた後の話だ。

　それが気持ちの良い程にスライドして、上に置かれていた高そうなティーカップとソーサーが乾いた音を立てて割れた後、陛下がヘロルドさんを呼びつけた。

　ヘロルドさんが来て、私の格好に仰天して額を押さえながら体をふらつかせた後、彼は瞑めい目もくして呼吸を繰り返す事で気を取り直し、てきぱきと他の使用人ワラワラ部隊に指示を出した。

　その凛り々りしい仕事っぷりに思わず私はときめいたけれど、まあ、それは別の話として、私がリーザに引きずられるようにして珍獣部屋に連れ戻されて着替えている間に、朝食の準備、陛下の言う餌の用意が完了していた。

　ざっとみた感じでは、トリエスの朝食内容は、向こうの世界のそれとそう変ったところはなかった。

　謎の動物の卵を使用した不思議なキノコ入りチーズオムレツみたいなもの、ジャーマンポテトもどきなもの、厚めのベーコンもどきを焼いたもの、生前の姿はもしかしたら見ない方がいいかもしれない魚のソテーと、なんちゃって伊い勢せ海老えびを使用したサラダマリネみたいなもの、様々な新鮮野菜らしきものを見栄え良く飾った生野菜サラダに、向こうの世界でのブルーベリーとラズベリーの位置づけなんだろうなと思われるフルーツが入ったギリシャヨーグルトみたいなものや、数種の飲み物と、とりあえず出来あがったもの並べてみたよ！　というくらい小山盛りで色々な種類、且つ、糖質が凄そうなパンたち、そういったメニュー内容だった。

　朝から多すぎ、と思いつつも席についた私に、ヘロルドさんが「デザートは後で来ますから楽しみになさって下さい」と爽やかなロマンスグレーの微笑みを見せたのに、私は内心を隠す為に愛想笑いで返すしかなかった。
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　そうして陛下のいう給餌の時間が始まった訳なんだけど、私が何から飲もうか食べようかと目移りしつつ考えていると、まず手始めに糖質小山盛りなパンたちの中から、たっぷりと何かの蜜みつがかかった向こうの世界でいう甘そうなチェリーデニッシュみたいなものを陛下は手に取り、もくもくと食べだした。

　チェリーデニッシュかぁ、と、それを私も手に取ろうかと悩んでいると、意外と食べるのが早い陛下は早々にそれを食べ終え、更にチョコレートの欠片が載せられた向こうの世界よりもグラニュー糖層の厚そうなクイニーアマンらしきものを手に取り、それもあっという間に食べ終えてしまったのだ。

　そしてその後、問題のクリーム色の謎の液体を手にしたのである。

　陛下は実に美味しそうに、まるで環境省選定名水百選の中でも水マニア投票第一位に輝いた名水を飲むかの如く、ごくごくと勢いよく飲みだした。もうそれは、テレビＣＭに起用してもいいってくらいの飲みっぷりだった。

　すぐに中は空になって、陛下はグラスを食卓に一度置いた。

　ヘロルドさんが透かさず追加して、陛下はそれをどこか満足そうに眺めていたから。

　だから私は手を出した。出してしまった！　軽率にも出してしまったんだよ！

　どうして、もう少し深く考えなかったのか、私！

　でも見た感じ、ただの乳酸菌飲料っぽかったんだよね！

　口に入れた直後に、私の味覚もさることながら、体中の感覚という感覚、細胞という細胞、神経という神経がこれ以上ないってくらいな拒絶反応を起こす危険水域を遥かに超えた劇毒物的飲み物だったのに！

　そうして私は人生初の鼻から牛乳芸を三人の前で披露したのだ。

　ぶぴ、ってね。

「まずその前に、ヘロルドさんにちょっとお聞きしたいんですけどね？」

　私が話しかけたのに、ヘロルドさんは礼儀正しく手にしていた食器を一度、洗練された美麗な装飾が施されているキッチンワゴンに置いて私の方へと体の向きを変えた。

「何でございましょう、珍獣様」

「あの陛下が手にしているクリーム色の謎の液体、あれってトリエスでは一般的な飲み物なんですか？　なんていうか、皆、陛下みたいに飲めるのかなっていう意味で」

「…………」

「ヘロルド？」

　陛下の忠臣ヘロルドさんが口を噤つぐんだのに、その主君である彼は、不思議そうに臣下を見遣った。

　ああ、やっぱり。

　ていうか、ヘロルドさんが私から微妙に目を逸らしたよ！

　次いでリーザを見たら、彼女も直ぐに目を伏せちゃったし！

　リーザ、今、私と目が合うのを思いっきり避けたよね？

　私は予想通りといえば予想通りなヘロルドさんの無言の回答に、陛下の部屋の大きくとられた窓から見える爽やかな朝の空を見てから、陛下に視線を戻した。

「正直に言いますよ、陛下。たぶん、陛下の立場的に誰も言ってくれないと思いますからね。あのですね、何ですか、この膵すい臓ぞうが一発で頓とん死しして、即糖尿病直結コースのような劇毒物的超激甘ドリンクは」

「何？　どういう意味だ」

　陛下は私が何を言っているのか分からないといったような表情をした。

　それに私は同情の目線で返してやる。

　可哀相に。権力者や人気スターが孤独だとはよく言ったものだよ、ほんと。

「どういう事も何も言葉通りですけど？　ヘロルドさんが今、立場的に言い難いから無言の回答を私に返したじゃありませんか」

「ち、珍獣様！」

　ヘロルドさんが焦った様子で声を発した。

　私はそれに、まあまあと手を振ってから、陛下の疑問に答えてやる。

「陛下、甘党すぎ。今日びのスイーツ大好き日本女性たちだって、余裕でどん引き出来る飲み物ですよ、これ。日本の首都、東京にある銀座や渋谷、青山、六本木、原宿、新宿あたりの集客率がありそうな駅前一等地に店を構えたとしても、この飲み物を出した日には速攻で潰れます。それなのに、こんな蜂はち蜜みつみたいなのがデロデロかかったチェリーデニッシュとグラニュー糖層の厚いチョコレート付きクイニーアマンもどきなパンを食べた後に、この生キャラメル百倍濃縮並みな飲み物を一気に飲むって、どんだけキングオブ甘党なんですかって話ですよ。陛下はトリエス国王という立場だけじゃなかったんだね！　甘党の国の王様でもあったんだ！　すごいや！　って、きっと厨ちゆう房ぼうで言われてますよ。ほら、この糖質小山盛りなパンたちを見て下さいよ。厨房では恐らく、

『あー…今朝の国王陛下のパンメニュー、どうしたらいいと思う？』

『そうだなぁ、後でアレが無かった、甘いのが足りない、とか言われるのも面倒だしな。とりあえず甘っこいのしこたま出しとけば満足なんじゃね？』

『ちげーねぇや。おい、コックＨ、砂糖と蜜を通常の百倍くらい練り込んだパンを量産しておけ。陛下仕様だ』

『了解っす！　俺、張り切って作っちゃいますよ！　だって、こんな激甘なパン、陛下向けにしか作れないっすからね！　ある意味、役得、役得！』

『頼んだぞ！　……おお、そうだ、肝心なのを忘れていた。いけない、いけない。最近、物忘れが激しくってイケけねぇや。おい、コックＭ、例の飲み物を作っておけよ。あれが無いと、陛下、ウゼェほど五月蠅いからな。苦情なんざ来た日には、俺らの残業確定だしよぉ』

『了解でーす。もう俺も慣れたもんだから、ちょちょいのちょいで作っちゃいますよ。なんせ調理法なんて、ミルクにひたすら砂糖と蜜ぶち込んで、焦げないように火にかけて、後はただひたすら捏こねくり回してりゃいいだけですからね。ガキでも作れますよ。まあ、ガキですら飲まないですけどね、この例の飲み物は』

『ちげーねぇ、ちげーねぇ！　ぐははははっ！　ああ、それと、コックＺ、お前はデザート作っておけよ！』

『りょーかーい！　合点承知之助！　ごりごり作っときますよ！　おーい、見習いコックＪ、砂糖五袋持ってこい！』

『はい、只ただ今いま！　あ、砂糖は大きいサイズが五袋ですか？』

『あたりまえだ！　陛下用のデザートだぞ！』

『もっ、申し訳ありません！　今、持ってきます！　見習いコックＪ、倉庫行ってきまーす！』

『おお、行ってこい！　急ぎだぞ！』

『はーい』

『さて、こんなもんかな？』

『だな。今日の朝食はこんなもんじゃね？　おお、後あれだ、見習いコックＰ、砂糖と蜜の追加注文しておけよ！　業者はいつものところだからな！』

『ああ、大丈夫ですよ！　俺、昨日、追加発注しておきました！　陛下用に砂糖大四十五袋、蜜五十五大瓶でいっときました！』

『お、それでいいぞ！　見習いコックＰ、お前、このトリエス王城の厨房、慣れてきたじゃねぇか！　偉い偉い！』

『そうですか、えへへ。あ、そうそう、注文した業者が、いつも大量の御注文ありがとうございますって言って、厨房の皆様にって隣国の酒を人数分置いていきましたよ！』

『マジか！　やりぃ！』

『よぉし！　それじゃ皆のもんよ、さくさく甘っこいの量産して、今夜は酒盛りだ！』

『よっしゃぁ！』

『ひゃっほぅ！』

　────っていう会話がですね、陛下、絶対絶対絶対繰り広げられてますって！　そう思うでしょ、陛下も。よくよく考えると、この飲み物に、糖質小山盛りなパンたちを見て！」

「…………」

　言い終わった私が、陛下に、ほら良くみろとビシッとパンに指をさしながら彼を見やると、彼は複雑そうな表情を見せ、じっとしていた。

　あ、絶対傷ついた。確実に今、心に傷を負ったよ！

　ま、そりゃあ、そうだろう。今まで歯し牙がにもかけていなかった陛下から見て虫ケラ同然の身分の者に、実は半分失笑されながら食事を作られていた可能性があるかもしれない、なんて知ったらね。

　まあでも、真実は今後の自分の健康の為にも知った方がいいよ、陛下。このまま突き進むと確実に糖尿になるからね。昨今の日本は、若くても糖尿患者が多いんだから。

　その時、フォローの達人ヘロルドさんが、私の方を「お願いですから、もう言わないであげて下さい」な目線を向けながら、「陛下、何かお飲みになりますか」と声をかけていた。

　そんなヘロルドさんが手にしていたのは冷えてそうな普通の水なんだから、彼も常々、陛下の甘党っぷりには色々と思うところがあったのだろう。

　まあ、しかし、そこで言うのを止める私ではない。

　ごめんね？　ヘロルドさん。真実というものはね、知らないといけないのだよ。特に為政者はね。

「そんな飲み物なんだもの、私が鼻から噴射したのは、もう事故でしょ、陛下。まあ、それはそれとして、ところで陛下」

「…………」

「へーいーかー、戻ってきてー」

　私の呼びかけにあえて反応を返さないかのように、陛下は力の無い視線を手元のオムレツもどきに注いでいた。

　彼は気のない風にフォークとナイフを握ると、切り刻むという言葉に相応しい感じで、チーズオムレツもどきを細切れにしていく。

「なんだ」

「陛下さぁ、その飲み物なんですけど───」

「その話はもういい」

「そう言わないで。飲み物自体の話じゃなくてですね。この飲み物、ひと昔前に異世界の日本で大ブームが起こった生キャラメルに味が似ているんですよね」

「それが？」

「陛下、この世界って、生キャラメルってありますか？　なんて言えばいいかな、うーん、口に含んだだけでとろける、柔らかくて風味のある上品な甘さのキャラメルなんですけど、想像つきます？」

　陛下は細切れオムレツから顔を上げた。動かしていた手も止める。

「想像はあまりつかないな。……食べた事があるのか？」

「それは勿論。私、昨日まで日本に居たんですから。いろんな味があるんですよね。材料に生クリームをふんだんに使っている食べ物ですよ」

「ほう？」

「食べてみたいですか、陛下」

「……………」

　私は行儀悪いのを重々承知で───今更だしね───食卓に身を乗り出した。

　今、目が合っている陛下の紫の瞳の奥を覗き込むようにして見つめてみる。

「商談です。もし私が生キャラメル専門店を王都に開くって言ったら、陛下、私に出資します？」

「…………」

「その時は株主優待として、陛下には生キャラメル全商品を好きな時、好きなだけ食べ放題にしますし、新商品が開発されたら一番に試食させてあげます。どうです、この話、乗りますか？」

　私は営業成績グラフが一番長いよ的営業マンの如く、にこやかな笑顔を陛下に向けた。

　───あとひと押し。

「生キャラメルってですね、陛下。向こうの世界には二百ヵ国近く国があるんですけど、その世界の国々の中でも良質な品物を作り、良質な農産物を育て上げる日本の、更に牛乳などで有名な産地で作られる事が多いスイーツなんですよ。勿論、今私はトリエスに居る訳ですから、材料はトリエス産ですけど、私から言わせれば、トリエスで作られたものは完全無農薬、添加物無しな理想的な食材だし、その中でも材料を厳選して生キャラメルを作ろうと思うんですよね。陛下、口にしてみたくはありませんか。ちょっと陛下の懐から投資すればそれが実現するんですよ？」

　私は陛下の表情を見て、勝った、と思った。これは勝ち。完全なる勝利を私は掴んだようだ。

　自然、顔が緩む。

　楽勝すぎ！　詰んだよ、陛下！

　陛下はフォークとナイフから手を離し、考え込むように顎に手をあてた。

　たとえ腐っても根っこから権力者気質なんだろう、その姿は威厳に満ちていて様になっている。

「そうか。採算が取れるものが出来あがるのであれば、考えないでも───」

「なーんてね！　へ・い・か！　残念、私、生キャラメルの作り方なんて知りませんよ！」

「っ！」

　あーウケる！

　私は無礼ながらもケラケラと笑い、乗り出していた身を下げ、椅子の背凭れに体を預けた。

「だって私ってば、食べる専門でしたもん！　生キャラメルは、メーカー、じゃなくて、店の看板に拘らなければ、普通にその辺の店にたくさん売っていたし、わざわざ作り方を調べて作るよりも、買った方が楽だし美味しいでしょう？　だから作り方なんて知りませんよ！」

「……小娘」

「陛下、甘いものに目が無さ過ぎ！　もしこの世界とあっちの世界が繋がっていたら、私ってば、日本政府に『とりあえず日本のスイーツ全種贈って懐柔して、日本に有利な条約結んじゃえ！』って助言しちゃいますよ？　日本のスイーツ、本気で美味しいですからね」

　そこまで言ってから、今の話にさぞ不愉快な境地を味わっているのだろう青筋を浮かべ出した陛下に、私は腕を組んで彼をじっと見つめた。

　見れば見る程、本当にキレイな顔をしている。

　が、それは今は関係のないことだ。

　それより話はここからが本題なのだし。

「陛下さ、」

「お前とは今、話をする気分ではない」

　陛下は出会ってから初めて聞く、むすりとした声を出した。

「まあまあ、そんなに怒らないで下さい。ねね、陛下。こちらの世界では、どの程度医学が進んでいるか分からないですけど、糖尿って怖い病気なんですよ？　陛下、糖尿病って聞いた事あります？」

「……いや」

　私が真面目に話し出したのを察してか、陛下も私同様、椅子の背凭れに深く身を預け、話を聞く体勢を取った。

　この人は破壊魔だし暴力男だけど、人の話はちゃんと聞ける人なんだよね。

　それがたとえ、どんなに立腹していても、相手が話す姿勢を見せていれば、とりあえずは耳を傾ける、そんな人のように感じる。

　そこは評価していいかなと私的には思う。

　まあ、とにもかくにも、どんな権利があってそんなに上から目線で評価してるんだ、って自分でも思うんだけどね？
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「もともとの遺伝的疾病な人も居るんですけど、たいていは一般的に過剰に甘い物を食べ続けたり、太りすぎ、向こうではメタボリックって言うんですけど、お腹がガッツリ出て、内臓に脂肪が溜まるとなる病気なんですよね。陛下は太ってないし、その点は昨日、お腹を触った感じで無駄肉無しの、つくべき筋肉が理想的についていたから心配ないと思うんですけど、その甘党がね、致命的」

「…………」

「糖尿病になると、膵臓っていう臓器がうまく機能しなくなって、血管を傷つけていくんですよ。んで、いつか脳のう梗こう塞そく……頭の血管が切れる病気とか、足を切断しなくてはならなくなるとか、失明するとか、そういう病気を併発していくんです。あと、現れる症状もいろいろあるんですけど、性的不能というのもあるんですよ？　陛下、後継ぎまだ居ないんでしょ？　気をつけないと。日本にも患者がたくさん居て、最近は糖の吸収を穏やかにするものとかが売れているんです。陛下、甘いもの食べ過ぎとか、今まで言われた事ないんですか？」

「……ないな」

　彼はどこか観念したように深く息をついた。

　出会った時のように椅子の肘かけに肘を置き、頬杖をつきながら、こちらに目を向けている。

「まあ、今から気をつけていれば大丈夫ですよ、陛下。とにかく甘いものを過剰に摂取しない。今日の朝ごはんだったら、パンは食べ過ぎなきゃいいとしても、この飲み物はもう飲んじゃ駄目ですよ。ヘロルドさん、下げて下さい」

　私の言葉に、ヘロルドさんは戸惑い気味に陛下に視線を送り、彼が頷いたのを見て、あのクリーム色の鬼のような超激甘ドリンクをワゴンに戻した。

「あと、パンを食べる時には、甘かろうが甘くなかろうが繊維物、サラダをちゃんと食べて下さいね。それだけで糖の吸収を多少なりとも抑えられますから。なるべく野菜を多く摂るように心掛けて、後は規則正しいバランスの良い食事が一番の健康維持の方法ですからね。それと仕上げに適度な運動かな。体を動かすと糖が早く消費されるんです。病気予防にもなりますよ。陛下の場合、国王陛下だから労働とかで体を動かす事がないし、食事を摂った後、城の中でも歩き回っていればいいんですよ、少なくとも半刻くらいは。お城って広そうだから、半刻くらい余裕で歩けるでしょう？」

「ずいぶんと詳しいな。お前は考えなしの珍妙な行動言動をするだけの小娘と思っていたが」

　陛下は、ほんの少しだけ見直した的な色を瞳に滲ませた。

　それに私は、なんとも言えない表情で返す。詳しいのには勿論理由があるからだ。

　私はふぅと息を吐くと、腕を解き、まだ空のグラスを手にしてリーザに水を入れてくれるよう頼む。

　すぐさま注がれた水を二口ほど飲んで、私は言葉を続けた。

「うちのパパがねー…、あ、父親の事なんですけどね？」

　私の脳裏に呆れた姿のパパが浮かぶ。

　あの出来事は酷かった。きっと我が家のワーストスリーに入る出来事だろう。よくママは離婚しなかったと思うくらいだ。

「父親？」

「はい。うちのパパ、陛下みたいに甘いの大好きでね、」

「…………」

「それでもって、お肉とお酒も大好きだったんですよ。そうなるとどうなると思います、陛下」

「お前が先程言っていた、めたぼりっくか」

「あたり！　お腹がね、もう凄いんですよ！　貴様は男なのに臨月を迎えているのか、ってくらいに！」

「それは凄いな。しかし、こちらの世界でもそういう貴族どもは結構たくさん居るぞ？」

「あー…じゃあその人たちもきっとウチのパパと同じような病気かも」

「とうにょうか？」

「そう、糖尿。それに加えて、ウチのパパは肝臓という臓器もやられて肝硬変三歩手前治療中の、脂質異常症、痛風持ちです。もう最悪。痛風で関節を痛がるわ、制限が多すぎて好きな物を食べられないって泣きまくるわ」

　あれは本当に酷い出来事だった。

　私は遣る瀬無くなって、とりあえず用意された朝食を食べる事にした。

　まずは、なんちゃって伊勢海老マリネから手をつける。

「陛下も折角の食事、ちゃんと食べましょうよ。残したらお百姓さんに悪いですよ」

「……そうだな」

　そう言うと、彼は暫し逡しゆん巡じゆんした後、やはりパンに手を伸ばした。

　きっと基本的に炭水化物が好きなんだろう。

　しかし先程と違って、砂糖ではなく、バターらしきものが塗られたミニフランスパンもどきを手にしていた。

　もそもそと仕方なく口にしているといった感じで、ゆっくりと口を動かしている。

「陛下のお父様って、どんな人ですか？」

「なんだ、突然」

「いや、陛下のお父様は、やっぱり前の国王陛下だったんだから、ダンディー系っていうか、素敵で立派で尊敬できる人なのかな、って思って」

　私の言葉に陛下は、小さく千切ったパンを右手の親指と人差し指で軽く遊びながら、少し黙り込んでしまった。遠くの何かを思い出し、考えているといった風だ。

「陛下？」

「ああ、すまない。そうだな、少なくとも尊敬の出来る人物ではなかったな」

「あ、過去形？」

　私は思わず気まずい顔をしてしまった。

　そうだった。彼の父親が生前譲位をしていなければ、陛下はまだ王子様のはずだからだ。

　失念していたよ、私！

「気にするな。王族の常なのか、あまり親子としての情はない。あれが崩御して、むしろせいせいしたくらいだからな」

「…………」

　なんか複雑そうな家庭環境みたいだ。

　これはあまりつっこんで聞かない方が良さそうだ。

　聞いたところで、私はこの手の話のフォローは苦手だ、というか本気で向いていない。

　私は気まずいのを誤魔化すかのように、今度はギリシャヨーグルトもどきにスプーンを入れた。

　ブルーベリーっぽいフルーツが美味しそうだ。

「それより、お前の父親はどんな人物だ。お前のような娘を育てた父親がどんな人間なのか興味がある」

「え、それどういう意味ですか？」

「深い意味はないが？　つっかかるな」

　そんな言葉を吐く陛下を私は怪訝に思いながらも、ギリシャヨーグルトもどきをひとくち口に入れた。

　それを喉に通した後、私は向こうの世界に居るパパを思い浮かべる。

　メタボだけど、家族思いで優しかったパパ。

　───でも。

「ウチのパパは、トイレに籠ろう城じようして泣き叫びまくるような父親です、陛下」

　陛下は美味しくなさそうに続けていた咀嚼を一いつ旦たん止めて、無理に飲み込んだ後、不可解そうに少し眉を寄せた。

「トイレに籠城？」

「そうです。陛下の住んでいるこのお城には、お城全体にたくさん用を足すところがあるんでしょうけど、ウチみたいな一般庶民の家だと、トイレがひとつしかない場合が多々あるんですよ。なのに、あの馬鹿パパ、糖尿と肝硬変三歩手前と脂質異常症と痛風が会社───パパが働いているところなんですが、そこでやった人間ドックで一気に発覚して」

「それで籠城か？」

「違いますよ！　パパはお医者様に診てもらって、治療の為に大好きなお酒であるビールを禁止されて、あれもだめ、これもだめ、それもだめな厳しい食事制限に激しいショックを受けてトイレに籠城したんです！　それも週末二日間も！　ウチにはトイレがひとつしか無いのにですよ?!」

「…………」

「聞いて下さいよ、陛下！」

　私はその時の事を思い出して、だんだん興奮してきてしまって、ギリシャヨーグルトもどきをスプーンで掻き混ぜまくった。

　ビチャッとシミひとつ無いテーブルクロスに跳ねたけれど、そんな事は気にしない！

　だってテーブルクロスとは、汚れる為にこの世に存在しているものなんだしね！

　むしろテーブルクロス的には本望のはずだ！

　こなくそ、こなくそ、こなくそ！

　あの馬鹿パパめ！

　思い出すだけでも未だに腹が立つ！

「土曜日の午前中に病院に行ったパパが戻ってきて、気づいたらその日の昼にはもうトイレに籠城してたんですよ！　病院帰りにコンビニで、お店なんですが、そこで医者に禁止されたビールとフライドチキンとお菓子とパンとかオニギリとか米系の炭水化物を山ほど買ってきてさ！　パパにしてみたら食糧備蓄は万端、引き籠り先はトイレなんですもん、そりゃさぞ籠城には打って付けだったでしょうよ！　だけどですね、陛下！」

　私はその時の事を思い出すだけでも頭にきて、手にしていたスプーンをガンとグラニュー糖層の厚いクイニーアマンもどきに刺した。

　予想通り、厚い砂糖層はバリンと小気味よい音を立てながらスプーンを余裕で受け入れ支えてくれる。

　スプーンはきれいな垂直を保った。

「落ち着け、小娘」

「落ち着いていられますか、これが！　あの時は本当に悲惨だったんですから！　情けなくって！」

　私はあの悪夢な出来事が脳裏に鮮明に蘇よみがえり、行儀悪くも食卓の上に肘をつき、頭を抱えた。

「あの悪夢な出来事が起こった日はですね、陛下。もしかして十数年ぶり？　ってな感じの超大型台風が関東に接近してたんですよ！　しかも鈍足で！　鈍足で来るって事は上陸したが最後、いつまでも上空に留まっているって事です！　陛下、台風は暴風暴雨が激しい嵐な天気の事なんですけどね？　その日は天気予報のお姉さんが『非情に強い大型台風が関東に上陸します。最大瞬間風速は、ここ十数年観測のなかった数値で───』とかって、笑顔で言っちゃう最っ高に最悪な天候だったんですよ！　よりにもよってそんな天候の時に、己の不摂生が原因で病気になったくせに、まるでこの世の全てを恨みます！　って感じでトイレに籠城しやがったあの自分勝手最低男が我が家に居たんです！　どう思いますか、陛下！　この悲惨な状況を！」

　陛下は少しだけ困った顔をした。

「……いや、どう思うと言われてもな」

「そこは同情して下さいよ、思いっきり！　陛下！」

「……ああ、そうだな。同情する」

　陛下の全く気持ちの籠っていない言い様に、私は抱えていた頭を上げ、彼をキッと睨みつけた。

　陛下は千切ったパンに目線を落とし、先程同様、気の進まなそうな様子でパンの欠片を口へ運ぼうとしている。

　そのあくまでも人ごとに過ぎないかの如くの彼の態度に、私のいつの間にか収まっていた怒りの炎が再び勢いよく燃え上がった。

　くそぅ、完全に人ごとだな?!

　許すまじ、陛下！

　この私の味わったあの悪夢の日の屈辱を、あやつの嫌味どころかこの世の全ての男に、いや、女性にすら完全に喧けん嘩かを売っている超絶美形顔が鎮座している頭の中の脳ミソに、しっかりと、それはもうサバイバルナイフでギリギリと傷をつけるかの如く刻みこんでやる！

　勿論、生涯消えないようにだよ！

　覚悟しろだ、陛下め！
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「───あれは、超大型台風と言われる嵐の日の事でございました」

「……なんだ、語りだしたのか？」

「トリエス王国から見て異世界の、日本という小さな小さな島国の片隅で起こった、とある悲劇の話でございます」

「……あくまでも続ける気なんだな、お前は」

「そこには、とある家族がおりました。家族構成は父、母、息子に娘二人の五人家族でございます。父親はつい最近、なけなしの貯蓄を振り絞り、頭金にして、三十五年ローンを組んで、半ば無理をして新築一戸建てを購入したのでございます。坪数は三十五坪。最寄駅から徒歩五十分。近くにバス停無し。最寄駅的には辛うじて都心への通勤圏内ではございましたが、正直言って、あまり賢い買い物ではございませんでした。あまりの交通の不便さからか、左隣は空き地、右隣は大声を張り上げないと意思疎通が困難な年金暮らしの一風変わった御老人が一人で暮らし、前方は誰の所有か不明な畑と、後方には人の手が全く入っていない雑木林があるだけでした」

「…………」

「その日は、昼過ぎから十数年ぶりという威力をもつ、超大型台風と呼ばれる嵐が上陸すると予言された日でございました。大型台風がくるという事もあって、母親と息子、娘二人は、外出もせず、家で大人しく過ごしていたのでございます。しかしそれが……それこそが、このなんの罪もない善良な者たちを、悲劇と惨劇の舞台へと容赦なく誘う事となったのでございます」

「……このまま先を聞き続けると、なにやら後悔しそうな予感がするんだが、語るのを止めてみないか、小娘」

「その日、父親は働き先の健康診断の結果で『病院に行くべし』と書かれた項目を診てもらう為、早朝から車、トリエスで言う馬車で病院へと向かったのでございます。この一家唯一の所有の車は、国産メーカー十年選手の白色のワンボックスでございました。父親が病院へと行っている間、残りの家族は実に平和に過ごしておりました。これから超大型台風が鈍足な速度で来るとはいえ、家に籠っていれば、特に被害はないだろうと思われたからでございます。この家の裏には林はあれど山は無く、暴雨にありがちな土砂崩れの心配はございませんでしたし、増水決壊洪水コースの危険性がある川も近くにはございません。また、立地も低地ではありませんでしたので、家への浸水の危険性もございませんでした。つまり、地図上の直線距離が微妙に都心に近いだけという、ただの辺へん鄙ぴな田舎にある平凡極まりないつまらない家でございました。───しかし、悲劇と惨劇の舞台へと誘う危険は、自然の猛威でも、辺鄙な田舎という立地でもなかったのでございます」

「…………」

「危険は、善良な者たちを地獄の底へと突き落とす憎むべき悪は、家の中に潜んでいたのでございます。父親という皮を被り、昼を過ぎた頃にはこの家唯一のトイレという聖域に籠り潜んでいたのでございます。───ところでこの家には、年頃の私という娘がおりました」

「……お前がここで登場するのか」

「私という娘は、前日、学校の友人たちと寿司、小さく握った米の上に、生魚を載せただけの食べ物の事なんですが、」

「……気味が悪い食べ物だな」

「その寿司の食べ放題に行っていたのでございます。その寿司屋は安いだけが取り柄の、さして美味しくもなく、衛生的にも少し疑問が残る店ではございました。しかし、小遣いの少ない学生の身分である私という娘は、元来の寿司好きと、安さと食べ放題という文言に負け、友人を引き連れ、その寿司屋へ行ってしまったのでございました。つまり、私という娘は、その悲劇と惨劇の悪夢の日、お腹の調子が頗すこぶる悪かったのでございます。疑うべくもなく、その安さと食べ放題が売りなだけの、衛生概念欠如の寿司に思いっきり中あたっていたのでございます」

「…………」

「私という娘は、父親の皮を被った疫病神が病院へ行っている午前中、この家の聖域であるトイレの住人と化しておりました。しかし、トイレに座り続け、ぶりぶりと緩いウンコ、つまり下痢ですが、」

「一応、今は食事中だと言ってよいか、小娘」

「下痢をし続けているうちに、お尻の穴の周辺が、ヒリヒリと痛くなってきてしまったのでございます」

「…………」

「これ以上座り続け、下痢をし続けるのは痔じ持ちの兄を持つ私という娘は危険と判断し、昼の少し前に一度、トイレから出たのでございました」

「……お前と出会ってからのごく短い間に何回か思ったのだが、小娘、少し年頃の娘としての恥じらいというものを持った方がいいぞ。……たぶん、言っても理解できないのだろうな、とは思うがな」

「花も恥じらうお年頃の私という娘は、」

「……無駄か、やはり」

「下痢止め常備薬を飲み、自室で様子をみようと考えたのでございます。しかし、この家は丁度、下痢止めの薬を切らしていたのでございます。悩んだ私という娘は、とりあえず、風邪薬を飲んでみたのでございました」

「効能が全く違わないか？」

「私という娘は、自室の煎餅せんべい布ぶ団とん、トリエスで言う寝台と同意でございますが、その布団の上で暫く寝転がっていたのでございます。この部屋は、私という娘にとって、とても癒される空間でございました。天井にはパーシヴァル様のポスター、トリエスでいう天井画が貼ってあり、壁にもパーシヴァル様のトリエスでいう壁画が四方に、そして私という娘の枕にも娘自身の手によるプリント、トリエスでいう写し絵が施されており、枕に顔をつければ、私という娘はいつでも愛しのパーシヴァル様と愛のチューが出来る仕様となっておりました」

「……写し絵とか？」

「私という娘は、お腹の痛みと便意の定期的な襲来に耐えつつ、パーシヴァル様枕にチューチューしまくっていたのでございます」

「……お前、それではただの変態だろう。己の事を棚に上げてよくお前は余に変態と言えたな」

「しかし、痛みと便意に耐えつつではありましたが、私という娘にとってのパーシヴァル様との幸福なる甘い愛のひと時も、そう長くは続かなかったのでございます。耐えるのにも限界が来たのでございます。便意が、強烈なる便意が来たのでございますよ！　下痢が、下痢がヒリヒリと痛んでいるお尻の穴の直前にまで顔を覗かせようと押し寄せてきたのでございます！」

「……やはり、この先を聞きたくないな。本当に後悔しそうだ」

「私という娘は自室を急いで出たのでございます。なるべくお腹に力を入れないように、お尻の入り口だけに力を入れて、必死でトイレという聖域に向かったのでございます。しかし、しかしです！　私という娘がこの家唯一の聖域であるトイレに到着した時には、既に、父親という皮を被った疫病神が占拠していたのでございます！　私という娘が茫ぼう然ぜんとトイレのドアの前で立ちすくみ、早く出てくるよう扉を叩いた時、家の窓ガラスという窓ガラスが、一斉にガタガタと大きな異音を立て始めたのでございます。───超大型台風が完全に上陸してしまった瞬間でございました」

「…………」

「私という娘は悲鳴をあげました。心の底からの絶叫でございます。なぜなら、ゆるゆるウンコ通称下痢下痢ちゃんは、既に私という娘の肛こう門もんからちょぴっと顔を出してきてしまったからでございます。加え、外は酷い嵐でございます。近所のスーパーのトイレを利用しようにも天候が悪すぎ、また、辺鄙な田舎の家でございます。近所とはいっても、スーパーまでは徒歩で五十分、つまり駅前にしか店がないのでございます。下痢下痢ちゃんは当然、待ってくれるはずがございません。その時です」

「……まだ続くのか、この話は、小娘」

「私という娘の絶叫を聞きつけ、リビングで寛いでいた兄がやってきたのでございます。兄は私という娘の惨状を知り、まずは聖域トイレのドアを叩きまくってくれたのでございます。途中からは扉を壊さんばかりの蹴りも入れておりましたが、彼は必死でカワイイ妹の為に、力を尽くしてくれたのでございます。しかし扉は開かなかったのでございます。中からは、父親の皮を被った疫病神のすすり泣きが聞こえてくるだけでございました。そこで兄は考えたのでございます。私という娘をこの危機から救う手段を必死で考えてくれたのでございます！」

「……どうしたんだ、その兄は」

「彼の身分は三流大学に通う学生でございました。つまり車、馬車の運転免許を取得済みだったのでございます。彼は私という娘を近所のスーパーに連れていく為に、スペアキーを、予備の鍵をリビングまで取りに行きました。しかし、ここである事実が発覚したのでございます。父親の皮を被った疫病神は、この家唯一所有の車を、駅前のコンビニの駐車場に放置して、とぼとぼと徒歩でこの家まで帰ってきていたのでございます！」

「…………」

「外は十数年ぶりの最大瞬間風速を叩きだすと予言された超大型台風、左隣は空き地、右隣は、とてもトイレを貸して下さいとは言えない一風変わった意思疎通が難しい御老人の家、前方は畑、後方は荒れた雑木林でございます。加えて一家は、引っ越してきたばかりで、ご近所付き合いは全くといってよいほど無かったのでございます。その家は、災害らしい災害が起こっていないのにもかかわらず、完全なる陸の孤島と化してしまったのでございます」

「……悪条件もそこまで重なるともう奇跡だな。それでお前はどうしたんだ」

「対策を考えたくても、私という娘は既に下痢下痢ちゃんの攻撃を抑える限界がとうに過ぎていたのでございます。一刻の猶予もなかったのでございます！　もうどうしたらよいのか分からず、右手で下痢下痢ちゃんがこれ以上出てこないように押さえているのが精一杯でございました。その時でございます。騒ぎを聞き付けた母親と妹がやってきたのでございます。しっかり者だけれど少々過激なところがある妹は、私という娘の惨状を知ると、すぐさまリビングへ取って返し、新聞紙とライターを手に、トリエスで言う紙の束と松明を持って戻ってきたのでございます。妹は言ったのでございます。『中の豚を焼きはらえ。焼豚にして、未だ親しくないご近所にトイレを貸してもらう為の挨拶品にしよう』と」

「…………」

「母親はそれを止めたのでございます。『焼豚はいいけれど、家まで燃えたら私たち、ローンも殆ど返済していないし、路頭に迷っちゃうわ』と」

「つまり、父親は焼かれても構わないと言っているのか、お前の母親は」

「私という娘は、もう一度、絶叫を上げたのでございます。下痢下痢ちゃんを抑える事が出来ないからでございます。もうこの場でやるしかないと、肛門を押さえていた右手を外し、パンツを脱ごうとしたのでございます」

「そこで脱ぐのか、お前は！」

「いえ、陛下、そこは『そこでやるつもりなのか、お前は！』が適切な指摘だと思われます」

「……聞いていたのか、ヘロルド」

「……はい、つい」

「脱ごうとした瞬間、私という娘は兄に担ぎあげられたのでございます。彼は、私という娘に振動が伝わらないように足早に歩き、私という娘をパーシヴァル様の待つ自室まで連れて行ったのでございます」

「……連れて行ったところで、なんの解決もしないだろう？」

「彼は私を静かに部屋の真ん中へ下ろした後、一度、部屋を出ていき、すぐに戻ってきたのでございます。手に、ビニール袋を持って」

「びにぃるぶくろ？」

「透明で水漏れのしない優れものの袋の事でございます、陛下。彼は、その中にやれと。花も恥じらうお年頃の私という娘に向かって、排はい泄せつしたものがまる分かりな透明なビニール袋の中に出せと無情にも言ったのでございます」

「……それで、したのか、お前は」

「しました」

「…………」

「私という娘はそのビニール袋の中に排泄するしかもう手段は無かったのでございます。上からも四方からも、そして先程まで愛のチューを繰り返していたパーシヴァル様枕の前で、ぶりぶりと下痢下痢ちゃんを勢いよく排泄するしか手段が無かったのでございますよ！　この恥辱、この屈辱！　私という娘は、あまりの事に排泄しながら涙を流したのでございます！」

「……分かった。お前の恥辱屈辱は心から同情する。だから、もうこの話は勿論ここで終わるのだろう？」

「しかし、悲劇惨劇の舞台はまだ幕を下ろした訳ではなかったのでございます」

「っ、続くのか！」

「一度は下痢下痢ちゃんを放出したものの、勿論まだ完全に出きった訳ではございませんでした。しかし私という娘は、もうこれ以上、愛しのパーシヴァル様の前で排泄をするのは耐えられなかったのでございます。父親という皮を被った疫病神は、相変わらず聖域であるトイレから出て来る気配がございません。近所にトイレを借りる事もできず、四し面めん楚そ歌かな状況は何も変わってはいなかったのでございます。しかしそう遠くないうちにまた下痢下痢ちゃんが再攻撃してくるのを私という娘は分かっていたのでございます。だから私という娘は考えたのでございます。この変わらぬ状況で、且つ、パーシヴァル様の前で排泄をしなくて済む方法を！」
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「……何を考えついたんだ、お前は」

「野の糞ぐそ、いえ野下痢でございます」

「何？　のぐそ？　のげり？　ヘロルド、どういう意味だ？」

「……野外で用を足す事でございます。陛下におかれましては一生涯縁のない事かと」

「小娘、お前は野外でしたのか?!　年頃の娘がか?!」

「都合の良い事に、家の裏は雑木林でございました」

「……そうだったな、雑木林だった。確かにお前は初めにそう言っていた」

「暫くして、やはり私という娘の予想通り、下痢下痢ちゃんの再攻撃が始まったのでございます。しかも今度は先程よりも激しい痛みが伴って襲ってきたのでございます。私という娘は愛しのパーシヴァル様が居る自室から勢いよく飛び出し、家の勝手口からサンダルを引っかけて、裏の雑木林まで一心不乱に走っていったのでございます。雑木林を少し入ったところで、下痢下痢ちゃんの再攻撃に我慢の限界が来て、周囲も確認せず、超大型台風の暴風暴雨がピーク時を迎えている最中、雨に濡れ、風に髪を乱されながらも、一気に下痢下痢ちゃんを母なる大地に放出したのでございます」

「…………」

「私という娘は、あまりの解放感、あまりの充足感に笑みを浮かべたのでございます。しかし、そこである事に気づいたのでございます。あまりに急いで家を飛び出してきてしまったので、トイレットペーパーを、お尻を拭くものを持ってくるのを忘れてしまったのでございます」

「……余には想像もつかないが、その場合どうするんだ」

「私という娘は焦ったのでございます。流石に下痢下痢ちゃんの後は拭かないと、家まで歩行するのも困難でございましたから。そして、そんな私という娘の前に、ある最大の悲劇が訪れたのでございます」

「……これ以上、なんの悲劇がお前に訪れるというんだ。もう相当なお前のいう悲劇惨劇だろうよ」

「困っていた私という娘の目の前に、ぬっと差し出されたのでございます」

「……何が、と聞いてよいか？」

「ポケットティッシュ、お尻を拭くものでございます」

「……誰が差し出した？」

「右隣の御老人が！」

「…………」

「右隣の一風変わった普段は意思疎通が困難な年金暮らしのジジィが私の前にお尻を拭くものを差し出したんですよ、陛下！　挙句、あのクソジジィ、なんて言ったと思います?!」

「……いや、余には分からん。……ヘロルドなら」

「……私にも分かりません、陛下」

「では、リーザはどうだ？」

「……いえ、わたくしにもさっぱりでございます」

「こう言ったんですよ、陛下、ヘロルドさん、リーザ！　『おおぅ、久しぶりに娘っ子の尻を見たのぅ。嬢ちゃんの尻はむちむちしてて顔の埋めがいがありそうじゃ』って！」

「…………」

「…………」

「…………」

　三人が閉口している中、私は、あの悲劇惨劇の恥辱屈辱の数々が鮮やかに脳裏で再生され続けているのに、食卓に置いてあったナイフを思わず掴み握りしめた。

　あのジジィ、いま私の目の前に現れるものなら、絶対にこのナイフで刺してやるのに！

　陛下が少しだけ減ったミニフランスパンもどきを左手に持ったまま、空いている右手で額を押さえた。

「……でもまあ、拭けるものを貰えて良かったではないか。……その老人に言われたのもその程度であったのだし」

「もしかして陛下、ジジィに言われたのがその程度だったとでも本気で思っているんですか?!」

　私は、にっくきジジィを目に捉えたかの如く、陛下をキッと睨みつけた。

「違うのか？」

「まさか！　あのジジィ、更にこう言ったんですよ！　『じゃが、ちーっとだけ尻が大きすぎるかのぅ。むちむちの範囲から少しはみ出しているかもしれん。ま、つまり尻がデカイという事じゃが』」

「…………」

「…………」

「…………」

「更に！」

　私はガンッとナイフを持った手を食卓に叩き付けた。

「『隣の嬢ちゃんが、スカトロ好きだとは思わんかったのぅ。わしと一緒じゃな』って！」

「すかとろ？」

「……陛下、あまり詳しくお聞きにならない方が宜しいかと」

「……わたくしもそう思います、陛下」

「厳密に言えばいろいろと分類があるんですが、ジジィが言っているスカトロ好きとは、糞ふん尿によう愛好者の事ですよ！　放尿プレイとか、おもらしプレイとか、人間便器とかそういうのが好きな人の事を言っているんです！」

「……きっと聞かない方がいいと本気で思ってはいるんだが、あえて聞く。人間便器とは何だ？」

「……陛下」

「…………」

「人間便器ですか？　知りたいですか、陛下！　知りたいんですね?!」

　私の確認の言葉に、額を押さえた手の下の陛下の紫の瞳が戸惑いに揺れた。

「いや、……やはりいい」

「最高権力者の発言の取り消しは一切認めません！　いいですか、陛下！　人間便器とは、仰向けになって口を開けているモノ好きの、その口の中に向かって排泄する事ですよ！　場合によっては食べる事もあります！　その場合は、飲尿プレイ、食糞プレイとも言いますから！　陛下が望むのであれば、やってあげますよ、私ってば！　その時は遠慮なく言って下さいね！」

　なんてったって私は、陛下所有の珍獣二号だからね！

　言う事は聞きますよ！

　ワンワンワン！

「誰が望むか！　余とその老人を一緒にするな！」

「同じですよ！」

「どこがだ！」

　陛下が声を荒げ、右手側に置いてあったテーブルナプキンを私の方へ向って投げつけた。

　それは私の顔の横を掠めて後方で落ちる。

　こやつ、相変わらずの暴力男だな！

　よし、私自ら調教してやる！　感謝しろ！　歯ぁ食いしばれ！　行くぞ！　覚悟しやがれ、陛下！

　当然仕返しとばかりに、私も右手側にあった使用済みテーブルナプキンを陛下に向かって思いっきり投げつけた。

　その投げつけたテーブルナプキンは、陛下の超絶美系顔に当たって、ぽとりと食卓の上に載る。

　陛下の眦まなじりがつり上がった。

「……小娘、お前、今投げたのは先程のっ！」

「先程？　あーはいはいはい、勿論そうですよ？　さ・き・ほ・ど・の、超激甘ドリンクとネバネバ鼻水のミックス物体Ｃ付きテーブルナプキンでございます。陛下御所望のね！」

「誰が所望した、誰が！　いい加減にしろ、小娘！」

「あれ、だって、陛下、さっきずーっと見てたじゃないですか、物体Ｃ付きテーブルナプキン！　だ・か・ら私ってば、陛下が、すごく欲しいのかと思ってたんですけど？」

　私は鼻でふふんと笑ってやった。

　瞬間、陛下の額に青筋が盛大に浮かぶ。

「小娘、お前は本当に……」

「なんですか、陛下。───あ、そうそう、そんな事より、ウンコとトイレ話で思い出しました！　私ってば、陛下に聞こうかなーと思ってた事があったんですよねぇ、忘れてた忘れてた」

　私はこの給餌の時間が始まる前に疑問に思った事をふと思い出し、握り締めていたナイフを食卓に放り投げ、手をぽんと胸の前で合わせ叩いた。

　本気で忘れるところだった。

　それもこれも、陛下があの悲劇惨劇の悪夢を思い出させる事を言うからいけないんだ！

　あのジジィだけは一生思い出したくなかったのに！

「お前とはもう話をする気は毛頭ない！」

「陛下、なんでそんなに怒っているんですか？　怒りっぽいなぁ。カルシウム不足ですか？」

「お前が怒らせているんだろうが！　どの口でそんな事が言えるんだ！」

「ままままっ、怒りを静めて下さいよ、へ・い・か！」

　言って、私は既に完全に冷めてしまった謎の動物の卵を使用した不思議なキノコ入りチーズオムレツみたいなものに手をつけた。

　勿論、お食事の再開である。

　腹が減っては戦は出来ぬと先人も言っていたではないか。

「ほら、陛下もちゃんと食べないと。お百姓さんが汗水鼻水垂らして───」

「分かった。食べるから、その先は決して言うな」

「え、なんで？」

「…………」

「まあ、いいですけどね？　で、陛下」

「なんだ」

　陛下は私の方へ目を向けてはいなかったけれど、一応、話を聞いてくれる気になったようだ。

　彼は左手にずっと持っていたミニフランスパンもどきを再び小さく千切り出した。

　あれだけ美味しくなさそうに口へ運んでいたのに、まだ食べる気でいるようだ。

「さっき着替える為に、一度珍獣部屋に戻ったじゃないですか、私」

「ああ」

「でね、その時、ウンコしたかったから、トイレに行ったんですよ」

　私の言葉を聞いて、陛下の眉が嫌そうにひそめられた。

「……また、その手の話か」

「まあ聞いて下さいよ、下痢下痢ちゃんの話ではないですから」

「……続けろ」

「リーザから聞いたんですけど、珍獣部屋と陛下の部屋って、トイレ共通なんですってね？」

　陛下は相変わらず小さく千切ったパンをもそもそと口へと運んでいたけれど、私への返事をする為に、口の中のモノをきちんと飲みこんだ。

　その辺りはやはり育ちがいいのだろう。

　なんといったって陛下は誰も文句のつけようのない漆塗り箱入りお坊ちゃまなのだ。

「そうだ。それがどうかしたか？」

「いえね、陛下、ウンコ出ますか、あのトイレで」

「……どういう意味だ」

「あんまり快適じゃないんですよね、座り心地。なんて言ったらいいんだろう……そうだなぁ、なんか落ち着かないし、便座もフカフカしすぎというか座りが悪いというか。やたら豪華なのは分かるんですけどね？」

　そうなのだ。

　陛下と共通で使うのだとリーザに教えられたトイレは、妙に広い空間の真ん中にポツンと便座らしき椅子が置いてあった。

　他には何も置いていなくって、トイレ部屋の広さは日本の基準で三十畳ほど。

　その真ん中に便座と思われる椅子が置いてあって、それがまた日本のトイレに慣れている私的には問題というかなんというか、なのである。

「便座の椅子、なんであんなに座れば沈んじゃう程、ふかふかソファー仕様なんですか？　ソファーの真ん中に穴が開いてあって、下は水洗じゃなくって空の陶器が置いてあったんです。つまりボットンですよね？」

「ぼっとん？」

「うーん、なんて説明するのが適切なのかよく分からないんですけど、陶器に排泄したら、そのままブツは残って、きっと使用人が使用後、そのブツを片づけるという事なんですよね？　それがボットンの意味です」

　ちょっと違うけどね。

　まあ、だいたいが伝われば私的には全く問題ない。

　というか、異世界便利翻訳機能、微妙に中途半端なんだよね。

　製作者誰なの？　出てこーい！

　陛下は溜息をつくように息を吐いた。

　どうもこの手の話はあまり好きではないらしい。

　そんな雰囲気だった。
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「そうだ。それがどうかしたのか？　普通だろう？」

「まあ、普通といえば普通なんですけど……。でも、ボットンはともかく、あのふかふかソファー仕様は何とかならないですかね。なんかウンコしている最中に転げ落ちそうで落ち着かないんですよねぇ。最悪、穴に落ちそうで」

「知るか。そこまで面倒は見きれん」

　陛下は面倒臭そうに言った。

　相変わらず美味しくなさそうに食べるミニフランスパンもどきを小さく千切りだし、もそもそと口へと運び出す。

「しかもソファー、布仕様なんですよね。それって問題なんじゃ？」

　陛下は私の言った事に不可解そうな視線を向けてきた。

「布仕様の何が問題なんだ」

「え、だって。もし、陛下が立ちションでもした日には、布仕様ふかふかソファー便器に尿の飛ひ沫まつが飛びまくりじゃないですか！　布じゃ染み込みますよね?!　拭けないですよね?!　私にその上に座れとでも言うんですか?!　嫌ですよ、私ってば、流石に！　こればっかりは相手がパーシヴァル様でも絶対に嫌です！　譲れません！」

　陛下の左手にあるミニフランスパンもどきが微妙にへしゃげた。

　彼は見えない何かと戦っているかのように、ぐっと何かを堪え、呼吸を数回繰り返す。

　その一連の動作を終えると、澄んだアメジストの瞳を細めて私を睨みつけた。

「……立ってはしていない」

「嘘！」

「そこで嘘をついてどうする?!」

「じゃあ、証拠を見せて下さいよ！」

「証拠？」

「私の前でしてください、放尿を！　さあ、トリエス王国兼甘党の国の国王陛下！　解放される爽そう快かい感かんを私の前で、ドピュドピュッと！　違う意味での快感も得られるかもしれませんよ！」

　豪快にね！

　勿論、証拠として見せるんだから、ズボンもパンツも完全に脱ぎ去るのは常識だよ！

　裸族推奨だから！

　ら・ぞ・く！　ほ・う・にょう！

「阿呆か、お前は！　する訳がないだろうが！　頭がおかしいおかしいとは思っていたが、本気でおかしいだろう、小娘！」

「失礼な！　ていうか、何でそんなに怒っているんですか？　やっぱりカルシウム不足なんじゃ？　小魚食べた方がいいですよ、小魚。小女こうな子ごなんかいいかもしれません。小女子のカリカリサラダ美味しいですよ？　醤しよう油ゆとゴマ油あたりを使ってカリカリに炒いためたものをサラダにトッピングするんです。あ、醤油は黒インクに塩分を入れたようなもので、ゴマ油はゴマの絞り汁のことですよ。ガマの油に近いです。ちなみにガマは蛙ですからね。茨城県にある筑つく波ば山さんの麓ふもとで売っています」

「つくばさん？　……お前の世界は気味が悪そうな食べ物ばかりだな。先程のスシといい」

「まあ、それはどうでもいいとしてですね、ウンコの話に戻るんですが、」

「……戻るのか」

「私、結構毎朝快便派なんですけど、今朝はイマイチだったんですよね。いつもはコレくらいなサイズ？」

　そういって私は、先程から陛下が小さく千切りながらもそもそと美味しくなさそうに口に運んでいるのと同じ、ミニフランスパンもどきを手に持って説明した。

「…………」

　陛下は途端に喉が詰まったように沈黙すると、無言でミニフランスパンもどきを糖質小山盛りパンたちの近くに置き、他のパンを物色しだした。

　彼はその中から比較的糖質が少なそうな小さめのイカスミパンもどきを手に取る。

　先程の糖尿話は、どうやら彼の脳ミソにきちんと刻まれたようだった。

「なんですけど、今日はコレくらいだったんですよねー」

　言って私は、やはり陛下がいま手に取っているのと同じ小さめなイカスミパンもどきを手に取った。

　実際はチョコレートか黒糖かイカスミかは分からないけれど、太めの黒糖カリントウサイズのパンだ。

　陛下の眉が跳ねあがった。

「小娘、それは嫌がらせか何かか?!　何か余に恨みでもあるのか、お前は！」

「え、なにがですか？　ていうか、本当にさっきから何で怒っているんですか、陛下。本気でカルシウムが不足してるんじゃ？　やはり小女子ですよ、小女子！　カリカリサラダにして食べた方がいいですよ！　私、今度、厨房に言っておいてあげますね！」

　もう本当になんて私ってば親切な善人なんだろう！

　感謝してよね、へ・い・か！

「というか、陛下、野菜も食べた方がいいですよ？　さっきから炭水化物ばっかりじゃないですか。───ヘロルドさん、そこにある赤いドロッとした感じの飲み物って野菜ジュースですか？」

「ええ、そうでございます。いくつかの新鮮な野菜を絞った飲み物でございますよ。赤いのは、入れてある野菜のひとつの赤みが強いからでございます。お飲みになりますか、珍獣様」

　ヘロルドさんはワインクーラーで冷やされていたガラス製のピッチャーを、水滴が垂れないようにナプキンで丁寧に拭きとりながら、私の方のグラスへと注ごうとした。

　しっかし、ヘロルドさんは本当、セバスチャンだよね！　もう大好き！　執事カフェとか開きたいよ！　あ、王都に執事カフェもいいかもね！　勿論、資金は陛下の懐からだよ！　豪華に行くよ！　装飾は城にある物を盛大にパクッてね！　本物志向最高！　盗・品・万・歳！

「あ、違いますよ。飲ませるのは陛下の方です。ほら、陛下、サラダ食べないんなら、少なくとも野菜ジュースくらいは飲まないと！　さ、ヘロルドさん、そこの我儘坊やに野菜ジュースを与えてやって下さい。というか、駄目ですよ、ヘロルドさんも。いくらヘロルドさんが優しいからって、陛下の偏食を許しちゃ」

　ヘロルドさんのロマンスグレーな上品な微笑みが、ほんの少し引き攣った。

　彼は気を取り直すかのようにピッチャーを再度丁寧に拭うと、陛下の方へと伺いを立てる。

「陛下、お飲みになりますか？」

「陛下、飲まないと、偏食児認定くだしますからね」

　その時は覚悟しろよ？　な目線で私が陛下を見ると、彼は額に本日何本目か分からない青筋を浮かべながら無言で野菜ジュースを受け取り、グラスに口をつけた。

　飲みながらも陛下の視線は赤いドロドロとした液体を捉え、実に不味そうにそれを飲んでいる。

　一時前の青汁のＣＭのようだった。

　どんだけ偏食なんだよ、という感じである。

　全く手のかかるオコチャマだ。

「そういえば、あのふかふかソファートイレだと、生理の時どうするんだろう？　うまくナプキン着けられなくて、手に血とか付きそう。私ってば、トータル的に結構な量が出るんですよね。あ、ほら、今、陛下が飲んでいる野菜ジュースくらいの量」

「……っ、ごふっ！」

　陛下が噴き出した。

　彼は咄とつ嗟さに椅子を引き、顔を俯け、どうやら床に向かって噴き出したようだ。

　俯いたまま彼はおもむろに手を伸ばし、近くにあったテーブルナプキンを鷲掴みにして口元に当てる。

　苦しそうに咳せき込んでいた。

　あー…あれは気管に入ったな、確実に。

「…………」

「へ、陛下、大丈夫でございますか？」

「汚いなぁ。どこのオコチャマなんですか、へ・い・か」

　言った瞬間、陛下は咳き込みながらもギッと擬音が聞こえてきそうな勢いで私を睨みつけた。

　薄らその紫の瞳に涙を浮かべている。

「お前が原因だろうがっ！」

「なんで私が原因なんですか？　なんにもしてないじゃないですか、私。人の上に立つ者として、責任転嫁は褒められたもんじゃないですよ？　もう、本当、陛下って怒りっぽいなぁ。完全にカルシウム不足ですよ、それ。カリカリサラダ食べた方がいいですよ。カリカリサラダ。カリカリサラダをカリカリ食べて、カリカリを治さないと」

「…………ごほっ」

「で、陛下、聞いておかないとイケない重要事項なんですが、トリエスでは生理の時、どういう風に処理しているんですか？　どんなナプキンを着けてます？」

「知るか！　それを余が知っているとでも本当に思うのか、お前は！　リーザに聞け！」

　陛下は西洋系人種の特色をそのまま踏襲して、顔を赤くしながら怒鳴った。

　鷲掴みにしたテーブルナプキンで口元を押さえつつ、野菜ジュースを拭っているのか擦っている。

「だからカリカリサラダを食べな───」

「しつこい！」

「ちなみに陛下、その口元のテーブルナプキンね？」

「なんだ！」

「わ・た・し・のネバネバ鼻水ミックス物体Ｃ付きテーブルナプキンでぇす！　いぇーい！」

　復・讐・完・了！

　なんの？　とかツッコまないでね！

　とりあえず今回は、ジジィへの恨みの一割未満程度の復讐でしかないから！

　これからもガンガンいくよ！

　あっちの世界での怨うらみつらみは、全て陛下で晴らす気なの、わ・た・し！

「っ！」

　陛下が声にならない悲鳴を上げ、口にあてていた鼻水テーブルナプキンを私に向かって全力で投げつけた。

　全く、芸がないよね？

　私は鼻でフンと笑ってやると、その鼻水ナプキンをアタックし返してやった。

　うん、勿論、陛下の超絶美系顔にちゃんと向かったよ！　ナイスコントロール、わ・た・し！
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　何の花の匂いなのかは異世界人の私にとって当然分かる訳がないけれど、食卓の上を彩る料理の魅力を決して損なう事のない程度に、その新しいテーブルクロスはふわりとした優しい良い香りを纏っていた。

　先程から食卓の椅子に座り続け、ぽけっとしている私の前で、ヘロルドさんとリーザがチャキチャキと働いている。

　ヘロルドさんは食卓上から料理や食器などの全てを下げ、仄ほのかに花の香りのする新しいテーブルクロスを皺ひとつないように几帳面に掛けていて、リーザはつい今し方に陛下が噴き出した残骸の後始末をしていた。

　で、肝心な陛下はというと、彼は中座していた。

　なんでも、避けきれなかった噴き出した野菜ジュースが付いてしまったとかで着替えるのだそうだ。ついでに顔も洗ってきたいらしい。

　けっ、お坊ちゃまめ。

　あの程度でいちいち着替えるなんて、どんだけ無菌室で育てられたんだっていうの！

　全く、トリエス王城の人々は───まだ、ヘロルドさんとリーザ、バルツァーさん、ユーリウス少年、ラードルフさん、他ワラワラ部隊くらいしか知らないけれど───彼を大事に大切に甘やかしすぎなのだ、私から言わせれば！

　人間、少しくらいサバイバルな生活をした方がいいんだよ。

　だって人生って、寿命をまっとうするのなら、基本的に長いじゃない？

　人生一寸先は闇なんだもの、いつ何時、何が起きるのか分かったものじゃないじゃない。

　それを想定して、多少は不便で野生エッセンスの含まれた生活を送っていた方がいいんだよ。

　陛下だって今は平穏に玉座に治まっているかもしれないけれど、例えば革命でも起きたりして、国を追われたりして、いつ物もの乞ごいにまで身を落とすか分かったもんじゃないじゃん。

　下手すると陛下の美び貌ぼうだもん。

　彼は絶対、国王という地位を追われでもしたら、変態ジジィにでも買われて、ベロベロ体中を舐められた挙句に、後ろからガツガツ突っ込まれるに決まっているんだよ！

　その決定事項に耐性をつける事って大事だと思うんだよね、私！

　パーシヴァル様だって、魔皇帝の地位に登極するまでは散々な辛酸を嘗なめなければならなかったんだからさ！

　登極しても彼の場合、勇者とかが登場しちゃったんだけどね！

　ああ、パーシヴァル様！　私ってば、『愛と絶望の黒薔薇魔帝国物語弐・魔皇帝復活愛憎編』で、貴方を復活させたかった！　また相性度百パーセントにして、貴方とのラブラブエンディングを迎えたかったのに！　なんで私、異世界のトリエス王国になんて居るんだろう！　トリエスじゃたとえ陛下の権力をもってしてもソフトが手に入らないよ！

　私はどんなに望んでも決して手に入る事のないソフトに悲嘆の溜息をつきつつ、行儀悪くも靴を脱ぎ、片足の膝を曲げて椅子に乗せ、先程、鼻水ミックス物体Ｃが垂れそうになった軽く二十センチは長いズボンの裾を折り直した。

　ていうか、このズボン、ウエストが些いささかキツイ。

　それにリーザが気づいた。

　彼女は手にしていた雑ぞう巾きんらしき、でも綺麗な布を四つ折りにして床に置き、私の傍へとやってくる。

　近くまできてから静かに跪ひざまずき、ズボンの裾を私の変わりに丁寧に折り曲げてくれた。

「リーザ、やっぱりこれ長すぎるよ」

「そうでございますね……、申し訳ございません、御指示がございましたのが何分早朝の事で、裾上げが間に合いませんでした。今、急ぎ城の針子が手直ししておりますわ。そろそろ持ってくると思うのですけれど」

「御指示？」

「ええ、陛下の」

　リーザの当然のように返してくる言葉に私は驚いた。

　え、なんで。

　なんで陛下がこの服装を指示してくるんだろう。

　着替える時にリーザが用意した服に疑問に思ったのは確かだけど、それは彼女の判断だと思って、私はあえて何も聞かなかったのだ。

　トリエスにはトリエスなりの仕来りでもあるのかと思って。

「なんで陛下が指示をするの？　ていうか、なんであえてこの服？」

　私の当然の疑問に、リーザは申し訳なさそうな表情で「それは……」と言って、高価そうで、上品で控えめな装飾が施されている上着の乱れを手早く直してくれた。

「私、リーザがこの男物の服、私には分からないトリエスの仕来りか何かあって用意したのかと思ってた」

　そう、私が今着ているものは完全な男物の服だった。

　珍獣だからドレスとまでいかなくとも、少なくとも城内をふらついても問題のない程度のシンプルワンピースでも用意してくれるのかと思っていたのだ。

　けれど今朝、着替える時分になって私の前に出されたのは、白地に金糸の刺し繍しゆうが施されている───そう、白馬の王子様が着れば似合いそうな服で、……あ、今、凄く嫌な予感がしたんだけど、気のせいかな。

「仕来りがあって御用意した訳ではございません。トリエスの一般的慣習にならって珍獣様にお召し物を御用意するのであれば、貴族の御令嬢が召されますようなドレスが順当でございますし。わたくし、珍獣様には今朝、先日レネヴィア王国国王陛下より陛下の愛あい妾しよう様方にと贈られてきましたレネヴィアで有名な仕立屋の新作の薄緑色のドレスを御用意しておりました」

「え、そうなの？」

「はい。ですが、それを持って珍獣様の部屋の中へ入りましたところ、まだアルノルト様がいらっしゃる少し前でございます。陛下が既にお部屋にいらっしゃられまして」

「え。陛下ってば、私がまだ寝ている時に部屋に居たの?!　珍獣部屋に?!」

　私は仰天して、目を見開いてリーザを見遣った。

　だって私ってば、その時はまだぐーすか寝ていたはずなんですが！

　バルツァーさんとリーザに起こされるまで、私の記憶は昨夜、部屋の床に躓いて盛大にすっ転んで、うんうん唸りながら寝台に入った記憶までしかありませんが！

「陛下、一体、何の用でまだ寝ている私の部屋に？　何してたの、陛下は」

　リーザは困った顔をした。

　首を少し傾げて、その時の事を思い出しているのか目線をジッと固定している。

「それが、わたくしにも分からないのでございます。ただ、寝ておられる珍獣様をご覧になって何か考えておられたご様子ではございましたが」

「うわ、キモイ！　なにそれ?!　さっき人に、年頃の娘としての恥じらいを持て、とかなんとかほざいていたけど、よく言えるよね！　年頃の娘の部屋に無断で入っているのは自分じゃん！　やっぱりさー、昨日の夜から思ってたんだけど、珍獣部屋の鍵が壊れてるのって問題じゃない？　しかもあの重そうなカーテンも陛下の部屋側にしかついてないし。乙女の危機と人権侵害だと思うんだよね、私ってば！」

　トリエスでは人じゃなくて珍獣だけどね！

　ニャーン！

「それに関しましては、わたくしにはどうしようも……申し訳ございません」

　リーザがあまりにも恐縮して謝るのに、私は焦った。

　いやいや、彼女は全く悪くないし！

「ううん、リーザのせいじゃないのは勿論分かっているし、どうも出来ないのも理解しているから、そんなに気にしないで？　しっかし、陛下、マジで何していたんだろう。新手のストーカーか何か？　うわっ、国王なだけにタチが悪そうなんですが！」

「すとぉかぁ、ですか？」

　リーザは疑問に思ったからか、お人形さんみたいに長い亜麻色の睫毛をパチパチと瞬いた。

「あー…粘着質な人の事、かなぁ。意味的に」

「粘着質ですか。わたくしにはよく分かりませんが、陛下におかれましては、それとはたぶん違うと思うのでございますが……」

「そう？　まあ、いいや。陛下の性格や性癖、嗜好に全く興味ないしね、私ってば」

「…………」

「で、なんでリーザが折角用意してくれた、そのなんとか王国の国王陛下が贈ってくれたドレスじゃなくなって、この王子様仕様の男物の服なの？　しかもズボン長いし、腰回りキツイし、サイズ全くあってないんだけど」

「腰回り、きつうございますか？　どういたしましょう、本日お召しいただく予定の服は、裾上げしか依頼しておりませんでした」

　言って、リーザが上着を少し上げ、私のウエスト部分に手を入れて隙間を測った。

「あ、いいよ、今日は別に。きつめだけど入るから、とりあえず。で、なんでこれ？」

「わたくしが部屋に入ったところで、すぐに陛下がおっしゃったのでございますわ。……あの、」

　そこまで言ってから、リーザはなにやら言い難そうに口を噤んでしまった。

　その様子に私は溜息をつく。

　あやつの事だ、さぞ酷い事を言ったに違いない。

　くぅ、陛下め。

　ヤツは一度、性格矯正施設にでもぶち込まないとだめだと私は思うよ！

　そう思うでしょ?!　トリエス王国全国民の皆さん、加え、近隣諸国の王侯貴族の皆さん！

「リーザ、私は全く気にしないから言ってみて？　ズバッとね！」

「……はい。陛下は『これにドレスほど似合わんものはないだろう。そのような物を着せたところで、どうせ昨夜のように中が見えても気にせずに裾を捲り上げ足を開いているだろうし、そしてせいぜい、その裾に躓いて至るところで転びまわるのがオチだ。───余の少年だった頃の服がまだとってあるだろう。すぐに用意できるはずだ。それでも着せておけ。それであれば珍獣らしく城内を走りまわり転げまわって、足を開こうが何をしようが問題はないだろう？　昨夜のような奇行は周囲に迷惑だ』とおっしゃられましたので、そのように」

　あの男！　ヤバイ、マジでムカつく！　もう本当に何なの、あいつ！　変態だし、破壊魔だし、暴力男だし、甘党だし！　加えて、性格も最悪だよ！　いいのは本気で顔と地位だけじゃん！

「じゃあ、この服、陛下の、ていうか陛下が王子様だった頃の服なんだ」

　王子様仕様なの当然じゃん！　というか、ズボンが二十センチ長いとか、腰回りがキツイとかさ、何、私に喧嘩売ってるって事かな、やっぱり！　あー…もう、存在自体が腹立つよ！　なんとかして下さい、パーシヴァル様！　貴方の闇の波動でズバンとやっちゃって下さい！　私、貴方のマジックポイントの為に魔力回復アイテム採ってきますから！　魔界の煉れん獄ごく洞どう窟くつだって何の其そのですから！

　私は着ている服を手の平で擦るように触ってみた。

　確かに肌触りは極上だし、別に陛下のお古だったとしても、痛んでいる訳でもなく、古さも全く感じさせないものだった。

　むしろ新品だって言っても通ると思う。

　たぶん数回しか袖を通してないんじゃないかと思われる代物だ。

　あの我儘贅沢レアメタル箱入り偏食お坊ちゃまにはありがちな話だ。

　そんな風に私がムカつきながら服を触っていると、ヘロルドさんがどこか感慨深げに私を見て優しげに目を細めた。

　何故？

「やはり陛下のお召し物でございましたか。少し前まであの方がよくお召しになっていた形でございましたので、もしやと思っておりました。お懐かしい。珍獣様、それは陛下が王子殿下でいらした頃のお召し物ではございませんよ」

　ヘロルドさんの言葉に私は首を傾げた。

　どういう事だろう。

　彼はデザートの準備をしていた手を止めて、私の方へ礼儀正しく体の向きを変えた。

　ロマンスグレーの魅惑の微笑みを私に向ける。

　ああ、ステキ、ヘロルドさん！　本気で執事カフェ開こうね！　もう少しトリエスの生活に慣れたら絶対企画するからね！　待ってて！　店の名前は『セバスチャンの花園～そして魅惑の楽園へ～』、コレしかないでしょ！　勿論、お客様のお金の支払い具合によっては体のサービスもあるよ！　当然だよね！　そして私はとりあえずこれから、トリエス版ドンピンを探すから！　ぼったくるよ！　違法客引きも思いっきりするからね！　新宿歌舞伎町なんて目じゃないから！　治・安・悪・化・万・歳！　王都の裏ボスになるのが、これからの私の夢だから！

「陛下が御即位されたのは八歳にお成りの年でしたから、それをお召しになっておられたのは既に国王の時でございます」

「え？　八歳？」

　え、それは日本でいう小学二年生か三年生ということですか、ヘロルドさん！　それでは何ですか、私が夏になればスクール水着を着て、学校のプールで皆で洟はなを垂らしながら遊んでいたと思われる頃の、あの八歳ですか?!　夏休みの宿題の計算ドリルの解答を、休みの終わりにお兄ちゃんに泣きながら聞いていた頃の八歳ですか?!

　ヘロルドさんは頷いた。

「ええ、そうでございます。陛下が八歳にお成りになって半年後、先代の王が崩御されまして、そのまま御即位に。陛下は再来年、在位二十年にお成りになります。きっと再来年は華やかな式典が催されますよ」

「二十年?!」

　長っ！　陛下が陛下である年数は、私の人生の年数を超えてるじゃんか！　いや違うか。え、じゃあ何、この世界と向こうの世界の時間の流れが同じなら、私が生まれた年に、陛下はトリエス国王になったって事?!　長いよ！　どんだけ国王でいるの！　それじゃあもう筋金入りの国王陛下じゃない！　どうりで心しんから偉そうだと思ったよ！　半端なく偉そうだと思ったよ！　勿論、彼は偉いんだけどね！　十八年も国の頂点にいるしね！
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　私はなぜだか力が抜けてしまって、ふぅと息をつきながら椅子の背凭れに全体重をかけるように体をだらんとさせた。

　なんだかなぁ。

「ずいぶん長い事トリエスの王様なんですね、陛下って」

「そうでございますね」

「そういえばさっき陛下ってば、先代の王様、陛下のお父様が亡くなって、むしろせいせいしたって言っていたんですけど、それって八歳の時の話だったんですか？　私、てっきり最近……なんていうか二十歳すぎてからの事だと思っていました」

　私のその言葉にヘロルドさんが顔を固くした。

「……あの時はいろいろとございましたからね」

「いろいろ？」

「ええ、いろいろでございます」

　ヘロルドさんの言葉の濁し様と、顔どころか声まで固くなっているのに、私はこれ以上聞くのをやめた。

　世の中には知らない方がいいって事はたくさんあるんだよね。

　知ったが最後、命の危険が伴うとかね。

　加えてここは日本じゃない。

　日本だって、地位や権力、財産を持っている人種とそれに関わっている人たちなら、誰にも気づかれないように東京湾あたりに沈められちゃった人だって、ひとりやふたりじゃないと思うんだよね。

　ましてや此処は異世界トリエス王国。

　その頂点に立つ国王にまつわる話で、もし耳にしてはいけない事だったのなら、私なんて一溜たまりもないよ。

　それこそ珍獣保護法云々以前の問題で、陛下があのアメジストみたいな澄んだ瞳で「始末しろ」とか目で語っただけで、声に出して命じなくても私なんてきっと彼の手先に瞬殺されるに違いない。

　あー…いやだ。

　権力って持っていれば便利で私的には大好きだけど、そういう使い方は嫌いだね。

　血生臭いのは大嫌い。

　私は話を変える事にした。

「そういえば私ってば、これからここで暫くお世話になるつもりなんですけどね？」

「はい、そのように伺っております」

「まだ私って、陛下とヘロルドさん、リーザにバルツァーさんにラードルフさん、あと頑張ってユーリウス少年と、他使用人数人しか会っていないんですけど、陛下の愛妾さんたちは、なんか筋違いな気もするからともかくとして、陛下のお母様や御兄弟には一応居候的にお世話になるってご挨拶した方がいいんじゃないでしょうか？　お城っていっても、結局、その方たちにしてみたら、お家でしょう？」

　ヘロルドさんは何処か言い難そうに少しだけ目を伏せた。

「陛下のお母君、先の王妃様は先代の国王陛下が崩御される前年にお亡くなりになりました」

「え」

「陛下には異腹を含め、御兄弟に王子が三人、王女が二人おられましたが、その方々も先代陛下が崩御された同年と翌年、翌々年に全てお亡くなりに」

「は？　原因はなんですか？」

「皆様、御病気を患われたり、事故に遇われたりと原因は様々でございます」

　いやー、それって、どう考えてもキナ臭過ぎるでしょ！　普通に！　何人亡くなってるんだよって！　ヤバイ伝染病が流行った訳じゃないんでしょ？　ていうか、ヘロルドさんだって、勿論、心の中では思っているんでしょ？　ねぇ！

「陛下って第何王子ですか？」

「第一王子でございますよ。歴とした王妃様のお子様でございます」

　私は腕を組んで考える。

　うーん、順当にいけば何もしなくても国王になれるよね、陛下って。

　じゃあ、何故。

　どうしたって、このキナ臭い話には陛下にとっての利点があるはずだ。

　私はさも陛下が犯人であるかのような扱いで、推理小説を読み解くかの如く、通常は一割すら覚醒しているかもアヤシイ脳ミソを働かせた。

「陛下のお母様の身分が低いか、没落気味か、弱小国の王女かなんかで、彼の後ろ盾が弱かったとかは？」

「いえ、先の王妃様は力の強い公爵家の御令嬢で後ろ盾は盤石でございました。先の公爵様も当時王子でいらした陛下を精力的に盛りたてておられましたし」

「先の公爵様？」

「ええ、その公爵様も、先代の国王陛下が崩御された翌年にお亡くなりに」

「もしかして、その先代の王様が亡くなった前後数年って、結構、貴族も亡くなってたりしてます？」

「……結構な数という訳ではございませんが、まあ、幾人かはお亡くなりになっておられますね」

「幾人？」

「ええ、幾人でございます」

「…………」

　ねぇ、それってさ、粛清なんじゃ？　あー…やばい、これは深入りしてはダメだ。絶対に！　一歩間違えたら私も消されそうじゃん！

　でもなぁ、陛下、当時八歳前後なんだよねー。彼がっていうより、裏で暗躍していた貴族や、近隣の王族あたりが居るんだろうな、きっと。

　よく分からないね、やっぱり。私はなんていったって、日本の片隅で細々と生きてきた一般庶民の底辺小市民だしね。

　この話は本気でやめよう。二度としたくないし、真実を知りたいとも思わない。私ってば、早々にバルツァーさんちに行こうかな。ちょっと真剣に検討した方がいいかもしれない。

　そんな事を考えていると、ヘロルドさんが妙に真面目な顔を私に向けていた。

「珍獣様」

「はい」

「珍獣様に申し上げたい事がございます。昨夜と今朝の貴女を拝見して、申し上げなければと思っていたのでございますが、」

「え、なんですか？」

「珍獣様、陛下はと───」

「余がなんだ、ヘロルド」

　突然、聞こえてきた陛下の声に、私もヘロルドさんも、勿論、私たちの話に耳を傾けながらデザートの準備をしだしていたリーザも、心底驚いて隣室への扉付近の壁に背を預けて立っていた陛下を勢いよく振り返った。

　き、気付かなかったよ、全く！　いつから其処そこに居たんだよ、陛下！　思わず驚いちゃったじゃない！　ヘロルドさんなんて固まっちゃったよ、さっきよりね！　責任を持て、責任を！　気付くと居るなんて、忍者か貴様は！

「陛下、いつ着替え終わったんですか？」

「さあ？」

　うわ、取り付く島もないね、その態度。っていうか、微妙に冷気を纏ってます？　もしかして。怖すぎ、陛下。流石、十八年も玉座を守っていただけのことはあるよ！　私が『よくできました』の判子を押してあげるね！　よく小学校の時に押してもらっていた、花丸枠のやつだよ！　ぽこんぽこん十八個は押してあげるから！

「で、ヘロルド、余がなんだと？」

「……いえ」

「もう、陛下！　あまりヘロルドさんを困らせないであげて下さいよ。たいした話じゃないんですから」

「ほう？」

　陛下が壁に預けていた背を離した。

　ゆっくりと静かに私たちの方へと向かってくる。

　紫の瞳はヘロルドさんを捉え、次いで私を捉えて、彼は椅子の横に立った。

　ヘロルドさんが固い動きながらも椅子を引く。

　陛下が優雅な動作で座った。

「陛下さ、なんかさっき着ていた服よりも、感じが私の今着ている服に近くなってません？」

　やめてくださいよ！　ペアルックみたいになっちゃうから！

　私はぶんぶんと首を数回横に振った。

　理由は特になく、単にシャギーが入りまくっている横髪が頬にかかっていたからだ。

　私は一本に縛られた髪を一度解き、手櫛で二度ほどざっくりと髪を梳いてから、もう一度縛り直した。

　縛ったといっても、日本でいうゴムではなく、絹製のリボンなんだけどね。

　だから直ぐほつれちゃうんだよね、横髪が短くて。

　私は息をついた。

　ドレスやシンプルワンピじゃないんだもん。

　そりゃあリーザが今朝、髪を結い上げてくれない訳だよ。

　男装にアップ髪はないからね。

「用意されたのがこれだっただけだ。意味はない」

「そうですか。───ねぇ、陛下」

「なんだ」

「私、言ってみたかったんですよね……」

「なにをだ」

「異世界転移王道設定のうちのひとつですよ」

「王道設定な。そういえば昨夜もいろいろと申していたな。ぎゃくはーだったか」

「そうですよ！　もちろんそれは今も稼働中の王道設定ですからね！」

「稼働中な」

「今回の王道設定はドレスの事です！」

「ドレスがどうした。それとお前の言う王道設定とどう関係する？」

「分かりませんか」

「分からんな」

「例えばこうです」

　なんだか淡々とした様子の陛下に私は恨みがましい目を向けた。

　当然だよね？

　だって───。

「『わ、私にはドレスなんて似合わないですよ！　そんな事ないって言われても！　どのドレスを着たいかって？　うーん、桃色は似合わないかなぁ。あまり派手な色のじゃなく、大人しめの色で、そうですね、この紺色のとか。え、地味だから鮮やかな真紅のドレスを着ろって？　似合うって、そんな事ないですよ！　ちょっと、きゃっ！　何するんですか！　大丈夫です、私、自分で脱げますから！　恥ずかしいです！　日本じゃ誰かに着替えを手伝ってもらう事ってないんです！』」

「…………」

「『コルセットちょっとキツイですよぉ！　え、鏡を見て下さいって？　きっと似合わないんですよ、私。あれ、鏡の中の私、いつもと違う。やだ、お姫様みたい！　あれ、どうしたんですか、王子様。なんか頬が赤いですよ？　熱でもあるんですか、大変！　……違う？　私に見とれていたって、何を言っているんですか！』」

「………………」

「『冗談は……きゃ、王子様、突然抱きつかないで下さい！　王子様、どうして私の顎を取るんですか？　え……王子様の形の良い唇が私の唇に近づいて、初めて感じる柔らかい感触が。は、恥ずかしい！　あれ？　王子様、なにやら息が荒くなってきてません？　王子様、どこへ行くんですか？　待てない？　きゃ、王子様、いきなり抱きあげないで下さい！　王子様、この部屋は？　王子様の部屋？　王子様、どうして私を寝台の上に？　やっ、王子様、どこ触っているんですか！　ぁ……んっ……あぁん、だめっ、ひゃぅ……お、王子様ぁ……はぅ───』」

「妄想は終わったか？」

「はい、終わりました」

　陛下のこれ以上続けたら殺す並みな冷たく、そして呆れ果てた視線を私は全身に浴びた。

　なによ、その目はさ、陛下め。生意気だぞ！　何度も言うようだけど、異世界の日本出身の私には、陛下の地位は全く効力ないんだからね！　たとえ在位十八年でもね！

「お前のその脳内の妄想は想像を絶するものがあるな」

「え、どういう意味ですか？」

「言葉通りだ。それに、その妄想を外に向かって垂れ流すのも信じられん非常識さだ。きっと羞恥という感情を母親の胎内にでも忘れてきたのだろう」

　ややややっ、なに言ってるの、この男！　ねぇ、陛下、それマジで言っているのかな?!　純真可憐で繊細な麗しの乙女に対する冒涜としかとれない発言を、そんな淡々と言っちゃう陛下の方が非常識男だよ！　どこをどう見たら、私に羞しゆう恥ち心しんが無いふうに見えるの?!　どう見たって些細な事にでも羞恥を感じてしまう内気な純真可憐で繊細な麗しの乙女にしか見えないよね?!

「陛下って、失礼極まりないスーパー無礼男ですよね」

「そうか？　お前に関しては真実を素直に述べているが」

「……素直にって。もうマジでムカつくんですが」

「まじ？　むかつく？」

「マジは本当。ムカつくは……腹が立つ、という意味ですかね？　ちょっと適切か自信ないですけど。ていうか陛下、私、この言葉、陛下に対して初めて使った訳じゃないんですけどね。もしかして陛下ってば、結構、私の言っていること聞き流してます？」

　私は陛下に胡う乱ろんな目を向けた。

　陛下はそれに片眉を上げて応じる。

「よく分かったな。お前の言う事にいちいち全てを理解し努めようものなら日が暮れそうだからな。なにせ思考回路が他の者と違うだろう、お前は」

「どこがですか！」

「全てだ」

　陛下は相変わらず淡々とした様子で言った。

　私はそれを怪訝に思う。

　なんだか陛下の纏う空気がおかしい。
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「や、陛下、どうしたんですか？」

「なにがだ」

「なんか、性格の悪さに拍車がかかってませんか？　明らかにさっきよりも！」

「お前な、王に向かって性格が悪いなどとよく面と向かって言えるな。これからは、あまりに非礼な発言はそれ相応の対処をする故、心しておけ」

「きゃー！　権力にモノを言わせた発言が出た！　最悪、陛下！」

「五月蠅い。お前がいう折角持っている権力なのだろう？　持っているものだ、利用して何が悪い。先程、申していたよな？　あられもない姿の時に」

「え、私、なんか言いましたっけ？」

「お前の記憶能力は鶏並みか？」

「珍獣でーす！」

　クルックゥー！

「…………お前は、こう言った。『せっかく持っている国王としての権力、思いっきり私的に利用しない手はありません。もったいないですよ。陛下の持つ全権で以てかぼちゃぱんつ狩りをし、尚且つ、いちごのらんじぇりーを強制的に全国民に購入させるんです』とな。一言一句違えていないと思うぞ？　物を記憶するのには自信があってな、余は」

「……え」

　確かに言った、言ったよ、それは！　思い出しました！　けどさ、そんな話よりもさ、今、さらりと凄い事したよね、陛下！

「あの、」

「なんだ」

「じゃあですよ？　いまさっき私が言った陛下の言う妄想も一言一句間違えないで言えちゃったりするんですか？　……なんて、まさかね？　へへ」

　私は自然、背中に流れる汗を陛下のお古に吸い込ませる為に、左手を後ろに回して背中を三回ほど擦った。

　やばい、なんか知らないけど嫌な汗が止まりません！

　陛下が興味なさそうに、というより簡単すぎてつまらないとでもいったような顔をして、肘掛に肘をつき、頬杖をついて、私に細めた紫の瞳を向けながら、驚愕なる言葉の数々を口にした。

　実に淡々とね！

「『わ、私にはドレスなんて似合わないですよ。そんなことないって言われても。どのドレスを着たいかって。うーん、桃色は似合わないかな。あまり派手な色のじゃなく、大人しめの色で、そうですね、この紺色のとか。え、地味だから鮮やかな真紅のドレスを着ろって。似合うって、そんな事ないですよ。ちょっと、きゃっ。何するんですか。大丈夫です、私、自分で脱げますから。恥ずかしいです。日本じゃ誰かに着替えを手伝ってもらう事ってないんです。コルセットちょっとキツイですよ。え、鏡を見て下さいって。きっと似合わないんですよ、私。あれ、鏡の中の私、いつもと違う。やだ、お姫様みたい。あれ、どうした───』」

「陛下、もう結構でございます。私の完敗でございます。申し訳ございませんでした。心の底から大反省いたします」

　私はあくまで淡々と続ける陛下を無理矢理遮った。

　もうとてもではありませんが聞いていられません。そもそも言った本人がここまでハッキリ記憶していませんしね。土下座しますので、なんかもう許して下さい。怖いです。

　ていうか、初めて遭遇したよ、天才に！　なに、この異能力者！　天は陛下に何物与えているの！　依え怙こ贔ひい屓きしすぎ、史上最高に！　他の人間はやってらんないって話だよ！　本気でグレていいと思うよ、私！　だよね？　この世界の全人類よ！　己らの神を恨むべしだよ！　よし、反乱だ！　神に弓引き、剣を持て！　目にした全ての首を刎はね、心の臓を貫くのだ！　血の雨を大地に流せ！　邪悪なる闇の魔王に血の杯を捧ささげろ！　皆の者よ！　さあ、私に続け！　血塗られた剣を打ち鳴らし、魔王に祝いの調べを捧げるのだ！　乙女は居ぬか？　乙女の純潔も魔王に捧げるべし！　乙女が貫かれた痛みによる悲鳴と恐怖こそが、彼の君を恍こう惚こつへと誘うだろう。そしてそれこそが、この世を暗黒へと導き、破滅への序曲となるのだ！　全てがただひとりの人間を愛した神に対する報復となる！　さあ、皆の者！　私に続くのだ！　今、この目の前に居る神に愛された男に一矢報いる為に！

「大反省な。反省といえば、余もいろいろと反省した」

　陛下は頬杖をついたまま、ヘロルドさんの方へデザートを運ぶように合図を送った。

　ヘロルドさんとリーザがそれに素早く反応して、リーザが外の人間に指示を出す為か、一度腰を落として陛下に礼を執とると、扉の方へと少しの足音も立てずに向かう。

「反省？　陛下がですか？」

　私は疑いの目を向けた。

「ああ。お前への対応方法についてな。飼い方とも言うが」

「え」

「普通でない者に通常の接し方では問題があったのだ、とな。小娘、お前にだけは、他の者には決してしないという程の強権を発動してやろう」

「や、なにを言ってるんですか、へ・い・か！」

　私は唖あ然ぜん茫然の体で、口をぽかんと開けてしまった。

　え、マジでこの男は何を言い出しているの？　私の思考回路が他の人と違うとか言ったけど、思考回路が他と違うのは陛下の方なんじゃ？　あれ、なんかこの流れはおかしいよ？　というかヤバくない？　私、いち早くバルツァーさんちに逃亡するべきでは？

　私は嫌な予感が身体全体に押し寄せてきて、服の胸の部分を掴もうとした。が、陛下のお古は装飾と、しっかりとした生地での作りだった為にうまく掴む事は出来なかった。それが益々の不安感を増幅させる。

　陛下が口角を上げて笑みを浮かべた。笑みといっても爽やか系な笑みでは勿論ない。こう、ニヤリといった愉悦に満ちた嫌な笑みだ。

　ま……魔王が居るよ！　ママ、魔王が居ます！　貴女の娘の眼前に今、闇の帝王たる魔王様が居て、邪悪な笑みを浮かべているよ！　私、どうしたらいい?!　ママー！

「お前は余の珍獣。何をしようと、誰も何も文句は言うまいよ」

「ちょっとちょっと！　本気で何を言ってるんですか！　私に無体な真似したら苦情を言う人がいますよ！」

「ほう？　誰だ」

　陛下がアメジストな瞳を更に細めた。

「バ、バルツァーさん、とか」

　やややっ、言っている私自身がすっごく自信がないよ！　バルツァーさん、言ってくれるかな?!　言ってくれるよね?!　当然、言ってくれるんだよね、バルツァーさん！　おーい！　返事してー、バルツァーさぁん！

「バルツァー？　あの男が余に何か言えるとでも思うのか？　それも己の本分以外の事でだぞ？」

「う……」

「強権の発動か。いろいろと楽しみだな？　小娘」

　陛下は言葉に詰まった私を視界におさめて、実に愉快そうな声音を出した。

　それはもう家庭環境のせいで性格が破は綻たんしてしまった残酷な人間が、珍しい玩お具もちやを手に入れて、とりあえず腕でももいでみようか、それとも足か、と他人には決して理解できない価値観で楽しむような言い方だった。

　その陛下の様子に、私は全力で逃げ出したくなる。

　これはヤバイ！　いやもうマジで！　私に内蔵された危険信号がガンガン鳴っているよ！　これなら私、バルツァーさんちがダメでも、王都で労働に勤しんでいた方が安全確実かもしれない！　この際、お風呂とかトイレとかの衛生状況には目を瞑つぶるからさ！

　私はあまりの事にどん引きして、思わず感情につられて椅子を引いた。

　それに陛下が眉をひそめる。

　いや、ひそめたいのは私の方だから、陛下！

「楽しみなんかじゃ全然ないですよ！　なんですか、陛下！　なに突然、無かった学習能力を身につけてるんですか！」

　やめてくださいよ、変な方向に学習の成果を出すの！　心臓に悪いし、他人に大迷惑だから！

「学習能力？　そういった台詞はお前にだけは言われたくないものだな。余はもともと持っていたつもりだが？　むしろ無いのはお前の方であろう、小娘」

「持ってますよ！」

「己というものが分かっていないようだな、お前は」

「分かっていないって何ですか?!　ていうか、陛下は一体、どんな反省をして学習したら強権発動なんて物騒な発想に辿りつくんですか?!　私にはさっぱり分からないんですけどね！　理解できません！」

　陛下が危なすぎてね！　どんなドＳなんだよと！　もう貴様はドドＳだ！　ドドドＳの国の国王陛下だよ！　王の称号を得ている国が三国もあって良かったね！　この世界でも三つの国の王でいる人は陛下だけだよ、きっとね！

「分からんのか？」

　陛下が首を少しだけ傾げた。その仕草に私はぞわぞわっと鳥肌が立つ。

　いや、陛下は腐っても逆立ちしても超絶美形で、どんな仕草でも絵にはなるから見た目が気持ち悪いというのでは当然なく、ただ怖くてだ！　ものすっごく怖くてだよ！　なんか綺麗な微笑みを浮かべながら目玉でも抉えぐり出しそうな雰囲気を醸し出しているんだよね！　今の陛下は！

「分かりませんよ！」

　私ってば当然のことながら常人だからね！

「そうか。ではその軽そうな頭に同情して教えてやろう」

「なっ！」

　この男！

「余はこれまで数多くの汚いものを目にし、経験もしてきたつもりだ。だが、その『汚い』は、昨夜今朝とお前が余に見せた『汚い』とは意味合いが全く異なる。ああ、お前の場合は加えて、品位の無い発想と行動もか？　言っている意味が分かるか、小娘」

「…………」

「分かるよな？　余はこの国の第一王子として生を受け、お前は先程ヘロルドから聞いていたから知っていると思うが」

　さっきそこから会話を聞いていたのか！　この忍者め！　どんな優秀な忍びだよ！　日光江戸村にでも就職してきなよ！　外人忍者としてきっと人気を博すと思うよ！　金髪紫瞳の超絶美形忍者としてね！　絶対、おっかけが出来て、きっと同人誌になるから！　ボーイズラブの世界の主役を張れると思うよ、陛下なら！　貴様なんて腐女子の餌となってしまえ！

「生まれながらに王位継承権を持ち育てられ、八つの頃に王となった余には、お前の見せるものに耐性が全く無かった。周囲は当然、そういったものを見せることも、会話に乗せることもなかったからな。余の命を狙い、策謀で陥れようとした者どもですら、それらを見せることは無論なかった。まあ、当然なのだが」

　そこまで言って、陛下はヘロルドさんに一瞬だけ視線を向けた。

　ヘロルドさんとリーザが、食卓にデザートを用意しだしたからだ。

　新たに来たキッチンワゴンには、多種のフルーツの盛り合わせと、ブラウニーのようなもの、スコーンのようなものにジャムらしきものが添えられているもの、見るからにフルーツタルトとチョコレートケーキ、そして甘酸っぱそうなシャーベットらしきものがあった。

　デザートたちは実に甘そうで華やかで、本来なら場を和やかにしてくれるものなのだろうけれど、運ばれてきた先の空気が悪過ぎて、残念ながらそれらの魅力は半減以下だった。

　勿論、半減以下にしているのは、この目の前の危険極まりない理解不能な男のせいだよ！

「お前には常識がない。そして思考回路もおかしい、この二点だけを理解しておけば、もう、そう余は驚かんだろう。お前の妄想の種類もまだなんとなくだが把握できつつあるしな。先程のような醜態を、今後、余が演じる事もない」

「醜態？」

「ああ、醜態だ」

　陛下は嫌そうに眉を寄せた。

「それで？」

「何？」

「そこまでは分かりましたよ。私の思考回路がおかしいというのには全く納得できませんけどね！　でも、たとえそうであったとして、それと陛下の強権発動となんの繋がりが？」

　陛下は肘掛から肘を下ろし、腕を自由にすると肩を竦めた。

　少しだけ重くなった空気を軽くしようとしたのか、ふっと笑う。

　それは先程の愉悦に満ちた笑みではなく、周囲の全ての者を魅了するかのようなものだった。

「馬には手綱が必要だろう？」

「は？」

「何も難しい事ではない。目の前に野生馬が居て、それを御さなければならないのなら、強制的に手綱をつけ、鞭を振るえばいい。それだけだ」

「馬？　手綱？　鞭?!」

　私は開いた口が塞がらなかった。

　やばい、マジでこの男の思考回路が理解できない！　どうして陛下が醜態を演じたからって───きっとさっき噴き出した事なのかなとは思うけれど、それで手綱と鞭が出てくるの？　この場合の野生馬っていうのが私で、手綱と鞭は強権って事でしょ?!　なんでよ。なんで陛下が醜態を演じたら、私が手綱で縛られて鞭を振るわれなければならないのよ！　どうして?!

　私は溜息をついた。

　ああ、いやだ。やっぱりさ、天才って凡人には理解できない人種なんだよね。人と違うから天才なんだよ。陛下ってさ、あんなダラダラと妄想垂れ流した私の言葉を一言一句間違えないで口に出来るくらいの記憶能力を持つ異能力者なんだもん。もうさ、この時点で普通の人間とは全く違うんだよね。根本的な考え方がさ！

「まあ、お前が理解できないのならそれでもよい。構わん。余は余のやり方で、お前の飼い主の役を演じよう」

「や、演じなくていいですよ、へ・い・か！」

　なにやる気になってるの！　もう勘弁してよ！　お願いしますから！

「さて、珍獣。用意が出来たようだぞ」

「え」

「食べろ。余は、お前を餓死させるつもりはないからな」

　私が陛下の理解不能発言の数々に呆気に取られている間に、どうやら食後のデザートの用意は完了したようだった。

　ヘロルドさんとリーザが、それぞれに紅茶らしきものを繊細な装飾が施されたティーカップに注いでいる。

　私の内心の戸惑いを余所に、注がれた温かい飲み物は良い香りを漂わせていた。

「珍獣様、お砂糖はお幾つお入れいたしましょう？」

　リーザが侍女の鑑といっていいくらいの素晴らしい所作で私の前にカップを置きながら聞いてきた。

　私はそんな彼女の顔を見る。

　リーザはこの陛下の明らかに理解不能な発言の数々をどう思っているのだろうと、私は彼女を見た。が、私にはリーザの感情が読めなかった。

　あれ、表情がない？

　次いで私はヘロルドさんの顔も見る。

　しかし彼もリーザ同様無表情で、感情を綺麗に消し去った顔をしていた。

　あ……あれ？　え、皆どうしたの？　え、ちょっと、おかしくない？　やだ、なんで?!

「珍獣様？」

「あ、えっと、いらないよ、私、砂糖は」

「畏まりました」

「珍獣、食べんのか？」

　陛下は、先程のチェリーデニッシュやクイニーアマンもどきの食い付きとは違う、気のない様子でブラウニーもどきをフォークでつついていた。つつきながらも、嫌味なくらいに澄んでいる紫の瞳は私をしっかりと捉とらえている。

「…………」

「珍獣？」

「私、今あまり食欲が、」

「そのような事は許さん。食え」

「え？」

「自分で決められないのなら余が決めよう。リーザ、珍獣にまずタルトから食わせろ」

「はい、陛下」

「……え、ちょっと、リーザ？」

　私があまりの展開の現状把握に時間を取られている間に、リーザは陛下の命令を即座に遂行するために、私の顎を持ち、優しい手つきではありながらも確実に口を強制的に開けさせるポイントに指を差し込んだ。

　そして自然に開いてしまった私の口内に、素早く一口サイズにしたタルトを入れ込む。

　口の中に強制的にタルトを入れられてしまった私は、もうただ咀嚼するしかない。

「…………」

「美味しいか、珍獣」

「…………」

「この世界でトリエスは美食の国と言われている。その中でもこの王城は腕の確かな料理人を雇い入れている故、味は保証できるが、異世界人のお前の口に合うか？」

「…………」

「珍獣、どうなんだ」

「…………」

「珍獣、余の問いに答えよ。拒否は許さん」

「…………」

　私は呆気に取られ過ぎて陛下への返答にまごついていると、彼は、とんでもない事を言い出した。どこか愉悦と危うさを滲ませながらである。

「お前が余の問いに答えるのにあくまでも拒否をするつもりなら、バルツァーの首でも刎ねるか」

「は？　え、なんで？」

「何故？」

　驚きと疑問でいっぱいの私の顔を見て、陛下は何故分からないのかといった感じで嘲笑した。くつくつといった背筋が凍えるような笑い方だ。

　やだ、この人おかしい……。怖い。え、マジで一体全体どうしちゃったの？

　私はこの世界に来てから初めて湧き上がる激しい恐怖に手先が震えてきた。

　その震えを抑えたくて、震える右手で左手の震えを止めようと握ってみるけれど無駄だった。

「お前は先程バルツァーの名前を出していただろう？　それでだ」

「それ、だけの理由ですか？」

「そうだ。それだけの理由があれば十分だろう？　珍獣、そうは思わんか」

「お、思いませんよ。だって、バルツァーさん、なんにも関係ないじゃないですか」

「関係なくとも何ら問題はない。ただお前への見せしめの為だからな？」

「…………」

　もうこの人、なに言っているのか本当に理解できないよ、私ってば。

　いったい本当にどうしたっていうんだろう。いきなりだよ。破壊魔だし暴力男だし超偉そうだったけど、こんな感じでは無かったのに。本当にさっきまでは！

　やだな……なんかもう帰りたい、私、日本に今ものすごく。

　私の対面に座る陛下はいつまでも嘲笑し続けていて、ヘロルドさんとリーザの完全に表情を消し去った様子に、私はもうどうしてよいのか分からず、震える指先でズボンを精一杯握りしめた。

　突然押し寄せた不安と恐怖の感情に涙が出そうになって、俯いて目を瞬かせる。それでも間に合わなくて、ほろりと一粒の涙が頬を滑った。

　その時、ヘロルドさんの咎めるような響きを含んだ声が私の耳に入った。
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「……陛下、お戯れもここまでになさりませ。まだ年若い娘さんを泣かせてどうするのです？　私はここでこの茶番は降ろさせていただきます」

　茶番？

　私がそろりと顔を上げると、目元にそっと柔らかい布が当てられる。

　リーザだった。

「申し訳ございません、珍獣様。お泣かせするまでおやりになるとは思わなかったのです」

　そういう彼女はとても済まなそうに、既に止まらなくなってしまった私の涙を柔らかい布で押さえ続ける。

　リーザの優しい手つきと声に私はほっと安心して、止まらない涙に加え、嗚お咽えつまで漏れだした。

　それに呆れと、どこかバツの悪そうなものを含んだ陛下の声音が聞こえる。

「小娘、なにも泣く事はないだろう」

「…………」

「おい、小娘」

「……茶番、っていつ、からですか、陛下」

　ちゃんと声を発したくても嗚咽が邪魔をして出来なかった。

　ああ、もう本当に涙が止まらない。今回の事が茶番だろうがなんだろうが、私って、実に頼りなくて不確かな場所に身を置いているのだと認識してしまった。異世界の日本人の私は、一歩その安寧の場所から飛び出してしまったら、居場所なんてきっと無いんだ。だって私はこの世界の人間ではないのだから。

　いくら珍獣保護法という保護を取りつけたって、本当に陛下の気持ちひとつでどうにでもなってしまう存在なんだ。今回のように陛下が訳の分からない事を言い出しただけで、私の足元は簡単に崩れ去る。頭では理解していたつもりだけど、それを身をもって疑似体験し、再認識させられてしまった。

　あー…だめだ、ちょっと今すぐには立ち直れそうにないかな、流石の私も。早く浮上しなきゃいけないと分かってはいるんだけど。こういった負の感情は何も良いものを生まないからね。引きずられてしまうから、全てが。

　私はあまりの精神的打撃に目元に当てられていた柔らかい布を手に取り、差し伸べられていたリーザの手をそれとなく外して、食卓の上に突っ伏した。

　だってもう本気で涙が止まらないんだもん！　嗚咽も止めたくたって止まる気配が全くないよ！

　止めようと思えば思う程、不思議と漏れる嗚咽が大きくなってしまう。

　もうね、ここまでになってしまうと、一度思いっきり泣くしか止める手段はないよ。

　そう思い、私は泣いた。

　もう盛大にね！

「……ふぇっ」

「……小娘、余はお前が本当に理解できん」

　陛下の声に少しの困惑が含まれた。

　突っ伏している私には今、陛下の表情は分からない。

　しかし声は、どうも私を持て余しているようだった。

「余が中座する前は、あれ程の態度と言動を王たる余にしてのけたのに、何故、今はこの程度でそこまで泣くんだ？　……泣き止めろ、小娘。これでは余が一方的にお前を苛めたようで気分が悪い」

「…………」

「小娘、」

「っ……ふっ……陛、下」

「……なんだ」

「だか、ら茶番っ、て……いつ、からです、か？」

「……余が中座し戻ってすぐだ」

「それ、は……っ………壁に……寄り、掛かっ……て立って、いた……時です、か？」

　陛下が溜息をついた。

　深い深い溜息だった。

「そうだ。余が立っていたのを気付かなかったのはお前だけだ。ヘロルドもリーザも余に仕えるのが長くてな？　特に指示を出さずとも余の意を汲くみ取り動く事が出来る」

「酷……っ……いで、す」

「…………」

「じゃ……あ、陛下のお母様……や、御兄弟がお亡くなりっ……になっているの、も嘘、です、か？」

「それは本当だ。あれらは先代の王が崩御した前後数年で全員死んでいる。余が八つの年で即位したのも本当だ」

「……ぐすっ」

「他に聞きたい事は？」

「……記憶っ……力の、事は？」

「それも本当だ。余は昔から一度耳にした事、目にした事、あとそうだな、書物なども一度目を通した内容は忘れる事はない。まあ、単に記憶力が他の者よりも少し優れているというだけだが」

　何が少し優れているだけだ！　それを世間では天才っていうんだよ！　この異能力者め！　───と本来ならツッコミを入れるところなんだけれど、もうとにかく嗚咽が止まらなくて私は何も言えなかった。

　あー…早く止まらないかな、嗚咽。もう泣きたくないんだよね、私も。抑える事をやめて思いっきり泣いたせいか、気持ちも落ち着いてきたしね。私、こういう場合の回復は自己防衛が働くのか、その場での浮上は結構早いんだよね？　後で少しまた落ち込む事があるけれど。

　だけど一度乱れた呼吸はなかなか戻らなくて、私は未だ突っ伏したまま泣いているしかなかった。

　そしてそれが思わぬ副産物を生んだ。

「小娘、いい加減に泣きやんでくれないか。……分かった。少々、いやかなり釈然としないものがあるが、泣かせた詫わびとして何かお前の望みを聞こう」

「のっ……ぞみ？」

「ああ。勿論、望みの内容によっては聞けるものと聞けないものがあるが、まあ、なるべくお前の意に沿うようにしよう」

　陛下のその言葉に、突っ伏して彼らに見えない私の顔に自然と笑みが浮かんだ。

　私も現金なものである。

　陛下の今の言葉に、つい今し方の精神的打撃は急速に薄れ、沈んだ気持ちは勢いよく再浮上していく。

　後は単に呼吸が戻らないだけだった。

　ややっ、何を望もうかな。なんでもいいのかな。やっばい、マジでウキウキしてきたよ！　え、どうしよう！　陛下、どこまで聞いてくれるかな？　とりあえず無難なところから攻めてみる？　ねぇ、攻めてみちゃう？　うふふのふ。

　私は顔がにやけ出していた事もあって、食卓に突っ伏したまま陛下に聞いた。

「の、望みってっ……何、個までです、か？」

「何個？　お前は複数の望みを言うつもりなのか？　……まあよい。そうだな、では、ふたつまで聞くか」

「ふ、たつ」

「ああ」

　ふたつかぁー。もうちょっと多くてもいい気もするけど、まあいいか。聞いてくれるだけマシかもだしね。

　何にしよう！　あ、そうだ。望みを言う前に陛下には聞きたい事があった！　リーザからも聞いたけど、やっぱり本人の口から聞きたいからね！

「陛、下っ」

「決まったのか？」

「そ、の前に、聞きたっ……い事があり、ます」

「なんだ」

「どう、して私、陛下のお古を着て男装しないっ……といけ、ないんですか？　これって王道設、定外していっ……るんですけ、ど！」

「またその話に戻るのか、お前は。───ヘロルド、入れてくれ」

　突っ伏した私の前方から、陛下のうんざり気味の声と、ティーカップとソーサーが出すカチリとした小さな音が聞こえた。

　どうやら陛下は何かを飲みながら私の相手をするらしい。

「お前にドレスは似合わんだろう？　理由はそれだけだ」

「……え？　それっ、てどうい、う意味で、すか？」

　え、なになに、マジどういう意味で言ってんの、陛下？　あー…やっぱりこの男の思考回路だけは分かんないよ、私！

「ひとつはお前のその挙動。動きが不審で乱暴すぎて、あのような服は適していない」

「は？」

「ふたつめ。お前は己の体つきをどう認識しているのか知らないが、余が見たところ、その無い胸と腰回りの太さ、それに、その腰から地面までの距離の短さではドレスは映えんだろう？　この二点だ」

「…………ふっ」

「ふ？」

「ふざけろよぉ?!　陛下ぁ！」

　私は陛下のあまりの無礼千万失礼無神経発言に、般若のような表情になって突っ伏していた顔を勢いよく上げた。

　そして手にしていた涙を拭いていた柔らかい布を彼に向かって全力投球する。

　全力すぎて肩の関節がゴキッと鳴ったよ！

　陛下がそれを素早く察知して、パシッという感じでキャッチする。

　ヤツめ、これも学習しやがったな?!

「なんなんだ、お前は」

　陛下はキャッチした布をヘロルドさんへ投げ渡すようにポイッと放った。

　どうやらイレギュラーなアイテムは早々に脇へ退避させる方針にしたらしい。

「なんなんだじゃないですよね?!　そこの甘党の国とドドドＳの国の国王陛下！」

「なんだ、そのどどどえすというのは？」

「そんな事はどうでもよろしい！　そ・れ・よ・り・も！　何ですか、今、陛下はこう言ったんですか?!　私が、品性下劣の、加え！　貧乳、寸胴、ケツデカ、胴長の短足だって、そう言ったんですか、今！」

　陛下が呆れた顔をした。

「そこまでは流石に言っていないだろう？　それに余は相当婉えん曲きよくな表現でお前に言ったつもりだが？　何故お前はその意を自ら無駄にする」

　もうなに言ってんのよ、この男は！

　私はあまりの腹立たしさに、手近にあったブラウニーもどきを手で鷲掴みにして、再度陛下に向かって全力投球した。

　勿論、肩の関節は再び鳴ったよ！　今度は肘の関節も鳴ったからね！

　一方、陛下はというと、その剛速球の如く飛んできたブラウニーもどきを、やはり手近にあった空いた予備の皿を使って、華麗な手て捌さばきでスパンと払った。

　払われたブラウニーもどきは、ヘロルドさんが控えている側とは反対側、陛下の部屋の大きくとられた窓側に向かって、ぽてんてんてんと床の上を虚しく転がっていく。

「お前な」

「婉曲な表現を使おうが使わまいが結局のところ、言っている事は同じじゃないですか！」

　しかも貴様、相当婉曲とかよく言えるよ！　あまり婉曲な表現を使ってなかったよね?!　結構ズバリとダイレクトに言ってたよね?!　私の気のせいじゃないはずだ！

「まあ、そうとも言うな」

「酷い！」

「だが事実だろう？　お前のその体形の悪さは」

　うぎゃあ！　やばいよ、超ムカつきすぎるよ！　もうはっきり言って殺したいくらい腹立つよ！　陛下、首絞めていいかな?!　その忌々しい超絶美形顔の眉間の上に油性ペンで肉とか書いていい?!　中とか書いていいよね?!　私には当然その権利が発生したよね、今！

「もういいです！」

「なにがだ」

「そこまで言われたのなら、私は今後二度とドレスなんて着ません！」

　ていうか、生まれてからまだ一度も着た事がないけどね！　当然ね！　でも悔しいから、そんな事は口が裂けても言わないけどね！

「もう絶対絶対何があってもドレスなんて着ません！　もし私が今後、この世界でまだ見ぬ誰かと結婚する事になっても、ウェディングドレスだって絶対に着ないんですからね！　そしてそうなった原因は陛下のせいだって、その未来の旦だん那な様に言いつけてやるんだから！　陛下なんて、その私の未来の旦那様に恨まれて呪われてしまえばいいんです！」

　そして私の一滴すら流れているのかアヤシイ希代の陰陽師安倍晴明の血からも呪いを受ければいいんだ！

　私の怒りの大爆発を余所に、陛下はなんでもないという風に肩を竦めた。

「お前の未来に、その余を呪える夫が現れるよう祈る」

「とりあえず聞いておきますけどね！　今の陛下のその言葉はどういう意味で言いました?!　いち、トリエス国王を呪えるくらいの男が夫となるよう祈るという意味。に、そもそも呪える云々以前の問題で、夫すら現れそうにないから、現れるよう祈る。どっちですか！」

「に、だな」

　うあああああ！　もうどうしてくれよう、この男！　どうしようもなくムカつくんですけど！　私のこれまでの人生の中で、これ程ムカついた男は、ついぞ出会った事がありませんが！　私に貧乳判定を下したあの加藤めですら、ここまでムカついた事はないし、スカトロジジィは人外だからこの際論外だ！

「よく分かりました！」

「ほう？　なにが分かったんだ、お前のその軽そうな頭で」

「陛下が私に男装でいけというのなら、いいでしょう、男装で突き進みますよ、私ってばね！」

　そこで私は、ふふふふふと不気味に笑ってみる。

　だってね？　これからトリエスで男装で過ごす事が決定した私が、この無礼千万失礼無神経男に一矢報いるとしたら、するべき事は、やるべき行動は、もうひとつしかないでしょうよ！

　私は食卓をドンと右手拳で一度叩き、その後、その右手を胸の上に、左手を天に向けて伸ばす。

　そう、このポーズといえば───。
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「宝塚です！」

「何？」

　陛下は不可解そうに形のよい眉を寄せた。

「た・か・ら・づ・か！　私の愛する母国日本にある未婚の女性のみからなる男不要な歌劇団の事ですよ！　花組、月組、雪組、星組、宙組の五つの組と専科があって、公演を行っている歌劇団です！」

「……それが？」

「私が何を言いたいのか分かりませんか?!」

「分かる訳がないだろう？　お前のその普通とは違う思考回路が導き出す発想が」

　くそぅ、ああ言えばこう言うのか、この男は！　覚えてろ、陛下！　すぐに貴様は吠え面をかく事になるんだからね！

「私はこのトリエスでブルーヘブンを結成します！」

「ブルーヘブン？　お前のぎゃくはー構成団の事か？」

「それとは違いますよ！　私の栄えある薔薇の逆ハー構成団は全てイイオトコで構成されるんですから！　ちなみに現在のメンバーは、会員番号一番にヘロルドさん、二番にバルツァーさん、三番にユーリウス少年で、四番にラードルフさんの計四人です！　これからどんどん増員していく予定ですからね！　このトリエスいちの大組織になりますから！　法人税は払いませんよ！」

　陛下が心底呆れたような視線を私に向けた。

　彼はふと息を吐くと、今度はチョコレートケーキをつつき出した。

　その態度はもう私の相手をしたくないというのが、ありありと分かるものだった。

「阿呆か。その四人はお前がこの世界に来てから、単に用があって偶々お前の前に現れただけの者だろうが」

「違いますよ！」

　何を言っているんだ、この男は！

　私はギッと陛下を睨みつけた。

「ああそうか。それは良かったな」

「陛下は私の栄えある薔薇の逆ハー構成団ブルーヘブンには絶対に入団できないんですからね！」

　陛下がケーキを食べながら肩を竦めた。

「それは残念だ」

　この男！　もうコヤツの全ての言動に腹が立つ！　見てろ！　貴様への逆襲はこれからだ！

「私がこれから結成しようとしているのは、ブルーヘブンと同じ名称ですが逆ハー構成団の事ではありません！　宝塚になぞらえる呼び方をするなら青薔薇組です！」

　私は胸に添えていた右手も左手同様、天───天井画と黄金装飾と豪華で高そうなシャンデリアがある天井に向かって伸ばした。

　ああ、私の前途を祝福する光輝が見えるよ！

「青薔薇？」

　陛下のチョコレートケーキをつついていたフォークの動きが止まった。

「そうです！　異世界ではブルーヘブンは青薔薇の名称なんですよ！　薄く淡い青色、水色といった方がいいかもしれませんが、向こうの世界には元々青薔薇って無くて、各国が品種の改良に改良を重ねて競い合って、ようやく最近、日本でブルーヘブンという名前の青薔薇が誕生したんです！　ちなみに花言葉は不可能、有り得ない、新たに設けられたものでは、奇跡、神の祝福です！」

「ほう？」

　陛下がフォークを完全に食卓の上に置き、澄んだ紫の瞳を細めて、まるで見つめるような感じで私に目を向けた。

「で、その青薔薇組とやらでお前はこのトリエスで何をするんだ？」

「ふふふふふ」

「…………」

「私は男装の麗人になる。そして、そしてですね！」

「ああ」

「陛下の後宮に乗り込みます！」

「何？」

「こ・う・きゅ・う・に・乗・り・込・む・ん・で・す！」

「乗り込んでどうする？」

「ここまで言ってまだ分かりませんか?!」

「お前の発想の行きつく先だけはな」

「失礼な！　いいですか、陛下！　私が青薔薇組を結成して男装の麗人になって、陛下の後宮に乗り込む。そして数多くいる陛下の愛妾さん達を私の男装の色気でメロメロの腰砕けにするんですよ！」

「で？」

「それでですね、男装の麗人の私にメロメロの腰砕けになった愛妾さん達は、もう陛下なんて要らなくなるんですよ！　陛下が後宮を訪れるだけで、眉をひそめ、嫌悪を顔に表すんです！　そして陛下は誰からも相手にされなくなって、ひとり寂しく自室に引き籠ることになるんですよ！」

　さあ、一人男の寂しさを貴様も味わうがいい！　そしてクリスマスではドーナツ屋で一人用ケーキを買って、テレビをＢＧＭにひとり寂しくつっついてろって事だよ！

「やってみろ」

「え？」

　あれ、動揺どころか、ツッコミも無しなの、陛下。少なくともツッコミくらいは入れてくると思ったのに。私を鼻で嗤って馬鹿にするとかさ。

　私は陛下のその反応に首を傾げた。なんだか拍子抜けしてしまって、怒りモードがシューッと下降してしまう。

「え、陛下、やってみろって、それは私には到底無理だから、という意味で？」

「そのような意味合いというより、むしろやれ」

「え？」

「最近、あれらは目に余る。いっそ解散してやろうかと思うほど辟へき易えきしているのが本音だ。お前が今言った事を実現できるのなら、余は全力で手を貸そう」

　おおぅ、陛下は何を言い出しているの？

　私は想定外の彼の反応に開いた口が塞がらなかった。

　ああ、やばい。やっぱり陛下の頭の中身だけは理解できない。天才ってもう害悪だね。環境破壊ものだよ！　エ・コ・推・奨！　トリエス王国もＩＳＯを取得してみる？

「ただ、やる場合は気をつけろ」

「どういう事ですか？」

「あそこは魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こしている。お前がふらりと入りこみでもして、命を取られないよう気をつけろ、と言っている」

「な、なに物騒なこと言っているんですか、へ・い・か！　それって私に対する脅しで言ってます？」

「脅し？　何故、余が無意味にお前を脅さねばならん？　お前に言っているのは全て言葉通りだ。お前が言葉の裏を読み取れるとは、それこそ到底思っていない」

「陛下って、本当に失礼な男ですよね」

「そうか？」

　私はもうあんまりな陛下の言い様に呆れてしまって、シャーベットは既に溶けてしまったから、フルーツ盛り合わせの中から苺いちごらしき果物をひとつ手に取って口に運んだ。

　あ、すごく甘い、この苺。きっとこれは一粒六百円くらいするんじゃないの？　流石、王様向けだよね！

「そんなに嫌なら、陛下の権力で解散しちゃえばいいじゃないですか、とっとと」

　後宮を維持するお金も無駄だしね。出所は税金だし。無くなれば少しは納税額が軽減して国民も喜ぶかもしれないよ。

「出来るものなら余もとうにやっている」

「なんで出来ないんですか？」

「いろいろとあるのだ、いろいろと。お前には分からないだろうがな」

「まあ、分からないですね、私には」

「なにか切っ掛けが作れればと思っている。お前に直接それをやって欲しいところだが、やはり止めておけ。本気で殺される」

「あー…やりません。怖いです、私。殺されたくはありません。まだ若いですからね。十代ですし。でも何で、私が入りこむだけで殺されるんですか？　私、別に害ないじゃないですか。陛下の寵を争う面子に入っていませんし」

　妾じゃくて珍獣だしね？　私。

　私は陛下に問いかけながらも、今度はサクランボらしきフルーツを手に取った。

　佐藤錦にしき並みに甘いといいな！　我が家では佐藤錦は高級サクランボ認定されていたから、私ってば、食べたかったけど食べられなかったんだよね！　だってウチ、パパの稼ぎが少ないのにもかかわらず、パパが深く考えないで辺鄙な場所に一戸建て買っちゃったからさ！

「分からんか？」

　陛下が何処かニヤリとした感じがする笑みを私に向けた。

　うわ……相変わらず嫌な笑みだよ！　魔王認定していいかな、陛下！

「分かりません。なんか聞きたくない感じですね、その陛下の表情を見ていると」

「そうか？　理由を教えてやろう」

「え、いいですよ、もう。知りたくは───」

「お前が今、此処に居る、それが理由だ」

「は？　意味が分かりません。なんで、私が此処に居ると殺される理由に？」

　私がポカンとした顔で返したのがおかしかったのだろうか、その私の顔を見て、陛下が笑った。

　それも心底おかしそうにだ。

　何故？

「ここまで言って意味が分からんのなら、やはりお前は後宮に乗り込むべきではないな。いいか、小娘。余はお前を珍獣として保護をした。余は無論お前を珍獣として扱っているし、お前を珍獣だと本気で思っている。お前のその頭の中身も理解できないしな？　だがな、小娘。世の中にはそう考えない者は当然居るものだ。その筆頭が後宮の女たちだ」

　う、うわぁ、分かった、分かっちゃったよ、私！　そこまで言われて分かりました！　後宮の愛妾さんたちから見た、今、自分が置かれている立ち位置を！

　私は甘かったサクランボの種をふっと近くの小皿に載せて、陛下を恨みがましい目で睨みつけた。

　私の眼力で人が殺せるのなら、きっと陛下を殺せてるってくらいの睨みつけだよ！

　くぅ、この男！　もうパパ以上の疫病神に認定してやる！

「陛下のせいじゃないですか！」

「なぜ余のせいになるんだ、小娘」

「だってそうでしょう？　陛下が私を珍獣部屋に保護したからいけないんじゃないですか！　どうして城の客室で飼ってくれなかったんすか！」

　私のその言葉に、陛下が小さく噴き出した。

「自分で飼うと言うか、小娘。どちらにしろ一緒だ。お前を客室で飼おうが珍獣部屋で飼おうが、余が年頃の娘を保護すればな。むしろ容易く手を出しにくい余の部屋の横にある珍獣部屋の方がお前にとっては安全だと思うが？」

　私はあんまりな新事実の発覚に、食卓に肘をつき、頭をかかえた。

　私ってなんて酷い厄が発動しちゃってるんだろう！　厄払いって、行くのを忘れただけで、こんなに酷い目にあわないといけないものなのかな?!

　ねえ、教えて下さい、パーシヴァル様！
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「まあ、今それを話し続けたところで何も変わらんし、余とお前の二人で話し合ったところで不毛以外の何物でもない。それより小娘、」

　陛下は、話し込めば何だか暗黒の深みに嵌はまってしまうような後宮の話を無理矢理気味に断ち切った。

　そして彼は、中身が冷めてしまっただろう紅茶らしき飲み物が入ったティーカップを優雅に持ち、喉を湿らせる程度に口にする。

「みっつにしよう」

　私は今の陛下の言葉に会話の流れを掴み損ね、抱えていた頭を上げた。

　みっつって何だろう？　もう天才との会話は疲れて仕方がないよ、私ってば！　話が飛んでね！　私って凡人だからその飛び具合についていけないんだよね！

「みっつって何の事ですか？」

「お前の頭は本当に鶏並みだな」

　陛下がどこか諦あきらめた様子で息を吐いた。

「望みを聞くという話だ」

「あ、その話ですか」

「そうだ。先程、ふたつ聞くと言ったが、みっつに増やしてやる。言え、何が望みだ」

　言って、陛下はカップをソーサーの上に置き、椅子の背凭れに深く身を預けた。

　そして私に向ける良質なアメジストを嵌め込んだような紫の瞳が、私の目の奥を覗こうとするかのようにひたりと合わせられる。

　心なしか彼は機嫌が良さそうだった。

　ていうか、やっぱり話の流れが掴めませんが、陛下。

　まず、何故いきなり聞く望みを増やしたのかがひとつめの疑問。

　次に何故、いきなり機嫌が良さそうになったのかがふたつめの疑問。

　本当にで何で？　凡人な私には天才の考える事が本気で分かりません。

　どこか天才を理解するための講座にでも通った方がいいですか。

「いきなりどうしたんですか、陛下」

「なにがだ」

「何で望みを聞くのを増やしてくれたんですか？　え、なにか罠でも……」

　そうかもしれない！　望みを聞くという馬の目の前に人参でもぶらさげるようにして私を喜ばせてから、もしかしたら外国に売り飛ばすとか！　トリエスが実は財政破たんの危機に瀕していたとかでね！　酷いよ、陛下！　私、まだこの国に来たばっかりなのに！　鬼！　悪魔！　魔王！　変態！

「あるかそんなもの。余がお前を罠にかけるなどという無意味な事をしてどうする？」

「え、じゃあ、何でですか？　陛下が解散したいと思っている後宮へ私を乗り込ませたいがための先行投資？」

「余は殺されるだけだから後宮には行かない方がいいと言わなかったか？　理解出来ないのか、その頭は」

「……言いました」

「青薔薇だ」

「は？　青薔薇？」

「そうだ。まあ、お前の世界にもこの世界同様、青薔薇という共通のものがあった、その記念に、という程度の理由だ。他に他意はない」

　言ってから、陛下はふっと見る者を引き付け毒どく牙がにでも掛けてしまいそうなくらいの魅惑的な笑みを口元に浮かべた。

　今回は嫌な笑みではない。

　きっと無意識にやっている系の自然な笑みだ。

　私はそれがどうにも不可解で、腕を組んで首を傾げる。

　やっぱり分からないよ、陛下。まあ、いいか。なんだか知らないけれど望みを聞いてくれる個数が増えたしね。ラッキーって感じで深くつっこまずに素直に受けとっておけばいいのかな、この場合。

「よく分からないけれど、良かったです？」

「そうだ。お前は素直に望みを言えばそれでいい」

「そうですかー」

　えーじゃあ、なに言おうかな！

　よくよく考えなくても、たなぼた式に望みを聞いてくれる事になって、尚且つ、その個数が増えたこの世界に来てからの初めての幸運に、私はだんだんとウキウキ度合いが増幅していった。

　やっばい、マジで何を言おう！

　私は考えた。

　それはもう、普段は一割以下の活動しかしてない脳ミソが、八割稼働するくらいの勢いでだよ！

　私は教室で先生に指名してもらいたい生徒が手を上げるかのような感じで右手を上げた。

「はい、陛下、まずひとつめ決まりました！」

「なんだ」

「陛下の部屋と珍獣部屋を繋ぐ格子に鍵をつけて下さい！」

　乙女の危機だからね！　プライバシーの侵害だからね！　というか人権主張させて下さいよ、少しはさ！　珍獣だけどね！

　私はウキウキな気持ちからか、椅子に座って床につかない足を食卓の下で行儀悪くプラプラとさせた。

　一方、私のひとつめの望みを聞いた陛下はというと、少しだけ考えるような感じで食卓の上のフルーツ盛り合わせに目線を向けていた。

　待つこと暫し。

「鍵は却下だな」

　そして出された回答に私は抗議の声を上げた。

　当然だよね?!

「え、何でですか?!　乙女の危機ですよ、乙女の危機！　ややっ、もしや陛下ってば、私を襲う気で?!」

　夜中に突然珍獣部屋へ忍び込んで、私をあんあんうんうん言わせたい為の却下なの?!　ややや、犯罪者が居ますよ！　誰か捕まえてー！　ここに強姦魔が居ますよー！　トリエス版おまわりさーん！　ここに国王の皮を被った変質者が居まーす！　つ・か・ま・え・て！　禁固十年希望ね！

「誰が襲うか！」

　陛下が少し声を荒げた。

「お前な、少しは己という者をきちんと把握してからそういった事を言え」

「え、それはどういう意味ですか？」

「何度も言うが、お前に言うのは全て言葉通りの意味だ」

　この男は！

　私は瞬時に陛下に腹が立って、彼をギリギリと睨みつけていると、陛下がその理由を語り出した。

「先程言った事に関係しているんだがな？　余とお前の部屋を繋ぐ格子に鍵をつけるのは容易いが、それをするとお前の命の危険は増すぞ？」

「は？」

　え、なに言ってんの？　陛下、もうヤだよ、私！　なんかさ、だんだん物騒度が増しているよね？　まださ、異世界のトリエスに来てから、二十四時間すら経っていないのにだよ？　昨日の今の時間には私、日本で平和に暮らしていたはずなんだけど！　昨日の朝ゴハンだって思い出せるよ！　卵かけゴハンと、ワカメの味み噌そ汁しるね！　以上だよ！　我が家の家計は逼ひつ迫ぱくしていたからね！

「あの格子に鍵をつければ、お前に刺客でも放たれた時、余と余を護衛する者が入るのが遅れる。その遅れる時間的にはきっとたいした事はないだろうが、しかし暗殺される側にとって、その一瞬が命の有無を決めるぞ？　小娘、お前、剣を扱えるのか？　扱えるのであれば、お前にあったものを渡すが」

「扱える訳がありませんよ！」

　日本には銃砲刀剣類所持等取締法というのがありますからね！　刃渡り五・五センチ以上のタガーナイフ類だって所持が禁止されている平和安全国家ですからね！　日本万歳！　私ってば、日本から離れてどんどんあの国の素晴らしさを身にしみて実感してきてるよ！

「なれば鍵は諦めろ。お前にも近いうちに専属の護衛の者を付けるが、それでも余の護衛の者と二重で護られていた方がお前も安心だろう？　なに、そう不安になる事はない。余の護衛の者とお前に付けようと考えている者は優秀だ。余もそうそう剣を手にする事はないからな」

「ねぇ、陛下」

「なんだ」

「なんで、そんなに物騒なんですか？　トリエスって治安悪いんですか、もしかして」

　だったら私、他の国に行ってもいいかな?!　安全で平和に暮らしたいんだよね！　ラブアンドピースだよ！　人種の壁を乗り越えて、皆で手を繋いで平和の歌を歌っちゃうよ！　人生十八年目にして平和活動に目覚めましたよ、私は！　もし向こうの世界に帰れるんだったら、地雷撤去の活動家になろうと思います！

「この国は周辺国に比べて、格段に治安は良いが？」

「え、じゃあなんで？」

「お前の頭は本当に飾りだな。……飾りにもなっていないが」

「酷い！」

「余が保護したからだ。何度も言っているがな」

　やっぱり陛下は疫病神だよ！　パパなんて比べものにならないくらいのね！

「じゃあ、私は陛下の保護を外れる事を希望します！　珍獣保護法適用は解除の方向で！」

「ほう？　それでどうするんだ、お前は」

　陛下がどこか小馬鹿にしたように眉を上げた。

「バルツァーさんちに行きます！」

「残念だな。バルツァーではお前を護りきれないぞ。あれの家は子爵家でな？　今はあいつが法務長官の職についているから勢いはあるが、それだけだ。差し向けられる暗殺者どもを捌さばき切る能力はない」

　ぎゃあ！　なんなのよ、もうマジなんなの?!　私、本当に何かしたの?!　ねえ、本当に厄払い忘れただけの理由で、こんな状況に陥っているのかな?!　じゃあ、日本人で厄払い忘れた人は、みんな異世界転移経験するの?!　そんな馬鹿な事あってたまるか！　ふざけんな！　責任者出てこい！　もちろん店長クラスだよ！

「それに、お前が今さら余の保護から外れても既に遅い。一晩ここで過ごしてしまったからな？　一度でも目をつけられれば不安の芽を消そうとするのを止められん。この城を出て、余の保護無しに半刻息をする事ができるかすら保証できんぞ」

「陛下の疫病神！」

「否定はせん」

「開き直りましたね?!」

「余は相当魅力的な存在らしくてな？　後宮で争いは絶えんし、余自身も頻繁に刺客を向けられているから、まあ、許せ」

「許せると思いますか、この疫病神め！　極悪魔王！　純真可憐で繊細な麗しの乙女である私を巻き込んだ分際のくせに！」

　しかも貴様、もしかして意図的じゃないだろうな?!　だったら殺す！　私が貴様を暗殺してやるから首を洗って待っていろ！　アサシン私の誕生だ！　今この瞬間にね！

　私はあまりの怒りと腹立たしさにアサシン私モードの発動カウントダウンが開始されかけていたけれど、ふと早朝の出来事が思い出されて眉をひそめた。

「あれ、でもそう言えば、」

「なんだ」

「陛下ってば、さっき、バルツァーさんに『無価値な異世界の小娘に一体なにが起こるのか』とか『ここにいる限り、せいぜい水を与え忘れたくらいの事しか起きない』とか言ってませんでしたっけ？　え、それってバルツァーさんに嘘をついたってことですか？」

　本当にもう、なんなの？　疫病神に大嘘つきの称号も加えないといけないの？　トリエス王国全国民のみなさーん！　大嘘つき警報が発令されますよー！　ここに大嘘つきが居ます！　国王の皮の被った嘘つき狼がね！

「嘘ではない」

　陛下が軽く肩を竦めた。

「ただ言葉が足りなかっただけだ」

「え？　どういう意味ですか？」

「少しは自分のその頭で考えてみたらどうだ、小娘。あのな、お前が無価値な小娘であるのも本当だし、ここに居る限り水を与え忘れたくらいのことしか起きないのも本当だろう？　ただその言葉の前に、余が護衛の者をお前に付け、お前が不用意に珍獣部屋を出なければ、という言葉が不足していただけだ。あの場ではバルツァーをひとことで黙らせたかったからな。まあ、物は言い様というのかな」

「うわっ！　最悪ですよ、陛下、もう本当最低！　やっぱり純真可憐で繊細な麗しの乙女である私を、意図的に巻き込みましたね?!」

「別に意図的ではないぞ？　お前が庇護と保護を余に求めたのではないか。考えなしだったな？」

　陛下が笑った。

　ヤバイ、マジでムカツク！　殺す！　私が貴様の息の根を確実に止めてやる！　さあ、首を出せ！　その超絶美形顔と胴体をザックリ切り離してやるから今すぐ首を出せ！　誰か出刃包丁を持ってこい！　勿論、山やま姥うばに研がせた切れ味抜群の出刃包丁だよ！　刃渡り二十センチ以上ね！　私の全体重をかけて、陛下の首を胴体から切り離すから！　私、一昨日、日本で最後に測った体重で三キロ増えてたからね！　重いよ！　本来の体重をそれにプラスしたら、本当に重いよ！　重量級だからね！

「そのような訳だ。鍵は諦めろ。その変わり目隠しの仕切りはお前の部屋側にもつけてやる。多少は妥協しろ、小娘」

「……陛下め」

　私は呪わしげな声音を出して、陛下を一滴すら流れているのかアヤシイ希代の陰陽師安倍晴明の血で呪をかけた。

　けけけ、呪われろ！　呪われてしまえ、貴様なんか！　日本のホラーは世界一怖いんだからね！
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「それでひとつめの望みは聞いた。ふたつめはなんだ、小娘」

「ふたつめ……」

　ああ、頭を切り替えないと！　もうこうなったら私は自分の身は自分で護るくらいのつもりで頭を働かせないとね！

　なんていったって、これ以上ないってくらいの厄の発動と、何でか知らないけど疫病神に憑つかれているからさ、私ってば！　もうなんなの?!　どうしたらいいの?!　滝にでも行って修行すれば状況は少しでも良くなるのかな?!　誰か教えてよ！　比ひ叡えい山ざんにでも行くべきだったの?!　教えて、パーシヴァル様！

「はい、陛下、ふたつめ決まりました！」

　私はやっぱり先程と同様、教室で先生に指名してもらいたい生徒のように右手を挙手した。

　陛下がそれに頷き、促す。

「なんだ」

「バルツァーさんちに行きたいです！」

　この日の最大級の溜息を陛下がついた。

　心なしか頬が少し引き攣っている。

　彼は苛いらついたように眉間を揉みだし、紫の瞳に剣けん呑のんな光をちらつかせ出した。

「余はな、小娘。たった今、バルツァーではお前を護りきれないと言わなかったか？　言ったよな？　言ったと思うのだがな？　余の気のせいか？　小娘！」

　陛下が腹の底からの怒声を発した。

　彼はもう我慢がならんな如く、私を強い眼光で睨みつけてくる。

「もう、なんで陛下って突然怒りだすんですか?!」

「お前だ、お前が訳の分からない事を言い出すからだろう?!　話が通じないんだ、お前は！　噛み合わないんだ！　どんなに分かり易く言ってもな！」

　私は陛下の言葉に目を吊り上げた。

　この無礼千万失礼無神経の疫病神男め！　貴様はどの口でそんな事を言うんだ、異能力者が！

「話が通じないのは陛下の方でしょう?!」

「どこがだ！　余のどこに話が通じない原因がある?!　申してみよ、小娘！」

「天才なところがですよ！」

「何？」

「て・ん・さ・い・な・と・こ・ろ・が・で・す！　いいですか、陛下！　私はですね、幼稚園の三年間、小学校の六年間、中学校の三年間、高校の二年間半、加えて学校外で塾に行っているのにもかかわらず、成績はいつも学年で下から二番目なんですよ！　ちなみに一番下は、私の親友の千ち夏なつちゃんです！」

「…………」

「そんな私が、一度目にした事や聞いた事、書物も一度目を通せば忘れないなんていう天才の話す事についていけると思いますか?!　私なんてですね、陛下！　漢字テスト、ああ、漢字とは日本で使われている特殊文字みたいなものなんですけどね？　その漢字テストがあるってんで、愛しのパーシヴァル様との愛の語らいを泣く泣く諦めて、前日に二時間もかけてテスト範囲である五十個の漢字を覚える勉強をしたんです！　それにもかかわらず、翌日、その範囲の中から二十問出題された漢字テストで四問しか正解できなかったんですよ?!　どうです、分かる訳がないでしょう?!　陛下みたいな異能力者が言う事なんて！　私ってば凡人ですもん！」

　陛下が額に手をあてた。

「……それは自慢気に話す事なのか？　小娘」

「え、私がいつ自慢なんてしました？　もう、陛下って本当、言っている事が分かりません。思考回路、おかしいんじゃないですか？　さっきから思ってたんですけどね？」

　陛下の額に青筋が浮いた。

「もうよい。余とお前の間には決して越えられない歴然とした壁が立ちはだかっているのがよく分かった。おそらく永遠にその壁が消える事はないだろう」

「あ、それは私も思います！　だって、陛下ってば、脳のつくりが普通とは違いますもんね！　あーいやだいやだ！　凡人である私は疲れちゃいますよ、陛下の話あ・い・て！」

「小娘っ、……ヘロルド、入れ直せ」

　陛下はじっと何かを耐えるように目を伏せてから、ヘロルドさんに偉そうにまだ中身が残っているティーカップを乱暴な仕草で渡した。

　そんな陛下をヘロルドさんが同情と諦めを含んだ視線で見ている。

　え、なんで？

「で、お前はバルツァーがお前を刺客から護りきれないのを分かっていて、あれの家に行きたいというのだな？」

「はい！　私ってば、バルツァーさんちに遊びに行きたいですから！」

「何？」

　陛下の目が少し見開いた。

「だから、私、バルツァーさんちに遊びに行きたいんです！　ほら、バルツァーさん、私の栄えある薔薇の逆ハー構成団ブルーヘブンの会員番号二番ですしね？　遊びに行かないと、やっぱり」

　それに、なにかあった時の避難経路くらいは確保しておかないとね！　常日頃からの避難訓練は大切だよ！　防災頭ず巾きんをリーザに用意してもらうよう言わないと！　カンパンも厨房に行って貰ってこないとね！

　陛下が拍子抜けした顔をした。

　どうも怒りのゲージが一気に下がったようだった。

「ああ、そういう意味か。……分かり難いな、お前との会話は」

「え、どういう意味ですか？」

「いや、なんでもない。気にするな」

　陛下は言って、顎に手をあてた。

「そうだな……まあ、バルツァーには迷惑極まりない話になると思うが、分かった。あれにはそう遠くないうちに話を通しておこう。護衛つきなら問題はないと思うからな。……たぶんだが」

　お前に関してはどうも自信が持てない、と小さく呟いてから、陛下はヘロルドさんが新たに入れた良い香りを放つ紅茶らしき飲み物を口に運んだ。

　二口ほど飲んでから、彼は一息ついたように肩の力を抜いて、再度、私の方へと視線を向ける。

「ふたつめの望みも聞いたな？　では、みっつめは何にするんだ」

「あ、それはもう決まってますよ！」

　そう！　これはね、もう絶対言いたいんだよね！　今回みたいに棚から牡丹ぼた餅もち的に陛下が望み云々を言わなかったとしても、きっと数日以内に絶対言っていたと思う事なんだよね！　だってもう本当、すっごくすっごく大切な事なんだよ、私にとってね！　これからの私の異世界ライフに必要不可欠だからさ！　私の栄えある薔薇の逆ハー構成団ブルーヘブンの増員活動にも必要不可欠なんだよ！　特に王都在住庶民のイイオトコの勧誘にはね！

「陛下、お小遣いが欲しいです、私！」

　きゃー、言っちゃった！　言っちゃったよ！　お・こ・づ・か・い！　いやーん、なんて魅惑的な響きなんだろう、お小遣いって！　やっぱりさ、多少はお金がないと不便でしょ？　バルツァーさんちに遊びに行くにしても、王都見学するにしても、お金がないと買い食いも出来ないじゃない？　本来なら私は、たとえ異世界であっても働いて収入を得ないといけないのかもしれないけどさ、でもさー、今、私の目の前には、超お金持ちだと思われる陛下が居る訳でしょ？　そんな金かね蔓づるが近くに居るのに、思いっきり利用しない手はないでしょ！　何もわざわざ大変な思いや嫌な思いをしてまで労働力を提供してお金稼ぐ必要ってなくない？　私には手の届くところにＡＴＭがあるんだよ？　Ａ・Ｔ・Ｍが！　それも無尽蔵に引き出し可能なＡＴＭがね！　だって資金源はトリエス王国全国民の税金だから！　きゃっ！　もう最っ高！　トリエス王国全国民って何人くらい居るんだろう！　ねえ、皆、頑張って労働に勤しんでね！　私のた・め・に！　税金を納めまくるのよ！　奴隷の如くね！　よ・ろ・し・く・ね！

「小遣い？」

「はい、お小遣いです！　だって私、トリエスのお金、全然持ってないんですもん！」

　まあ、この世界に持ってきたお財布の中にだって日本のお金はちょぴっとしか入ってなかったけどね！　なにせ諭吉が居ないんだよ、諭吉が！　私は彼を心の底から愛していたんだけどね！　ああ、ゆきちー！

　陛下は少し考えるように眉を寄せて、不可解そうな声音を出した。

「それは構わんが、なぜ金が必要になるんだ、お前が」

「え、どういう意味ですか？」

「どこで金を使う場所が出てくる？　必要な物が出てくれば、リーザかその辺の者でも捕まえて言えばいいだけだろう？　余は別にお前に対する予算的制限をかけるつもりは無いが？　珍獣だしな？」

「そうなんですか？」

「ああ」

「……でもぉ」

「なんだ」

「やっぱり現金は持ってないと、買い食いとか出来ないし……」

「買い食い？」

「はい！　王都に遊びに行った時、私ってば、屋台とかで買い食いしたいんです！　はっふはっふに熱い串くし焼やきとか！」

　焼き鳥みたいの想像してるよ、私！　肉汁垂れているやつね！　大きいお肉が希望だから！　あー美味しそう！　トリエスって七味あるかなぁ？　あれ、焼き鳥には重要だよね？

「…………」

「陛下？」

「……分かった。もう好きにすればいい。幾らが希望だ。許容の範囲内なら言い値でよい」

　いや、何、このステキな台詞！　流石、引き出し無尽蔵なＡＴＭだよ！　陛下最高！　お金持ち大好き！　勿論、陛下自身がじゃないよ！　陛下が握っている金脈がね！　金蔓万歳！　私、人生十八年目にして、お金が出まくる打うち出での小こ槌づちをどうやら手にいれたみたいだよ！　いっぱい振ってみちゃおうかな！　さあ、トリエス王国全国民よ！　私の打出の小槌に税金という名の栄養を注ぎまくりなさい！　お前たちの年収の九割は納税ね！　そしてお前たちは、残りの一割で細々と生活をしていけばいいのよ！　パンが無ければケーキを食べればいいじゃない、の如くな発言を私は平気でするような人間だよ！　うふふのふ！　だって私、このトリエスにフランス革命もどきが起こったって、痛くも痒かゆくもないからね！　革命が起こったら他国に逃げるから！　もうね、逃げるのは得意なの、わ・た・し！

　私は陛下の言葉にそれはもうウッキウキになって、口元に両手で簡易メガホンの輪を作った。

「きゃっ！　陛下太っ腹ですね！　流石国王陛下！　よっ二枚目！　トリエス屋！　いいよいいよ！」

「……不思議だな、お前に何か言われると、一度発言した事も即刻取り消したくなる」

「や、なに言ってるんですか！　綸りん言げん汗の如しですよ、へ・い・か！」

「まあよい。それで幾ら欲しい」

「うーん、そうですねぇ。こちらの貨幣価値が分からないからイマイチ判断し難いんですけど、向こう基準で考えてー…」

　金貨は十万円、銀貨は一万円かなぁ？　銅貨は千円？　いや百円くらいかな？　疫病神第二位に降格したパパは、しがない中小企業の課長代理という中途半端、且つ、あまり意味のない立場で、そのパパに貰っていたお小遣いは月五千円。陛下の職業は国王だから、この際、超強気に倍額を要求して───。
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「銀貨一枚？」

　私のその言葉に、陛下は呆気に取られたような顔をした。

「……小娘」

「はい」

「それでよいのか？」

「あ、多いですか？」

　私は焦った。

　やばい！　ちょっと強気すぎちゃったかな?!　あまり高額を要求しちゃうと、逆にくれなくなっちゃう可能性は大だからね！　まずかったかなぁ？　そういえば私ってば、トリエスでは珍獣だったんだ！　人外だったの忘れてたよ！　珍獣は人並みに要求しちゃいけなかったのかも！　どうしよう！　銅貨五枚くらいにした方が良かったのかな?!　今からでも訂正していいのかな?!

「……いや、お前がそれでよいのなら、毎月その額を支給するよう申しつけておこう」

　陛下は何故か疲れたような目を私に向けて、ぽつりと言った。

「え、いいんですか?!」

　銀貨一枚もだよ?!　一万円だよ?!　諭吉ひとり分だよ?!

　私の心配を余所にあっさりと陛下が了承してくれたのに、私は小躍り状態で椅子に座りながら万歳三唱をした。

　陛下の金脈最高！　トリエス王国全国民の納税万歳！　私の幸運に乾杯！　誰かシャンパン持ってきて！　添え物にフルーツは必須だよ！　オレンジやストロベリーがいいかな！

「もうすっごくウキウキですよ、陛下！　ありがとうございます！」

「……ああ」

「私、なに買おうかな！　なに買ったらいいと思いますか？」

「さあ？」

「諭吉ひとり分かぁ」

　ああ、もううっとり！　これが日本でのことだったら、私ってば、パーシヴァル様の限定版等身大抱き枕を絶対買ってたのに！　あれ、高いんだよね！　布と綿しか使っていないくせに、諭吉ひとりじゃ足りないくらいの値段するんだよ！　欲しくて欲しくて仕方なかったのに、私のお財布の中身といったら、パパにお小遣いを貰った時こそ一いち葉ようちゃんがひとり居るけれど、彼女、私の財布があまり好きじゃないみたいで、すぐに英ひで世よとバトンタッチしちゃうんだよね！　もう一葉ちゃんと私との相性は最悪なんだよ！

「やっぱりまずは買い食いですよね！　王都の屋台でオナカいっぱい食べたいです！」

「……そうか、良かったな？」

「はい！　陛下、王都の屋台でお勧めなところあります？」

「……さあ？　余は殆ど城から出ないからな。よく分からん」

「え、陛下ってもしかして引き籠り？　ダメですよ、へ・い・か！　ちゃんと世間は知っておかないと！　そういう世間知らずのお坊ちゃまが政権握ると、ろくな事にならないんですよね。あっちの世界の某フランスという国では、パンが無ければケーキを食べればいいじゃないと言ったと流布されちゃった王妃様が居て、国民の反感かっちゃったんですよ？　そんな彼女は断頭台へとおくられちゃったんです！　革命ですよ、陛下！　この革命で某フランスは王政が崩壊しちゃったんですから！」

　まあ、実際はその王妃様が言った訳ではなかったみたいなんだけどね？

　陛下の口角がひくりと引き攣った。

「お前にまず聞きたい事があるんだがな？」

「はい、なんですか？」

「余は一度でもお前の前で、パンが無ければケーキをなどといったような世間を知らないと匂わせる発言をしたか？」

　私は陛下のその言葉に、ぷっと噴き出してしまった。

　だってさー、今さら何いってんの、こいつ？　な世界でしょ！

「なに言っているんですか、陛下。陛下が世間知らずなのはもう周知の事実じゃないですか」

「何？」

「何も糞もヘチマもありませんよ！　王国の第一王子として生まれて、王位継承者として何不自由なく暮らし、八歳で国の頂点の国王陛下になったんでしょ？　そんなダイヤモンド付きプラチナ箱入りお坊ちゃまが世間知らずでないはずがないじゃないですか！」

　ダイヤモンドにも負けない陛下の紫の瞳に、大量殺さつ戮りく中です！　といったような殺気が漲みなぎった。

「偏見だろう、それは！　小娘！」

「偏見なんかじゃ全然ありませんよ！　トリエス王国全国民全員一致の意見です！」

「いつそんな国民の意見をお前が聞いた?!　昨夜この世界に来て、お前は城の中どころか、数部屋のみの範囲でしか行動していないんだぞ！」

「お城を出てなくたって、国民に会ってなくったって分かりますよ、そんなの！　だって私ってば希代の陰陽師安倍晴明の血を引いてますからね！」

　たぶんだけどね！　一滴の一万分の一かもしれないけどね！

「何？　希代のオンミョウジ、アベノセイメイの血？」

　陛下は殺気を瞳に漲らせながらも、不可解そうに眉を寄せた。

「そうです！　私は彼の血を一滴でも引いているかもしれないから、その受け継がれたかもしれない能力で分かるんです、国民の気持ちがね！　陛下は世間知らずだよぉー、世間知らずだよぉーって国民は私にずっと脳波を送っていますから！　ちなみに希代の陰陽師安倍晴明はですね、異世界日本の平安時代の人で、あ、平安時代は今から約千二百年前の、三百九十年間続いたひとつの時代区分の事なんですけどね？　その平安時代に呪術や陰陽道という技術に関して卓越した知識を持っていた陰陽師という職業だった人のことですよ！　安倍晴明は物凄く有名な人で、すっごい力の持ち主だったんですから！」

　映画で観たよ、彼の実力をね！　式神だって操っちゃうんだよ！　ちなみにトリエス王国で私が持っている式の第一号はバルツァーさんだから！

「……もうよい。お前の話を真面目にとるだけ馬鹿を見るのを失念していた」

　陛下はどうしようもなく苛立ったように、黄金のサラサラストレートな髪をガシガシと国王らしくない振る舞いで掻き乱した。

　そして何度か深呼吸すると、彼はヘロルドさんの方を見遣る。

「ヘロルド、そろそろ昨日呼ぶよう申しつけた者は来るか？」

「細工師でございますか？」

「ああ」

「はい、あと半刻ほどで陛下の執務室の方へ直接くるよう手配しております」

「そうか。……行くか、もう」

　これと話すくらいなら細工師を待っていた方がマシだ、と陛下はぼそりと呟き、席を立った。

　それに私はちょっと焦る。

「あ、ちょっと陛下！」

「暫くお前とは会話を交わしたくはない」

　もううんざりだ、といった感じで彼は吐き捨てた。

「いや、すぐ済みますから、ちょっとだけ聞いて下さいよ」

「…………」

「短気男認定しますよ？」

　ついでに短小男認定も下してあ・げ・よ・う・か？

「……申せ」

　陛下は今まで座っていた椅子に再び座る事はせず、その傍らに立ち、背凭れに右手を置いた。

「昨日の夜の事なんですけどね？」

「ああ」

「バルツァーさんやリーザ、ラードルフさんたちが帰った後、珍獣部屋で変なレバー見つけたんですよね。それってば床に予告なく出っぱってて、私、それに躓いて、思いっきり足の小指ぶつけちゃって痛いの何のって！」

「ればー？」

「あー…なんて言えばいいんだろう？　一点の軸に棒がついてて、それを回転させようと思えば回転できそうなやつです」

　陛下は私の言いたい事を考えているのか、空気を見るように視線を横に逸らした。

「梃子てこ、槓こう桿かんのようなものかな。……あったか、そんなものがあの部屋に？」

「ありましたよ！　ね、リーザ！」

　話を突然振られたリーザは目をぱちくりと瞬かせて、少しだけ首を傾げた。

「……いえ、わたくしは存じあげませんが。今朝もそれらしきものを目にしてはおりません」

「え？」

　いや、なに言ってるの？　リーザってば！　あったじゃん、部屋の真ん中にでんと！　陛下だってさっき珍獣部屋に居たのに、何を見てたの？　もしかして近視？

「お前の気のせいではないのか？　頭もおかしいし、目も悪いのだろう、きっと」

　ああ、この男、いつか絶対に絞める！　捻ねじりも入れて、首を捻じり切るからね！　覚悟しろ、陛下め！　ぶっちぶっちにするからね！

「あ・り・ま・し・た！　じゃあ、今、見に行きましょうよ！」

　そう言って、私が陛下の腕を引っ張ろうと、立ち上がった時である。

　陛下の部屋の廊下側の重厚な扉の向こう側から、ノック音が聞こえた。

「陛下、お食事中失礼いたします。お呼びの者が執務室の方へ参りました」

　陛下は扉の向こうへ辛うじて聞こえるくらいの声を出した。

「分かった。すぐに行く」

「御意」

「という訳だ、小娘」

　そう言うと陛下は、全ての意識を切り替えたかのように椅子から手を離した。

「え、ちょっと待って下さいよ、陛下！」

「待つ理由がない」

「すぐ済みますから！」

「くどい！」

「ちょっと！」

「…………」

「え、陛下、なんで無視して部屋を出ていこうとするんですか？　ちょっと、そこのヒヨワ系男子！　私ってば草食男子派じゃないんですけど、仕方ないしホッぺにチューしてあげますから、待ってってば！　ねえ、へ・い・か！　ちょっとそこの短小真性包茎男！」

　陛下の額にビシッと青筋が走った。

　彼はギッと擬音が聞こえるような勢いで私を振り返る。

「小娘！」

「あ、振り向いた！　ささっ、珍獣部屋のレバー見にいきましょうよ！　絶対ありますから！　私、昨日そのレバー回そうと思ったんですけど、なんだかすごく固くて回らなかったんですよね。陛下、国王だから肉体労働とかした事なさそうですけど、レバーくらいは回せるでしょ？　仮にも男なんだし。短小真性包茎かもしれないですけど！」

「……小娘、お前」

「さ、そうと決まったら、レッツラゴーですよ！　ほら、陛下、なにトロトロしてるんですか。意外とドンクサイですね、いやだなぁ、もう草食系男子って！　このモヤシっこ！」

「……余は少なくとも国王でな？」

「知ってますよ、そんなの」

「という事はだ。これから執務やら謁見やらがある事くらい想像がつくだろう！　お前の頭はやはり鶏か何かなのか?!」

「珍獣でーす！」

　何回も言ってるじゃん、私ってば珍獣だって！　ていうか自分で私を珍獣認定したくせに！

「っ！　───もうよい。リーザ、部屋から一歩も出すな」

「え。いやだ、陛下！　私はこれから銀貨握り締めて王都見学するんですから！　なに言っているんですか！　それで屋台でおいしいもの食べて、で、ステキな出会いを探すんですよ！　私の栄えある薔薇の逆ハー構成団ブルーヘブンの構成員のスカウトをしに行かなければならないんです！　名付けて、まずは物色してみよう、王都在住庶民のイイオトコ探索大作戦です！」

「阿呆か！　誰が城を出る事を許可した！　しかもつい今し方、言ったよな?!　お前には護衛の者を付けなければならないと！　まだ付いていないだろう?!　どこにもな！」

「横暴！　陛下の非人道冷酷変態極悪鬼畜ドＳ破壊魔暴力男天上天下唯我独尊超俺様甘党独裁者！」

「長い！　まずはそのお前の非常識を少しでも改善するべく、リーザに教育でもしてもらえ！　リーザ！」

「はい、陛下」

「縛り付けてでも、あの軽そうな頭にこの世界の常識を叩き込め！　場合によっては殴る事も許可する！　いや、殴って躾しろ！」

「畏まりました」

「ひどい！　虐待反対！　珍獣保護法第四条の順守を要求する！」

「言ってろ！」

　陛下は主張する私を殺さんばかりの眼光で睨みつけてから、足音荒く部屋を出て行った。










　陛下が部屋を出て行って、ヘロルドさんがその後を急いで追って。

　リーザが私に「あまり食べておられませんからデザートだけでもきちんとお召し上がり下さい」といって、私を再度食卓の前に座らせた。

　そんな優しいリーザなんだけれど───。

「縛ったり殴ったり、勿論いたしませんからご安心なさって下さい、珍獣様。さあ、この果物など如何でございますか？　甘くて美味しいですよ？」

　そういって彼女は、メロンに似た果物をフォークで一口サイズにして刺し、私の口元へと近づけた。

　そして口を開かせる為なのか、私の顎下を猫にやるみたいに指で撫なで続けるリーザに、私は絶句する。

　まるで愛あい玩がん動物にでも食べさせようとするかの如くの彼女が、一番私を珍獣扱いしているような気がするのは気のせいでしょうか？

　ねぇ、教えて！　私の心の中の唯一絶対神パーシヴァル様！







６章　陛下と私と秘密の小部屋　前編
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　日本時間で言ったら、たぶん夜中の一時半くらいなんだと思う。

　異世界トリエス王国王都の夜はしんと静まりかえっていて、夜空を見れば満天の星と、要所要所に置かれた篝かがり火びが照らし出す王城の姿が幻想的な、異世界日本人である私にはちょっと感動してしまう、そんなファンタジーが入った夜だった。

　───なんて、それは私が起きていたら感じるのだろうけれど、というのが大前提の話なんだけれどね？

　昨夜の事を入れなければ、異世界トリエス王国に来て初日。

　これまでの人生で体験した事のなかった出来事のせいで、この夜、私は大いに疲れ果てていた。

　たとえるのなら、遊園地で絶叫系の乗り物を五十回連続で乗ったとか、元日に明治神宮へ初はつ詣もうでに行ってもみくちゃにされまくったとか、軽い気持ちで東京マラソンに参加して途中で雨が降って散々な目にあったとか、そんな疲れ具合だ。

　勿論私の場合は体が疲れていたというよりも、むしろ精神的な事であったのだけれど。

　なにせ私は、珍獣部屋と王の部屋以外は廊下ですら一歩も外へ出る事を許されていなかったからね、今日は。

　そんな訳で夢も見ずにぐーぐー寝ていたのに、こんな夜中に機嫌が頗る悪そうな声が無慈悲にも私の耳じ朶だを打ったのだ。

「……お前が何故、自分の部屋で寝ないのか聞きたいんだがな、余は」

　そう問われ深い溜息が聞こえると、ぬくぬくと包まっていた上掛けを強引に奪われ、私の肩の後ろと膝の後ろに腕が差し入れられた。

「……ぅ………」

「お前の部屋は珍獣部屋だ。いいか、出入りの自由は許すが、ここはあくまで余の部屋で、余の寝台である事を理解しろ」

「……ぁ、へい……か？」

「持ちあげるぞ？　今日は疲れているんだ。手間をかけさせるな、小娘」

　言って、陛下の腕に力が入ったのが分かった。

　持ちあげられる時、陛下と私との距離がぐんと縮まり、空気が流れて、私の鼻に陛下の纏う微かな匂いが入る。

　その匂いは私がこれまで嗅かいだ事のない匂いで、高貴さを感じさせる香水かなにかの匂いだった。

「あ、」

「なんだ」

「いい匂い。陛下、後宮帰りですか？　いいですね、楽しみがいっぱいあって」

　本当にうらやましい。私はね、私はですね、陛下。今日はもう散々だったんですよ！

　私はだんだんと覚醒してくると、この男に文句のひとつでも言いたかったのを思いだす。

　ああ、もう今日は本当に酷い日だった。

　顎とオナカの痣を発見して、鼻から牛乳芸をも披露し、朝っぱらから陛下に泣かされ、部屋に閉じ込められて、挙句、これまでの人生には全く無縁であった出来事が私に押し寄せたのだ。

　そう、全て貴様のせいだ！　陛下め！　この厄病神！

「今の今まで執務室でルドルフ……この国の宰相だが、あれとこの時間まで額を突き合わせて仕事をしていた余に、よくもそんな台詞が言えるとお前のその軽い頭の中身に聞いてみたいものだな。───とにかく部屋に戻れ」

「ややっ、駄目です。部屋には戻れません」

　ちなみに頭は軽くないからね！　失礼な！

「何？」

　陛下の腕の中から脱する為に、私は彼の胸に手を置いて支えにして、勢いよく飛び下りた。

「おい」

「私の部屋、異臭がしますよ、今」

「異臭？」

　陛下が形の良い眉をひそめた。

　疲れているとは言っていたけれど、彼の容よう貌ぼうは相変わらず女性にも喧嘩を売っている程の美貌で、少しも損なっているようには私には見えなかった。

「何故？　異臭とは何の臭いだ」

「なんの臭いだかは知りませんよ。けど、原因は小瓶の中身のせいです」

　相変わらず透過率がよろしい寝衣がトリエス王国製もっさりカボチャパンツのせいで少々持ちあがってしまったので、私はササッと直す。

　ああ、このカボチャパンツ、本当になんとかしたいよ、私。

　やっぱりさぁ、ランジェリーショップ『い・ち・ご』は開店するべきだと思うんだよね。売れると思うんだけどな、私。陛下、本気で出資してくれないかな。株主配当は良心的にするからさ。陛下に損は絶対させないよ、私ってば。

　勿論、『貞操帯・陛下もメロメロ』はオープン記念に付けるし、リピーターを確保する為にポイントカードも作ろうと思うんだよね。必須だよね、ポイントカード！　やっぱりさ、お得感は出さないと！　それは日本でもトリエスでも、共通のお客心だと思うんだよね。トリエスだと家電量販店のようなポイントの付け方は機材がないから出来ないとして、スタンプくらいは押せると思うんだよ。偽造防止の加工は、まだ見ぬ王室専用の細工師にでもやってもらって、スタンプ十個で日本の貨幣価値でいう五百円引き、スタンプ三十個でトリエス王室印のお好きなコスメ千円分、スタンプ五十個で二十分のフェイシャルエステ、百個で三十分のフェイシャルにデコルテまでプラスして、二百五十個で城のサロンでドレス貸し出しティータイム体験、五百個ではドレス貸し出しのアクセも貸し出し、プラスメイクと髪のアップ付きで舞踏会ご招待、して千個で陛下と握手、肩抱き付きで決まりだと思うんだよ！　一万個を集めたツワモノには陛下によるお姫様抱っこもいいよね！

　陛下って性格は最悪の魔王様だけど見た目だけは物凄くいいから！　乙女の夢を体現した理想的な白馬の王子様だからさ！　いけると思うんだよ、本気でね！　私、コスメとエステ分野にも手を出そうとしているから！　いくよ、私は！　トリエスでは未開拓と思われる分野に片っ端から手を出していくからね！　目指せ、諭吉ウチワの諭吉風呂だよ！　札束で頬を叩くからね！　私は諭吉を本当に心の底から愛しているから！　世の中、お金だからね！　だから陛下、私にと・う・し・し・て！

　陛下が私の言葉に黄金の格子扉の方へと視線を向けた。

　格子扉は今は直接は見えない。

　異臭が陛下の部屋に入らないように鈍重な仕切りのカーテンを私がきっちりと引いたからだ。

「多少嗅いじゃったんですけど、とりあえず死んでないから即死系の毒ガス発生物では無かったみたいです」

　首を傾げて私がそう言うと、陛下が少し呆れ気味な声を出した。

「死んでいたら問題だろう？　なにを呑のん気きな分析をしているんだ、お前は。詳細を言え」

　そう言って、陛下は何故か私の頭を鷲掴みにすると、出会ってからの僅わずかな間に二回経験済みの、言うなればアイアンクローを私に思いっきり噛ましてきた。

　アイアンクロー。

　それは、正面に居る相手に対し、その頭を包み込むようにして手で掴み、相手の両蟀谷を挟み込むようにして締め上げる完全なるプロレス技である。

　ていうか何故、私にプロレス技を?!　しかも何故今?!　それも三度目だよ、三度目！　まだ陛下と出会ってから、ようやく一日弱経っただけなのにね！

「い……痛い痛い痛いっ！　痛いですよ、このドＳ陛下っ！」

「どえす、か。そういえば、それの意味をまだ聞いていなかったな？」

「そんな事はどうでもいいんです！　何で突然プロレス技を私に?!」

「ぷろれすわざ？」

　陛下の手に更なる力が加わった。

　痛いよ、本気で！　本当になんなんだよ、貴様は！　このドドＳ変態極悪魔王め！

　私はあまりの痛みで涙目になりながら、持つ力の全てを目力にして陛下を睨み上げた。

「この今やっている行為の事ですよ！　なんで私の頭をギリギリと掴みあげるんですか?!」

　陛下が底意地の悪い笑みを薄らと浮かべた。

　それはもう、性格の悪さを如実に表したような笑みだ。

　ていうか貴様、何故だか知らないけど相当ストレス溜まってるだろう?!　それを私にぶつけてんじゃないの、もしかしなくても！

「掴みやすそうだからか？　お前のその中身の無い軽そうな頭がな」

「くぅ！」

　当然、私は怒り心頭だよ！　当たり前だよね?!　今、この時点で、私は何にも悪い事してないよね?!　この世界の全人類にアンケートを取ったって、絶対、私が悪くないって結果が出るはずだ！　百パーセントの確立でね！

　私は息を深く吸い込んだ。

　それはこれからの私の行為に勢いをつけるためだよ！　勿論ね！

　私は涙が出そうな───というか既に一粒出たよ！　───陛下のアイアンクローを精一杯耐えつつ、吸い込んだ息を止め、空いている右手を一度、肘を曲げて後ろに引き、歯をギリギリ音がせんばかりに噛みしめながら勢いよく前に突き出した。

　私、何したと思う？

「っ！」

「くらえ！　プロレス界の破廉恥技、その名を、玉砕！」

「っ……小娘っ！」

　陛下が喫驚と苦痛の声を出した。

　私はその声音に先程陛下が浮かべたものに負けないくらいの底意地の悪い笑みをニヤリと浮かべてみせてから、とあるモノを鷲掴みした手に更なる力を入れる。

　それは私が持ちうる渾身の力と言っていいよ！　スポーツテストの握力測定でもここまで真剣に出した事はないってくらいの力だからね！

　陛下の私の頭を掴む力が、ふと緩んだ。

　私はその隙に彼の手から姿勢を低くする事で頭を引っこ抜き、とあるモノを掴んでいた手を外して、陛下の両大腿を掴み持つ。

　そして───。

「更にくらえ！　急所ニースタンプ！」

　そう叫ぶと、陛下の急所めがけて私は思いっきり膝を叩きつけた。

　所謂、金的攻撃二連発というやつだった。










　とんとんとんとんとんとんとん。

　更に、とんとんとんとん、とんとんとん。

　私が陛下の急所を握り、膝を叩きつけてから約三分が経過した。

　突然夜中にプロレス技の応酬をした陛下と私のその後といえば、陛下は寝台の縁ふちに両手をついて前屈みになって無言でじっとしていて、私は彼の後ろから左手で軽く腰を叩いてあげていた。

「…………」

「…………」

　とんとんとんとん、とんとんとん、とんとんとんとん、とんとんとん。

　陛下の額には、先程から脂汗みたいなものが薄らと滲んでいる。

　私ってば陛下が額に汗するのを初めて見ました。

　初めて見たんだけど、やっぱり陛下ほどの超絶美形ともなると、原因が急所攻撃による脂汗とはいえ、なんとも色っぽく見えるのに神の不公平を感じる。

　私は溜息をついた。

　本当に神様って不公平。私が汗なんてかいた日には暑苦しさしか感じないのに。デオドラントシートって必須だよね。トリエスにもあるといいけれど、無理だよね、こればっかりは。あー…ドラッグストアが欲しい。

「陛下、大丈夫ですか？」

　先程から無言で微動だにしない陛下に私は声をかける。

　大人しく腰を叩かれ続けているという事は、きっと相当辛いんだろうなと予想する。

　まあ、当然かな。なんていったって私の金的攻撃は筋金入りだからね。ゲーム風に言えば、レベル四十五は堅いよ？

「…………」

「下りてきました？」

「…………」

「ねえ、へ・い・か！　もしまだ元の位置に戻っていないんだったら、その場で軽くジャンプした方がいいですよ？」

　野球選手とかよくやっているよね？

　相変わらず無言のままじっとしている陛下に私は再度溜息をつくと、彼の腰を軽く叩き続けつつ、時折、擦ってあげる動きも追加してやる。

　とんとんとんと、何処か虚しい音が陛下の部屋に響き渡る中、それ以外、城の中も外も本当に静かで、今夜は実に穏やかな夜だった。

　一体、私たちって何をしているんだろう、真夜中に。

　そう思ったのはきっと私だけじゃないと思う。私に腰を叩かれ続けている陛下だって、心の中では思っていると思うんだよね。ていうか思っていなかったらおかしいよ！

「…………」

　私は無言状態な陛下の俯いた顔の前に右手をもっていき、にぎにぎと動かした。

「…………」

「陛下、安心して下さい」

「…………なにをだ」

「あ、声、出るようになりました？」

「……ああ」

「陛下、うちのパパとお兄ちゃんよりも大きかったです。今朝は短小とか言ってごめんなさい？」

「…………」

「パパはともかく、うちのお兄ちゃん、常々『俺の息子は大きいんだぞぉ！』って自慢していたんですけど、陛下に比べたら全然でした。お兄ちゃん、相当自信を持っていて、いつもお風ふ呂ろ上あがりに素っ裸で歩く露出狂だったんですよね」

「…………」

「そんで、『ぞーぉさん、ぞーぉさん』って歌いながらリビングのソファーに座っている私と妹の頭の上に、『ほら氷ひよう嚢のうだぞぉ！』とか『ちょんまげ！』とか言って乗せるんですよ、その息子を。ママがそれに一度切れて、お兄ちゃんの事、大根で後頭部を思いっきり殴った事があるんです。お兄ちゃん、全裸で気絶しちゃって意識が戻らなくて、救急車まで呼んだ事があったんですよ。ああ、ちなみに『ぞぉーさん』は向こうの世界の鼻の長いゾウという動物の事で、その長い鼻の部分が息子にたとえられる事があります。で、『氷嚢』は氷や水を袋に入れて患部を冷やすもので、『ちょんまげ』は、古代日本の男の人の髪型で、頭の上にその息子を乗せた形に似ている髪型の事です。『救急車』はトリエスで言うとなんだろう？　とにかくお医者様のところに連れて行ってくれる馬車みたいなものですかね」

「……お前の兄は、妹にそんな事をするのか」

　理解出来んと呟いてから、陛下は一度深呼吸をすると、腰を叩いていた私の手を避けて寝台に腰を下ろした。

「もうよい」

「上がったの、元の位置に戻りました？」

「…………ああ」

「陛下、今朝、刺客によく狙われるって言ってたじゃないですか」

「なんだ、いきなり」

「だから、私が今したような金的攻撃の対処方法、ちょっと身につけた方がいいですよ？」

　痛がっている間に殺されちゃうからね？　少なくも私、今の陛下なら殺せたと思うよ。背後からナイフでプスリとね？

　陛下は大腿に肘を乗せ、左右の指を交互に組んで、疲れたように額を乗せた。

「……お前だけだ。余にこのような事をするのは」

「え、本当ですか？　またまたぁ」

「………他に誰が居ると思うんだ、お前は」

「うーん、とりあえず陛下の愛妾さんたちとか？」

「……あれらはだいたいが互いに潰しあっているだけだ。余に危害を加える意思を持っていても、毒殺か、行為の最中か事後に刺殺くらいがせいぜいだろうよ」

「うわ……おちおち一緒の寝床で寝てもいられないですね、それじゃ」

「だろう？」

「でもでも、」

「なんだ」

「向こうの世界に比べたら、男としてはマシなんじゃ？」

「どういう事だ？」

「向こうの世界ではですね、ああ、日本という範囲じゃなくて世界規模での話なんですけど、怒った女の人による男性器切除とか、男性器爆破とか、そんな話、定期的に出てきますよ？　切除したモノをゴミとして出された事もあるんですから！　お兄ちゃんなんてそういう話題が出て来ると、身を震わせてましたもん。『恐ろしい……』って」

　お兄ちゃん、ただでさえ自分の息子に自信満々だったしね？

「……余もお前の兄にその点は同感だ。お前の世界には行きたくないな」

「え、いい世界ですよ？　お金さえあれば私の愛する母国日本なんて、これ以上ないってくらい快適で娯楽に満ちてますもん」

「そうか、良かったな」

　陛下は気の無い風に言うと、組んだ手の上に乗せていた顔を上げ、腰に手を当てながら背筋を少し伸ばした。

　どうやら復活してきたらしい。

「もうこの件はここで終いにしよう。それより先程の異臭の話だが、詳しく話せ」

「あー…もうね、この事では陛下に言いたいこと山盛りてんこ盛りなんですよ！」

　私は目を鋭くして陛下を睨め付けると、彼の横にドスンと勢いよく腰を下ろした。

　その反動で陛下の寝台がたわむ。

「……もう少し静かに座れ」

「あ、もしかして響きました？」

「…………」

「ごめんなさい？　まあそれはそれとして、」

　私は後ろ手で体を支えて、今は薄暗くてよく見えない陛下の部屋の豪勢な天井に顔を向けた。

　陛下の視線を横から感じながら、私は今朝、彼が部屋から去った後の事を思い出しながら、陛下に今日一日の出来事を話しだした。










27




　リーザに珍獣扱いされながらもフルーツを粗方胃の中におさめて暫く経ってからの事だ。

　陛下の部屋側の格子扉の方ではなく、縦幅が異様に低い廊下側の扉が控えめにノックされた。

『珍獣様、リーザさん、ヘルミーネでございます。珍獣様の本日のお召し物を持って参りました』

『ヘルミーネ？』

『珍獣様に今日からわたくし同様お仕えする者でございます。ご紹介させて頂きますね。少しお待ち下さいませ』

　私の疑問の声にリーザは美しい微笑みを顔に乗せて答えた後、彼女は楚そ々そとした動きで扉の方へと向かい、開けた。

　そして私の視界に入ったのは───。

『うわっ！』

『珍獣様？』

『？』

『あ、あの？』

『どうされたのでしょう、珍獣様は』

　私の後に続く声は四つ。

　ひとつはリーザで、後は新規に増えた三人である。

『なになになに?!　この花の妖よう精せいの双子みたいな二人は！　して、もうひとりもヤバイよね？　そのセクシーっぷりは男悩殺系だよね?!』

　私の驚きは当然だよ！

　リーザが清楚系美女だったら、他の新規三人は、艶つやのあるふわふわした金髪に優しい色合いの青い瞳を持つ年齢は私より少し下、そうユーリウス少年と同年と思われる双子らしき美少女二人組と、もうひとりは胸元がはちきれんばかりのダイナマイトな胸を持つボンキュボンな赤髪巻き毛に琥こ珀はくの瞳の悩殺系美女だ！

　やっばい、あの胸にあやかりたい！　ていうか顔を埋めてもいい?!　柏かしわ手で打っちゃうよ、私ってば！　二拝二拍手一拝だよ！










「かしわで？」

「もう陛下ってば、話の腰を折らないで下さいよ。柏手っていうのは、神社や神道の祭さい祀しとか、日本で大昔から信仰されてきた神道という宗教で、それに拝する際に行う行為の事です」

「ほう？　それで、何故お前はそのカシワデを打とうとしたんだ？」

「え、羨うらやましい限りの豊満な超特大級の爆乳にあやかりたいから以外に何の意味があるっていうんですか？」

「……気にしているのか、お前は」

「当然じゃないですか！　貧乳判定下っているんですよ、私は！　加藤と陛下にね！」

「カトウ？」

「向こうの世界で、同じ学校で机並べて勉強していた同級の男子学生ですよ。あいつ、下着の中に手を入れて私の美乳を直接揉んで、挙句に貧乳判定下したんです！」

「手を入れられた？　直接？」

「はい」

「小娘、お前、未婚だよな？　今朝、まだ見ぬ未来の旦那と申していたし」

「そうですよ？　彼氏も居ませんでした。パーシヴァル様が居たから別に構わなかったんですけどね？」

「妄想の住人パーシヴァルか。……お前の世界は余にはついていけそうもないな」

「え、パーシヴァル様は妄想の住人なんかじゃありませんよ！　失礼な！　それにですね、私の方がこの世界についていけそうもないですよ！　ていうか陛下さ！」

「なんだ」

「この世界って何でこんなに美男美女率が高いんですか？　まだこの世界の人間の数人にしか会っていないのに、陛下といい、リーザといい、新規三人組といい！　ヘロルドさんだって若かりし頃は相当な美青年だったのがありありと分かるロマンスグレーっぷりですよね?!」

「……さあ？」

「あー…やってらんない！　私の同類はバルツァーさんだけです！　彼なら私の気持ち、分かってくれると思いますもん！」

「お前、それはバルツァーに対して失礼以外の何物でもないだろう？」

「そうですか？　まあいいです。それより話を続けますよ？」

「いいのか？　……まあよい、続けろ」










　私が部屋に入ってきた三人の美女美少女っぷりに驚き慄いていると、三人はそれぞれ私に向かって礼の形を執った。

『珍獣様、本日より珍獣様付きになりましたヘルミーネと申します』

『同じく、珍獣様付きとなりましたルイーゼと申します。侍女となりまだ日が浅く、不慣れな点で珍獣様にご不便をおかけしてしまうかもしれませんが、ヘルミーネ共々宜しくお願い致します』

　そう言って妖精たちは、花がバババッと咲き誇るかのような微笑みを見せた。

　私はもうただただあまりの美少女っぷりに絶句するしかない。

　そんな私を置いて、もうひとりの悩殺系美女も私に礼を執りながら、自己紹介をしだした。

『アニと申します。私は城の針子をしておりまして、本日、珍獣様のお召し物の裾上げをさせて頂きました。他にもお直しの必要がおありになるとお伺いしましたので、参りました次第でございます』

　そう言って彼女、アニと名乗る悩殺系美女は艶然と微笑んだ。

　ひぃー！　もうなんて事だろう！　私が男だったら絶対にアニに貢物してるよ！　給料の全てを使って彼女の好みそうなブランドの新作を用意して、予約がなかなか取れない店を頑張って予約して、ちょっと酔わせちゃったりして、んで、一流ホテルのスイートに連れ込んで、気分が良くなった彼女を即ベッドに連れ込むよ！　押し倒すからね！　それしかないでしょ！　アニという悩殺系美女を前にしたらさ！

　そして、そこまでうまく事が運んだら、あとはヤりまくる！　ひたすらヤりまくるよ！　空砲になるまでね！　当たり前だよね?!　投資はきちんと全回収、それ基本でしょ！

　ベッドまで彼女を連れ込む事に成功したのなら、アニが泣き叫ぼうが何しようが、既にそこは完全なる密室。

　嫌がる彼女の手首をベッドの端に括りつけて目隠しして、そして───。










「……小娘、話が脱線している」

「もう、陛下！　話の腰を折らないで、ってさっき言いましたよね？」

「このまま大人しく聞いていたら、お前の妄想は、そのアニとやらを犯罪紛いの方法でどうにかしようとするのだろう？　それを延々と聞かされるのだけは勘弁してくれ」

「犯罪紛いって失礼な！　投資の回収行為は当たり前じゃないですか！　ここまでお膳ぜん立だてした女をヤりまくって、犯しまくって何がいけないんです？　のこのこ罠にかかってついてきたアニに問題有りなだけじゃないですか！　軽率な考えなしの行動は、己の体で責任を持って支・払・え・で・す・よ！」

「……お前な、今のような言葉はお前のような年頃の娘が言う事ではないだろう？　それに軽率で考えなしな行動とは、お前にこそ言えるのでは？」

「なに言っているんですか！　私の何処が軽率で考えなしだと?!」

「全てだ、全て。お前の上をいく軽率な者などそうそう居ないと余は思う」

「あー…本当に陛下ってムカツク！　陛下だってアニを目の前にしたら発情するくせに！」

「誰がするか！」

「しますよ！　絶対！　涎よだれとか垂らしちゃったりして、カクカクしまくりなんじゃないですかね！」

「小娘っ。……もうよい、とにかく早く異臭の話までいってくれ」










　新規三人組が珍獣部屋を訪れてから半刻くらい経った頃、私がこれまでの十八年の人生において全く無縁であった出来事の第一段が起きた。

　私とリーザ、ヘルミーネ・ルイーゼの双子の妖精とアニの五人で、私たちは結構和気あいあいと過ごしていた。

　裾上げが完了している陛下のお古に着替え、アニに腰回りを測ってもらって、そしてそれらの作業が終了すると、椅子とテーブルの手頃なのを急遽陛下の部屋から拝借して、五人でお茶をしていたのだ。

　はじめこそ新規三人組は遠慮していたのだけれど、そんな遠慮は勿論無用で、珍獣部屋と陛下の部屋以外には一歩も出る事の出来ない私の暇つぶしに付き合ってもらった。

　五人で最近トリエスで流行している歌や役者、王都に店を構えている人気の仕立屋のドレスや宝石の話、そんな他愛もない事をただダラダラと話していた。

　もちろん私にとっては何も知らないトリエスでの話だ。どんな話題であれ、有用な情報として私は一生懸命聞いていた。

　で、話の先は私の事になって、アニが『珍獣様は異世界の方だと聞いております』と言いだした。

　私の事は昨夜今日の話である。

　それなのに既に城の針子のアニが、私が異世界人であるという事まで知っているのに心底驚いた。

　その私の反応を目にしたアニは、艶っぽい微笑みを私に向けた。

『王城内で知らない者はおりませんわ。あの陛下が年頃の娘を保護されたと知って、皆、驚愕しておりますもの』

『あの陛下？』

『ええ、珍獣様。陛下は───』

　アニがその先を続けようとした時、私の十八年の人生において全く無縁であった出来事が開始されたのだ。










「そうそう、陛下」

「なんだ」

「アニが言おうとしていた『あの陛下』ってどういう意味ですか？」

「知るか。本人に聞け」

「陛下ってさ、」

「なんだ」

「城中に極悪非道の変態魔王って言われまくってるんですね」

「何故そうなる？　お前しかいないだろう、王である余にそのような戯言を言うのは」

「戯言じゃありませんよ！　真実を述べてますよ、私ってば！」

「いいから先を続けろ！　この進み具合でいったら終わらないだろう！　夜が明けてもな！」










　私の問いかけにアニが陛下の事を話しだそうとした時、珍獣部屋の廊下側の扉がまた叩かれた。

　今度もヘルミーネ達が来た時と同様に何処か控えめな叩き方だったけれど、五人して扉の方を向いた時、リーザだけが怪訝そうに眉をひそめた。

『誰でしょう』

『わたくしが出てまいりますわ』

　妖精その二のルイーゼが、品がありながらも可愛らしい動作で立ち上がった。

　しかしリーザはそれを止めた。

『いえ、わたくしが出ます。予定にない訪問ですし、今の時点で珍獣様に用向きのある者は居ないはずですもの。陛下からでしたら、ヘロルド様を通して陛下の部屋からいらっしゃる手筈になっていますし』

『え、そんな事決めてるの？』

　私が驚いてリーザを見ると、彼女は『ええ』と言って、更に『他にもいろいろ決め事がございますよ？』と言って微笑んだ。

　そんな事実に私がぽかんと口を開いている間に、リーザは廊下側の扉へと向かい、扉を開ける前に外側の人間へと問いかけた。

『どなたです？』

『王の部屋付き第二衛兵隊のコーエン・バーレです。珍獣様に茶菓子の贈り物が届いているのですが如何しますか』

『誰からです？』

『ルドルフ・エーヴァハルト宰相閣下からだと伺っています』

『ルドルフ様から？』

　リーザは不信感ありありな声音を出した。それは私が初めて見る彼女の不信を表したものだった。

『使いの者はまだ居ますか？』

『いえ、品物だけを置いて直ぐに帰りました』

　リーザは溜息をついた。これまた私が初めて見るリーザの姿だ。

『貴方、此処に配置されてどれくらい、いえ、衛兵になってどのくらいお経ちになって？』

『此処へ配置されたのは三日前、衛兵になったのは先週です』

『なんて事……』
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「本当に、なんて事だな」

「え、そうなんですか？」

「分からんか？　王たる余の部屋の警護に先週衛兵になったばかりの新人が配置されているんだぞ？」

「それに何か問題が？　別にいいじゃないですか。新人でも。どうせ衛兵って入口に立っているだけでしょ？」

「阿呆か。何もない時はいいが、あった時はどうする？　経験が無ければ咄嗟の対処が出来ないだろうが。今回の事も通常ならそのルドルフの使いとやらが去るのを許すべきではなかっただろう？　それにそのコーエンという者自身も日が浅すぎて信用も何もないしな」

「へぇ。難しいんですね、いろいろと。私が通っていた学校の門の前に居た警備員のおじさんなんて、年季が入っていたけど弱そうでしたけどねー。私でも倒せちゃうくらい！」

「お前な。お前が通っていた学校とやらの警備と一国の王のとを一緒にするな」

「まあ、そうなんですけどね？」

「第二衛兵隊の責任者は誰だったかな」

「あれ、陛下、一度見聞きした事は忘れないんじゃ？」

「意識していればな。余の立場からいち部隊に過ぎない衛兵隊の責任者など覚える価値もないだろう？」

「うわ……酷過ぎる。どうするんですか、その責任者」

「然るべき処分をするつもりだが？」

「可哀相に。こうやって一家の大黒柱が職を失って、その家族が路頭に迷うんですね……。あー…パパがこれまで会社を解雇されなくて本当に良かった！」

「良かったな。小娘、その話は既に余のところまで上がっている。毒が混入された物だったとな」

「あ、そうなんですか？」

「ああ」

「私、驚きましたよ。結局、リーザが一度そのお茶菓子を受け取って、美味しそうなクッキーだったんですけど、それをね、リーザってば金魚みたいな小魚が入った水槽を用意させて、その中にポチャンと入れたんですよ！　んで、入れた瞬間、小魚ちゃんがオナカを見せてプカリと浮いたんです！」

「まあ、毒が入っていたのだから当然ではないのか？」

「え、陛下もそんな反応なんですか?!」

「そんな反応とは、どういう意味だ」

「みんな、みんな、そういう反応なんですよ！　リーザも花の妖精たちもアニも！　小魚ちゃんが、クッキーさえ入れられなければ死ぬ事の無かった小魚ちゃんの命がひとつ消えたのにですよ?!　おかしくないですか?!」

「たかが小魚だろう？　お前の言っている事の方がおかしい」

「あー…駄目だ。私ってば、やっぱりこの世界の人と感覚が違うんだ！　分かりあえないです！」

「お前とは分かりあえなくて結構だ。とにかくその件は把握している。名を騙かたられたルドルフが激怒していたから、そう遠くないうちに犯人は見つかるだろう。で、その話はもういい。異臭の話に───」

「異臭の前にもっといっぱいあったんですよ、陛下！　聞いて下さいよ、もう！」










　誰も共感してくれない小魚ちゃん散華の悲しみを、私はどうにも昇華出来ずに暫く打ちひしがれていた。

　リーザも妖精たちもアニも、オナカを見せて水面を漂い続ける小魚ちゃんの事など少しも気にせずに毒入りクッキーの話に夢中である。

　誰が寄こしたと思うかとか、きっと後宮の女性たちの誰かだろうとか、お付きの者の先走りかもしれないとか、彼女たちの後ろ盾の貴族の警告ではないかとかそんな話だ。

　確かに私もその辺りは気になるところではあったけれど───明らかに私を狙ったのだろうからね。勿論言うまでもなく陛下のせいでだよ！　───しかしそれよりもなによりも、リーザたちはこの小魚ちゃんの遺体をどうするのか、ちゃんとお墓を作ってあげるのか、その時の私はそんな事ばかりが気になっていた。

　ああ、私がこの部屋を出る事が出来るのなら、今すぐにでも城の庭園の隅にこんもりと土を盛って立派なお墓を作ってあげるのに！

　だって小魚ちゃん、ようは私の身の安全の尊い犠牲だからね！　当然の行為だよね?!

　私は遣る瀬ない溜息をひとつつくと、毒談義に花を咲かせている彼女たちに聞いた。

『ねえ、リーザ』

　リーザは私の呼びかけに話を中断し、ふと綺麗な微笑みを顔に乗せた。

『なんでございましょう、珍獣様』

『小魚ちゃん、いつまでこのままで？』

『まあ、申し訳ございません、わたくしとした事が。お目汚しでございました。今直ぐ片づけます』

　リーザがそう言うと、アニを除いた侍女ズが皆一斉にスッと立ち上がる。

　私はそれに驚きを以て彼女たちを見遣った。

　大いに私は焦る。

『え、ちょっとリーザ？　聞きたいんだけど、片付けるってどういう意味で言ったの？』

　お墓だよね？　ちょっと言い間違えちゃっただけで、お墓を作るんでしょ？　だってこの小魚ちゃん、生前、ううん、遺体となった今でも明らかにプリティな感じの魚だよ？　金魚とメダカを足して二で割ったような可愛らしい魚だったよ?!

　リーザが私の言葉に首を少し傾げた。

　どうも意味を把握しかねているかのような動作だ。

『勿論、水槽の中身を然るべき方法にて処理いたします』

『処理？　然るべき方法って？』

『どうやら即毒性のものだったようですし、水が汚染されておりますから、専用の場所がございますので其処に流し捨てるのでございます』

　言って、彼女は水槽を持ち上げた。

　水槽とは言っても、日本でいう金魚鉢を少しだけ大きくしたようなサイズだったから、さして労する事なく持ちあげられる代物だ。

『え、あの、リーザ、私ね、そういう意味じゃなかったの。あの……』

　私がさて彼女にどうお墓の事を言おうかと、とりあえず口を開いて思いついた言葉を発しようとした時、本日三度目の、珍獣部屋の廊下側の扉が叩かれたのである。

　その音に水槽を持ったリーザが先程同様に眉をひそめた。

『また何かしら』

『私が出てみますわ』

　そう言ったのは、男悩殺系美女のアニだった。

　彼女は羨ましすぎる爆乳な胸を重そうに揺らしながら椅子から立ち上がり、リーザとは違うキビキビとした動きで扉へと向かった。

『何の御用でしょう？』

『第二衛兵隊のコーエン・バーレです』

『また彼なの……』

　リーザの小さい呟きが私の耳に入った。

『珍獣様にまた贈り物が届いております』

『誰からですか？』

　アニもリーザ同様に眉をひそめながら、コーエンさんという彼に淡々と問いかけている。

　アニの声が微妙に冷たい響きを含んでいるのは私の気のせいだろうか。

『アッヒェンヴァル卿からだと伺っています』

『アッヒェンヴァル？　アッヒェンヴァル誰？』

　アニの言い方に丁重さがだんだんと消え出した。

　きっとこれが彼女の素なんだろうな、少しずつ彼女の本質が現れてきてるんだろうな、私はそんな事を思っていた。

　怖いですよ！　姐あねさんのようです！　アニ、それでは極道の姐さんが似合ってしまいますよ！

『そこまでは使いの者は言ってなかったです』

　コーエンさんが扉の向こうでその言葉を発した時、珍獣部屋全体の室温が確実に五度は下がった。

　私はそれに震えあがる。

　怖い、怖いよ！　本気で怖いよ！　に、逃げ出していいかな?!　とりあえず陛下の部屋に避難してもいいかな、私！

　アニが苛立ったように勢いよく扉を開けた。

　廊下側のは縦幅が低い扉だから、開けられてまず私の視界に入ったのは、コーエンさんのものと思われる下半身だ。

　あ、彼、いま一歩引いた。絶対に一歩引いたよ！　分かるよ、その気持ち、私は分かるからね！　コーエンさん！　私も貴方の立場なら引くから！　ていうか、既に引いているから！

『コーエン・バーレだったかしら？　貴方いったい何なの？』

『え？』

『仕事が出来ないにも程があるんじゃない？』

『……そ、それはどういう？』

　コーエンさんの声は恐れ慄いている感じだ。

『どうもこうもないわよね？　コーエン・バーレ。貴方、もしかして先程と同じ対応をしているんじゃないの？』

『同じ対応、とは……？』

『そのアッヒェンヴァル卿からの使いの者とやらを、贈り物だけを受け取って帰してしまったんじゃないの、と言ってんのよ！』

　アニが完全に素になった瞬間だった。

　その迫力に、私もコーエンさんも竦み上がる。

『は……はい、あの、帰して……』

『馬鹿なんじゃないの？　コーエン・バーレ！　アッヒェンヴァル公爵家に関係する人間が、この王城にどれだけ出入りしていると思ってんの?!　衛兵辞めたら？』

　きゃー！　キツイ、今の最後の一言はキツイ！　私、アニにこんなこと言われたら、三ヶ月は立ち直れないと思うよ！

『貴方みたいな不出来な男を相手にしていても時間の無駄ね。そのアッヒェンヴァル卿からの贈り物とやらを渡して。こっちで確認するから。で、コーエン・バーレ、貴方はこれから辞表でも書くべきね。目障りよ、とっとと消えて』

　キツイ！　本当にキツすぎるよ！　私がコーエンさんなら、もう永遠に立ち直れない！　コーエンさん、辞表はともかく異動願いだけは書いた方がいいよ？　そしてもう少し穏やかな場所に配置された方がいいと思う！　そうしないと現代日本で罹かかっている人の多い鬱うつ病びようになっちゃうからね！　気をつけてね！　私、今のトリエスに抗こう鬱うつ剤があるとは思えないからさ！

　不出来男認定をされてしまったコーエンさんにアニが冷たく死刑宣告まがいの言葉を言い放った後、彼女は彼からアッヒェンヴァル卿の贈り物とやらを強奪した。

　もの凄い音を立てて扉を閉めたアニは、憤慨しているのか足音荒く私たちが居るところまで来ると、お茶をしていたテーブルの上にそれをドンと置く。

　私を含めた五人の視線がその贈り物に向けられた。

　贈り物は、日本基準でいうとショートケーキが六個くらい入りそうなサイズの白い箱に入っていて、四つ角のうち二つの角に幾つかの可愛らしい花とリボンがついていた。

『アッヒェンヴァル卿からでしょうか、本当に』

　妖精その一が怪訝そうな声を出した。

『まず間違いなく違うでしょう。今の時点でアッヒェンヴァル公爵家が珍獣様に贈り物をする理由がありませんし、珍獣様を害する意味も今のところありません』

『でも、』

　リーザの否定の言葉に、アニが顎に手を当てて考えるように言った。

『ヴィルフリート・アッヒェンヴァルなら利益や害意云々ではなく、単に贈り物をするというのはしそうじゃない？　あの男、王城内の女という女を片っ端から口説きまくっているような男だし』

　アニはもう猫を被る気は無いようだった。

　まあ、彼女はその方が似合うと私も思うんだけどね。脱ぐのがちょっと早すぎなような気がしないでもないけどね？　ああでも姐さん、私は姐さんについていきます！　一緒に極道の道を極めましょう！　そして王都の影のドンとして、一緒に裏の世界を牛耳ってみませんか?!

　リーザは考えるように少し目を細めた。

『いえ、ヴィルフリート様はそのような事はなさらないでしょう』

『何故？』

『普段はどうであれ、彼は陛下にだけは忠実な方ですから。陛下が保護された珍獣様ですもの。なにかしらの接触を勝手に持つ事で、あの方の御不興を買う事だけはなさらないはずですわ』

　アニは納得のいかない顔をした。

『そうかしら？　あの男はどうしようもないクズよ？』

　あ、まだ見ぬヴィルフリートさん、貴方、アニの恨みを買ってますね？　それもかなり。皆の話からすると公爵家縁の方らしいですが、やはりあの爆乳の魅力には逆らえませんでしたか？　本能の赴くままに突入してしまいましたか？　同志です！　私もそうですよ！　あの爆乳は堪りませんよね?!　顔、埋めたくなりますよね?!　私もです！　自分とは程遠い大きさなだけに、私も揉んでみたくて仕方ありませんよ！　ああ、あの胸、いったいどのくらいの弾力と重さがあるんだろう！　私、言ってみたいんだよね！

『まったく困っちゃうわ、胸が重くて肩が凝っちゃうのよねぇ。あら、貴女いいわね？　その可愛らしい胸。私みたいに肩とか凝らないでしょう？　羨ましいわぁ』

　とか、

『あー…ブラ選びもつまらないわ。私の胸って爆乳巨乳じゃない？　だから可愛いブラって売ってなくて、種類が少ないのよねぇ。それに比べて、貴女って何でも入りそうだから羨ましいわ。あら？　このスポーツブラなんて貴女にちょうどいいんじゃない？　だって貴女、重力に逆らうもなにも逆らう胸が無いんだもの。スポーツブラで十分よね？』

　てさ、言ってみたいんだよね、とってもね！
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「ちなみに何でこんな発想が出てくると思います、陛下」

　私が薄暗くてよく見えない陛下の部屋の天井から彼に視線を移すと、陛下は話の間中ずっとこちらを見ていたようで、私と目が合うとスッと逸らした。

　そんな陛下は今、両りよう肘ひじを膝付近に置き、姿勢を若干前屈みにするようにして寝台に座っている。

「なんの話の事を聞いているんだ？」

「胸の話ですよ、胸のは・な・し！」

「……お前は先程から胸に拘るな」

　陛下が呆れ気味の声音を出した。

「当たり前です！　私の最大のコンプレックスですからね！　で、何でこんな発想が出ると思いますか、陛下！　なんで私、爆乳巨乳視点の考えが分かると思います?!」

「知るか。そのような事」

「私の身近に居るからですよ！　彼女に悪気は全く無くって、あくまで天然な感じなんですけど、でも結局のところ言われている事は『爆乳はツライ、貧乳は楽でいいよね？　いいな、その地球の重力に全く影響を受けない可愛らしい胸。垂れる心配無用だよね？』なんですよ！　ねぇ、誰だと思います？　私の身近な爆乳は！」

　陛下の逸らされていた紫の瞳が私にキッと向けられた。

　その瞳は『お前、もういい加減にしろよ？』と語っている。

　目ってその人の感情をよく表すよね。どんなに笑顔で接せられても、目が笑っていない店員さんとか引くもんね。

　陛下に至っては、いつも物騒な内面を表しているところがポイントだよ！　怖いよね！　私ってば、人の感情の機微に敏感な純真可憐な麗しの乙女だからね！　もう怖くて震えてるってのに、この男、気づかないんだよね！　意図的かもしれないけどね！　勿論、ヤツがドＳ属性だからだよ！

「分かると思うか？　余がお前の交友関係を。立場も違うが世界も違ったんだぞ、昨夜までな！」

　陛下がだんだんと苛ついてきたようだ。

　全く短気な男は困りものである。

「千夏ちゃんです！　千夏ちゃんなんですよ！」

　そう！　私の身近な爆乳ちゃんは親友の千夏ちゃんだよ！

　彼女、私がＡカップですら余り気味だってのに、Ｉ カップもあるんだよ！　信じられないって話だよ！　しかもデカイだけじゃなくって、千夏ちゃんの場合、超美乳なの！　形も色も最高な乳をしてるんだよね！　涎モノなんだよ！

　加藤がね！　あの加藤めは、千夏ちゃんの爆乳にいつもヤラシイ視線を向けていたことを私は知っているんだ！　男ってさ、男っていう生き物はやはり！

「チナツ？　ああ、お前より頭の出来が悪いというチナツか」

「そうです！　でも頭の出来はこの際関係ありません！　千夏ちゃんは千夏ちゃんの優れたところが山盛りですから！　そんなことよりですよ、陛下！」

「なんだ。お前、本当に異臭の話はどうしたんだ。いい加減に───」

　私は彼の言葉を遮った。

「男ってやっぱり爆乳が好きなんですね！　パーシヴァル様もそうだったら私、青あお木きヶが原はら樹海コース決定ですよ！」

「あおきがはら樹海？」

「異世界日本で有名な自殺の名所のうちのひとつです！」

「自殺ってお前な。たかが胸が無い程度の理由で何を───」

「たかがって何ですか！　私にとってはこれ以上ないってくらいな最大の理由ですよ！　深刻なんです！　何でですか?!　何で私ってばこんなに胸が無いんですか、陛下！」

　私は長年のコンプレックスとあまりの不幸な現実に陛下の寝台の上に座りながら頭を抱えた。

　本当にもう何でだろう！　胸が大きくなるっていうサプリメントをお兄ちゃんに買ってもらって飲んでたし、カタログ通販で『これ塗ると大きくなるよ？』ってクリームも買ってもらって毎晩塗ってたのに！　一所懸命大きくなるように努力してたのに！　掃除機で吸ってみた事もあるよ！　サイクロン式掃除機ね！　別に爆乳じゃなくていいんだよ？　せめてＢカップくらい……ううん、Ａカップが余らなくなるくらいにはなりたかったのに！　何で努力が報われないのよ！

　私は頭を抱えていた両手を、自分の悲しいくらいに無い胸へ持っていって鷲掴みした。

　鷲掴みっていっても、掴める程も無いんだけどね？

「……やっぱり、異性に揉んでもらってないからですかね」

「何？」

　陛下が怪訝そうに眉を寄せた。

「トリエスでどう言われているかは知りませんが、異世界日本ではですね、陛下」

　私は薄暗い室内ながらも陛下の瞳の奥を見ようと、じっと目を凝らした。

　その私の鬼気迫る視線に、陛下は少し身を引く。

　この男は！　その行動の全てにおいてムカツクんだよね！　純真可憐な麗しの乙女と目が合って、身を引くってどうなのよ！　無礼者め！　其処へ直れ！　手打ちにしてくれる！

「異性に胸を揉まれ続けると大きくなるって言われているんですよね」

「は？」

「異性に胸を揉まれ続けると大きくなるって言われているんですよ！　信しん憑ぴよう性せいの程は分かりません！　でもですね！　異性に胸を揉まれ続けると揉まれる事によって血行が良くなって胸に養分が運ばれやすくなるとか、揉まれる幸福感で女性ホルモンの分泌が良くなって胸が大きくなるって言われているんです！　───ねぇ、陛下、」

「……なんだ」

　私は眉を寄せつづける陛下の両手首をガシッと掴んだ。

　に・が・さ・な・い・よ？　うふ。

「揉んでくれませんか？」

「何？」

「も・ん・で・く・れ・ま・せ・ん・か・ね？　と言っているんです」

　陛下が眉を寄せて引きまくりな様相ながらも、驚いたような視線を私に向けた。

「阿呆か、お前は。とうとう頭が逝ったか？」

「失礼な！　私は至って正常ですよ！　揉んで下さい陛下！　私の爆乳巨乳化計画の為に！」

　私は陛下の両手首を掴んでいる手に力を入れた。

　貴様、拒否でもしようものなら、強制執行だからな！　さあ、純真可憐な麗しの乙女の美乳を感謝しながら揉むといい！　嬉しさに涙しながらね！

「馬鹿か、お前はっ！」

「馬鹿じゃありませんよ！　私は必死なんです！　せめてＡカップが余らないようにしたいんですよ！　異性に揉まれれば大きくなるっていう有用情報があるのに、それを試さない手はないでしょう?!　丁度近くに異性が居るんです！　その両手を利用しないなんて馬鹿げてます！　この際、異性であれば誰だっていいんですよ！　手があればね！」

「利用ってなんだ！　余をなんだと思っているんだ、お前は！　放せっ！」

　陛下が手を引き抜こうと力を入れた。

　放すと思うか、貴様っ！

　私は当然、陛下の両手首を掴む手に、持つ全ての力を動員して引きとめる。

　そしてその勢いのまま陛下の両手を私の悲しき貧乳に思いっきり押しつけた。

「さあ、揉んで下さい！　私、アニになりたいんです！」

「なれるか、阿呆！　放せ、小娘！　余がお前の胸をどうこうしたところで、お前のその無い胸が大きくなるとでも本気で思っているのか?!　幻想を抱くのは止めろ！　それに余を巻き込むな！」

「幻想ってなんですか！　有用な情報を元にした有効な行為ですよ！　いいじゃないですか、揉むくらい！　減るもんじゃあるまいし！」

　陛下のドケチ！

「お前がそういう事を言うな！　先程も言ったが年頃の娘の言う事ではないだろう！　少しは恥じらいを持て、小娘！」

「五月蠅いですよ！　陛下、ほら、揉んで下さいよ！　触っているだけじゃ効果は無いに等しいんですから！」

「ふざけるな！　手を放せ！」

　陛下の手を引く力が増した。

　流石に男性の力で引かれると私にはどうする事もできない。

　しかしこのままでは折角の異性の手が私の胸から消えてしまう！　それはどうにかして阻止しなければならないのだ！

　だって、だって、この異性の手は私を爆乳巨乳にするための有効な道具なんだから！　私はア・ニ・に・な・り・た・い・の！　千・夏・ちゃ・ん・に・な・り・た・い・の！

　長年のコンプレックスを払ふつ拭しよくしたいんだよ！　本当に長年の悲願なんだよ！　だから陛下、ちょっとは協力してよ！　いじわる！　鬼！　悪魔！　魔王！　変態！　ケチんぼ！

　私は爆乳への手段である陛下の手を失う訳にはいかなくて、脳ミソを必死にフル活動させた。

　陛下の手を引く力は益々強くなる。

　向こうはもう本気で引き抜くつもりだ。

　そうはさせるか！　陛下め！

　私は飛んだ。

「小娘っ?!」

　陛下は目を全開に見開いて喫驚の声を上げた。

「陛下が揉んでくれないのなら仕方ありません。───襲います」

　そう！　陛下が私の貧乳を揉んでくれないのなら、もう私から襲うしかないじゃない！

　これまでの人生で初めて男の人を押し倒したよ！　大丈夫！　私、彼氏が居なかったから経験は無いけど、その手の知識だけは豊富だから！　千夏ちゃんがいろいろ知識だけは私に叩き込んでくれたからね！　イケるよ、私！

「小娘っ、お前正気か?!」

　私の下の陛下は、ただただ驚きすぎて行動が起こせないでいるみたいだった。

　そんな陛下に私はニヤリとした笑みを向ける。

　よし、この隙にいろいろとやるしかない！

「正気ですよ？　陛下」

　両手首を拘束しながら飛んで、私は陛下を下に敷いて彼の腹の上に跨またがっていたけれど、その位置を陛下の下半身にまでずらした。

　陛下のモノと私のモノとが布越しに合わせられる。

「まだ勃ってないですね？　まあそれもそうか。陛下、いきますよ？　これから私が陛下を快楽の世界に連れていってあげます。大丈夫、千夏ちゃんが私にいろいろとアダルト動画サイトで講習会を開いてくれましたからね？」

　そうだよ！　私の知識のもとは種類豊富と言われる日本のＡＶだからね！　陛下、期待していいよ！　いろんなシチュ、さまざまなバリエーションを用意してるよ！　用法用量を守ってきちんと対応出来るからね！

　エロ属性アンドどじっ子属性の爆乳美乳の千夏ちゃん直伝だからね！　一子相伝だよ！

「さあ、陛下、めくるめく官能の世界へよ・う・こ・そ！」

　言って私は陛下の手首の拘束を外し、跨っていた自分の身を少し上げて、彼のまだ勃っていない下半身に手を這はわせた。

　お兄ちゃんよりも大きな陛下のモノを、私の右の手の平の全体を使って優しく擦る。

　その先端に指が到達し、そこを人差し指で擽るようにして軽く押しながら親指と中指を中心に全体を包み込むようにして本格的に擦り上げ始めた。

　ほんの少しだけ熱を帯びたのを確認しながら、私が左手で彼が穿いている邪魔なものを一気に脱がしにかかろうとした、その途端である。

「っ、いい加減にしろ！　小娘っ！」

　陛下が私を押しのけるようにして勢いよく身を起こした。が、それがあまりに勢いが良すぎたのと、私の姿勢が不安定で、咄嗟に陛下の襟首を掴んだ事もあって、陛下と私は勢いよく寝台の下、つまり床の上に折り重なるようにして落ちた。
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「いったぁ」

「……っ」

「陛下、痛いですよ！　思いっきり後頭部を床にぶつけたじゃないですか！　ていうか、早くどいてください！　重いです！」

　私は自分の上に乗っかるような形で落下してきた陛下の胸を渾身の力を込めて押した。

　一方陛下も、全体重で私を押おし潰さないように咄嗟ではあったけれど多少は考慮したのか、肘を床について身を支えたようで、その痛みに眉をしかめていた。

「……痛いのはお互い様だ、小娘」

「早くどいてくださいってば！」

　陛下がゆっくりと身を起こして床の上に座った。

　彼はそのまま自分の寝台に背を預けると、溜息をついて髪を乱暴にかきあげる。

「なんなんだ、本当にお前は」

　私も陛下が上からどいて直ぐに身を起こして床の上に座った。

　髪が乱れたので手櫛で何度か梳いてみる。

「なんなんだって言われても、単に貧乳を大きくしたかっただけじゃないですか。んで、たまたま目の前に居たのが陛下ってだけですよ」

「お前のその発想はおかしすぎる。普通じゃない」

　陛下は疲れ果てたように言った。

「もういい。とにかく胸の話は終わりにしてくれ」

「え、私の死活問題なのに！」

　いやだよ！　折角、活路を見出した矢先だっていうのに！

「その胸に関してはお前のまだ見ぬ未来の夫にでも対応してもらえ。余をそれに頼むから巻き込むな」

「……陛下だって、私を後宮問題に巻き込んだくせに」

「…………」

「あ、そうだ、後宮問題で思い出した！　私ってば、なんとか公爵家から贈られてきたっていう贈り物の話をしていたんじゃないですか！」

　そうだ、そうだ、忘れてた！　あれ、なんで胸の話になったんだろう？

　私が首を傾げてそう言うと、陛下が何とも言えない表情をこちらに向けた。

「ようやくそこに話が戻ったか。……長かった」

　長かったって！　なんにも長い話してないじゃない！　ったく短気男はこれだからイヤだよ！　もう少し心にユトリを持った方がいいよ？　へ・い・か！

「先に言っておくが、アッヒェンヴァル家からとされている贈り物の件も余のところに話があがっているからな。動物の首が贈られてきたのだろう？」

　陛下の言葉に私はその時の事が鮮明に思い出されて、顔を蒼白にした。

　その記憶のあまりのおぞましさに私は背筋が震え、自分で自分を抱きしめる。

「そ、そうなんですよ、陛下！　なんとか公爵家から贈られてきたっていうその贈り物、箱を開けたら、向こうの世界でいう猫とライオンを足して二で割ったような顔つきの猫サイズの頭だけがあったんです！　血だらけで！　しかもです！　目に……目に、マチ針らしきものがブスリと刺してあったんですよ?!　両眼にですよ、陛下！　それでもって猫ちゃんの舌もダラリと垂れさがってて……」

　あー…思い出しちゃったよ！　毒入りクッキーよりも、アニが姐さんだった事よりも、貧乳の事実よりも、私の本日のヒットポイントを限りなくゼロにした贈り物の事を！

　私は怖すぎて、首を切られ、目を針で刺されて贈り物にされてしまった猫ちゃんが可哀相すぎて、ぎゅうっと自分自身を更にきつく抱きしめる。

　陛下がそんな私を見て、どこか諦めたように息を吐いた。

「趣味の悪い嫌がらせにすぎん。後宮あたりで考えつきそうな贈り物だな」

「そうなんですか?!」

　いやー！　私ってば、こういった嫌がらせはちょっと、どころか思いっきり耐えられそうにありません！　この時点で私の中では後宮は鬼門に決定です！　私にとって丑うし寅とらの方向ですよ、もうね！　寺を建てるべきではありませんか、陛下！　玄げん武ぶ……玄武の召喚をするべきですか?!　あれ、玄武で良かったんだっけ?!　ていうか、この際、朱す雀ざくでも白びやつ虎こでも青せい龍りゆうでも麒き麟りんでも何でもいいよ！　助けてよ、五神！　そして私を日本に連れ帰ってよ！　帰還先は家から離れた京都でも構わないからさ！　平安京万歳だよ！

「リーザ達が小魚ちゃんの時と同じような反応だったのも私的にショックだったんですよね、陛下」

「同じような反応？」

「そうです」

　私はもう小魚ちゃんと猫ちゃんの強制終了されてしまった命が悲しくって仕方なくて、慢性アレルギー性鼻炎の鼻を啜すすりながら陛下に言った。

「みんな、首を切られて目に針を刺されて血みどろの猫ちゃんに同情のドの字もなかったんです。ただ総じて『まあ、これペルシーじゃない。もったいない』なんです、陛下」

　それに加え妖精その二が、その猫ちゃんの頭を摘んで、リーザの持っていた水槽にゴミのようにポチャンと入れたんだよね……。

　私は自分を抱きしめていた手を解いて、顔を覆った。

　遣る瀬なさすぎだよ。

　陛下が深く息を吐いた。疲れたようにも呆れたようにもとれるものだった。

「ペルシーという動物はトリエスから少々離れたところに位置するダルスアーダという国の、そのまた一地方のみにしか存在しない動物でな。希少性が高い上に扱いや人工的繁殖も難しくて、この国ではかなりの高値で取引されている動物なんだ。だからだろう」

「でも……命に値段って無くないですか？　どんな命であれ、強制的に奪われてしまった命なんですよ？　小魚ちゃんも、そのペルシーも」

　少しでいいから悼んで欲しかったよ、私。

「そうだが……。だがな、小娘。トリエスでも庶民であればお前のような反応をするかもしれないが、この王城では皆がリーザ達のような反応をかえすだろう。あれらが例外ではない。むしろ例外がお前だと理解しろ。諦めろ、その辺りは。割り切らないと精神を病むぞ」

「…………」

「そのペルシーの件は、話に出ていたヴィルフリート・アッヒェンヴァルに伝えておいた。あれは公爵家の嫡子だが些か変わった男でな？　普通ならやらないものなんだが、第一騎士団の団長の職に就いていて、よく王城に詰めている。伝えた瞬間、余には笑みを浮かべていたが、どう見ても目が笑っていなかったから、そう遠くないうちにルドルフと同様、犯人を捜しあてるだろう。あれの場合は血祭りにでも上げるかもしれんが」

「血祭り」

「まあ、お前が気にする事ではない。しかし早いな、後宮の反応が。これからはそれ以外からも来るかもしれん。ああ、ちなみに、お前が言った二件以外にも、臓物と人間の頭皮、毒花に大量の蟲の贈り物の件も余のところに話が既に伝わっている。お前からの説明は不要だ。これ以外に他に何かあるか？　これから聞こうとしている異臭以外に」

　陛下の反応も実に淡々としていて、彼にとってこれが日常であると分かってしまう事実が痛い。

　これ以上落ち込んでいても状況が変わる訳でもないので、遣る瀬ない気持ちを無理矢理にでも昇華する為に、私は顔を覆っていた手を外して、三度ほど深呼吸を繰り返した。

「いえ、後は異臭だけです、陛下」

「そうか」

　私は陛下の顔を見た。

　室内が本当に薄暗いから───光源は幾つかの燭しよく台だいにある蝋ろう燭そくの明かりしかないからね───本来ならよくは見えないものなんだろうけれど、陛下と私は現在、床に座り込んでいて互いの距離がとにかく近かったから、彼の紫の瞳の色こそ普段よりもずいぶんと暗く見えたけれど、顔の表情も目の動きも実によく私には分かった。

「で、異臭の原因は小瓶と言っていたな。その小瓶はどうして珍獣部屋にある」

「私の就寝の準備が出来て、リーザと花の妖精たちが去った後の事です。今日いろいろあったから、私ってば、凄く疲れてて直ぐにウトウトし出したんですよ。そしたら、」

「そしたら？」

「扉が叩かれて、」

「廊下側か？」

「はい。誰かと聞いたら、昼間に何度も来たコーエンさんだったんで開けたんです」

「夜に扉をか？　不注意だな、小娘」

「え、そうなんですか？」

「ああ。で？」

「私、コーエンさんに、昼間も仕事していたのに、こんなに遅くなってもまだ仕事をしているんですか、って聞いたら、コーエンさん、夜勤の人間が急遽来られなくなったので通しになってしまいました、って疲れた顔で言って、で、私にまた贈り物が届いたって渡してきたんです」

　陛下が心の底からの呆れ声を出した。

「受け取るお前もお前だが、そのコーエンという男、もう解雇だな、本当に。衛兵を統括している総責任者と第二衛兵隊の責任者、それを補佐する者共も全員辞めさせよう。知らなかった。そのような状態だったとは」

「よく分からないですけど、別に辞めさせるまでしなくても……？」

「お前には関係のない話だ。明日、ルドルフに誰か適任者を充てさせ梃てこ入いれをさせる。その話はいい。それでお前はその受け取った小瓶をどうしたんだ。異臭がするという事は開けたんだな、お前は。考えなしにも」

「考えなしって！　考えましたよ、私ってば！」

　むっとして訴えた私に、陛下が目を細めた。

　そして彼も懲りずに私の頭をガシッと掴んで、アイアンクローの構えをとる。

　ていうか、力を入れたら完全にアイアンクローだよ！　まだそこまで力が全く入ってないけどね！　入れたらどうなるか分かっているんだよね、陛下！　また玉砕やるからね、私！

「どう考えた、小娘。中身が分からない物を誰も呼ばず、聞かずにただ開けたのだろうが」

「……だって」

「だって、なんだ」

「もう夜遅いし、呼んだら悪いかなと思って。最初、陛下を待ってたんですけど、陛下、なかなか帰ってこないし、私も眠かったから、いいや開けちゃえ、って思って。中身も気になったし」

　アイアンクローに少しだけ力が入った。

「やはり何も考えてないよな、お前は」

「…………」

「夜が遅いなどと一切気にする必要はない。誰でも呼べ。今回は当番の衛兵が使えなさ過ぎたが近々に改善させる。それと、珍獣部屋には侍女が控える部屋がない。故に現状、夜はリーザ以下全員が下がっているが、これもどうにかしよう。本来なら部屋が隣の余の部屋付きの使用人がお前にも充てられればいいんだが、あれらはお前に適していない」

「陛下、別にそこまでしなくてもいいですよ？　私、もう夜に扉開けませんから。反省しました」

　お陰で珍獣部屋が臭すぎて、今晩、寝れなくなっちゃったしね？
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「信用できない」

「え」

「お前の頭は中身が無さ過ぎて軽いし、おかしいし、普通じゃない。お前の口から反省などという言葉が出ようが出なかろうが関係ない。余のする事になんら影響は受けない」

　私は陛下の言い様に眉をひそめた。

　なんかおかしくないかな？　相変わらず私を馬鹿扱いしているのには、勿論、文句を言いたいところだけれど、そもそもさ、たとえ陛下の後宮問題に巻き込まれて嫌がらせの、プラス命の危険があったとしても、侍女の部屋をわざわざ用意する程の事なの？　部屋の入口に、それこそ、それなりに使える衛兵を二、三人配置しておけばいいだけの話なんじゃないの？　珍獣保護法適用生物ってそこまで天然記念物？　本当に？　私って、珍獣保護法は適用されているし、確かに異世界人ではあるけれど、陛下から見たってただの人間の小娘でしょ？　陛下、私の事、『珍獣』って呼ぶよりも『小娘』って呼ぶ方が断然多いしね？

「陛下さ、」

「なんだ」

「なんでそこまでしてくれるんですか？　ただの異世界人でしかない私に。私ってば、別にこの世界の亡国の王女でも、どこかの国の価値のある人質でも、特殊能力を持った伝説の乙女でも聖女でも巫女みこでもないんですけど」

「そのような事は分かっているが？」

　そう言った陛下の超絶美形顔に少しだけ笑みが浮かんだ。

　けれどその笑みは何処かがおかしい、何かがおかしいのだ、やっぱり。

　まず瞳に、そう、感情が無い。

　笑っていない、怒ってもいない、憤ってもいないし、悲しんでもいない。

　心配もしていないし、好かれても嫌ってもいない、まるで存在自体がどうでもいい、そんな───冷たい瞳だ。

　本物のアメジストを嵌め込んだ、鉱石の冷たさを思わせる綺麗な綺麗な澄んだ瞳。

　訝いぶかしむ私を無視するように、というか、たとえ私にどんな意思や意見があったとしても、それは彼にとってはなんら気に留める必要も価値も無いかのように、彼は冷たい瞳のまま私を暫く見遣って、頭を掴んでいた手を外した。

　そしておもむろに立ちあがる。

「陛下？」

「来い、小娘。珍獣部屋へ行く」

「え、だって異臭が」

「即死系のものでは無かったのだろう？　なれば何の臭いか確認するべきだ。余の部屋の隣でもあるしな？　つべこべ言わずに来い」

　言って陛下は私を立たせる為に腕を掴んで強引に引き上げた。

　その力の強さに私は悲鳴を上げる。

「痛いっ、陛下！」

「ああ、すまんな？」

　気持ちの全く籠っていない御座なりな謝罪を口に乗せ、彼は私を引きずるようにして珍獣部屋へと引っ張っていく。

「ねね、陛下、確認は明日でいいんじゃないですか？　もう夜も遅いし。私ってば、陛下の部屋のゴージャスソファー、超豪華な長椅子で寝ますから」

「馬鹿な事を抜かすな。こういった事は対処が早ければ早いほど良い。逆に時間が経ち過ぎると、分かるものも分からないままになる可能性がある。小娘、今後は何かあったら、すぐさまリーザか、お前の言う妖精二人かヘロルドに言え。あれらが近くに居なければ、そうだな……なるべくはそうならないよう申しつけておくが、その場合はルドルフ、宰相か、第一騎士団長のヴィルフリート、それと第一騎士団副団長にフェルテン・ビショフという男が居る。そのあたりを捕まえろ。まあ、明日明後日にはお前に護衛を付けるつもりだから、何もルドルフやヴィルフリートを無理して捕まえる必要は出てこないとは思うがな」

　あれらも忙しいから捕まえるのは難儀だろう、と陛下は付け加えて、陛下の部屋と珍獣部屋を仕切る鈍重そうなカーテンを、躊躇う素振りを少しも見せずに開けた。

　開けた瞬間、珍獣部屋に籠もっていた空気が一気に陛下の部屋へと流れ込む。

　その強烈な異臭に陛下は盛大に顔をしかめた。

「成程、ふざけた真似を」

　陛下はそう言うと、格子扉を勢いよく開けた。

　そしてあまりの異臭に怯ひるんでいる私をまたも強引に引っ張って、珍獣部屋へと入っていく。

　私は戸惑った。

「え、陛下、もしかして私に、この異臭が酷い珍獣部屋で今晩寝ろって言うんですか？」

　陛下は私を振り返りもせずに腕を掴んだまま腰を屈めて、部屋の床に転がっていた小瓶を空いている方の手で拾った。

「寝たいのか、お前は」

「嫌ですよ、流石に！　これはちょっと耐えられません！」

「だろうな。小娘、これは毒ではない」

「そうなんですか？」

「ああ。言うなれば害獣除けだな。人間にもキツイが獣は更にキツイらしくてな？　人を襲う獣や畑を荒らす獣除けによく使われるものだ。原料は森の奥深くに群生している花の根だ」

「花の根……」

　トリカブトみたいな感じ？　あ、でもトリカブトの根は本物の毒か。

　私は陛下に掴まれていない方の手で鼻を塞いだ。

　あー…慢性アレルギー性鼻炎ってさ、いい匂いには鈍感だったりするんだけど、臭いのは分かるんだよね、どんなに鼻が詰まっている時でもさ！

「これを寄こした者は、お前を害獣だとでも言いたかったのではないか？　珍獣だし」

「失礼な！」

　陛下は角度を変えながら瓶を暫く眺めていたけれど、やがて興味を失ったように床へと放り投げた。

「これも誰が寄こしたのか調べさせよう。全くふざけた真似をするものだ。珍獣部屋は余の部屋の隣にある事をその者は失念しているようだ。そうは思わんか、小娘」

　瓶を捨てて、私の方へ振り向いた陛下の目に剣呑な光が宿る。

　私は陛下から一歩離れた。

　怖すぎ！　さっきの無感情な瞳も怖かったけれど、その剣呑なのも物凄く怖いよ！　このドドＳ陛下め！　大魔王！　地獄の覇王な悪魔！

「それより早くこの部屋を出ましょうよ。もう臭くて」

「そうだな。明日、この部屋の絨毯と寝台、カーテンに至る全てを取り替えさせよう。場合によっては壁もだ」

「え、壁も剥はがないといけないほど臭いが残るんですか、これって」

　でもこの壁って剥げるの？　そういう壁じゃなくない？　我が家の壁紙を剥いだらベニヤっていう世界じゃないよね？

「ああ。だからふざけた真似をと言った。───ああ、そうだ、小娘」

「はい」

「そういえば今朝、お前が言っていた、ればーは何処にある？　ついでだ、それも確認しよう」

　あ、そうだ、忘れてた！

　そうそうレバーだよ、レバー！　私の足の小指を内出血させたレバーね！

　あれってさ、昼間、リーザと妖精二人、アニにも見せたんだけど、なんでか皆、見えないって言うんだよね。なんで？　ものすごーく不思議なんだよ。私にはあんなにハッキリと見えるのにさ。それに『ここだよ？』って彼女たちの手を取って触らせてみたんだけど、触れないんだよね。スカッて感じで通り抜けするの、マジで。変なんだよ、本気で！　私は見えるし触れるのにだよ?!　お陰で皆に、もう可哀相な子を見るような目で見られたんだよね、私！
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「何処と言われても、あそこですよ、陛下」

　私は部屋の中央の床を指さした。

　陛下と私が立っているところから二メートルも離れていない場所だ。

　リーザたちには見えず触れなかったレバーは、私の目には淡く発光しているようにすら見えるのだ。

　だからこの薄暗い中でも、それはもう姿形、模様まではっきりと捉える事ができる。

「どこだ？」

　ああ、陛下も見えないんだ。何でだ。何で私だけ見えるんだ。

　もしかして異世界転移した事と関係が？　あれ、それなら私って、何か特別な力が働いていたりして、それさえ解決すれば日本に帰れるフラグ立っちゃったりするのかな？

　……んな馬鹿な。

　私の予想ではたぶん帰れない。不思議な力も働いていない。この異世界転移はもっと現実的なもので進行しているような予感がするんだよね。ファンタジー要素は入っていないよ、きっとね。

　私はカクリと肩を落とした。

　疲れているのかな。皆が見えない物が見えるなんて。そりゃ疲れるよね？　昨夜異世界に来て、今日一日私的に有り得ない事がいろいろ起こって、夜中の今だもん。疲労で目もおかしくなるよね？　目薬さしたいよ！　疲れ目用のね！　クールが希望ね！　スカッと爽快なやつだよ！　来たーっとか言っちゃうよ?!

「リーザも妖精もアニも見えなかったんですよね」

「では今朝言ったように、お前の目が悪いのだろう。───行くぞ」

「あ、でもちょっと待って、陛下！」

「なんだ。余は今日は本当に疲れているんだ。早く寝たいんだが」

「とりあえず触ってみて？　私、本当に見えるんですよね。……疲れ目が原因かもしれないですけど」

　そんな自信無げに言う私を陛下は溜息と共に面倒そうな視線を寄こして、掴んでいた私の腕を放した。

「どこだ」

「ここです！」

　今度は反対に私が陛下の腕を掴んで、レバーの前まで引っ張っていき、彼をしゃがませる。

　そして、両手で陛下の右手を掴んでレバーを触らせた。

　私が陛下にレバーを触らせたと思って暫し。

　私には陛下がレバーの感触を得ているのかどうなのか分からないから、ただ彼の様子を黙って見守るしかない。

　陛下が無言になった。

「…………」

「…………」

「……陛下？」

「………………」

「ねね、陛下、どうしたんですか、何かしゃべって下さいよ。やっぱり私の気のせい？　疲れ目かなぁ？　明日、リーザにトリエス版ブルーベリーをお願いしようかな。向こうの世界ではですね、ブルーベリーっていうフルーツは目にいいって言われているんですよ？　ブルーベリーに含まれるアントシアニンが目の網膜にいいって言われてて───」

「小娘」

　陛下が私のブルーベリー講釈を遮った。

　彼は目を凝らすように右手のあたりをじっと見ている。

「ある」

「え？」

「あるぞ、小娘」

　陛下はレバーを握る右手をそのままに、夜になってもサラサラストレートな黄金の髪の中に左手を突っ込んだ。

　そして、信じられんと小さく呟く。

「目を凝らしても見えないのに、手に感触がある。余が手にしているのは、お前の言う、ればーか？」

　陛下の瞳はそのままずっとレバーの方へと向けられ続けている。

　私は陛下の返答に思わず茫然としてしまった。

　だって私ってば、陛下があると言うとは全く思わなかったんだよね？　見えないって言ってたし。もう私の気のせい、疲れ目のせいだって既に結論づけてたしね？

「はい、そうです。陛下が触っているのはレバーの棒部分です。形的にたぶん回せます」

「お前にはいつから……いや、バルツァーらが帰った後だったか、見つけたのは」

「そうですよ、寝る前です。皆が寝台を用意してくれて居なくなった後、躓いて気づきました」

「……そうか。で、今朝、お前は固くて回せなかったと言っていたな？」

「はい。すごく固いんですよ、それ。見た感じは本当に回せそうなんですけどね？　陛下、回せそうです？」

　陛下はひとつ息をついた。

　一旦、気持ちを落ち着かせたようだった。

「……やってみるか」

「あ、じゃあ、ここに左手を添えた方がいいかも。軸の部分です、この辺りが」

「分かった」

　私の指示通りに陛下は手を添えると、すっと息を吸い込んだ。

　そして彼の体に力が入るのが傍に居る私にも分かる。

「……固いな」

「やっぱり肉体労働をしたことのない陛下には無理ですかね？　でも、リーザ達には触れなかったから、マッチョな騎士さんが来ても触れなくて駄目かも」

「……お前な。余も多少は体を鍛えているが？」

「え、どうして？」

「剣くらい振るえなくてどうする？　刺客が来て近くに護衛が居なければ大人しく殺されろとでも？」

「あ、そうか」

「…………」

　私は陛下とそんな話をしながらも、どうしたら回るのかを考えていた。

　それはきっと陛下も同様だろう。が、実際、レバーが見えるのは私だけなのだ。

　やはり私が考えるしかない。

「ねえ、陛下」

「なんだ」

「今度はここに左手添えてみて？」

「どこだ」

　私は陛下に左手を添えて欲しいところへと導き、自分の左手を陛下の左手の上に添えたまま、今度は右手を陛下の右手の上に被せてレバーを一緒に握った。

「こういう方向で力を加えてください」

「分かった」

　そうして陛下と私は一緒にレバーを回そうと力を加えていく。

　すると───。

「……回るな」

「回りますね……」

「…………」

「…………」

　今まで固かったのが嘘のようにレバーはクルクルと簡単に回りだした。

　そして時間にしてたぶん二分くらい。

　ひたすら陛下と私はレバーを一緒に回し続けていたけれど、ようやく終わりが来たようだった。

「これ以上動かなそうだが、お前にはどう見える？」

「そうですね、軸の部分を見ても、もう回らなそうなんですが……」

「何も起こらんな」

「ね」

「…………」

「…………」

「………………」

「え、これだけ？　本当に何も起こらないんですか？　期待外れ？」

「期待外れ？」

「あ、ええっと、もしかしたら元の世界に帰れるかも、とかですね？」

「それはどうなんだろうな。お前がこの世界に来る事となった原因は余には分からないが、帰る事の出来る手段がこの珍獣部屋にあるとも思えんのだが……」

「やっぱり陛下もそう思います？」

「ああ」

　そんな感じで二人してレバーに手を添えたまま、どこかダラダラと会話をし続けていた、その時だ。

　事が起こった。

「……ガコッ？」

「……今、変な音が聞こえたよな？　小娘」

「はい、聞こえ───うわっ！」

　私が陛下に返事をしていた時、視界が一段、日本基準で五センチくらい下がった。

　え、なんで？

　そんな疑問が浮かんだ矢先、更に段階的に視界がどんどんと下がって───。

「床が下がってきている！　飛び移るぞ！」

　言って、陛下が私の腰を強引に引き寄せる。

　そして加速度的に下がる床から飛び移る為に不安定な足場から陛下が蹴り飛ぼうとした時、床が、部屋に絨毯が敷かれていたから状態は直接視認できなかったけれど、三、四メートル四方の大きさの穴がぽっかりと一気に開いたようだった。

　絨毯の衣擦れの音が大きく響き、私の腰を引き寄せている陛下の腕に痛い程の力が加わる。

　そしてある瞬間を境に、目にする風景がハッキリと捉えられなくなる。

「きっ」

「っ！」

「きゃあぁぁぁぁぁ！」

　珍獣部屋にろくに調度品が無かったのが災いした。

　私が昨夜一度だけ使用したベッドでは、絨毯と私たち二人を支えきれず、陛下と私は珍獣部屋に敷かれていた絨毯と共に────落ちた。







７章　陛下と私と秘密の小部屋　後編

33




　私の意識を浮上させたのは、陛下の苦しそうな呻うめき声だった。

「……退け小娘、苦しい」

「……ぁ、れ、へい、か？」

「いっ……人の上で考えなしに動くな。早く退いてくれ」

　狭くて身動きがうまくとれないんだ、と言葉を続けた陛下は、私の太ふと股ももあたりを手で押した。

「いたたたたっ。なんか、首が痛いです、陛下。───ていうか、陛下ってばさ、」

「なんだ、とにかく少しずれろ」

「私の太股を触らないでくれますかね？　このエロオヤジ！」

「っ！　小娘、お前っ！」

　陛下が私の下で一瞬身を震わせたのが分かった。

　それには特に気にも止めず、私はとにかく身を起そうと腹筋に力を入れる。

　今いる場所が物凄く狭すぎて手のつきどころが分からなかったから、腹筋運動のように身を起こすしかないと思ったのだ。

　私は勢いをつけて身を起こす。

「……っ」

「あー…本当に首が痛いです。寝違えちゃったみたいな痛さですよ。参った、参った。というか此処、何処ですかね、陛下」

　周囲に目を向けると、今いる場所はとにかく狭かった。

　人ひとりが体育座りするだけの広さしかなく、しかも一緒に落ちてきた絨毯が周囲を覆っているので壁面が見えない。

　見上げると、珍獣部屋の床に開いた穴なのだろう。

　四角く切り取られた弱すぎる光が、気持ち程度に今いる場所まで入っていた。

「…………」

「陛下？　え、何で私の腰を持ち上げようとしているんですか？　なになに、本気でエロオヤジ認定しないとダメな感じ?!」

「……ひ……との顔の上に、す……わるなっ！」

　陛下の声を荒げながらもくぐもった声音が下から聞こえた。

　腰を持ち上げようとしていた陛下の右手が、今度は私の腹に置かれる。

　置いた瞬間、後ろの方向へと、かなり強い力が加わった。

　が、私はびくともしなかった。

　陛下の体勢が不安定な事もあったし、私のデカケツはその程度の力ではビクともしないんだよね、勿論ね！　私ってば、オシリで人を窒息死アンド圧死させる事が出来るくらいに大きいからね！　ここまでくると特技だよ！　というか凶器と言っていいかも！　必殺！　つ・け・も・の・い・し・特大サイズだよ！　ホームセンターで三千円くらいで売っているやつね！

「くはっ！　陛下、いきなりオナカ押さないで下さいよ！」

「……と……にかく退け！　苦しい！」

　陛下が声を発する度に、私の下半身に息がかかる。

　お尻というより丁度下半身の中心部分なんだけど、それが妙に生温かくて、変な感じがした。

　だから私は言った。

「陛下、銀貨三枚ね」

「な……に？　……とにか、く早く退いてくれっ！」

　私は溜息をつくと、仕方ないなぁ、と言いながら後ろにずれた。

　それに合わせて陛下が身を起こしていく。

　彼は身を起こし終えると、絨毯越しの壁面に背をあずけた。

　で、私はというと、陛下の膝を立てた大腿を背凭れにして彼の上に跨る形で座っている。

　陛下は深呼吸をすると、向き合う形で顔を見合わせる事になった私をギッと睨んだ。

　私たちが居る狭い空間は、薄暗いながらも距離が近ければ互いの顔が分かる程度の明るさはあった。

「早く退けと言っただろう、小娘！」

「だから退いたじゃないですか、エ・ロ・オ・ヤ・ジ」

「っ！　余に向かってよくもそのような事をっ」

「あれ、エロオヤジは通じるんですか？　ほんとこの異世界便利翻訳機能、よく分からない基準で適当に翻訳してますよね？　製作者、誰なんでしょうね、陛下」

「知るかっ！　そのような事よりも王たる余に向かってエロオヤジとは何だ！　そう思う理由を言え！」

「ちょっとそこ拘りますね、陛下。え、何で？」

「理由を述べよと言っている！」

　何でか知らないけれど陛下が物凄く怒っているようなので、私は彼の形の良い顎に右手を伸ばした。

　例えば男性が女性の顎を捉えて、顔を上に向かせるかのような感じでである。

　当然、嫌がらせだよ？

　私は陛下の顎をクイと上に持ち上げた。

　同時に陛下の整った黄金の眉が盛大に中央に寄る。

　きっとこんな事をされたのは初めてなのだろう。

　薄暗くても彼の蟀谷が波を打ったのが分かった。

「エロオヤジにエロオヤジって言って何が悪いんですか？」

「何?!」

「理由も何もありませんよ。で、陛下、何歳？」

　今朝、ヘロルドさんに彼の在位期間と王となった年齢を聞いて、流石の私も計算出来たけれど、嫌味の為に聞いてみる。

　陛下は怒り苛つきながらも、怪訝そうな顔をした。

「二十六だが？」

　それがどうした、といった感じで言った陛下を私は鼻で嗤ってやった。

　顎を捉えた手の親指で私は彼の頬を撫でる。

　撫でた頬は、女性が羨ましがるような滑らかな肌触りだった。

　少なくとも二十代半ばの男の肌質じゃない。

　髭ひげのジャリッとする感触がしなかった。

　くぅ、この男！　今は真夜中のはずなのに髭の感触がしないなんて！　どこまでキレイ系なんだよ！　この御お伽とぎの国のメルヘン王子めが！　貴様なぞ、嵐の夜に訪れた魔女によって獣にでもされてしまえ！　一生涯元に戻る事はないよ！　当然ね！　毛むくじゃら万歳だ！

「二十六。二十六ですよ、へ・い・か！」

　私は頬を撫でていた親指を、今度は彼の理想的な形の唇に這わせた。

　くっ、唇も荒れてないよ！

　私は陛下の完璧なまでのビューティーっぷりに頭にきて、八つ当たりのように彼の唇の間を割って親指を突っ込んだ。

　私の指と陛下の歯が当たる。

「何をする！」

　陛下が顔を強引に横に逸らせた。

　同時に私の右手も払う。

「十八の女子高生からしたら、二十六なんてオヤジでしょう？　どう考えたって」

「じょしこうせい？」

「日本の女の子の学生の事ですよ、陛下。というか、この言葉も前に使った事あるんですけどね。───聞き流してましたね？」

　ふぅと私は息をついた。

　この男、私の言った事をかなり右から左にスルーしているんじゃないだろうか。貴様の頭はトンネルか?!　トンネルを抜けたら雪国だったりするのか?!

　私は陛下を胡乱気に見た。

「陛下と私は八歳差。十分、私から見たらオヤジですよ、お・や・じ！」

「…………」

「し・か・も！　その日本の花の女子高生の秘密の花園に顔を埋めたんですよ？　エロオヤジ決定じゃないですか！」

　陛下の私を睨む紫の瞳に力が増した。

「お前が人の顔の上に座ったんだろうが！」

「事の起こりはどうであれ、感触を味わい、匂いとか嗅いだんじゃないですか！　私の秘密の花園を堪能したのは事実でしょう?!」

「誰が堪能など───」

「という事で、はい、陛下」

　私は彼の目の前に、右の手の平を上にして差し出した。

　ほれほれ出せ出せ。出・し・や・が・れ！

「……何だ、この手は」

「だから銀貨三枚」

「何？」

「だ・か・ら、銀貨三枚。諭吉三人分。相場ですよ、相場。日本のね」

　陛下が不可解そうな表情をした。

　今、この場面が漫画に描き表されるのなら、クエスチョンマークが彼の頭上を無数に飛び交っているだろう。

「相場？　何の？」

「え、分からないんですか？」

「お前の言っている事だけは、本当にさっぱり分からん」

「私が言っている事っていうより、陛下の理解力が無いだけなんじゃ？」

「小娘っ」

「相場っていうのは、私の秘密の花園に顔を埋めた代金ですよ。だ・い・き・ん！」

「は？」

「ちょっと陛下、もしかして落下した時に頭でもぶつけたんですか？　大丈夫です？」

「五月蠅い！　代金というのは何だ！　どういうつもりで言っているんだ、小娘！」

「どういうつもりも何も。パンを買えば代金を支払う。宿に泊まれば代金を支払う、っていうのと同じだと思いますけど？」

「…………」

「陛下、私の秘密の花園に顔を埋めたんです。日本の相場で三万円、私的レートで換算してトリエス銀貨三枚を陛下に支払ってもらわないと。ただじゃないですよ、私ってば。はい、陛下」

　安い女ではないんだよね？　取るものはシッカリ取るよ！
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　ほれほれ、といった感じで私が手をひらひらとさせると、陛下の額に青筋が浮いた。

　ああ、私ってこの短期間に彼の額の青筋を何回見たんだろう、なんて事をのんびりと思っていた。

　その隙がいけなかったのだろう、陛下の右手が私の頭をガシッと捉える。

　くぅ、またか、貴様！

「痛いですよっ、陛下！　ドＳ魔王！　ド変態の帝王陛下！」

「小娘、お前、余に娼しよう婦ふを買うような真似をせよと言っているのか？」

「娼婦？　私、別に娼婦じゃないですけど？　ていうか、イヤだ、陛下！　キモすぎっ！」

　陛下のアメジストな瞳が益々の険悪さを増していった。

　眼力で人を殺せるのなら、きっと私はハチの巣だ。

　そんな感じの凶悪さである。

「きもすぎ？　どういう意味だ、小娘」

　陛下御得意のプロレス技アイアンクローにどんどん力が入っていく。

　陛下は意味が分からなくても、不快極まりない事を言われているのを感じているのだろう。

　異世界便利翻訳機能の能力不足な点を全力で補うかのように、すぐさま意味を聞いてくる。

「キモすぎとは、キモイすぎるのイとルを抜いただけですよ！　ちなみにキモイの意味は、気持ち悪いの略ですからね！　生理的、見た目的に気持ちが悪い場合に使われたりするんですが、今回の場合は生理的に気持ち悪いという意味で使ってますから！」

　陛下方面からプチッという音が聞こえたような気がした。

　え、今の何の音?!　めちゃめちゃ不吉な音だったような気がするんだけど！

　私はこの世に存在する全生命体が保有する生存本能、自己防衛本能が発する警告に従って、陛下のアイアンクローの手を剥がそうと試みる。が、相当力が入っているのか、びくともしなかった。

　仕方がないので、私はこれ以上陛下との距離が縮まらないように、右足で陛下の胸元に足をついて彼の身を壁に押さえつけ、陛下の顔の真横の壁に左足をついて体勢を維持する軸とする。

「寄らないで下さいよ！　変態エロキモオヤジ！」

「小娘……お前、」

　陛下の左手が私の右足首をがっつりと掴んだ。

　そしてその掴んだ右足を彼は物凄い力で上の方向へ、半ば持ち上げるようにして私の足を押し開く。

　押し開いた後、陛下は私が背凭れとしていた彼自身の足を自分の方へ寄せる事によって、私を彼自身に近づけた。

　それによって陛下と私はかなり間近な距離となり、互いの顔の距離は十センチもない。

　そして寄せられた行為によって私は不安定な体勢となってしまい、彼に半ばしなだれかかるような不本意な形となる。

　壁についていた左足と陛下に持ち上げられた右足が、許容する限界を超えた開脚度合いとなってしまい、私はしぶしぶ左足を下ろした。

　同時に半ば持ち上げられていた右足が解放される。

「ちょっと陛下！　私の股またが裂けたらどう責任をとってくれるんですか?!　私の場合、賠償金は金貨千枚じゃ足りませんよ?!」

「金貨千枚？　お前にその価値があるとでも思うのか？」

「うわ、何それ！　あるに決まっているでしょう?!　私ってば、処女なんですからね！　処女膜が裂けたらどうするんですか！　向こうの世界じゃ、処女がネットオークション、えっと……えっと、そう！　世界的規模な競売にかけられて、数百万、私的レート換算でトリエス金貨三十枚くらい？　で、ツワモノクラスになると、一億円で競売にかける女性だって居るんですよ！　ちなみに一億円はトリエス金貨千枚ね！」

　陛下の片眉が意地悪そうに上がった。

「ほう？　ではお前は自分自身をその強者だとでも言うのか？　お前が？」

　その言い方に私は瞬時に憤怒モード突入だ！　形相といったらもう人面魚のように恐ろしいよ！

　私は陛下の胸倉を掴んだ。

　陛下が思いっきり顔をしかめる。

「小娘。王の胸倉を掴むとはよい度胸だな？」

「度胸も糞も尿もこの際関係ないですよ！　ふざけんな、陛下！　私の処女膜は価値ありありに決まってるでしょ?!　パーシヴァル様に捧げる大切なものなんですからね！」

　伊い勢せ神じん宮ぐうへの奉納ものクラスなんだから！　荒あら御み魂たまだって和にき御み魂たまに変化させちゃうくらいの凄すさまじい威力なんだからね！　強烈だよ！　オファーだってくるかもしれない代物なんだから！　勿論、伊勢神宮からだよ！

「パーシヴァルな。お前は妄想の住人に相手をしてもらわねばならん程、相手に困っているという訳だ。悲惨だな？」

　ぐはっ！

　貴様、言ってはならない事を言ったな、今！　それは禁句でしょ?!　禁句だよね?!　二つの世界共通の決して侵してはいけない最大の禁句、アダムとイブも手を出せない禁断の果実の中に固く封印されている禁止ワードだよね?!

　私は陛下の胸元の向こうの世界と同じようなシンプルな留め金とボタンをもくもくと外しだした。

　国王である事を示す為なのか何なのか分からないけれど、品良く飾られている宝飾品もむしり取って横に放る。

　放った宝飾品は、私たち二人を中心に包むようにして壁に沿ってある珍獣部屋の害獣対策用の臭いが染みついた絨毯にあたって、ぱすっと間抜けな音を立てた。

「何をする、小娘」

　陛下は眉をひそめ、手際良く留め金とボタンを外していく私の手を押さえる。

　この時点で私の頭を掴み上げていたアイアンクローは消失した。

　頭がふと軽くなって、私は小さく息をつく。

　私、日本に帰ったらＣＴ検査しようっと。絶対、脳内出血とかしてそうだよ！　ついでにお値段お高めだけどＰＥＴ検査を加えてもいいかもね！　ガンとかも発見されるかもしれないしね！　誰?!　マンモグラフィー検査は要らないよね、とか思ったの！　要るよ、私にだってマンモグラフィー検査は！　我が家の唯一所有の車には、ピンクリボンのシールがちゃんと貼ってあるからね！　挟む肉くらいあるから！　心配されなくてもね！　ちょっとだけかもしれないけど、私だって女なんだから！

「邪魔な衣服を脱がそうとしているんですが？」

「脱がす？　何故」

「何故？　あ、もしかして陛下ってば、私が陛下を襲うとか、凌辱しようとしているとか思ってます？」

「……思ってはいないが、お前のやる事は予測がつかない」

「ざ・ん・ね・ん・で・し・た！　そのご期待には応えられませんよ！　なんで私がパーシヴァル様献上用の初エッチを陛下に捧げないといけないんですか！　私の処女膜は高値なんです、た・か・ね！　冗談も休み休み言えって感じですよ。このハゲッ！」

　陛下が今、信じられない言葉を耳にしたといった感じで目を見開いた。

「ハゲ？」

「ええ、ハゲですよ、は・げ！　今は黄金のサラサラストレートな髪が豊富に生えているように見えるかもしれませんが、私が診断したところ、その髪、毛根がずいぶん痩せ細ほそってますよ？」

「痩せ細る？」

「そう！　毛根が痩せ細るとですね、薄毛になって、気づいた時には髪の毛がその頭上からキレイに消え失せているんですよ！　陛下、みっともないからてっぺんがハゲても、横の毛を伸ばして頭上に乗せたりなんてしないで下さいね！　そんな黄金バーコード、うーん、トリエスで言うと、黄金鍬くわですか。そんな髪型にはしないで下さい！　国王が黄金鍬！　いやっ、笑えな過ぎ！　きもーい、きもーい！　超サイテー！　鳥肌モノですよ！　きゃっ、マジで鳥肌立ってきた！」

　ちなみに陛下の毛根が痩せ細っているなんて嘘ね！　私、そこまで陛下の頭皮をじっくり見てないから！　ていうか、いつ見る暇があったっていうのよ！　そこに気づくべきだよ、へ・い・か！　天才なんでしょ?!　変なところで抜けてるよね、陛下って！
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「…………」

「この世界には向こうの世界の砂漠に生えた雑草程度の髪の毛具合の人たち御用達、ミノキシジル五パーセント製剤が入った優れものの発毛の薬が無いんですからね！　薄毛とハゲになったら終了ですよ、へ・い・か！　陛下の周囲の貴族にも居るでしょう？　髪の毛が悲惨な事になっている人！　若ハゲだってあるんですからね！　若いからって油断は出来ませんから！　喉から手が出るほど欲しいでしょう？　その薬！　ちなみに結構値段は高いですよ！　量にもよりますが、一本銀貨一枚はしますからね！　でも残念でした！　陛下の権力、財力を以てしても、異世界日本の物は手に入りません！　日本の優れた化学技術の物は何ひとつ手に入らないんですから！　所詮、陛下はトリエスの王でしかないんですよ！」

　ハゲと言われてショックを受けたのか、私の手を掴む陛下の力が緩んだのをいい事に、私はせっせと陛下の胸元のボタンを外しにかかった。

「陛下みたいにストレス、常に仕事とかで苛ついてる人はハゲるの早いですからね！　毛根はそういうのに弱いですから！　陛下、かわいそう！　国の為に心血を注いで仕事をしているのに、それが原因で陛下がハゲちゃって見栄えが悪くなれば、貴族も庶民も、それに周辺国の王侯貴族にも言われちゃうんですよ！　陰でこういう風に！

『知ってるか？　国王の髪の話』

『あー…知ってる、知ってる。なんだかもう致命的に毛根が死滅していってるって話だろ？』

『そうそう！　既に復活の見込みが無いくらいにツルピカらしいぜ？』

『マジで？　ピカピカになっちゃったのか。それはもう御臨終だな。その頭皮に毛が生える事は一生涯ねぇな。南無……』

『なんでもよ、その死滅した頭皮を復活させたいが為に、大枚はたいて他国のアヤシイ薬に手を出しているらしいぜ？』

『え、マジ?!　おいおいおい止めてくれよぉ。そのアヤシイ薬に使われる金って、もとを正せば俺達の血税だろ?!』

『そうなんだよなぁー。まあ、なまじ顔がいいだけに、気持ちは分からないでもねぇんだけどさ。だけど迷惑だよなぁー』

『だな。顔かぁ。あんな女にも喧嘩を売っている程の美貌だもんな。あの顔でハゲはねぇや。お笑いにしかならねぇよ。悲惨すぎる……』

『他国の王侯貴族はよ、これを機に、トリエス国王にぼったくり価格でアヤシ気な薬を売りつけて、この国の財政を破綻させる気らしいぜ？』

『うわ、マジ?!　やべぇ、王のハゲが原因で、この国、滅んじゃうの?!　うひょー！　歴史に残る恥ずかしい滅亡だな！　なになに、俺、その瞬間に立ち会っちゃう訳?!　後世の人間に腹かかえて笑われるぜ、そんな滅亡！』

『それよりよぉ』

『なんだよ』

『逃げる？』

『くそっ、難民コースか！　ったくいい迷惑だよ、本当！　難民になったらよ、移住先のヤロウ共に、虫ケラのようにコキ使われて、女は娼婦になるしかねぇんだぜ？　あー…この時代にトリエス国民に生まれた悲運を呪ってやる！』

『何処の国に逃げる？　俺、少しでも家族は平穏に暮らせるところに行きたいなぁ』

『だな。よし、村の知恵袋の妖よう怪かいバーサンにでも聞くか』

『そうだな。ほいじゃ行くか。たぶん、そんなに猶予も無さそうだしな』

　ってね、言われるんですからね、へ・い・か！　そんでもって近隣諸国の王侯貴族たちにはですね！

『おお、宰相Ｂよ。どうだ、トリエスの胸むな糞くそ悪わるい若造王の頭の具合は？』

『はっ。忍ばせております間者によりますと、相当キテいるそうでございます』

『そうか、そうか。フォッフォッフォッフォッ。して、トリエス侵略計画の方はどうだ』

『はい、それも順調に。間者によりますと、トリエスの国庫はもうカラも同然。この程、王都の金融業者に借入を申し入れたとか。十一を超える高利の利息をふっかける街でも評判の悪徳業者だそうでございます』

『終わったな、トリエスも。まさか国民も王のハゲが原因で国が滅亡するとは夢にも思ってないだろうよ。それにしても、腐った沼の水に砂糖とレモン汁を加えただけのものに金貨百億枚を払うとはな。馬鹿すぎる。まあ、朕の懐は今までになく潤ったが』

『そうでございますね。正妃様も、余った予算で普段は手を出されない高価な宝飾品をお買い求めになっておられましたし』

『あれに宝石は似合うからな』

『はい。傾国の美女と言われる美姫でございますれば』

『ふっ、朕と若造の出来の違いぞ。おい、侍従Ｎ、将軍Ｇと将軍Ｋ、軍師Ｗを呼べ』

『御意』

『王、ではとうとう進められますので？』

『ふむ。のんびりしてはおられんだろうよ。他の国に先を越されるのだけは我慢がならん。どうもトリエスの馬鹿王の噂はかなり広範囲に広まっているようだからな』

『そうでございますね』

『王、将軍Ｇ、Ｋ、軍師Ｗ、お呼びとの事で参上いたしました』

『おお、もう少し近こう寄れ。お前達にこれからやってもらいたい事がある』

『はっ』

『王、やってもらいたい事とは？』

『ふむ。薄々気づいている事とは思うが、近日中にトリエスへ出陣してもらいたい。速やかにだ。準備はどのくらいで完了する？』

『各師団の方は、二日で完了いたします、王よ。前々から準備をしておりましたので』

『おお、流石は我が国の軍だ。素晴らしいな。軍師の方はどうだ』

『わたくしの方も大丈夫でございます。既に何通りもの策を用意しております』

『軍師Ｗ、此度の出兵、成功の率はいくらと見る？』

『は、王よ。必ずや成功すると。我が国が敗軍になる可能性は微塵もございません』

『ふっ、素晴らしいぞ！　よし、今すぐ準備に取り掛かれ！　そして朕に更なる高みを見せよ！　トリエスの若造は斬首！　国民は総奴隷にせよ！　行け！』

『はっ！』

『御意！』

『必ずや、我が君！』

『宰相Ｂ、祝勝会と凱がい旋せんパレードの準備はしておけよ？』

『おまかせを、王よ』

　ってな感じですよ、陛下！　ねえ、どう思います？　……って陛下、あれ？　へ・い・か！　なになに、なに弱ってるんですか？　ねえ！」

　私が物語を聞かせているうちに、気づくと目の前の陛下は額に手をあて、目を伏せていた。

　私は思わず陛下の胸元のボタンを外す作業を止める。

　というか腹部のあたりまで既に外しちゃっているんだけどね。あ、陛下ってば、ひ弱っ子のはずなのに、オナカの筋肉は割れてるんだね、おおぅ。

「もうよい」

「え、何が？」

「もうよいと言っている」

「だから何がって聞いているんですよ」

「……疲れた」

「あれ？　どうしちゃったんですか、陛下！　ちょっと元気出して！　そんな感じじゃ、今から私がしようとしている渾身の力を込めた絞殺計画が台無しじゃないですか！」

　私、弱っている動物を一方的に虐待するような趣味は持ち合わせてないからね！　ドＳ属性の陛下じゃないから！

「絞殺な。やればよいだろう？」

「やややっ、なにその投げ遣りな反応！　え、ちょっと陛下？」

　陛下は服を掴んでいた私の手をどけた。

　彼はふと息をつくと、黙々と自分の服のボタンや留め金を手際よく留めていく。

「ちょっと、折角、外したのに」

「さっさと絞殺でも何でもしないのが悪い。で、小娘、話をかなり元に戻すが、」

「え、どこまで戻すんですか？　覚えてるかなぁ、私」

「……はじめの『きもすぎ』のところだ。どういう意味で言った？　生理的に気持ち悪いとは？」

「あ、そこまで戻すんですか？　えっと会話の流れ……ああ、娼婦云々のあたりですね。だって陛下、『余に娼婦を買うような真似をせよと言っているのか』とかなんとか言ったじゃないですか」

「……言ったが。それが何だ？」

「分かりませんか？　て事はですよ？　トリエスでは娼婦を容認しているって事ですよね？」

「容認……まあ、積極的に取り締まってはないが？　そういう法も無いしな」

「それがキモスギって言ってるんですよ」

「意味が分からない」

「男視点の男性中心社会だからキモイって言ってるんです！　当然それを黙認している陛下もね！　陛下さぁ、確かに国として取り締まっても売春とか買春は無くならないと思いますよ？　でもさ、たとえイタチゴッコになってしまったとしても、陛下は国王なんだから法を整備して売春、買春は取り締まらないと。娼婦という職業をトリエスから無くさないとね。あ、その時は、ちゃんと彼女たちの今後を面倒見てあげて下さいね。職業教育、職業斡あつ旋せんは大切ですから。彼女たちからしてみたら、私の今言った事なんて余計な御世話なのかもしれないんですけどね。でも、売春買春が横行している国なんて恥かしいですよ。少なくとも向こうの世界ではそういう価値観です。そういうのを認めるとキリが無いし、どんどんエスカレートして娼婦の低年齢化、誘拐、人身売買とかの犯罪の温床にもなりますしね。日本ではですね、陛下」

　陛下が溜息をついた。

　心底疲れたような様子だけれど、「なんだ」と聞く姿勢はみせている。

「ちゃんと売春防止法という法律があるんですからね。まあ、他国から売春をしにくる人たちが入国したり、日本女性だって学費や生活費、あとは遊ぶお金欲しさにする人も居ますけど。でも、国としては認めてないですよ、売春も買春も娼婦という存在も。確かに日本も昔は公こう娼しよう制度はありましたけど」

　どこかうんざりしたように陛下は眉間を揉みだした。

「お前の世界とこの世界は違う」

「違くても！」

「お前は今、ニホンにも昔は公娼制度があったと言った」

「言いましたけど、それが？」

「小娘、お前は、そのニホンとトリエスが同じ時を歩んでいると思うか？」

「え？」

　陛下が私の髪を掻きまぜた。

「急ぎ過ぎる改革は血をみるし、弱者は野たれ死ぬしかないが、お前はそれでも良いと？」

「誰も一言もそんなこと言ってないじゃないですか！　それに私、ちゃんと娼婦の人たちに仕事を斡旋して下さいって言いましたよね?!」

「そうそううまくはいかない、そういうものは。国が出来る事には限界がある。まずはそれらとそれらを取り巻く者たちの意識改革から始めないとどうにもならない。そうは思わんか？」

「……でも」

「言うのは簡単だ。お前はあまりにこの世界を知らない。そんなお前に無責任に言われたくはない。分かったか」

「…………」

「まあ、今後の検討材料のひとつに入れてもいいかもしれんが。───さて、疑問も解決した事だし、いい加減、この場の検証でもするか」

　そう言って陛下は、少し落ち込んでしまった私の前のめりになってしまっている体勢を、脇の下に手を入れるような形で起こして、彼自身も座り直し姿勢を正した。










36




「しかし狭いな、ここは。二人が並んで座れない」

　陛下が上に視線を向けた。

「遠いな。よくあそこから落ちて無事でいられたものだ。絨毯が緩衝材になったとしてもな。そうは思わんか、小娘」

「…………」

「小娘、何でお前がそこで泣く必要があるんだ？　今の会話で泣くようなところがあったか？」

「だって……だって陛下っ」

「本当にお前が理解できない、余は。いい加減にしてくれ。本気で疲れるんだ、お前との会話は」

「……ふぇ…………」

「…………………」

「…………ぐすっ」

「おい、気を持ち直してくれないか。この狭い空間で片方に泣かれると気が滅入る。……分かった。先程お前が言っていた銀貨三枚を支払う。それで直ぐに泣きやんでくれないか」

　私のアンテナがピクリと反応した。

　お、この流れは───。

「……ぎ……んか三枚で、すか？」

「ああ」

「私、ね、陛下？」

「なんだ」

「処、女なんで、す」

「………………それが？」

「その銀、貨三枚に、は、その代、金が含まれ……ていま、せん」

「何？」

「だか、ら含まれ、てませ……ん」

　本来なら衣食住の面倒を見てもらっているから差っ引いたんだけどね！　でも今日は本当に何度もこのドＳ男に泣かされたんだもん！　もうこうなったら、かなり強気で上乗せしてやるんだから！　うけけけ。

　私のデカケツに悪魔の尻尾しつぽが生えた瞬間だった。

　私は涙が止まらなくて仕方ないといった感じで、陛下の前で大おお袈げ裟さに顔を覆った。

　勿論、嗚咽も漏らすオプション付きでだよ！

「言いま、したよ……ね？　向こ、うの世、界では世界的規……模で競売にかけ、られる程、処女に、は価値があ……ると」

「…………」

「なの……に銀貨三、枚は安……すぎま、す。それって、私の価、値がその程度だってい……う証で、向こ、うの世界……では屈辱を意、味します。親……が知った、ら憤死もので、す。本、当に一家心中……を図る程で、すよ？」

　陛下が諦めたような声音を出した。

「……幾らだ」

　来たぁぁぁ！　よっしゃぁぁ！　やっばい、超ちょろい！　私、この世界で詐欺師にな・れ・る・か・も！　しかも身近に詐取しがいのある超お金持ちが居るしね！　んでもって、良心も全く痛まない人間がだよ！　きゃあ！　いぇーい！　なんという幸運！

　くぅ、これが日本で手に入れた金蔓だったら、私ってば、アニメグッズ専門店を買収して、大好きな出版社と大手本屋の株を買い占めるのに！

　んで、『愛と絶望の黒薔薇魔帝国物語』を出しているソフト会社の株も買い占めちゃったりして、社長に就任するよ、私ってば！　んでんで、『パーシヴァル様と私の熱く甘い愛の物語・無人島七日間遭難編』っていう私脚本のソフトを発売するからね！　他のパーシヴァル様ファンに、私と彼との熱々で甘々な愛を見せつけるんだから！

　陛下の気を更に滅入らせる為に、嗚咽のグレードを私は上げた。

「……っ……言った、ら……くれ、るんです、か？」

「ああ。幾らだ。早く言え」

「……金貨五十枚」

　くすっ！　この際、駄目元で超強気にいってみよう！　おいっす！

「何？」

「金貨五十枚です」

「……強気に出たな、小娘」

「……ふふ。私の処女の秘密の花園に顔を埋めた第一号ですからね、陛下は。愛しのパーシヴァル様献上前の、ですよ？　このくらい当たり前だと思いますけど？」

　私は顔を覆っていた手を外し、ニヤリとした嫌な笑みを陛下に向けた。

　一方陛下は、なにやら苦虫を噛み潰したような顔をしている。

　どうも、してやられたといった感じだ。

「ほう？　ではその金額を支払えば、お前はもう今回の事を二度と口には乗せないな？」

　吐き捨てるように陛下が言った。

「ええ、それは約束しますよ、御代官様」

「おだいかん？　いや、いい。なんでもない。───分かった。では支払おう。だが、金貨五十枚ではない」

「え」

　なんでよ陛下！　ケチケチケチンボ！　いいじゃん、お金持ちなんだから、金貨五十枚くらい！　……あれ、ノリで言ってみたけど、金貨五十枚って日本円で幾らだっけ？　えっと、私的レートで金貨一枚が十万円だから、───お、五百万だ！

　あ、それはナイナイ！　流石に私も思うよ、たかが秘密の花園に顔をつけただけで五百万はナイってさ！　ごめん、陛下、ちょっと間違えた！

「あ、陛下、金貨五十枚じゃな───」

「金貨五千枚を支払おう」

「え？」

「金貨五千だ。その代わり余の前で二度と今回の事は話題にするな。不愉快だ」

「え、えとえと、ちょっと待って、陛下！」

　き、金貨五千枚って貴方！　金貨五千っていったら、私的レートで五億円だよ?!

　パパが三十五年ローンを組んで手に入れた日本の我が家の購入額なんか比較にならないくらいに高額だよ?!　金利分を含めてもね！　しかもお釣りがたくさん返ってきちゃうんだから！　というか何軒買えるんだよの世界だよ?!　パパが東京タワーのてっぺんで逆立ちしても、東京スカイツリーからロープ無しでバンジージャンプしても一生稼げない金額だから！

　ややっ、陛下の金銭感覚に私ついていけないかも！

「なんだ、足りないか？」

　陛下の紫の瞳が細まった。

「……いえ、滅相もございません」

「なれば、この件はここで終わりにしてくれ。うんざりだ。金は明日……いや、もう今日になるのか、早いうちにお前の手元に届くよう命じておく。それで暫く適当に遊んでいればいい」

　え、五億円で？

　うわぁ、すごいよ！　こういう世界ってあるんだね！　私ってば、はじめて知ったよ！　一葉ちゃんひとりに泣かされ続けてきた私のこれまでの人生ってなんだったの?!　いやっ、なんかヤバイ方向に価値観が変わりそう！　日本にもしも戻る事ができた時、私ってば、この金銭感覚もとに戻るかなぁ？　一度上昇した感覚は、なかなか戻せないってよく言うよね？　やばいなぁ。しまったなぁ。パパの給料、手取りで二十三万円なんだけどなぁ。あ、賞与はいつも支給額じゃなく基本給の一月分ね！　景気とか関係ないよ！　パパの年収、四百万いってないから！　部下も居ないくせに中途半端に課長代理なんて役職就いちゃったから残業代が出ないんだよね！　パパ、家で泣いてたんだから！　背中丸めてね！

「諭吉、五万人かぁ」

　きゃっ！　何その人数！　いやーん、ゆきちー！　もうそんな大勢の諭吉に愛のチューしたいよ！　ていうか一緒に寝たい！

「ユキチ？　そういえば先程も言っていたな」

「あ、諭吉とは日本のお金に描かれている福沢諭吉っていう男の人の事です。そのお金はトリエスでいう銀貨一枚分ですかね？　金貨だと諭吉十人分」

「ほう？　そのユキチの上の貨幣は何が描かれているんだ？」

「え、いや諭吉が日本の最高紙幣ですよ？　その上はありません」

「紙幣？　紙なのか、金が」

「はい。いつの頃からか」

「そうか」

　そこで陛下も私も一旦言葉を切った。

　なんだか疲れた、妙に。

　まあ、陛下もさっきから疲れた疲れた言っているから、かなりの疲労度なんだろうけどね。

「ねぇ、陛下」

「なんだ」

「ここ何処ですか？　珍獣部屋の真下？」

　陛下が少し身じろぎした。

　彼の下腹部の上に座っている私の位置を少しだけずらすように座りなおしている。

　たぶん一ヶ所に重さが加わり続けているのが辛いんだろう。

　私って重いからね！

「落下したんだから真下なんだろうな。……しかし、おかしいんだ」

　陛下は考えるように眉まゆ根ねを寄せた。

「何がですか？」

「珍獣部屋の下に、このような空間はありえない」

「え、だって現にあるじゃないですか」

「珍獣部屋の下は余の執務室や会議室、応接室など、まあ、外……といっても本当の外ではないぞ？　あの区域の外に出る必要のない執務の際に使う部屋があるんだが、それらの部屋と部屋の間に、この空間に落下できる程の隙間があったかな。───無いと思うんだが……いや無かった」

「でも落ちたし」

「そうなんだ。それが分からない、余には」

　うーんと考え続けている陛下の髪が乱れていたので、私は彼の髪をちょいちょいと整えてあげた。

　陛下も大人しく髪を弄られている。

　彼はそんな事よりも思考の淵に沈んでいるのを選んだようだった。

「でもでも、」

「なんだ」

「珍獣部屋から落ちる時、床に開いた穴って三、四メートルくらいありませんでした？」

「めーとる？」

「あ、そうか。向こう世界の長さの単位なんですけど、えっと、少なくとも今私達が居る空間よりも広かったっていう意味です」

「そうだな。蹴り飛ぼうと思うくらいの長さは確かにあった。だが上を見る限り、あの穴は相当遠いよな？」

　陛下の言葉に、私は上を見上げた。

　見上げた落下開始地点らしき穴は、一辺三、四メートルにしてはかなり小さい。

「遠いですね……。薄ら明かりは見えますけど、小さいなぁ。私達、よくこの距離を落下して無事でいられましたね」

「だろう？　いくら絨毯が緩衝材になったとしてもだ」

「陛下、珍獣部屋って何階ですか？」

「三階だ」

「そうですか。これって三階分の高さですかね？」

「……まだあるな」

「やっぱり？」

「ああ」

「じゃ、お城の地下って事？」

「地下な。城の地下……確かにありはするぞ？　地下通路は。いろいろな理由でな？　だが余の記憶ではこの位置には無いはずなんだが……」

「陛下の天才的頭脳でも記憶にないんですか？　じゃあ、伝わっていない秘密の地下空間だったり？」

「この狭い空間がか？　何のために？」

「え、ゴミ捨て場とか」

「阿呆か」

「じゃあ、この空間の壁面にでも地下通路に通じている穴が開いているかもしれないですよ？」

　絨毯で半ば包まれているから全く見えないけどね、壁面が。

「まさか」

「もう！　調べもしないのに、なに決めつけてるんですか！」

「よい、小娘。このままこの場に居れば、そのうち助けがくるだろうよ。落ちる時、お前は大きな悲鳴をあげていたしな？」

　私は陛下のその言葉に疑問の視線を投げた。

「でもさ、確かに朝になればリーザ達が気づいて助けを呼んでくれるかもしれないですけど、少なくとも今は来る気配がなくないですか？」

「…………」

「陛下だって、本当は気づいているんでしょう？　私達、結構な時間をここで無駄話してますよね？」

「……しかしだな、部屋の外には衛兵が控えているはずで、その他にも余の護衛もな？」

「それにしては遅いですよね？」

「…………」

「へ・い・か！　面倒がらずにちょっとは調べましょうよ！　とりあえず私がこの絨毯をちょっとずらして壁面をみてみます！」

　陛下が疲れたように目を伏せて、絨毯越しの後ろの壁面に頭をコツリとつけた。

「……今日は散々な日だな」

「ちょっと、若いのに何を萎しおれているんですか！」

「お前にとって余はオヤジなんだろう？　もうよい、それで」

　ちょっとちょっと、マジでなに投げ遣りになっているの?!　本気でオ・ヤ・ジ認定下すからね?!　一度下した認定はちょっとやそっとでは覆せないんだから！
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　私は陛下の肩をぽんと叩いた。

　勿論、気合を入れる為にだよ！

「陛下、壁面を調べて何もなければ此処で大人しく朝まで助けを待ちましょう！　でもですね、絨毯を捲ってもしも穴があって通路かなにかに繋がっているのなら進んでみましょうよ！　もしかしたら、お城の牢獄にでも繋がっていて脱出できるかもしれないじゃないですか！」

「牢獄に？　まさか。そんな事がある訳ないだろう」

　それにこの区域の近くに牢獄は無いぞ、と陛下は面倒臭そうに付け足す。

「じゃあ、王都への脱出通路でも後宮でもどっちでもいいですよ！　とにかくこの狭い空間から出られればいいじゃないですか！　だって陛下、この臭い絨毯と朝まで一緒に居るつもりですか?!　私は嫌ですよ！　今まですっごく我慢してましたけどね！」

「…………」

「ちょっと！　───もういいです！　私が調べますから、そこで大人しく萎れていて下さい！」

　ふんだ、ばーか！　お・と・し・よ・り！　貴様にオヤジなんて生温い！　もう百寿を迎えたお爺ちゃんに認定してやる！

　私は頭にきながらも何とか足を踏ん張る場所を見つけて半ば爪先立ちになりながら、その狭い空間の中で立ち上がった。

　両手を絨毯越しの壁につき、何とか体勢を保ってみる。

　とりあえず絨毯を捲らなければ何も分からなそうだ。

　絨毯は私達を真ん中に、半ば包むようにして壁に沿ってあった。

　珍獣部屋は二十畳くらいあったから、その分の大きさが今は仇あだとなっている。

　絨毯の端を捕まえたくてジャンプしたいけれど、してしまったら足元で萎れている年寄り陛下を踏みつぶす事になるし、そもそも狭すぎて不可能だ。

　どうするべきか、ちょっと考えだした私の足元の方から陛下の声が聞こえた。

「この狭い空間でこの大きさのものをどうこうするのは無理だ。切るぞ、小娘」

　私は下を向いた。

　陛下は私の方へ顔を向けながら上着の留め金の下の方を幾つか外しだしている。

「何しているんですか、陛下。え、ストリップ？　ここで？」

　脱いでも観客は私しか居ないよ？　別に私、陛下のヌードは見たくないんだけど。

「すとりっぷ？　……意味を聞かない方がよい言葉なんだろうな」

　陛下はやはり疲れたように息をつくと、高価そうな上着の中の下方に手を入れた。

　そして二本の細身の短剣をおもむろに取り出す。

　短剣といってもそれひとつで人を殺傷するだけが目的のような剣ではなく、日本でいうタガーのようなものを、とにかくスレンダーにしたような感じのものだった。

　二本の短剣はそれぞれ長さが違っていた。

　ひとつは三十センチくらいで、もうひとつは二十センチくらいだ。

　柄や鞘さやこそ金と銀を使用してそうな色合いだったけれど、余計な装飾は一切無く、実用的な事だけを考えて作られた剣なのが分かる物騒な代物だ。

　陛下はその短剣の短い方を私に渡してきた。

「持っていろ、小娘」

「陛下、この短剣、どこから出したんですか？」

　え、別次元のポケット？

　受け取った私は軽く驚いた。剣は見た目に反してズシリとした重さを手に伝える。

「見ていなかったのか？」

「だって私ってば、今日は散々陛下の事を触りまくっていたような気が？」

　上も下も股こ間かんもね！

「……そうだな」

「なのに気づきませんでしたよ？　陛下が短剣を二本も隠し持っていたの！」

「隠し持っていた訳ではないがな。お前が単に馬鹿なだけだろう？」

「馬鹿ってまた言った！」

「馬鹿に馬鹿と言って何が悪い。それより壁面を見るんだろう？　絨毯を切るぞ。───小娘はそちらの方から切れ」

「はーい！」

　折角陛下がやる気になってくれたので、馬鹿とか言われたけど、私は細かい事は水に流す事にした。

　偉いね、私！　大人だよ！

　陛下に渡された短剣の鞘を取る。

　現れた刀身は少しの明かりしかない薄暗い空間であっても、触れれば皮膚が簡単に切れそうなのが分かる程の鋭い輝きを見せていた。

「うわっ、切れそうだなぁ」

「切れなければ役に立たんだろう？」

「そうですけど……」

「早くそちら側を切れ。───こちらは何もないな。ただの壁だ。……前の方も切ってみるか」

　私は陛下のその言葉を聞いて、怖いくらいに切れそうな短剣を頭の高さから下に向かって動かした。

　するとたいして力を入れていないのにもかかわらず、絨毯が面白いくらいによく切れる。

　怖いよ、この短剣！　やや、私ってば、あまり陛下を怒らせない方がもしかしていいのかな?!　ある時、彼の逆鱗に触れてざっくり切られる可能性あり?!　やややっ、怖すぎ！　理不尽すぎ！　凶器を持ち歩いている極悪魔王に逆らわない方がいいね！　気をつけようっと！

「あ」

「どうした？」

　陛下が私の足元で身動きするのが分かった。

　寝衣がその動きに合わせて変な方向へ捻じれる。

「あります、陛下」

「本当か？」

　そんな馬鹿なことが、と呟きながら陛下が絨毯越しに壁に手を付き、私が示す方向へ無理矢理姿勢を変えた。

「陛下、寝衣が捲れますって！」

「今更だ。それにお前はかぼちゃぱんつを見られても平気なのだろう？　気にするな」

　この男！　ああ、記憶力のいい人間って本当にタチ悪すぎだよ！

　私は憤慨しながらも、陛下の視界を遮らないように寝衣を腰まで上げた。

　確かにカボチャパンツは私にとって短パンクラスな代物なのだ。

「……あるな」

「でしょう？」

　切り裂いた絨毯を捲りながら見遣った陛下と私の目の前には、一メートル四方の穴がぽっかりと開いていた。

　穴こそ一メートル四方であったけれど、その先の縦幅は低くは無さそうで、少なくとも陛下が立って歩いてもまだ余裕があるように見えた。

「……通路のようだが奥が深そうだ。中はここまで狭くは無さそうだが、見える範囲では一本道のようだな」

「行ってみましょうよ、とりあえず」

「……どうするかな」

「え、なに迷っているんですか？　道に迷いそうとか？　でもでも陛下ならたとえ複雑に右左折しても大丈夫でしょう？」

　素晴らしい記憶力をお持ちだしね？

「それは大丈夫なんだが、」

　あ、否定はしない訳ね。

「何故、通路全体が仄かに明るいんだ？　光源は何だ」

「蛍光塗料でも塗っているんじゃないですか？」

「けいこう塗料？」

「ですです。うーん、トリエスだったら光る虫を原料とするような液体を塗っているとか」

「何の為に？」

「え、それは通る人間に通路が見えるようにする為に決まっているじゃないですか」

「目的は？」

「知りませんよ、そんな事！　とにかく行ってみましょうよ！」

「……あやしくないか？」

「陛下のお城の地下の事でしょう？　不明点を解決しておかなくてどうするんですか！　ささ、陛下！　行きましょうよ！　ほらほら、私が先に行きますから、陛下は後からついてきて下さい！　危ないですからね！」

「いや、行くのなら余が先に行こう」

　陛下が私の足元をくぐるような形で前に踏み出した。

「え、だって陛下、国王様だし、危険な目にあったら駄目でしょう？」

「それでお前の背に隠れていろと？　どちらにせよ前方から何かあった場合、お前では瞬殺だ。結局、対処する順番が余にまわってくるのなら、はじめから余が対応した方がよいだろう？　効率の問題だな」

「あー…そうですか」

「……行くか」

「はいはい」

　言って私は邪魔な寝衣を胸下まで引き上げて、団子にして結んだ。

　よし、完璧！　これで這いつくばっても大丈夫だよ！　陸上自衛隊の採用試験にも余裕で通りそう！

　匍ほ匐ふく前進準備よーし！　金髪紫瞳陸士長、準備ヨシであります！　いつでも進軍可能であります！　昼食は海軍カレーでありますか！　え、所属が違う?!　そんな！　私三等陸士は海軍カレーが食べたくて入隊したのであります！　トリエス王国国王陛下鬼畜陸士長に質問であります！　日本国の自衛隊に陛下陸士長は入隊出来るのでありますか！　え、採用条件として日本国籍を有する者という一文があるでありますか?!　ス……スパイ発見であります！　防衛大臣殿！　いや、最高指揮監督権を有する内閣総理大臣殿に報告した方がよいでありますか?!　ここに金髪紫瞳のスパイが日本国自衛隊に潜り込んでいるでありますよ！　トリエス王国という異世界の国王陛下が紛れ込んでいるでありますよ！

　そんな私の行動を、通路に踏み込もうとしていた陛下が後ろを振り返って見ていた。

　どうやら私がちゃんとついてくるのか確認の為に振り返ったようだった。

「……小娘、先程から気になっていたんだが、上の下着はどうした？」

「え、上の下着？　ああ、ブラの事ですか？」

「ぶら？」

「陛下のいう上の下着の事ですよ。付けてませんよ、あんなの」

「何故？」

「だってさぁ、陛下。日本から付けてきたブラ、いい加減洗濯しないと流石に汚いし、かといってトリエス王国製のブラね？　リーザに着け方を聞きましたけど、着ける気が全く起きませんよ。あんなの！」

「そうだとしても、ずっと透けているんだがな。いつ言おうかと思っていたが」

「陛下のエッチ！　ドスケベ！　エロオヤジ！」

「……っ」

「でもまあいいです」

「何？　いいのか、お前は?!」

「はい。だって私、陛下基準的には貧乳なんでしょ？」

「……ああ」

「だったらいいです。私だったら貧乳に欲情なんてしませんから」

「…………そういう問題か？」

「はい。他になんの問題が？」

「いや、もうよい。お前とはやはり感覚が違うようだ」

「そうですよね、私もそう思います」

「……行くぞ」

「はい！　ではではレッツラゴーですよ！　きゃーなんかドキドキしますね！　昔ね、日本のテレビというもので放送されていた番組で、ジャングルを探険するのがあったんです！　川に指を突っ込めば不自然にピラニアっていう肉を食べる魚が食いついてきたり、ジャングルを歩けばタランチュラっていう大きな蜘蛛くもがやっぱり不自然に降ってきたり！　いま思えば超ヤラセ番組以外の何物でもなかったんですけどね？　でもその馬鹿馬鹿しさが妙に面白かったんですよねー！」

　ちなみにその番組は、ママが持っていたＤＶＤで観たんだよ！　かなり昔の番組だったからね？

「お前の世界の話はいい。少し黙れ。音も貴重な危険予測だという事を、その軽い頭でも理解してくれ」

　そんな会話をしながら、陛下と私はアヤシイ地下通路に足を踏み入れた。

　トリエス国王探険隊発足の瞬間だった。

　まあ、メンバーは陛下と私の二名だけなんだけどね？
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　陛下と私が足を踏み入れた謎の通路は、縦幅は陛下の背丈より三十センチほど高く、横幅は私が両手を伸ばして指先が辛うじて届く、といった程度にはあるものだった。

　壁と床の材質は石のようだ。

　なんの石だかは異世界人の私には分からないけれど、ざらつく肌触りの石が適当な大きさで組まれている。

　床は石畳のようになっていて、私は石のひやりとする温度を素足に感じながら、ひたひたと陛下の後を躾が行き届いた飼い犬のように大人しくついていった。

　この穴に落ちる前まで陛下の寝台で寝ていた私は、当然靴などは履いてなく、歩く石畳が学校の校庭のように細かい石だらけでない事に安堵の息をつく。

　私は歩きながら陛下から渡された細身の短剣を、胸下で寝衣を団子にした結び目部分に差した。

　周囲をよく観察してみると地下通路は、異世界日本人の私的には、黄緑色の蛍光塗料をちょっと塗ってみたよ、といった感じの色合いに仄かに光っていた。

　最近どこかで見た事がある光り方だなと思って、あまり活発的に働いてくれない脳ミソ内を検索すると、ひとつだけ思い当たる。

「あ、」

　私の小さい声に、二歩ほど先行している陛下が素早く反応した。

「どうした」

「この黄緑色の光り方、どこかで見た事があるなと思ったら、ありました！　すごい最近！」

「どこだ？」

「レバーです！」

「ればー？　お前には光って見えたのか？」

「はい」

「そういう事は早く言え」

　やっていられないといった様子でそう言うと、陛下は立ち止まり、私の方へと振り返った。

「戻るか」

「え、なんでですか？」

「あやしすぎるだろう、やはり。戻って朝まで先程の場所で救助を待つべきだ」

　言って陛下は左手に持っていた鞘をしたままの短剣を、危険極まりない事に曲芸師のようにクルクルと手の内で回す。

　それはまるで手て持もち無ぶ沙さ汰ただから授業中にシャーペンを指で回しているよ！　といった感じのお手軽さだった。

　当然、私はつっこんだよ！

「危ないですよ！　陛下！」

「何がだ」

「それです！　その左手！　刃物をシャーペンみたいに回さないで下さいよ！」

「しゃーぺん？」

「字を書く羽ペンみたいな用途のものですよ！　なんで回すんですか?!　短剣を！　それが手から抜けて、その勢いで後ろにいる私に刺さったら、どう責任を取ってくれるんですか?!」

　陛下の左手の短剣の回る速度が増した。

　この男！　嫌がらせか?!　嫌がらせなんだな?!　今、私が指摘してから明らかに回転速度と回転幅が大きくなったよね?!

　お前は何か！　嫌だと言われたり、注意された事を態とやっちゃったりする小学生の糞餓鬼男子と同レベルなのか！

　二十代半ばの国王陛下のくせに！

　トリエス王国全国民よ！　もうね、やっちゃっていいよ！　革命をね！　政治体制がガラリと変わっちゃうくらい思いっきりやっちゃっていいから！　この私が許す！　この目の前の糞餓鬼男を恥辱屈辱が渦巻く性に飢えた猛者達が捕えられている牢獄に送っちゃってよ！

「余がそのようなヘマをするとでも思うか？」

「ヘマをするとかしないとかそういう問題じゃないじゃないですか！　この世の中に絶対って事はないでしょう?!　どんな人でも失敗する確率はあるじゃないですか！」

「そうか？」

　貴様！　どんだけ自信過剰なんだよ！　その自信はどこから来るんだ?!　国王だからか?!　いや、もしかして、その顔に自信があるからか?!　だったら許さん！　そんな理由なら、この私がその高すぎる鼻っ柱を叩き折ってくれる！　そう！　貴様の両頬に渦巻きでも書いてね！

「まあ、万が一失敗したとしても、責任は取れるから心配はするな」

「どういう事ですか？」

　私は意味が分からなくて眉をひそめる。

　陛下が短剣を回すのをふと止めて、目にも留まらぬといった素早い動きで鞘から短剣を引き抜き、私の首元に突きつけた。

「……え？」

　私は心臓を跳ねあげる。

　剣なんてこれまでの人生で突きつけられた事が無かったから、驚きすぎて体が竦んでしまった。

　自分の意思に反して体の全ての動きが止まる。

　目を見開いて陛下の顔を見ると、彼は何が楽しいのか、アメジストのような瞳を細めて、超絶美形顔に薄い笑みを浮かべていた。

「お前が体のどこかを損なったら、不自由なく生活できるよう十分な金と人をつけよう」

　突きつけられた短剣の研ぎ澄まされた刃の腹の部分で、彼は私の顎を上げた。

「そしてもし、お前がその命を落とす事となったなら、────そうだな、この世界にお前の身内は居ないから賠償金は渡せないが、立派な墓を建ててやる。お前が望むなら王族並みのものでもよいぞ？」

　その陛下のあんまりな言い様に、もともとあまり耐性の無い私の堪忍袋の緒が切れた。

　ぶちぶちっとした音がしましたよ！　刃を向けられる恐怖よりも、怒りの方が勝りました、今ね！

　私は、すっと息を吸った。

　突きつけられた刃なんて、もう怖くない！

　顔と首を、刃を突きつけている陛下に向かって勢いよく私が近づけると、彼は慌てて其れを引っ込めた。

「危ないだろう、小娘！」

　そう思うなら突きつけるなっ！　アホタレが！

　私は左の手の平を、陛下の鳩尾に添えた。

　陛下の腹に力が入る。

　どうやら身構えた模様だ。

「───疾はやきこと風の如く、」

「何？」

　陛下が怪訝そうな表情を見せ、危ないと思ったのか短剣を鞘に納めた。

　鳩みぞ尾おちに添えた私の左手を警戒してか、彼の腹にはまだ力が入ったままだ。

「徐しずかなること林の如く、」

　私は左手を動かし、陛下の鳩尾を意味深に円を描くように撫でた。

　陛下は私の左手を物凄く警戒している。

　彼は短剣を持っていない方の手で、私の左手首を掴んだ。

「何をするつもりだ、小娘」

　そんな彼の言葉を勿論無視し、私は淡々と続きの言葉を紡いだ。

「侵しん掠りやくすること火の如く、」

　そこまで言ってから、私は左手を力任せに下の方へ、つまり陛下の急所の方へ動かしてみせた。

「止めろ、小娘！」

　陛下が思いっきり嫌そうな顔をして声を荒げる。

　まあ、当然であると言えよう。

　落下する少し前に彼は私に金的攻撃二連発をくらっているんだからね！　私が手を下に持っていけば当然警戒するよね！　馬鹿でもね！

　でもね、へ・い・か！　甘いよ！　甘々だよ！　激甘だからね！

　私は陛下のような、極上の真綿で包まれたエメラルド箱入りお坊ちゃまじゃないから！

　覚悟だ、陛下め！

　私は陛下に掴まれている左手を渾身の力を込めて彼の急所に向かわせる。

　陛下が注意をそれに向け、手を掴む力が増して腰が引き気味になる。

　それによって彼は若干前屈みになり、姿勢が低くなった。

　そう！　もちろんコレはフェイントだよ！　当然ね！

「動かざること山の如しっ！」

　口にした言葉とは正反対の攻撃を、左手に陛下の注意を向けさせたまま、彼の超絶美形顔の中央に形よくおさまっている二つの穴へ、つまり鼻の穴に私は思いっきり右手の人差し指と中指を突っ込んだ。

　突っ込んだ時に、少々突き刺さったような感触がする。

　あれ？

「っ！」

　陛下が持っていた短剣を取り落とした。

　落ちた短剣は石畳に跳ね、金属音を地下通路に盛大に響かせる。

　彼は私の右手を力任せに振り払い、掴んでいた手を放して、半ばよろめくように数歩後ろに下がった。

「何をする、小娘！」

　陛下は片手で鼻を押さえ、射い殺ころさんがばかりに私を睨みつけた。

　その睨み攻撃に私は肩を竦めてみせるしかない。

「何って、風林火山？」

「何？」

「ふ・う・り・ん・か・ざ・ん！」

　言って私は右手をピースの形にして、人差し指と中指をニギニギさせながら、見せつけるように陛下の美形顔の前に出した。

「風林火山。南北朝時代の北きた畠ばたけ顕あき家いえや戦国大名の武たけ田だ信しん玄げんの軍旗に記されたものの通称ですよ。元は孫そん子しから引用しているみたいです。ちなみにそれってば、日本の隣国中国の古い兵法書で意味は───」

「それはいい。聞けば言いたい事は分かる」

　おお、流石天才だね！

　そんな隙のない陛下の天才っぷりに感心しながらも、折角、武田信玄に一時期嵌って覚えた蘊うん蓄ちくを披露出来ない事を非常に残念に思いながら、私は彼が落とした短剣を拾い上げた。

「意味、言いたかったなぁ」

「それよりお前はまず余の質問に答えるべきだろう！」

「え？」

「余は今、何をする、と聞いたんだが?!」

「だから風林火山だって言ったじゃないですか！」

　しつこいな！　粘着男め！

　私は陛下の短剣をバトンのようにクルクルと回した。

「危ないだろう！」

「陛下だってさっきやってたじゃないですか！」

「余はいいが、お前はやるな！」

「どんな俺様男ですか！　自己中も大概にしないと陛下の尻穴に何かを突っ込みますよ?!」

「品の無い事を言うな！」

　そう通路に響き渡るような怒鳴り声を陛下が上げた時だ。
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「……っ」

「あ、陛下、鼻血？」

　手で鼻を押さえていた陛下の顎下から、つっと血が流れ落ちた。

　ぽたりと一滴二滴が石畳に垂れ落ちた時点で、私が初めて聞く陛下のそれこそ品の無い言葉が耳に入る。

「……くそっ」

　王国の第一王子として生まれ、大事に大切に育てられ、八歳で国王になった彼でもそんな品の無い言葉を使うんだなぁ、と妙に感心してから、私は陛下の短剣を鞘から抜いた。

　それを目に留め、陛下が紫の瞳に少しの警戒の色を乗せた。

「陛下、通路、そんなに汚れていないようだから座って下さい。で、少し俯いて」

「…………」

「ほら、早く」

　彼はやはり私に向かって若干の警戒を見せながらも、垂れ落ちた血を避け、通路の壁際に静かに腰を下ろした。

　それを確認してから、私は胸下で寝衣を団子にした結び目の端を陛下の短剣で切り取る。

「小娘？」

　私は陛下の傍にしゃがんだ。

「手、退けて下さい、陛下。血を拭くから」

「…………」

「そのままにしておけないでしょう？　ほら早く！」

「拭くものを持っているからよい」

「もう寝衣を切っちゃいましたよ、私」

　私は短剣を下に置き、なかなか退かさない陛下の手を無理矢理顔から引きはがして、顎下の方から拭うようにして鼻を押さえた。

　切り取った寝衣を陛下の鼻の穴に突っ込むようにして左手で押さえ、右手で彼の小鼻の少し上を指で摘んで圧迫する。

「少し静かにしていれば血が止まると思いますから、このままでいて下さい。あ、鼻血は飲んだらだめですよ？　気分が悪くなるかもしれませんからね」

「…………」

「陛下、鼻血を出した経験は？」

「……ない」

　彼は鼻を私に任せたまま、疲れたように髪を掻きあげた。

　小さい溜息までついている。

「でしょうね」

　陛下ってば、過去は王子様で今は王様だしね。しかも御伽の国のメルヘン王子だしね。メルヘン王子に鼻血はナイよね？　私が許してもメルヘン所属の妖精たちが許さないと思うよ。絶対にね！

「安心していいですよ？　鼻血の処置方法としてはあってますから」

　私はしゃがんでいるのも疲れたので、手を動かさないようにして陛下の傍に座った。

「うちの妹、小さい頃は鼻血が出やすい体質だったんですよね。今は平気になったんですけど。だから私ってば、鼻血の処置は御手の物なんです」

　私は突っ込んだ布を一回取って、汚れた方を手の内側にもっていき、綺麗な方を陛下の鼻にまた入れた。

「まあ、今回の鼻血の原因は私がさっき突き刺しちゃったせいですから、きちんと責任を持って処置させて頂きます」

「…………」

「爪、ちょっと伸びてたの忘れてました」

「…………」

「ねえ、陛下」

「……なんだ」

「引き返そうなんて言わないで先に進みましょうよ」

「何故？」

「何故って言われても」

「元の世界に帰る手段があるかもしれないからか？」

「…………」

「あると思うのか、お前は。この城の大抵の事を知っている余が知らないのに？」

「でも、少しの可能性にかけたっていいじゃないですか。それに陛下、レバーやこの通路のこと説明できるんですか？」

　私は陛下の鼻に押さえ入れていた布を取って、彼の鼻の具合を見た。

　血はどうやら止まったようだった。が、顔に少し跡が残ってしまっている。

　布を水で湿らせて拭ってやりたいところだけれど肝心の水が無い。

　だがしかし。

　陛下の超絶美形顔に血の跡は似合わないなぁ。うーん、やっちゃっていいかな？　陛下、嫌がりそうだけど仕方ないよね？　だって、本気で陛下の顔に鼻血の跡は似合わないんだもん！　なんかね、私の美意識が拒絶するんだよね？　私ってばさ、基本的に乙女ゲー崇拝者なだけに、美しいものが汚れていたり傷ついているのが許せないんだよ！　美しいものには薔薇を、の世界なんだよね！　パーシヴァル様にこの世の美しい物の全てを捧げたいくらいにね！　勿論パーシヴァル様には私の初エッチも贈呈予定だよ！　当然ね！　返品不可だよ！

　私は石畳の上に置いておいた陛下の短剣を再度手に取り、寝衣の団子をそのままに、左脇側を掴んでハンカチサイズに切り取った。

　陛下は私の手元をじっと見ている。

　寝衣を切り刻む事には特にコメントは無いようだった。

　既にいろいろと諦めているのかもしれない。

「陛下、ごめんね？」

　私は一応そう断ってから、彼の顔を両手で挟み、血けつ痕こんの残る場所へと口をつけた。

「…………」

「…………」

　陛下の顔に残る血の跡を辿るように私は舌を這わせた。

　小動物が主人の顔を舐めるように、まずは鼻の下から上唇に届くまで。

　布に唾つばをつけて拭おうかとも一瞬考えたけれど、流石に一国の国王にそれはないだろうと私なりに判断し、だったらと舐め取る事にしたのだ。

　まあ、ＡとＢがあって、どちらかというとＢの方がマシといった程度の差ではあったけどね？

　私は一旦口を離すと、手にしている寝衣の新しい切れ端で彼の鼻下を丁寧に拭った。

　いい具合に血の跡が落ちたのを確認し、今度は陛下の上唇から下唇を辿り、顎の下まで舌を這わせる。

　顎下まで舐めて、私がまた切れ端で拭っている間、陛下は一言も発しなかった。

　ただ大人しく、そして眉を少しだけ寄せて、拭っている私の顔をただ見ていた。

　今の彼の感情は読み取れない。

　私はこの短期間で少しずつ気づいてきた事があって、そのひとつが彼のそんな表情だった。

　陛下は偶たまに、ふとした時に感情を全く表さない顔をする。

　表情が、というより陛下の澄んだ紫の瞳が本物の紫水晶になってしまったかのような目をするのだ。

　私は溜息をつく。

「陛下、そんなに感情を無くすような顔をしないで下さいよ。私に顔を舐められて怒りたい気持ちは分かりますけどね？　でも、血の跡、無くなりましたよ？　キレイになりました！」

　見た感じはね！

　私は彼の顔に血の跡が無くなったのを確認して、汚れてしまった切れ端を通路の隅に置いた。

「へ・い・か！　何か言って下さいよ！　文句は受け付けますよ？」

「……怒ってはいないが。ただ、」

「ただ何ですか？」

　陛下は少しだけ目を伏せた。

「お前の行動だけは予測がつかないな、と思ってな」

「そうですか？」

「ああ」

　そう言って、陛下は立ち上がった。

　途端、彼は左足が気になるのか、何度かトントンと爪先を石畳に軽く叩く。

「陛下、足、気になるんですか？」

「…………」

「ねえ、へ・い・か！」

「別に」

　あー…この男は本当にさ。

　私はなんだか面倒になってきてしまったけれど、気づいた事を無視するのは私の信条に反する事だったので、今度は先程手渡された短剣を寝衣の団子から引き抜いて鞘を抜いた。

　そして団子を根元から切り取る。

　これによって私の服装といったら、ノーブラすけすけミニミニキャミソールとカボチャパンツといった出立ちになってしまったけれど、一緒に居るのは陛下だけだし、なんだかもうどうでも良くなっていた。

「ほら、陛下、もう一度座って下さい」

　陛下が面倒そうな表情をして、私を見下ろした。

「何故？」

「痛いんでしょ、足」

「余は別にと言ったが？」

「あまりウザイこと言っていると、殴りますよ、マジで」

　疲れてるし、だんだん苛ついてきてるしね、私ってば。

　私は陛下の反応を無視して、がっつり切り取った寝衣を、今度は縦に長く切り裂いていく。

「とにかく座って下さいよ。別に取って食う訳じゃないんですから」

　言いながら切り取った布を縦に引き裂く作業を私が続けていると、先程の場所に陛下が再び腰を下ろした。
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「いつから痛いんですか、足」

「落ちた時に痛めたようだ」

「何で早く言わないんですか。落ちた場所から二十分くらい、うーん、トリエスで言う……いいやもう、結構歩いてますよね？」

「言う程の事でもないだろう？　歩けるのだしな」

　それにお前に言ったところで、どうにもならないだろう、と彼は肩を竦めた。

　私は縦に裂いた布の強度を確かめる為に、二、三度ビンと張ってから、陛下の靴と靴下らしきものを脱がし、左のズボンの裾を少しずつ捲っていった。

「ところで陛下って落ちた時の記憶ってあるんですか？」

「いや。少し気を失っていたようだ。苦しくて気づいたらお前が上に乗っていた」

「そうですか。───あれ、陛下、」

「なんだ」

　私は陛下の左足の脛すねのあたりまでズボンを捲っていき、彼の足が少し顕になると、ちょっと感動して陛下の脛を撫でてしまった。

「……小娘？」

「やや、ちょっと陛下！　何ですか、この足！」

　私の反応に、当然と言えば当然なのかもしれないけれど、陛下は怪訝そうな視線を向けてきた。

「何とは？」

「無いです！　いやっ、素晴らしい！」

「……無い？」

「脛毛ですよ、す・ね・げ！」

「…………」

「これ、剃そっている訳じゃないですよね?!　ザラついてないし！　きゃあー！」

　陛下の身が気持ち私から遠ざかったようだ。

　彼は地下通路の壁面に背をぺったりと添わせている。

　私は更に陛下の脛を撫でまわす。

「凄いなぁ。流石、御伽の国のメルヘン王子！　女々しくはないのに、嫌な男臭さが全く無いですよね、陛下って！」

「御伽の国のめるへん王子？」

　陛下が疑問形を投げてきたけれど、感動中の私は当然全く聞いちゃいなかった。

　脛を一通り撫でると、今度はアキレス腱けんから脹ふくら脛はぎにかけて私は少し揉むような感じで撫で上げる。

「私的には多少ワイルド入っていた方が好みといえば好みなんですけど、陛下の場合は、あれですね。剥はく製せいにして部屋に飾りたいって感じ？　フィギュア感覚っていうか」

「……剥製な」

「お、」

「……どうした」

「陛下ってば、足、ちょっと浮む腫くんでますね」

「そうか？」

「ええ。今日とか立ちっぱなしだったり、ずっと同じ姿勢で居ました？」

「そうだな、謁見が長引いて同じ姿勢で座り続けては居た」

「それですね」

　私は言って、陛下の脹脛を軽く揉む。

「痛いですか？」

「少し」

「んー…、これ、明日にでもマッサージしてあげますよ。上手いんですよ、私！　よくママにやってあげてたから上達したんです！」

「まっさーじ？」

「はい。揉んだり、押したりする事なんですけど、足裏ツボ押しから、頭まで出来ますよ、私ってば！　ま、期待してて下さい」

「…………」

　私は更に陛下のズボンを捲っていった。

「……小娘、痛いのは足首なんだが」

「まま、そう堅い事を言わずに！　おおぅ、陛下、膝も綺麗ですねぇー！　やっばい、この足、ウットリだなぁ」

「…………」

　既に私は変態と化していた。が、そんな変態モードで感動中の私の目に、かなり不快なものが目に入る。

「……あれ、何ですか、これ、陛下」

「なんだ」

「これです、これ！」

　私はズボンを捲り上げられる最大限の大腿の半ばまで上げ、陛下にその場所を指し示した。

　私が指を差した場所は、彼の膝後ろの少し上からズボンを捲り上げられない大腿後ろの上部にまで続いていると思われる醜い引ひき攣つれた傷きず痕あとだった。

　その傷痕は、陛下の綺麗な足には全くもって不似合い極まりないものだ。

　引き攣れた傷痕は薄黒く変色し、彼の持つ本来の白い肌に不吉な影を落としている。

「ああ、それか」

　陛下は特に気にしていないといった風に言葉を紡いだ。

「昔、まだ幼かった頃に刺客にやられた傷痕だ」

「は？　刺客？　幼かったって何歳の時ですか？」

「王になって直ぐだったから、八歳か」

「八歳児に向けて刺客を放った外道のアホタレが居るんですか！」

　私の突然の怒りの叫びに、陛下が呆れた目を向けてきた。

「お前な。八歳児といっても王だぞ、トリエスの」

「何を言っているんですか！」

　私の中で今までにないってくらいな怒りの感情が瞬時に湧き上がり、陛下の足をがっつり掴んで、外道の鬼畜が八歳児につけた醜い傷痕の先を見ようと、ズボンを無理矢理にでも捲り上げようとした。

「小娘」

「許せない！」

「何？」

「ゆ・る・せ・な・いって言ってるんですよ！　何処までですか、陛下！　この傷痕、何処まで続いているんですか?!」

　ズボンを捲り上げ、顔を下から覗かせているのに、傷痕の終点が見えない。

「背中の中程までだ。逃げ切れなくて、足から背中まで切られただけだ」

「だけって！」

「仕方ないだろう？　己が未熟だっただけだ。避ける技量も、追い返す技量も、その時、護衛を近くに置いておかなかった判断も、全て己の未熟さ故の失態だ」

　よく命が助かったと今でも思う、と陛下は淡々と続けた。

「未熟って！　八歳児じゃないですか！　天才だろうが王だろうが、陛下はその時、八歳児に過ぎなかったんですよ！」

「年は関係ない。王は王でしかない、小娘」

「でもっ！」

　私は怒りに震えながらも捲っていた陛下のズボンを少しずつ下げ始めた。

「……何で傷痕、薄黒いんですか？」

「剣に毒が塗ってあった。だから間抜けにもその刺客は余に止めを刺さずに去っていき、余はぎりぎりのところで助かった」

「幼い王を放っておいて、護衛は何をしていたんですか？」

「いろいろあった、あの時は。まだ周囲は混乱していて余の手駒は少なかった。その隙を突かれた」

「……誰なんですか、八歳児に刺客を放った鬼畜野郎は」

　陛下は呆れたように息をついた。

「聞いてどうする？」

「聞いてみたいだけです」

「証拠はない。だが予想はついている。───トリエスの南西にガルダトイア神王国という古い国がある。そこの神王だろう」

「ガル……？　え？」

「ガルダトイア神王国。大陸最古の歴史だけは長い国だ」

「どのくらいですか？」

「どのくらいとは？」

「国の規模です」

　私は脹脛の半ばまでズボンを下げ終わると、寝衣を縦に裂いた布を、まず踝くるぶしから拳ひとつほど上に離した場所にテーピングをするようにくるくると捲きだした。

「大陸にある国々の中では中の上といったところかな」

「私ってば自分の居る場所について何にも聞いていなかったような気がするんですけど、トリエスは、陛下」

「上だ」

「上？　上の？」

「人によって見方は違うだろうが、規模でいえば、少なくとも上の下では無いだろうな」

「え」

　私は思わず手を止めてしまった。

　ちょっと驚いちゃったよ、今！

　陛下ってば、今、なんて言ったの?!　上の下じゃない？　え、それって？　そしたらもう、上の中、上の上しか残ってないじゃない！

「なんだ」

「陛下って、大国の王様だったんですか？」

「何を今更」

「だって、誰もトリエスが大国だって言ってなかったですよ?!」

「それはお前が聞かなかったからだろう？　普通、聞かれもしないのに、この国は大国ですなどと言うと思うか？」

「え、まあ、それはそうですけど……。でも、陛下ってばひ弱っ子じゃないですか！」

「それは関係ないだろう！　そもそも今朝からひ弱っ子とはなんだ、小娘！」

「ひ弱っ子はひ弱っ子ですよ！　というか、それはいいとしてですね、陛下」

　私は脹脛の部分を捲き終えてきっちり結ぶと、縦に裂いた布をもう一本手に取って暫し悩んだ末に、今度は既に捲き終わった部分を利用して、土踏まずに引っかけるようにして縦方向に何とか捲けるよう努力した。

　テーピングテープじゃないから、かなり厳しいものがあったけれど、とりあえずこれから歩くにあたって少しでも痛みを軽減してあげたかった。

　だって私ってば、地下通路の先に進んでみたいっていう自分の望みもあるからさ。

　頑張っちゃうよ、私！　テーピングもどきをね！

「陛下の国が大国なら、そんな中の上のただ古い国なんて戦争でも仕掛けるか、けし掛けるかしたり、大国主義振りかざして周辺の国々を巻き込んで、経済制裁でも発動させて滅ぼしちゃえばいいのに」

「簡単に言うがな、そううまくはいかない」

「なんでですか？」

「向こうには長い歴史と伝統と神話性とやらがあってな。余から見れば、確実に衰退の道を辿っている国でしかないが、ガルダトイアに続く歴史を持つ国々にとっては、トリエスこそが滅ぶべき国だと考える」

「よく分かりません」

「まだ若いんだ、この大陸の中でトリエスという国は」

　私は縦方向に捲いていた布を結ぶと、今度は足首を補強するように布を捲きつけていく。

　きつく捲きつける事で痛いかもしれないと思って陛下の顔を見ると、彼は平気だ、といった感じで頷いてみせた。

「それって僻ひがみですかね」

「僻みな。どうかな」

「僻み以外の何物でもないじゃないですか！　あれですよ、あれ。最近生まれた若造が急激に成長して、あれよあれよと自分を追いこしていっちゃった事に対する、狭量なオヤジたちの僻みですよ。自分たちは与えられた物の上に胡坐を掻いていただけで、何の努力もしていなかった無能人間の癖に、格下だと思っていた若造の成長が羨ましくて腹立たしくて妬ねたましくって仕方ないんです。だから出る杭くいは打ってやろうと、醜くも浅ましい下劣な思考のもとに、陛下に刺客とか送っちゃったりしてるんですよ！　うわ、最悪！　そういうの大っ嫌いです、私ってば！　滅亡しちゃえばいいのに！　ウザすぎ！」

「お前は言う事に容赦がないな」

「そうですか？」

「ああ」

「まあでも陛下、私がそのガルなんとかっていう国の王様に呪いのオーラを送っておきますから、少しは安心していいですよ？」

　なんていったって私は日本人だからね！　平たいらの将まさ門かどの怨おん霊りようを操れるかもしれないよ！　東京都千代田区大おお手て町まちにある将門の首塚から異世界に召喚しちゃうよ！　呪いの藁わら人にん形ぎようの作成運用技術だって伝わっている国の出身だからね！

　私はふんと鼻息を荒くして、仕上げとばかりに捲いている布を歩いても簡単には解けないように工夫して結んでいく。

「私ね、陛下。許せないんですよね、こういうの」

「まだ言うか。年齢は関係ない」

「年齢もありますけどね？　それだけじゃないんです」

「他に何の理由が？」

「私はね、乙女ゲー崇拝者なんです」

「何？」

「乙女ゲー崇・拝・者！　逆ハー至上主義、ご都合展開上等主義の、加え！　私の場合、美しいモノがとにかく好きで、コレクション……収集癖があってですね？　美しいモノを並べて眺めるのが大好きなんです」

「……で？」

「だからですね、私ってば、剥製にして部屋に飾って置いておきたい生命体ランキング上位に入るくらいのビューティーな陛下に、こんな醜い傷なんてつけた外道で鬼畜なアホタレのガルなんとか王に、将門の怨霊を送っておきますよ。場合によっては、このトリエスで丑うしの刻参りもやっちゃいます！」

「……よく分からんが、あまり嬉しくない言い様だな」

「なんでですか?!　───よし！　終わりましたよ、陛下。どうですか、足の固定具合」

　私の言葉に陛下は自分の足首に視線を向けて軽く触った後、立ち上がって左足に体重をかけて確かめた。

「少し楽になった気がする」

「でしょう？　テープじゃないからちょっと心許無いんですけど、無いよりはマシだと思いますよ。とりあえず靴は履けるくらいの厚さにしてありますからね。ほら陛下、片足上げて。靴下履かせてあげます」

　私ってばお母さんだよね！　ほらほら坊や、いい子だから片足をお・上・げ！

「……自分でやるからよい」

「あれ、反抗期ですか？　お母さんはそんな子に育てた覚えはありません」

「いつ、誰が、どこでお前に育てられたんだ、と返した方がよいのか、それは」

「いやいいですよ、別に。ほら、へ・い・か！」

　私が陛下の靴下らしきものを開いて彼の足が入れられるのをじっと待っているのに観念したのか、陛下は遣る瀬無い溜息をつきながら左足を入れてきた。

　私は折角捲いた布がずれてしまわないように、靴下らしきものをいっぱいに広げながら陛下に履かせていく。

「お前は医療に触れていた事があるのか？」

「え、全然ですよ！　足は千夏ちゃんが、」

「……またチナツか」

「千夏ちゃん、エロ属性に加えてドジっ娘属性で、」

「どじっこ？」

「はい。ドジっ娘というのはですね、普通に歩けば転び、椅子に座れば転げ落ち、扉を開ければ手を挟み、階段を上ってもやっぱり転げ落ちる。んで、コップを持てば落として割ったり、机が近くにあれば足をぶつける、そんな感じのドジっぷりを素でするのがドジっ娘です」

「……そんな人間が居るのか？」

「居ますよ？　そういう千夏ちゃんが近くに居たんで、私ってば、応急処置が出来るようになっちゃったんですよ。これはもうね、不可抗力です。あ、陛下、これこういう留め方でいいんですか？」

　私は陛下の靴下らしきものの留める部分を少々苦労しながら結んで陛下に見せると、彼はそれを身を屈めて引き取った。

「ここまではあっているが、ここからはこうだ」

　言って陛下は手際良く途中から結び直していく。

「そういう風に結ぶんですかぁ」

　へー、と興味深く眺めていると、陛下は早々に結び終えて靴を履いた。

「で、どうする」

「どうするって？」

「お前はこのまま先へ行きたいのか？」

「あー…出来れば。駄目ですか？」

　私の言葉に、陛下はチラリと此方を見て息をついた。

「…………仕方ない。戻ったところで臭いの残るあの狭い空間で待つことになるだけだし、面倒だが付き合うか」

　そう言うと陛下は石畳の上に放置されていた短剣を拾い上げた。

　それを見て、私も渡された短剣を今度はカボチャパンツの左脇腹付近に差し入れる。

「付き合うが、小娘」

「はい」

「この先、危険を少しでも感じたら、お前が何を言おうが引き返すからな」

「あ、それは了解です！」

「では行くか」

「はーい！」

　そんな感じで陛下と私は、トリエス国王探険隊を再開させたのであった。
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　トリエス国王探険隊を再開させて、私の体内時計で五分程が経った頃。

　私は黙って陛下の後ろをただついていくのに飽きてしまって、彼に質問をする事で気を紛らわせようとしていた。

「なんか地下通路、代わり映えしないですね、陛下」

「そうだな」

　地下通路は歩けど歩けど高さも幅も、仄かに光る妖しい光も通路の材質も何も変わる事はなかった。

　落下地点から何だかんだと三十分近く歩いているのにだ。

　そろそろ終点が見えてきて欲しいところだけれど、陛下の体の横から見える前方は、未だ一本道が続いていた。

「そういえばさ、陛下」

「なんだ」

　陛下は私が声をかけても振り返る事はしなかった。

　ただ黙々と前を見ながら歩き続けている。

「私、結構疑問点があるんですよね、今回の事」

「ほう？　例えば？」

「ひとつめ。何でレバーが珍獣部屋にあったのか。陛下、分かります？」

「分からん。あの部屋はただの物置だとばかり余も思っていたからな。確かに昨夜バルツァーが言っていた通り、数代前の王が取り締まった闇市場に流れていた珍しい獣を手元に置く為に作ったらしいが、単に珍しいから飼ってみたくなったものの出所が闇市場だし、五月蠅い事を言われるのも煩わしいし、適当に法を作って適当に部屋を作ってみたというところだろうな。珍獣保護法を見る限り深く考えていたとは到底思えん」

「陛下ってば、そんな適当に作られたと分かっている法を私に適用したんですね」

「お前にはそのくらいが丁度よいだろう？　適当そうだしな、お前のその頭の作りも」

　この男は一言多いよ！

　私に失礼な事を言ったら腰の妖刀小お野のの妹いも子こで切るから覚悟してね！　切れ味抜群だよ！　切られたら呪われるからね！　切り口から黒い煙が出るよ！　呪いの解除は勿論有料だから！　陛下の持っている財産の半分ね！　二回切って身みぐるみ剥いでやる！

　そしてその後は男だん娼しようの館にでも売り飛ばす！

　私はムッとした事もあり、陛下の背中を睨みながら質問を続けた。

「じゃあ、ふたつめ。何でレバーが私にだけに見えたのか」

「それも分からん。異世界人だからなのか、お前の目がおかしいのか」

「なんでそこで私の目の良し悪しが出てくるんですか?!」

「頭がおかしいからな、お前は」

　切る！　今、切る事に決めたよ、私！

　私は妖刀小野妹子の柄に左手を乗せた。

　柄が冷たい感触を手に伝える。

　映画やテレビでお馴な染じみの動作を真似るように、鞘に手を移動させ、鍔つばに親指を掛ける。

　瞬間、陛下の冷たい声音が私の耳朶を打った。

「小娘、言っておく事があるが、余に刃を向けた時、お前の命は無いと思え」

「え」

「冗談でも向けるな。余はそのように鍛えられている」

　陛下の言っている通り、なんだか彼の声に冗談では済まなそうな響きが含まれているのを私は敏感に感じ取り、すぐさま短剣から手を下ろした。

　ていうか、なんで前を向いているのに私が短剣を触ったのが分かるのよ！　頭の後ろに目がついているんじゃないだろうな！　妖怪陛下め！

　なんて事を思ってはみたけれど、私は少し怖くなってしまって一歩陛下から距離を取った。

「鍛えられているって誰にですか？」

「そのような事、お前が知ってどうする？」

「別に意味はないですけど……」

「なれば聞くな」

「…………」

　陛下の冷たい返しに私はどうにも居心地が悪くなってしまい、更に三歩ほど陛下から後ろへ下がった。

　これで、もともと二歩程の距離があったから、二歩、一歩、三歩と計六歩分の距離が開く。

　陛下の足が止まった。

　それに合わせ私も足を止めると、陛下が振り返る。

　紫の瞳にまた感情がなかった。

「あまり離れるな」

「……だって」

「だっても何もない。いい加減にしろ。お前がこの先に進みたいと言ったのを忘れるな」

「……陛下、なんだか物騒だし」

　私がぽつりとそう口にすると、陛下が大きく一歩踏み出し、私の右手首を体ごと持ち上げるようにして掴んだ。

「痛いっ、陛下！」

「当たり前の事を言っただけだろうが。王に刃を向けた者を許すと思うか。それがたとえ害の無さそうなお前であってもだ。違うか、小娘」

「……違くはないですけど」

「早く先へ行き、さっさと終わらせるぞ。面倒だし疲れているんだ。この先が何処かに繋がっているのなら、それに越した事はないからな」

　そう言うと陛下は私の右手首を離す事はせずに、そのまま引っ張るようにして歩きだす。

　数分ほどお互いに黙って歩いて、自然と手を繋ぐ形で落ち着いた。

　陛下の手は弾力がある訳でもなく、温かくもなかった。

「そういえばお前の結構ある疑問点とやらは二つで終了なのか？」

　相変わらず陛下はこちらを見ようとはせずに、前方に目を向けたまま声をかけてきた。

　私はそれに気を取り直して反応する事にする。

　いつまでも今し方の事を気にしていても仕方がないからだ。

　流石に一国の国王に短剣を向けようとしたのは、冗談だったとしてもやりすぎだったしね？

　そんな反省をしてみたけれど、でも、私はまたひとつ気づいた事が増えた。

　───陛下は、ふとした瞬間にとても怖くなる。

「まだありますよ」

「なんだ」

「みっつめ。どうしてリーザ達が触れなかったレバーが陛下に触れたのか」

「それも分からんな。お前だけが見えて触れたのなら、百歩譲って異世界人だからという理由がこじつけられる。だが余はあれらと同じこの世界の者であるし、不思議な力もない。そもそもこの世界に不可思議な事は存在しないはずだ。国王を十八年もやっているが、これまで見た事も聞いた事も、そういった報告も今までに無かった。全ては物語の中での話で、余が不思議な事象を目にしたとすれば、小娘、お前が余の前に現れた、それが初めてだ」

「うーん、じゃあ、よっつめ。珍獣部屋に開いた穴の床の瓦が礫れきは何処にいったのか」

　陛下は降参だとばかりに息をついた。

「それも分からんな。少なくともあの狭い空間には無かった。どれも分からん。分からない事だらけだ。───初めてだ、ここまで理解不能な事が起こるのは」

「結局、陛下、何にも分からないんじゃないですか」

「……そうだな」

「陛下、天才のはずなのに」

「それは関係ないし、余は別に天才でも何でもない。単に記憶力が人より少しいいだけだ。そう今朝も言ったはずだが？」

「陛下が天才じゃなかったら、私はどうなるんですか！」

「だから馬鹿なんだろう？」

「酷い！」

　くぅ、この男、やっぱりムカツクよ！　一発殴りたいけど、さっきの事があったばかりだからね！　流石の私も多少は自重するよ！　少なくともこの地下通路に居る間はね！

　私はその腹立たしさを発散するように、繋いでいる陛下の左手をぶんぶんと振ってみた。

「小娘」

「じゃあ、やっぱりこの先に行くしかないですね！　異世界人である私だけが見えたレバーによって来る事になった地下通路ですもん！　今言った疑問の何かは分かるかも！　ていうか、私ってば、日本に帰れるかもですよ！」

　というか、もうマジで帰りたい！

　トリエスのお金で五億円分手に入ったけど、この世界で大金を手にしたって、今私が最高に欲しいソフトが手に入る訳でもないしね！

　正直なところさ、この世界で大金を手に入れても、あんまり楽しくないんだよね。買いたい物も思いつかないし、お金を使って楽しませてあげたい人も居ないしさ。

「どうかな。その理屈だと余が触れた説明がつかない」

「う……」

「そもそも、そう簡単に解決する問題なのか？　異世界に渡るという事は」

「ねぇ、陛下」

「なんだ」

「調べて下さいよ、陛下の権力で」

　そうだよ。陛下は大国の国王陛下だし、権力もお金も人も、手にしているのはこの世界の人たちと比べても段違いのはずだよね？　効率的ってなもんだよ。私が一生懸命調べるよりもさ。

「何をだ。お前の帰還方法とこの地下通路の事でもか？」

「そうです」

「命じるのはいいが、そう簡単に引っかかるとも思えんのだがな。少なくともお前の帰還方法は」

「そんなこと言わないで下さいよ！　へこんじゃいますよ、私！」

　やってらんない気持ちになって、私は脱力したように溜息をついた。

　もう本当にやってらんないよ。日本に帰還不可フラグは立ちっぱなしだし、今日は精神的に疲れているっていうのに、真夜中に裸足でこんなアヤシイ地下通路歩いているしさ。

　いくら異世界転移王道設定である逆ハーで頑張ってモチベーション上げたところで限界はあるよ、流石の私もね。

「帰還方法という言い方では命じていないが、異世界がらみの事柄で何か伝わっている事はないか、トリエス以外にも範囲を広げて調べるよう今日ルドルフには申し渡してある」

「ルドルフさん？　あ、宰相の人でしたっけ？」

「そうだ。今度、時間が出来たら紹介しよう」

「どんな人ですか？」

「どんな人と言われてもな。面白みのない人間だとしか言いようがない」

「何歳ですか？」

「今年、三十五だったかな」

「三十五かぁ。男としていい感じに脂が乗っている年ですね」

「そうか？」

「そうですよ？　スーツが馴染んで似合うお年頃です」

「すーつ？」

「向こうの世界の男の戦闘服ですよ。着用時はカッコ良さ二割増しなんです」

　ちなみに制服は三割増しね！

「ほう？」

「ところで、ルドルフさんの髪と瞳の色は何色ですか？」

　陛下は前方に向け続けていた瞳をこちらに向けた。

　地下通路は相変わらず単調で、何かが起こる気配を全く感じられなかった。

　陛下も先程より力を抜いているのが何となく分かる。

「そんな事を聞いてどうする？」

「いえ、別に。単なる興味で」

「興味な。あれの髪は黒で、瞳は碧あおだ。ちなみにバルツァー同様、目が悪くて眼鏡をかけている」

「へー。なんか会ってみたいかも！　渋くてカッコよさそう！」

「そうか。では会えばいい。今度、余の執務室にでも来い。独身だから気に入れば結婚でも何でもすればいいのではないか？」

　その時が来ればだが、とよく意味の分からない言葉を付け足して陛下が再び前を向いた。

「え、私、陛下の執務室に行ってもいいんですか？」

「数日以内に護衛がつくからな。それが許す範囲で行動するのなら特に制限はしないつもりだ」

「そっかぁ」

　私は気分が何だかワクワクしてくる。なんといったって珍獣部屋の外に出られるのだ。お城見学も出来るし、異世界転移の醍だい醐ご味みを体験できるというものだ。

　これで日本への帰還が保証されていれば、趣味の世界体験という感じで、心置きなく旅行気分を堪能できたのだけれど。そうでないのが残念でならなかった。

「他にルドルフについて質問はあるか？」

　陛下も歩いているだけでは頭が暇なんだろう。

　最初は危険予測の為に静かにしていろと言っていたけれど、今は自ら無駄話に興じていた。

「んー…特には」

「そうか」

「あ、そういえば陛下」

「なんだ」

「私ってばこの世界を知らないって、陛下、さっき落ちたところで言ったじゃないですか」

　娼婦云々の話のところでね。

「ああ」

「じゃあ、教えて下さい！」

　そうだよ！　よくよく考えなくても私ってば、ちょっと情報収集を真剣にした方がいいような気がするんだよね！

　今は珍獣保護法で保護されているとはいえ、なんかさ、知った方がいいって本能が命令してるの。

　なんでだろう？

「面倒だ」

「そう言わずに！　陛下、今、頭の中、暇でしょ?!　え、陛下ってもしかしなくても面倒臭がり？」

「そういうつもりはないが、……そういえばフェリクスには偶に言われるかな」

「フェリクスさん？」

「ああ。第二騎士団長にフェリクス・ブランシュという男がいる。ふざけた男なんだが」

「陛下にふざけた男とか言われたくないんじゃないですか、そのフェリクスさんも」

　言いながら私は鼻の頭が痒くなってしまったので、ぽりぽりと掻いた。

　地下通路は相変わらず状況は何も変わらない。

　前方も先がまだあるように見える。

　とはいえ、仄かに光る光源があるとはいっても、見通しは悪いから視界の範囲はかなり狭い。

「何故？」

「え、だって。極悪変態魔王じゃないですか、陛下」

「お前だけだ。余をそう言うのは」

「そうなんですか？」

「当然だろう？」

「みんな遠慮してるんですね。まあ、いいや。それでですね、陛下。じゃあ、質問！　トリエスの名産品は何ですか？」

　まあ、まずはここからだよね！

　私ってば今いるトリエスという国を知るところから始めないといけないよね！　もし珍獣保護法の適用から外れる事になって、城から出る事になって。バルツァーさんが頼れなかったとしたら私ってば、自分の力で生きていかないといけないからね！　あ、その場合は、陛下から貰った五億円はちゃんと持って行くよ！　これでスタートは順調に進むはずだよね！　王都に家を買うの、私！　マイスイートホームだよ！

「名産な」

「例えば何がよく採れるとか、有名なお菓子とか工芸品とか何かあるでしょう？」

　陛下は少し考えるように仄かに光る地下通路の上の部分を見ていた。

「───そうだな。食べ物で言えばサデヴァ王国……ああ、この小国は近日中に滅ぶ予定なんだが、」

「え、滅ぶ予定って？」

　私は思わずきょとんとして聞きなおしてしまった。

「言葉通りだが？」

「へー…。で？」

「そことの境にある地域で採れるパピヨンという果物で作られる加工食が有名かな」

「ぱ、ぱぴよん?!」

「どうした」

「凄い名前ですね！　パピヨンって！」

「凄いか？」

　陛下はよく分からないようで、不思議そうな瞳をこちらに向けた。

「パピヨンというのは、向こうの世界のフランス語で蝶ちようという意味なんです。他に犬の品種名でもあるんですが、それ以外にもいろいろアヤシイ物体名にも使われたりするイメージが強い単語なんですよ！」

　少なくとも私はアヤシイイメージが強いよ！　当然ね！　原因はエロ属性千夏ちゃんのせいだから！

「パピヨンかぁ。やや、ちょっと食べてみたいかも！　美味しいんですか？」

「ああ」

「生でも食べれます？」

「生？」

「はい！　加工したのじゃなくて、そのまま採りたての状態で！　私ってば、果物大好きなんですよね！」

「それは難しいな」

　陛下は短剣を右手に持ったまま、髪を一度掻き上げた。

　彼の髪はサラサラストレートだから、掻き上げた先からすぐに元に戻ってしまう。

　とても邪魔そうだった。

「なんでですか？」

「現地に行けば食べ放題かもしれないが、王都までの輸送にパピヨンが耐えられない」

「腐るって事ですか？」

「かなり傷むんだ。食べられたものではないだろう」

「そうですかぁ、残念」

　そうだよね。空輸したり、高速道路をトラックかっとばして輸送とか出来ないもんね。当然かもしれないけど。

　私はガッカリしてしまって、ふぅと息を吐く。

　本当に残念。折角、日本では我が家の経済事情のせいであまり食べる事の出来なかった美味しいフルーツをたくさん食べようと思ったのに。やはりオイシイ話はそうそうないよね。

「そのままでは無理だが、焼き菓子にでもしてもらえばいい」

「え、してもらえばいいって？」

「言えばいいだろう？　リーザか他の侍女、ヘロルドあたりを捕まえて」

　私は陛下のさも当然といった言い様に疑問を覚えた。

「ねね、陛下」

「なんだ」

「私って何者扱いですか？」

「どういう意味だ」

「なんかものすっごく高待遇じゃありません？」

　流石に私もちょっとアヤシイと感じるくらいにね？

　私が陛下の顔を覗き込もうと一歩踏み出して、彼より背が低い為に下から見上げると、陛下も私を見下ろしてくる。

　今の彼の表情には特におかしなところはない。

　ただ、何を言っているんだ、といった感じで私の顔を見ているだけだった。

「そうか？　珍獣ならこんなものではないか？」

「……本当に？」

「ああ。それより余よりも前に出るな。何があるか分からんからな」

「あ、はい」

　それから暫く陛下と私は、どうでもいい話をダラダラとし続けていた。

　パピヨンから始まったトリエスの名産品の話が名所の話になり、終いには何故だか今日の謁見の愚痴話になっていた。

　そんな話をし続けて私の体内時計で三十分くらいが経って、落下地点出発から一時間以上は経過した頃、私の体があるシグナルを送っていた。

　まずいよ……これはね。

　私は抑えに抑えていたんだけれど、もうどうにもならなくて、思わずぶるっと体を震わせてしまった。

　それに陛下が気づく。

「どうした」

「…………」

「小娘？」

　陛下が立ち止まった。

　だから私も自然に立ち止まる訳なんだけれど、私はといえば、本当に我慢の限界が来ていて、こちらに向いた陛下の胸元に額を乗せてしまった。

「どうした、小娘。具合でも悪いのか？」

「……陛下、トイレ行きたいです、私」

　そんな私の情けない声に陛下が沈黙した。

「…………」

「どうしたらいいですか？　もうちょっと我慢の限界が……漏れそう」

「……此処ではするな。ああ、此処というのは本当にこの場でという意味だ、小娘」

「はい、陛下。もう駄目そうです……」

「待て、本当に！　良いか、余は此処で待つ。お前は少し戻れ。先へは行くな。いま来た道を少し戻り、そこで用を足せ。余から離れ過ぎるな。目の届く範囲内で戻るんだ」

「でも、」

「でも何だ。限界が来ているだろう？　早く行け！」

「拭くものがありません！」

　私ってばもう寝衣を切り刻んじゃってるから最低限の布しか纏ってないしね？

　ああ、もう本当にどうしたらいいんだろう！　拭かないでカボチャパンツを穿いた日には、このパンツ白いし、茶色の染みとか出来ちゃいそうだよ！　それが外側からも分かっちゃったりしてさ、陛下からもその染みが見えちゃったりとかさ！　流石の私もね、それは嫌！　いくら陛下だからとか、そんな言い訳で自分を誤魔化せないよ！　だって私、パンツの染みなんて、千夏ちゃんにだって見られたくないもん！

「……これで拭け」

　陛下が私にハンカチらしきものを差し出した。

　私が尿意の我慢に行動が遅くなってトロトロしていたら、彼はそのハンカチを私の手に握らせ、両手で肩を掴み、いま来た方向へと私の体の向きを強引に変える。

「行って来い」

「ごめんなさい、陛下」

「生理現象だ。仕方ない。いいから行け」

　私はもう限界が来ていたから、猛ダッシュで走る為に片足を大きく踏み出した。

「陛下、これ、洗って返しますね！」

「返さんでいい！　そのまま捨てておけ！」

　その陛下の荒げた声を背に私は走り出す。

　しかし三歩行ったところでふと思い出し、また陛下のところへ私は引き返した。

「なぜ戻ってくる?!」

「陛下、忘れてました！」

　私は早く用を足しに行きたかったから、素早い動作で短剣とカボチャパンツの腰のリボンに挟んであった物を取り出して陛下に押しつけた。

「持ってて下さい！　じゃ！」

「なんだ、これは」

「後で説明します！」

　言って私は、膀ぼう胱こうに刺激を与えないギリギリの速度で猛ダッシュしたのだった。
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　地下通路の石畳の上で用を足すのは、思いのほか難しいものだった。

　溝が深くないものだから、尿を出した先から液体は前後左右に広がっていく。

　だもんだから私はドババッと一気に放出したいのを我慢して、チロリチロリと少しずつ出し、且つ！　ちょっとずつ後ろに下がっていた。

　後ろっていうのは通路を横切るような形で下がっているんだよ！　境界線を引くようにね！

　だってさ、私ってば、裸足なんだよ！　こうやって用を足さないと、足に付いちゃうでしょ?!　すぐに洗えない状況なのに自分のとはいえ素足に尿が付くのは本気で耐えられないからさ！

「あー…だんだんスッキリしてきました、陛下」

「…………」

「こうやって広がっていく尿を避けるように少しずつ下がって用を足す技術を身につけましたよ、私！」

　凄いよね！　と思って言ったのに、聞こえてきたのは私に背を向けている陛下の苦々しい声だった。

「……解説しなくていい」

「あ、言うの忘れてた！　陛下、音、聞かないで下さいね？」

　流石に恥ずかしいからね、私も！

　日本のトイレに付いているボタンを押すと水の流れる音がする機能が欲しいよね！　あれ、エコ仕様だし、優れものだよね！

「……そう思うのなら、何故もっと遠くへ行かない？」

「え、だって陛下、『余から離れ過ぎるな。目の届く範囲内で戻るんだ』って言ったじゃないですか」

「言った！　言ったがな、小娘！　それにしたって歩いて五歩程度の距離はないだろう！　何故もっと遠くへ行かないんだ！　程度というものを知れ！」

「ちょっと何で怒ってるんですか？　……あ、そろそろ膀胱から尿が消えてきました！」

「…………」

「そうだ、陛下」

「…………なんだ」

「で、結局、私の用を足す音は聞いちゃったんですか？」

「……聞こえた」

「陛下の変態！　エロエロオヤジ！　ドエロの王様！　スカトロの帝王！」

「っ！　理不尽すぎるだろう！　そうは思わんか、小娘っ！」

「理不尽って！　権力を行使する側の陛下に言われたくない言葉ですよ！　───あ、終わりました！　物凄くスッキリです！　よいしょっと！」

「…………」

「んー…んんっ、あぅ、もぅ！　くっ！　ぃやぁ！　はぅ！　ぁんっ！」

「………………」

「くぅ……やっぱり、このカボチャパンツ問題ありありですよ、陛下！　穿きにくいったらありゃしません！」

「……またその話か、お前は」

　カボチャパンツのリボン結びに悪戦苦闘している私の耳に、陛下のうんざりした声が聞こえる。

　私が陛下の方を見遣ると、彼は通路の壁面に寄りかかりながら、律義に背中を向け続けていた。

　まあ、単に用を足している場面なんて見たくはないってだけなんだろうけどね？

「うーん、もう私、このカボチャパンツ、本当にどうにかしたいです！　デザインから考案したい！　なにより自分の為に！」

「好きにしろ」

「え？」

「好きにしろ、もうお前は。城の針子でもなんでも使えばいいだろう？」

　アニとやらの知り合いも出来たのだろう？　と言って陛下は壁から身を起こした。

「え、アニ、自由に使っていいんですか？」

「ああ。自由に使え。アニという者だけでなく城に居る者、全てを好きに使ってよい。何か言ってくる者があれば、苦情は余に言えとでも言っておけ」

　おおぅ、それは私に多少の権限が与えられたという事でしょうか、国王陛下？

　ややっ、私ってば、だんだんトリエスで力を付けてきてるよね？　五億円も手に入れたし、城の人間も好きに使っていいとかさ？

　まあ、ちょっと心に引っかかるものはあるんだけどね？　小さい棘とげのようなものが刺さっているというか何というか。

「それより終わったか？」

「あ、はい。穿き終わりました。もうこっち見てもいいですよ」

　言いながらも私は、尿地帯を華麗に避けて陛下のもとまで走っていった───といっても本当に数歩なんだけれどね？

「お待たせしました！」

「では行くぞ」

「はーい」

「小娘」

　陛下は私に短剣を渡してきた。

　私はそれを受け取り、再びカボチャパンツの左腰側に差す。

「で、これは何だ？」

　そう言って陛下が手に持って私に聞いてきたのは、先程、私が用を足す前に陛下に押しつけたものだった。

「あ、それですか」

　陛下と私は話しながらも歩きだす。

「それはですね、異世界日本のお菓子です」

「ニホンの？　食べ物なのか？」

「はい」

　陛下が今持っている日本のお菓子は、私が転移する直前にコンビニに寄って買った物だった。

　私はあの時、塾の帰りに自宅最寄駅のコンビニで───言うまでもなくパパがあの悲劇惨劇の日に車を放置してきた曰く付きのコンビニね！　───アメリカンドッグや栗ドラヤキ、ソフトキャンディーとか清涼タブレットとかコンブなお菓子を始め、スナック菓子とかジュースを色々と買っていたんだよね！

　陛下の夕飯時に現れた時に手に持っていたコンビニ袋にはね、しこたまそういった物が入っていたの！　買いだめしてたんだよ！　お小遣いが入ったばっかりだったからさ！　コンビニ万歳だよ！　少ない小遣いで思いっきり散財してたからね！　オナカ空いてたの！　とってもね！

「これは、ソフトキャンディーです」

「そふときゃんでぃー？」

　陛下が不可解そうな顔をした。彼の紫の瞳は、先程から手元のソフトキャンディーに向いている。

「柔らかい飴あめです。グミというゼリー……うーんと、歯ごたえがある物体が入ってて、巨峰味なんですけど……えっと、異世界にある果物の味です」

「小さいな」

「え、中はもっと小さいですよ？　十粒入りですもん、これ」

「ほう？　不思議な丸いものが書いてあるが」

「それは日本の字の平仮名で、商品名が書いてあります。で、これが漢字。今朝、陛下に言った日本の特殊文字で、巨峰って書いてあります。───食べてみます？」

「……何故、お前は今これを持っていたんだ？」

「あー…だって、このカボチャパンツ、あまりにもっさりしてて何か入りそうだなーと思って、腰のリボンに挟んでみたんですけど、そのまま忘れてました」

　そこまで言ってから私は陛下の手からまだ開けていないソフトキャンディーを取り、外側の包装紙をくるくると回しながら破いていく。

「ずっと腰のリボンに挟み入れていたから、ちょっと生温かいかもしれませんけど、全然問題ないですよ？　中に入っているグミという物体がプチプチとした歯ごたえで、甘くて美味しいです。陛下、甘いの大好きですよね？」

「…………」

「私、昨日、陛下の前に現れる直前、お店に寄ってお菓子買ってたんですよ。現れた時、大きな白い袋を持ってたんですけど、陛下、覚えてます？」

「覚えている。持っていたな、お前は。白い袋と、鞄らしきものと、反対の手には食べ物らしきものを」

「はい。その白い袋の中にお菓子と飲み物がいっぱい入ってたんです。お小遣いが入ったから買いだめしてて。で、陛下、ソフトキャンディー食べたいですか？」

「…………」

「へ・い・か、ここは素直になりましょうよ！　異世界日本のお菓子を食べられるなんて、世界広しといえど陛下だけですよ？　超貴重品なんですよ？　食べたら終わっちゃうんです！　補給は出来ないですからね！　日本のお菓子は向こうの世界でも美味しい部類に入りますよ？」

「……貰おうか」

「はいはい」

　私は一粒取り出して、銀色の中包みごと陛下の手に載せた。

「私ってば用を足して手を洗ってないから、包みは外しませんよ？　その銀色の包みを取って食べて下さい」

「分かった」

　陛下は私の言った通り素直に包みを取り、一見ちょっとアヤシイ色合いの中身を躊躇いも見せずに口の中に入れた。

　入れてからほんの少しして、陛下はもこもこと口を動かす。

「どうですか？　お口に合います？」

　本当にどうだろう？　なんていったって陛下は大国の国王陛下だからね。味覚は贅沢仕様だと思うんだよ。

　それに比べソフトキャンディーはさ、美味しいけれど庶民のお菓子というか、お値段的にも安いしね？　私は好きなんだけどさ。

「美味いな」

「あ、気に入ってくれました？」

　私は好きなお菓子を褒めてもらって、ちょっと嬉しくなった。

「ああ」

「もっと食べます？」

「貰おう」

　それからというもの、流石陛下は甘党の国の国王陛下だった。

　一度甘い物を食べだしたら止まらない止まらない。

　もうひとつ、もうひとつと何度も言って、あれよあれよとソフトキャンディー十粒をあっという間に完食してしまった。

　そんな陛下に私はちょっと呆れてしまう。

「流石、甘党の国の国王陛下ですね」

　私の言葉に陛下は少々バツの悪そうな様子を見せ、手に溜まった包みをひとつに丸めて通路に捨てた。

　現代日本だったら、激しく顰ひん蹙しゆくを買う所謂ポイ捨てだ。

「甘い物が好きだというのもあるが、実は腹が空いていてな。少し助かった」

　陛下は息をつくと、また髪を掻きあげた。

　あの髪の毛、本当に邪魔そう。ピンか何かで留めてあげたいなぁ。上に戻ったら、リーザに言って何か探してもらおうかな。

「なんでオナカが空いてるんですか？」

「あまり食べていない」

「なんで？」

「……食べる機会を尽ことごとく失っているんだ」

　陛下は、やっていられないといった様子で息を吐く。

「どうしてですか？　何時から？」

　私の問いに、陛下が何故か恨みがましい視線をこちらに向けてきた。

「お前だ。お前が尽く余の食事をする機会を奪っているんだ。お前がな！」

「なんで、私！」

「まずは昨夜。お前は余の夕食の上に現れた」

「…………」

「で、一口も食べずにそのままルドルフの所へ行って、結局、昨夜は何も口に出来なかった。朝は朝で腹が空いていたのにもかかわらず、やはりお前のせいで碌に口にしていない。昼は忙しすぎて抜いたし、夕食はやる事が立て込んでいて、やはり抜いた。部屋に戻ってから軽い夜食でも持ってこさせようと考えていたのに、部屋にはお前が居て、今、何故か此処に居る。……昨日の昼からまともに食べていないんだ」

　おおぅ、それは悲惨だね？　私は少なくとも異世界に来てから食事は抜いてないや。

　しかも毎食、結構豪華なお食事が提供されてたよ？　ごめんね、陛下！

「王様なのにね」

「まったくだ」

「まあ、元気だして、へ・い・か！」

　私は励ますように陛下の背中を、ぽんぽんと叩いた。

「どう出せと？」

「上に戻ったら、私が日本から持ってきたお菓子と飲み物、全部陛下に献上します！」

「…………」

「いっぱい持ってきてるんですよね、向こうから！　飲み物も陛下大好き仕様で全部甘いですよ！　だから元気出して下さい！　陛下には上に戻れば異世界日本のお菓子と甘い飲み物が待っていますから！」

「…………」

「ね？」

　言って私が陛下の顔を下から覗きこむと、紫の瞳と目があった。

「甘い飲み物？」

「はい。炭酸入り……えっと、シュワシュワっとした喉越しの甘いのとかがあります。向こうの世界では皆に知られている一般的な飲み物ですよ。結構、人気があるんです」

「そうか」

「楽しみにしてて下さいね！」

「ああ」

　そこまで互いに目を見ながら話し歩いて、会話が一段落したので二人同時に前を向き、そして二人同時に足を止めた。

「…………」

「…………」

　私たちの目の前に、ひとつの扉が出現していた。

　一本道の地下通路の、どうやら終点のようだった。










43




　扉の縦幅は陛下の身長より少し上くらい。横幅は通路より少し狭いといった大きさだった。

　扉の材質が何なのかは私には分からない。一見した感じでは艶があって、触ればツルツルとした感触を伝えてきそうだった。

　扉には模様があって、真ん中にバスケットボールサイズの円のような形がひとつ。それを中心によく分からないそれぞれ違った形のものが均等に散っていた。散っている形のサイズは拳大。数は五個くらいある。

　扉の模様自体には然さ程ほど興味の無い私は、其処は深く観察したりはせずに、とりあえず扉に触れる為の一歩を踏み出す。

　しかしそんな私の腰を陛下が引き寄せた。

　私の背に陛下の体があたる。

「待て、小娘。不用意に近づくな」

「でも、触らないと何も分かりませんよ？」

「……この扉も光っているな」

「……そうですね。通路と違って今度は蛍光灯みたいに光ってます」

「けいこうとう？」

「あー…向こうの世界の、えっと、蝋燭の強烈版みたいなやつです。ねえ、陛下」

「なんだ」

「なんで真ん中の円っぽいの、一部光り方が弱いんですかね」

「分からん。はじめて見る形だ」

　扉はツルツルしていそうだけれど古そうで、そして光っているせいか形の境界線が酷く曖あい昧まいで判然としなかった。

　陛下の黄金の髪が私の視界を塞いだ。

　彼はどうやら私の頭上に顎を乗せ、顔を伏せて思案しているようだった。

「……どうするかな」

「陛下、髪の毛邪魔です！　扉が見えません！」

「……やはり戻らないか、小娘」

「え、何でですか?!　折角ここまで来たのに！　ちょっと、何でそんなに弱腰なんですか、へ・い・か！」

「弱腰ではなく慎重だと言ってくれ。……あやしすぎるだろう、何度も言うが」

「そうですか？　確かに光ってますけど、見た感じただの扉じゃないですか」

　私のその言葉に陛下が呆れたように息をついた。

　その吐かれた息が私の髪の毛を揺らす。

　陛下が顔を上げた。

「どう考えてもただの扉ではないだろうが。まず自ら発光していそうなのがひとつ。扉の材質が分からないのが二つ。二十六年生きてきて、そして王として内外の機密のある程度を把握しているはずの余が知らない模様が描かれているというのが三つ。かなりの年数が経っていそうであるのに、その存在がこれまで知られていなかったのが四つ。その知られていなかった地下通路自体がそう汚れてもなく、また埃も溜まっていなかったのが五つ。まだあるぞ」

「え」

「珍獣部屋の真下に落下してこの地下通路に出たのはいいが、一本道の直線であったのに、一度も他の地下通路にぶつからなかったのが六つ。これは有り得ない。あるはずなんだ。これだけの時間を歩いていて一本もあたらないのはおかしい。城の地下には無数の地下通路が張り巡らされているし、その中には、かなり大規模な地下通路がある。軍も余裕で通れるような大きさで、放射状にある通路の東西南北を繋ぐように円形に通っている通路もあるんだ。通路によっては広い王都の下を軍隊が通り抜けて外へと出られるものもある。だから必ずぶつからなければならないのに、それが無かった。そもそも、この地下通路に落下する過程も普通では無かっただろうが」

　何だかいろいろ考えすぎちゃって消極的になってしまっている陛下の太股あたりを、私はポンポンと軽く叩いた。

「考えたって仕方ないじゃないですか。ここに扉があって、それが光ってて、不思議な模様が描いてあって、んでもって他の地下通路にあたらなかったとしても大丈夫ですよ、陛下」

「その根拠は？」

「だってさ、陛下」

　私は陛下に腰を引き寄せられた腕の中でくるりとまわって、彼の顔を見上げた。

　見上げた彼は思案気な表情を崩していない。きっと口に出していないだけで、あの天才的頭脳の内部では今も目まぐるしい程に様々な方向へと動いているのだろう。

「私ってば、今の時点で陛下にとって危険ですか？」

「何？」

　陛下は不可解そうに眉を寄せた。

「だから陛下にとって、私は危険な存在ですかって聞いているんです」

「話の脈絡が掴めない」

　私は腕を伸ばして、眉を寄せ難しそうな顔をしている陛下の両頬を左右に少しだけ引っ張った。

「小娘」

「もうね、不思議は始まっているんですよね。私から言わせれば」

「…………」

「珍獣部屋からこの地下通路に落ちて。それがあやしいくらいな状況でも、それでも、それが初めての不思議ではないんですよ、陛下。私が居ます。陛下にとっても私にとっても、不思議はもう昨夜の時点で始まっているんですよ。私が異世界に渡って、陛下の前に現れた時点でです」

　陛下の紫の瞳が横に逸れた。きっと彼は物凄い勢いで考えている。

「不思議はもう始まっていて、なのにその不思議第一号の私は危険ではないでしょう？　むしろ陛下はやろうと思えば何時でも私の息の根を止められたはずです」

「…………」

「扉の先へ行きましょうよ。大丈夫、きっと危険な事なんて何もないですよ。なにかあったとしても私が日本に戻るくらいなんじゃないですか？　ね、陛下。平気そうな気がしてきたでしょう？」

「……お前の考えなしは筋金入りだな」

「ちょっと陛下！　人が折角、かっこよく話を纏めたのに！　なんでそう台無しにするんですか！」

　陛下が小さく溜息をつくと、私を引き寄せていた腕を解いた。

「かっこよく纏めた、な」

「そうですよ！　ちょっぴりファンタジー入ってて、いい感じだったでしょ？」

「ふぁんたじー？」

「えっと、幻想的とか空想とか？」

「お前の頭の中身がか？」

　この男！

　貴様はこの状況で、やっぱりムカツク一言を言わないと気がすまないのか！

　まあでも日本に帰れれば、もうコヤツとはお別れなのだ。そう考えると少しだけ物もの淋さびしいかな？

　ま、本当に帰れれば、きっと三秒で忘れられるけどね！　陛下、バイバーイ！　アデューだよ！

「ささ、陛下！　扉の向こうに行きましょうよ！」

　私の言葉に陛下がこちらを見て、底意地が悪そうに口角を上げた。

　何故？　何故、ここで今その表情？

「どうお前が言っても、この扉があやしい事に変わりはない。で、だ」

「で？　なんですか？」

「余の益は？」

「は？」

　え、なになに、この男、何を言いだしてんの？　ヤバイ、マジで分かりません！　天才の思考回路は全く分かりませんよ！

　私は陛下が何を言いたいのか全く分からなくて、ぽかんと彼を見てしまう。

　そんな私の表情に彼の超絶美形顔は益々の魔王モードに変化していった。

「危険を冒してまでこの扉の先へ行く事による余の益するものは何だと聞いている。お前はな？　確かに元の世界に戻れるかもしれないという可能性を得る益はあるよな？　危険を冒す価値があるという訳だ」

「……え、陛下ってば何を言って？」

「分からんか？　お前には元の世界へ戻る為に危険を冒す価値がある。だが余は？　余は別にあの扉の先へ行かなくとも、落下地点まで引き返して待っていれば遅くとも朝には救助の者が来るが？　冒す必要は無いよな？　危険をな？」

　ほえー！　ほえほえ！　ほえええええー！　ややややや、びっくり仰天之助ですよ！

　なんですか、この男は！　つまり、こう言ってるんですか?!

『自分は戻ればいいだけだし？　なんでリスクを冒してまで先へ行かないといけないんだよ？　行っても自分にとって利益ないしさぁー。利益あんの、お前だけじゃん？　そんなの行きたくないね。爆乳美女とならともかく、お前みたいなブスで絶壁なマナ板貧乳ケツデカ女なんかに付き合ってられるかってーの！　ばーかばーかばーか。冗談は休み休み言・え・よ！　ド・ブース！　ケツ・デーカ！　いっぺん鏡でも見てこいよ！　なんなら姿見でも送・ろ・う・か？』

　てさ、言ってんの?!　マジで言ってんの、ねぇ、へ・い・か！

　私は驚きすぎて両手を口元にあてた。

「うわ……陛下最悪」

「最悪？　何故？　当然の事を言っているだけだが？」

「本気で陛下って、」

「なんだ」

「異世界転移モノの男役失格男だったんですね」

「それで結構だ。むしろ光栄にすら思うな。───さて、戻るか」

　形の良い黄金の眉の片方を上げて見せて、陛下はもう扉への興味は完全に失せましたな如くに背を向けた。

　そして長い足を使ってスタスタと元来た道を歩きだす。

　私は焦った。

「え、待って！　待って下さいよ、陛下！」

　私は陛下の右腕を掴み、半ばぶら下がるような感じでしがみついた。

「重い。放せ、小娘。お前も戻るぞ」

「え、嫌だ！　陛下！」

「お前な。あの扉はどう言い繕おうとあやしすぎる。止めておけ。余にはあの扉の向こうに、お前の帰る手段があるとは思えない」

「ねえ、陛下、お願い！　私、少しでも可能性があるのなら、それにかけたいんですよ！　だってさ、陛下だって、あれが何なのか分からないでしょ？　じゃあ、元の世界に戻れるかもしれない可能性を完全に否定できないですよね?!」

「だとしてもだ。余に益はない」

「そんなこと言わないで下さいよ！　お願いします！　あ、そうだ！　ねね、陛下！」

　私は重いと言われようが何と言われようが、彼に元来た道をこれ以上戻って欲しくなかったから、体重の八割をかけて陛下の腕にしがみついた。

　陛下の姿勢がだんだんと右側に傾いてくる。

　ふふ。分・銅・万・歳！

「なんだ。……重い、小娘」

「先へ進んでくれるなら、私のチューを陛下にあげ────」

「いらん」

　言葉の最後まで聞かずに彼はばっさりと切り捨てた。

　むしろ願い下げだ、とでも言いたげに陛下はふんと鼻を鳴らす。

「え。じゃ……じゃあ、えっと、私の美乳揉み揉み券百枚を───」

「それも要らん。何故、余がお前の胸に対して協力せねばならん？　馬鹿馬鹿しい」

「くっ！　………じ……じゃあ、じゃあ、仕方ない！　もうね、大サービスですよ、陛下！」

「なんだ。とにかく行くぞ、もう」

「聞いて下さい！　陛下にですね、」

「ああ」

「私の初エッチ、つまり処女膜を破る権利を───」

「ふざけるな。そんなものは要らないし、お前の妄想の想い人パーシヴァルにでもくれてやれ。余は戻る」

「ひっ……酷い、陛下！」

「なんとでも言え。さ、行くぞ」

　言って陛下は分銅な私をそのままに引きずるように足を進めていく。その様子はもう、私を本当の錘おもりとでも思っているかの如くであった。

　しかし私はそれを容認する訳にはいかないのだ！　このまま引きずられて戻る訳にはいかないんだよ！　だってあの扉の向こうは日本に繋がっているかもしれないんだよ?!

　根拠は全く無いけどね！
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　あ、じゃあひとりで行けばいいじゃん？　って誰か思った？

　もちろんね、私もそれはちらりと思ったよ？　けどさ、やっぱりさー、陛下もさっきから何度も言ってるんだけど、ものすっごくあやしいんだよ、あの扉！

　だから、もしかして日本に帰れるかも？　という可能性が少しだけ発生している訳なんだけどさ、でもさ、でもでも違ってたらどうする？　本当に違ってたらどうするの？　私ひとりであの扉を開けてさ、バシュッといきなり鎌かま鼬いたちで切り刻まれたら？　私、死んじゃうじゃん！　即死じゃん！　死にたくないよ、私ってば！　まだ十八なんだよ?!　人生十八年しか生きてないの！　しかもさ、まだ快楽とか味わった事が一度も無いんだよ！　死ぬんだったら一度でいいからイクっていうのを経験したいんだよね、私！　小説読んでも、漫画読んでも、アダルト動画サイト見ても、相当気持ちいいってあるからさ！

　陛下はさ、既に後宮に愛妾さん達が何人も居る訳だから、もう何度もイクを経験している訳でしょ？

　だったらいいじゃん。陛下はもう死んでもさ！　この世に未練も悔いも無いでしょ？

　だから私は陛下とあの扉を一緒に……というか、陛下を前にして扉を開ける必要があるんだよね！　盾だよ、陛下はね！　勿論ね！

　中世ヨーロッパの騎士達もさ、刺客暗殺毒殺を避ける為に女性を先に部屋に入れて様子を見たり、食事を先に食べさせて毒味させたりしていた訳でしょ?!　レディーファーストの起源って言われてるよね！

　じゃあ、私もやってやる！　当然ね！　陛下に扉を開けさせて、先に部屋に入れてさ、私は後ろから様子を見てるよ！　で、なにかあったら速攻で逃走するから！　脱兎の如くね！

　私はとにもかくにも陛下に考えを変えてもらいたくて、必死に頭を働かせた。

　チキチキチキチキ…………チーン！

　思いついたよ！

「陛下、渋皮煮！」

　私は陛下の腕にしがみついていたけれど、彼が戻るのを止めたくて、扉の方へ向きを変えてもらいたくて、腕をやめ、方向を変えるよう彼の体に力を加えながら抱きついた。

「何？」

「渋皮煮です、渋皮煮！　異世界日本の料理のひとつですよ！」

「それが？」

「陛下、この世界に栗ってありますか？」

　あって、お願い！　私は今朝、朝食に出されたフルーツの盛り合わせを思い浮かべながら祈る。

　苺らしき物も、サクランボらしき物もあったからね！　栗に似たような物もあると思うんだよ！　後は陛下にそれが通じるよう祈るのみ！

「栗？　あるが、それがどうした」

　おお、素晴らしい！　栗で通じるのか！　ナイス、異世界便利翻訳機能！　ここぞという時、やってくれるよね！　よしよし、製作者には私から熱いチューを贈呈し・ちゃ・う・ぞ！

　私は陛下に訴えるように、彼の紫の瞳を必死に覗き込んだ。

「もし陛下が今から一緒にあの扉の先へ行ってくれるなら、私ってば、陛下に栗の渋皮煮を作ってあげます！」

　陛下が面倒そうにしがみつく私の体を引き剥がしにかかった。彼の両手が私の肩に乗る。

「よく分からんが、別にいい」

「ややっ！　そんなこと言っていいんですか?!　異世界日本料理、栗の渋皮煮っていったら甘いんですよ?!　数日くらい保存もきくから陛下の執務室の机にでも置いておけば、疲れた時に甘々の栗が何時でも摘めるんです！　どうです、陛下、食べてみたいでしょう？　日本に昔から伝わる甘い部門の和食ですよ?!　向こうの世界では今、和食ブームなんですから！　流行っているんです！　世界的に評価を受けている料理なんですよ、和食って！」

「…………」

「こっちの世界に材料のひとつである重曹があるのかは疑問なんですけど、代用品は絶対にあるはずです！　研究します！　向こうの世界でもベーキングパウダーを代用とする場合があるから大丈夫だと思うんですよ！　トリエスの食事にケーキが登場してましたしね？　ねえ、陛下、行きましょうよ！」

「…………」

　陛下の反応が鈍いので渋皮煮では弱いかと思ったけれど、彼の紫の瞳が横に逸れた。どうも考え出した雰囲気が感じられる。

　おおぅ、エロ方面は駄目でも───私の魅力不足だからかもしれないんだけどさ！　陛下には甘党方面から攻めればイケるんじゃないだろうか。

　私は少しの希望を見出して、更に畳みかけるように言葉を紡いだ。

「私が日本から持ってきたお菓子の中に、栗ドラヤキとカリントウというのがあるんです！　それってば、たぶんトリエスにある材料で作れると思うんですよね！　ねね、陛下！　上に戻って、もし陛下が栗ドラヤキとカリントウを食べて気に入れば、それも陛下が食べたい時に作ってあげます！　ドラヤキは執務の合間の休憩時に、カリントウは渋皮煮同様、執務室の机の上に常備可能な甘々お菓子としてどうぞ！　どちらも美味しいですよ！　ドラヤキは豆を甘くした餡あんが中に入ってて───」

「豆が甘いのか？」

　陛下が私の言葉を遮るように言葉を挟んだ。

　彼の澄んだ瞳が私の瞳と合わせられる。

　やや、これは詰んだんじゃないの？

　私は頬を緩ませる。

　日本の料理と和菓子は、やっぱり最高だよね！　異世界の王様を釣っちゃったかもよ?!　日・本・万・歳！　日・本・最・高！

　私は心の中で日の丸を振り回した。ちなみに流れるＢＧＭは三三七拍子だよ！

「はい！　あれ、トリエスでは豆って甘くしないんですか？」

「ああ、あれはサラダやスープ、添え物くらいかな。甘くはない」

「あ、じゃあ、煮豆も作ってあげます！」

「にまめ？」

「はい！　それも甘い部門の日本料理ですよ！　やっぱり執務室でつまめそうな和食です！　金時豆に近い豆を私、トリエスで探して作ってあげますよ！　栗があるんです、金時豆だって絶対にあるはず！　ねえ、へ・い・か！　いいでしょう？　行きましょうよ！　栗の渋皮煮とドラヤキ、カリントウに甘い煮豆、絶対に作って、陛下の執務室に常備してあげますから！　ね？　へ・い・か！　和食と和菓子が口に出来るのは世界広しと言えど、陛下だけ！　価値ありありですよ！」

「…………」

「ね？　ね？　ね？」

　それからほんの少し、陛下と私は見つめ合った。

　私の体内時計で約一分。

　陛下が落ちた。

「…………分かった。必ず作れ。余の執務室への常備、忘れるな」

　ややややややっ！

　これってばさ、よっしゃぁ！　って素直に喜んでいいの?!　ねえ、トリエスって、こんな甘いモノに釣られる甘党男をトップに据えて、国として大丈夫なの?!　私ってば、関係無くてもちょっと心配になっちゃうよ！

　ああ、日本とトリエスが同じ世界にあったら！

　私ってば、日本政府に本気で助言するのに！

『これでもかっていうくらいの甘い物を贈って、大国トリエスを傀かい儡らいにして、んで、資源があれば無尽蔵に掘りつくせ！　勿論、タダでね！』

　てね！　助言するよ！

　きっと時の政権は諸手を挙げて取り組むよね！　だって、トリエスに原油が眠っていた日には、日本全国、お祭り状態になるもん！　先物と中東情勢で値上がりまくりの石油が安くなってさ、政権は支持率アップ間違い無しだよ！　企業だって原料代を気にしなくてよくなって小躍り状態でしょ？　原料代がかからない分、安価に出来た商品で向こうの世界で鬼のような攻勢がかけられるんだよ？　そうなったら安い労働力を提供する国にも負けないよね！　ていうか、日本の良質な商品で安価だったら、もう世界に敵は居ないよね！　駆逐出来ちゃうよね！　完全なる日本の天下が見えてくるってなもんだよ！

　私は陛下の言葉に従順に何度も頷いた。陛下に飼われている珍獣らしく、犬猫のようにだ。

　くぅーん、にゃーん、わんわんわん、チュンチュンチュンのチュンチュンチュン。

「了解です！　上に戻ったら絶対作って、陛下の執務室の机の上に置いておきます！　必ずやります！　軍曹！」

　私は決意を見せる為に、陛下にビシッと敬礼をする。

　右手を上に、足も揃えてみたよ！　でもまあ素足だからさ、音は鳴らないんだけどね？

「ぐんそう？」

「あ、間違えました！　陛下でした！」

「……お前な。まあよい。行くか」

「はいはーい！」

　私の気分良い返事に、陛下は疲れたように髪を掻きあげ、扉の方へと歩きだした。

　そして扉の真ん前まで来て、陛下と私は立ち止る。

「…………」

「…………ささ、陛下、扉を開けて下さいよ」

　私は彼の背中に当然の如く隠れている。

　扉を開けたらどうなるか、まるでパンドラの箱を開けるかのように私は胸を高まらせていた。

　お願い、日本に繋がってて！　どこの場所でもいいよ！　戻れればね！　近くの交番まで行けば家に電話かけさせてもらえると思うからさ！

　あ、もしもね？　扉を開けたら日本に直行で、んで不運にも陛下を巻き込んじゃった場合、私ってば物凄く親切だから、日光江戸村に金髪紫瞳の忍者として就職出来るように尽力するからさ、陛下、安心してね！　職の斡旋は任せて！　最悪、池袋か秋葉原か中野、新宿二丁目で職を見つけてあげるね！

「小娘、お前、余を盾とするつもりだな？」

「え、なに言ってるんですか?!　そんな事ある訳ないじゃないですか！　やだなぁ、へ・い・か！　この私が一国の国王陛下を盾になん────」

「しらじらしい言い訳はよせ。お前の軽い頭が考える事くらい誰にでも手に取るように分かるだろうよ。───それより開けるぞ」

　言って陛下は深呼吸をするようにして呼吸を整えると、まず短剣の鞘部分を扉にあてた。

　扉と金属がぶつかるカチリとした小さな音が耳に入る。

　暫く短剣を扉につけていた陛下は、それを離すと扉に触れていた部分を触った。

「何してるんですか？」

「一応、温度を確かめてみようかと思ってな。触って火傷など冗談ではない」

「え、熱そうには見えないですけど……」

「そうだが、光っているからな、とりあえずだ」

「で、どうですか？　熱いですか？」

　私が陛下の背に小こ判ばん鮫ざめのようにピタリと張りつきながら聞くと、彼は短剣の扉につけていた部分を向けてきた。

「触ってみるか？」

「いえいえ、いいですよ！　私ってば遠慮させて頂きます！」

「……お前は完全に余を人身御供にするつもりだな」

　陛下が、やっていられないとばかりに溜息をついた。

「熱くはない。───開けるか」

　左手に短剣を持ち替えて、陛下が右手を扉の方へと伸ばした。

　彼の左手を見ると、短剣を何時でも抜けるように持っている。

　陛下の右手が扉に触れた。

　私は唾をごくりと嚥えん下かする。

　ドクンと胸が高鳴った。

　陛下がゆっくりと扉を押す。

　瞬間、蛍光灯の明かり程度に光っていた扉がフラッシュを焚たいたように強まった。

「きゃ、眩まぶしいです！」

「気を抜くな」

　そう陛下が言って直ぐに強まった光が一気に弱まり、重い石を擦り合わせたような音を発しながら観音開きに扉が開く。

　───ああ、これで私は日本に戻れるんだ。

　なんの根拠もなくそう思った時、想定外の音が聞こえた。
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　扉を開けた陛下の背中にへばりついていた私は、不思議な音が耳に入ったのに思わず聞こえたままの音を口にした。

「ぴきゅっ」

「…………」

「……ぴきゅ？」

「ぴきゅぷきゅ、ぴゅ、ぴきゅぷきゅ、ぴゅ、ぷぴぴ」

「………………」

「…………え、陛下、鼻でも詰まってるんですか？」

　慢性アレルギー性鼻炎持ちの私と同じだね！　な・か・ま！　な・か・ま！

「ぷぴぴっぴ、ぴきゅーん、きゅんきゅんぴ」

「…………小娘」

「……陛下？　あれ、ぷぴぴって陛下の鼻の音じゃない？　え、じゃあ何？」

「ぴきゅっ」

「…………」

「……陛下？」

　呼びかけても陛下は扉の入り口から微動だにせず、そして不思議な音も聞こえ続けるのに、私は小判鮫のようにひっついていた彼の背中から身を離して陛下の前に回り込んだ。

　そして絶句する。

「ぴきゅーん」

「……余の顔に何がついている、小娘」

「…………」

「きゅぴきゅぴ」

「……小娘？」

「……オ、」

「きゅ」

「なにやら嫌な物がついていないか？　気色が悪い感触が……するんだ」

「オ……」

「ぷきゅぷきゅ」

「お？」

「オオサンショウウオ、オオサンショウウオが！」

「きゅんぴ」

「おおさんしょううお？」

「オオサンショウウオが陛下の顔についてます！　異世界日本の特別天然記念物オオサンショウウオですよ、陛下！　しかもショッキングピンク地にライトグリーンの斑はん紋もんなんて反則技的色彩なオオサンショウウオです！」

　私はあんまりにも驚いてしまって、思わず陛下から一メートル後ずさる。

　背中に扉の片側があたった。触れた扉は陛下が言っていた通り熱くもなく、石のようにひんやりとした、ある意味心地のよい温度を肌に伝えた。

　そんな私の視線は目下陛下の顔にへばりついている有り得ない色合いのオオサンショウウオに釘くぎ付づけだ。

　陛下のキラキラしい超絶美形顔には今、日本で特別天然記念物指定されているオオサンショウウオらしき生物がべったりとひっついている。

　色は先程陛下に言った通り、ショッキングピンク地にライトグリーンの斑紋という派手すぎる蛍光色を有していて、大きさは三十センチ程だ。胴部分は濡れていない。この謎の地下通路には水が無いから乾いてしまっているのかもしれなかった。

　その謎のオオサンショウウオが陛下の黄金の頭上に尾を捲きつけ、扁へん平ぺいな大きな顔部分を下にして彼の視界を遮るように顔についている。

　更に、短い四本の足でぺたんぺたんと陛下の顔を撫でるような仕草をしていた。日本の特別天然記念物であるオオサンショウウオ同様、前肢の指は四本、後肢の指は五本で、爪が無いので彼の皮膚を傷つける事はないだろう。

　謎のオオサンショウウオは、私の目にはどうも嬉しくて仕方ないといった感じで陛下の顔にひっつきながら動き続けている。さながら、飼い犬がご主人様に嬉しくって楽しくって大好き過ぎて尻尾を振りまくっているといったような感じだ。

「きゅぴ」

「…………」

「…………」

「きゅんきゅん」

「……おおさんしょううおとは、ニホンでどう言われている生き物だ、小娘」

　陛下は私同様、あんまりな状況、きっと彼の許容を超えてしまった想定外な出来事に、ぴくりとも身動きをしないで実に淡々と私にそう聞いてきた。

　謎のオオサンショウウオはそんな状態な彼を少しも気にする様子も無く、きゅんぴきゅんぴ言いながら短い四本の足で陛下の顔を撫で続けている。

　あ、今、舐めた！　陛下の顔を舐めたよ！　べろんって舐めた！　というか今、謎のオオサンショウウオのねっちゃりとした舌が陛下の唇をちょっぴっと割らなかった?!

「っ！」

「……へ、へいか？　あの、日本のオオサンショウウオはですね？　く……国の特別天然記念物指定されている希少な生き物で……あの、指定される前は貴重な蛋たん白ぱく源として食用に───」

「食用？」

「はい、今は違うんですけど、そんな両生類で───」

「っ！」

　どう説明していけばいいのか彼の様子を見ながら考えて言葉を紡いでいると、突然、陛下の全身に底冷えするような殺気が漲った。

　え、何で？

「両生類?!」

「え？」

「小娘！　今、お前は両生類と言ったか！」

「え、はい。オオサンショウウオは両生類で……す？」

　私がそう言った途端、陛下と出会って初めて聞く彼の悲鳴に近い声が地下通路に響き渡った。

「取れ！　小娘！　今すぐコレを取ってくれ！」

「は？」

「今すぐ取れと言ってるんだ！　王としての命令だ！」

「お、王としてって……わ、分かりました？」

　陛下の絶叫に近い命令に、何が何やら良く分からないながらも、私は彼の顔に手を伸ばした。

「おいで、いい子だから」

　言いながら私が陛下の顔についている謎のオオサンショウウオの胴体を慎重に掴むと、それは大人しく私の手に身を預けてきた。

　触った感じはザラザラネバネバしていそうな見た目に反し、さらっと滑らかな、ぶにょんとした柔らかい感触だった。体温は低い。ひんやりとした感じだ。

　謎のオオサンショウウオを陛下の顔から完全に取り除くと、目にしたもの全てを石に変えてしまうメデューサのような凶悪な紫の瞳が出現した。

　それがあまりに極悪過ぎて、私は思わず閉口してしまう。きっとこの世界の鬼畜部門所属の大盗賊の頭だって、こんな目つきはしないだろうってくらいである。

「ぷゅきゅ」

「…………」

「…………」

「きゅぴきゅぴ」

「………………」

「………………」

「きゅんきゅん、ぴちゅちゅぴゅ、きゅんぴ」

「……小娘、それをこちらに渡せ」

　陛下が手にしていた短剣の鞘を払った。

　その払い方がとにかく乱暴で、鞘が一度壁にあたり通路の石畳の上を勢いよく滑る。地下通路に金属音が大きく響き渡った。

　陛下が一歩私の方へと足を進める。

　つられるように私は後退した。後退先は必然的に扉の先である。

「へ……陛下？」

　私は謎のオオサンショウウオを胸の前で両手に持ったまま、じりじりと後ずさった。

　そんな私たちを余所に、手の中の謎の生命体は無邪気な様子できゅんぴきゅんぴと言っているだけだ。

「渡せ、小娘。その醜悪なモノを」

　陛下が一歩一歩足を進めながら、抜身の短剣を持っていない方の手を私に差し出した。

「しゅ……醜悪って？」

「醜悪だろう？」

　言って彼は、今日麩ふの味噌汁……じゃなかった、恐怖の大魔王の如くの様相で紫の瞳を細め、形の良い唇を薄うすら笑いを浮かべるように歪ゆがめる。

　陛下と私は、完全に扉の先へと足を踏み入れた。

　踏み入れた先は日本基準でいう八畳くらいの広さで、何の変哲もない、基本的に何もない小部屋だった。床も壁も天井も、地下通路と同じ材質で光り方だ。出入り口も今入った一ヶ所しか無かった。

　ただ、部屋の右隅に何かがあるのがチラリと目に入ったけれど、今はそれどころではなく、この目の前の物騒な男との対たい峙じを私は余儀なくされていた。

　私の背に小部屋の壁があたる。

　それは部屋の奥まで追いつめられたという事を意味していた。

「ねね、陛下、一体全体どうしちゃったんですか?!」

　私は小部屋の壁面にぴったりと背中をつけて彼を見遣る。視線の先の陛下は、まるで大量殺戮犯のような鬼気迫る気配を漂わせていた。

「どうしただと？　別にどうもこうもないが？　お前の手の中にあるその醜悪な生き物を渡せと言っているだけだ」

「わ、渡したらどうなるんですか？」

　何がおかしいのか、陛下がくつくつと笑った。

　その笑い方に私は背筋に震えが走る。

　やばい！　なんかこの笑い方、つい最近どこかで見た事あるような?!　ていうか、陛下ってこういう笑い方、素でする人間なの?!　怖いよ！　何者だよ、貴様！　トリエスの国王陛下じゃなかったの?!　ねえ！

「無論、殺すに決まっているだろう？」

　さも当然といった感じで言い放った陛下に私は仰天した。

「え、殺すって、ウオちゃんを?!」

「ウオ？」

「はい！　オオサンショウウオじゃ長いんで、ウオちゃんと名付けました、今！　オオサンショウウオのウオちゃんです！　可愛いでしょ？　宜しくね、へ・い・か！」

　私はウオちゃんの愛らしさを少しでも陛下に分かって貰うために、ウオちゃんの首かもしれないあたりに指を差し入れ、強制的にお辞儀をさせた。

「ぴきゅ」

　そんなウオちゃんの愛らしい動作と声に陛下が激げき昂こうする。

「可愛いも何もあるか！　馬鹿か、お前は！」

「馬鹿って！」

「馬鹿だろう！　醜悪な両生類に名を付けるなど馬鹿という以外なんと言える！」

　陛下は鼻の頭に皺を寄せんばかりの心底嫌そうな表情でウオちゃんを睨む。

　その睨みっぷりは、まるで親の仇を目にしたかのようだった。

「え、可愛くないですか、ウオちゃん。ツルツルしてるし、柔らかいし、足が短くて丸っこくて愛らしいじゃないですか」

　色合いはかなりアヤシイけどね！

「ふざけるな！　両生類なぞこの世に存在するだけでも虫むし唾ずが走る！」

「え」

「余はな、小娘！　この世の何よりも両生類が嫌いなんだ！」

「やや、陛下、そんなけったいな……」

「やはりあの時、ルドルフなど無視して軍を出していれば！」

「え、陛下ってば何を言って？」

　私が首を傾げながら尋ねると、陛下が信じられない事を口にし出した。

「余が十五の時だ！　この世に存在する両生類がどうにも許せなくて、大陸に居る全ての両生類を駆除せんが為に全軍を出そうとしたんだ！　それをルドルフが！」

「……ルドルフさんが？」

「ルドルフのヤツが『大陸中の全両生類駆除などというふざけた理由であくまで全軍を出すというのなら、城の文官全てを解雇し、私も宰相職を辞します。せいぜい貴方ひとりでこのトリエスを維持なさってみては？』とな、情の欠片すら無い顔で言い放ったんだ！　あの冷酷な男は！」

　陛下がそう吐き捨てるように言うのに、私は開いた口が塞がらなかった。

　だって、ねぇ？　え、陛下ってもしかして───。

「馬鹿？」

「何?!」

「え、陛下ってば、それ本気で言ったんですか?!」

　私の心底驚く様子に、陛下が最高に不機嫌な声音を出す。

「本気とは？」

「大陸中の両生類駆除の為に全軍を出すという馬鹿げた事をですよ！」

　陛下の形の良い眉が跳ねあがった。

「馬鹿げた事をだと?!」

「馬鹿げてますよね?!　そんな事で軍を出すなんて！」

　え、マジで本気で言ってるのかな、こんな事をこの男は！　だとしたら、どんだけ自己中迷惑オコチャマ男なの?!

　私は何だかまだ見ぬルドルフさんへの同情心がむくむくと湧き起こってくる。

「普通に考えなくてもルドルフさんが正解ですよね?!　陛下だって、その対象が両生類じゃなかったら、ルドルフさんの意見に賛成するでしょ?!　即刻賛成派にまわりますよね、へ・い・か！」

「…………」

　陛下が沈黙し、私は嫌みったらしく大袈裟に深い溜息をついてやった。
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「そんなさ、嫌いってだけで両生類駆除の軍隊なんて出された日には、トリエスだけじゃなく、他国にも迷惑極まりないですよ！　なんで両生類如きで他国の軍を自国に入れないといけないんですか？　え、馬鹿なの？　もう本当に天才我儘坊やの発想が私には分かりません！」

　きっと私だけじゃなくて、みんな分からないと思うよ！　この世界の全人類がね！

「さっき、ルドルフさんが独身だって言ったじゃないですか。ね、陛下」

「……ああ」

「それはね、へ・い・か・の・せ・い・で・す・よ！」

「ぴきゅ！」

「っ！　…………何故？　何故、あれが独身なのが余のせいになる？」

　陛下が黄金の髪を乱暴に掻きあげた。

　彼は抜身の短剣を一振りすると、小部屋の外に転がっている鞘を取りに地下通路の方へと向かう。

　どうやら突然の両生類来襲による激昂はおさまってきたらしい。彼は冷静さを取り戻しつつあるようだった。

「え、それは陛下のお守が大変だからに決まってるじゃないですか」

「…………」

「そんな両生類駆除に全軍を出すなんて言い出す国王の手綱を宰相が取らなくて誰が取るんです？　居ませんよね？　可哀相に、ルドルフさん！　彼、宰相職にある限り一生独身なんじゃないですか？　悲惨すぎます！　陛下が後宮で快楽味わいまくっているのに、ルドルフさんは自己中我儘オコチャマ男のお守ですよ！」

「…………」

　陛下が鞘を拾い短剣をおさめた。カチリとした小さな金属音がして、彼は再び小部屋へと入ってくる。

　そして部屋全体を見回し、右隅にその目線が行くと彼は盛大に眉間に皺を寄せた。

　その見事な寄せっぷりに私も自然に右隅に目を向ける。

「…………」

「…………」

「…………なんだあれは。小娘、見てこい」

「……こういう場合ってさ、普通、男の人が行くんじゃ？　まあ、いいんですけどね？」

「ぷきゅ」

「っ！」

　私はウオちゃんを左肩に乗せると、小部屋の右隅に向かった。

　右隅には、二メートルくらいの長く平べったい物が円を描くようにしてあった。色は黒い。

　私はしゃがんでその物体に触ってみる。

　後ろからは、陛下のビリビリとした殺気を含んだ視線が感じられた。

「なんか皮みたいですね、生き物の」

「皮？」

「はい。脱皮した皮というより、ミイラ化した感じですかね」

「みいら？」

「あー…生き物の死し骸がいというか干物というか」

「…………それで？」

「うーん、古そうな気もするけど、埃も砂すな埃ぼこりも被っていないし、どうなんだろう？　生前はたぶん頭部が丸くて大きくて、寸胴で尾があって、短い手足……あれ？」

「……ウオか？」

「そうです！　ウオちゃんだ！　陛下、ウオちゃんの巨大版ミイラです、これ！」

　私が目を見開いてミイラ化したものをよく観察すると、それは大きな頭部の巨大オオサンショウウオもどきが丸い円を描くようにしてあった。

　前に写真で見た事のある日本のオオサンショウウオよりも頭の部分がかなり大きい。円の約半分を頭部が占めるような大きさだった。

「ウオちゃんに関係するミイラでしょうか？」

「知らん、そんなものは」

　陛下の心底嫌そうな非協力的な言葉を合図に私は立ち上がった。

　陛下の方を見ると、彼はミイラから最大限の距離を稼げる対極側に腰を下ろそうとしているところだった。

「知らんって。陛下にそう言われたら、異世界人の私にはどうすることも出来ないじゃないですか」

「ならば何もしなければよいだろう？　───もうよい。座れ、小娘。何が何やら全く分からんし、腹も空いたし、足も痛いし、疲れたし、眠いし、両生類も居るし、迎えが来るまでこの場で待つ」

　落下場所まで戻ったところで、どうせ待つ事になるだけだと言って、陛下は壁に身を預け、短剣を足元近くの床に放り投げた。もう彼の全てが投げ遣りさを表している。

　私はそんな投げ遣り陛下の横に腰を下ろす為に彼のもとへと向かう。

　途端、彼は嫌そうな視線を向けてきた。

「小娘、その左肩に乗っている物体を余に近づけるな」

「え、じゃあ、どうすれば？」

「ウオを死骸の横に捨てて、こちらへ来い」

「捨ててって、陛下」

「捨てろと言っている」

「はいはい」

　私は仕方なしにウオちゃんをそっとミイラ近くの床の上に置いた。

「ウオちゃん、迎えが来るまでの間、ここで大人しく待っててね？　あそこの自己中我儘傍迷惑男がウオちゃんのこと怖いんだって」

「誰が怖いなどと言った！」

「ぴっきゅんぴきゅんぴ！」

「っ！」

「了解、分かったって。仕方ないから此処で待ってるってさ、陛下」

　偉いねウオちゃん、と肩を竦めながら私が適当にそう言うと、陛下の蟀谷が波打った。

　もう本気で心の底から両生類が大嫌いらしい。

　私は呆れの溜息をつきつつ、彼の横に腰を下ろした。

　腰を下ろした途端、今日一日の疲れが一気に押し寄せたみたいに体が重くなる。

「あー…なんだか疲れ果てました、私」

　小部屋の壁面に陛下同様、身を預けて座りこんだ私は、立てた膝に両腕を置き、かくりと顔を伏せた。

　もう本気で疲れ果てました。一日の内容が濃すぎだよ。物凄く眠いし。

　そんな疲れモードな私の真似なんてしなくていいのに、横に座る陛下も立てた膝に腕を置き、顔を伏せていた。

「余も疲れた。……散々な日だ、今日は」

　言って彼は、厄日とはこういう日の事をいうのだろうな、とポツリと続ける。

「なんで私ってば、真夜中にこんなアヤシイ小部屋に居るんですかね？」

「それはこちらの台詞だ」

　そこで陛下と私は同時に深い深い息を吐く。

「結局、この小部屋、なんだったのかなぁ？」

「分からん」

「分からんって。何か考えて下さいよ、天才なんですから」

「何度も言うが天才ではない。そんなに気になるのなら秘密の小部屋とでもしておけ」

「秘密の小部屋……なんだか全く考えていないっていうか安易ですよね。センスが無いっていうか」

「……暫く何も考えたくはないんだ」

「完全放棄ですか？　まあでも、なんかがっかりですよ、私。こんなに疲れ果てながら此処まで来たのに」

「がっかり？」

　すぐ横に座っている陛下が顔を上げた気配を感じたので、私も顔を上げた。こつりと壁に頭をつけて彼の顔を見ると、やはり陛下も疲れたように壁に頭をつけて私に視線を向けている。

「だって、日本に繋がってなかったじゃないですか」

「だから言っただろう？　余はあるとは思えないと」

「……言ってましたけど」

「結局、それに巻き込まれた余に何か言う事はないのか、小娘」

「それは……だって、ちゃんと陛下には和食と和菓子を作るっていう対価を払うじゃないですか、私」

「……そうだったな」

「陛下」

「なんだ」

「ウオちゃん、どうするんですか？」

「…………」

　陛下は顔を正面に向けて、一度嫌そうに目を閉じた。そして黄金の髪に指を差し入れるようにして左手を額にあてる。疲れたように息を吐くと、目を開け、現れた紫の瞳だけを私に向けた。

「ねえ、陛下」

「……放っておけ」

「え、それは酷いんじゃ？」

「何故？」

「だって此処、何もないじゃないですか。水も無いんですよ？　両生類なのに死んじゃいますよ。既に乾いてるじゃないですか、ウオちゃん」

「しかし、あれは今まで此処で生きてきた訳だろう？　問題ないのではないか？　そもそも別にあれが死んだところで余は一向に構わない」

「陛下さぁ」

「……なんだ」

「これからも生活していかなければいけない自分の城の下で、しかも目の届き難いこんな地下通路でさ、大嫌いな両生類が生息してても平気なんですか？」

「…………」

「もしかしたら知らないうちに大繁殖しているかもしれないですよ？」

「……しかし、今現在、此処には一匹しか居ないではないか。繁殖は───」

「完全否定できるんですか、それ」

「…………」

「ウオちゃんの生態、陛下、知ってるんですか？」

「……いや」

「そういえばウオちゃんて、異世界日本的には有り得ない色彩の生物なんですけど、あれはトリエスでは一般的な生き物の色なんですか？」

「そんな訳あるか。どう見ても普通じゃないだろう？　あの色は」

「え、珍しいんですか？」

「珍しいもなにも。初めて見るし、城の図書室にある図鑑にも書いては無かった」

「いつ読んだんですか、その図鑑」

「昔。王になる前だ」

　陛下は額に当てていた手を外し、顔を少し上にあげた。部屋の天井を見るようでいて何処か遠くを見ているようだった。

　私はそんな様子の彼の肩に寄りかかるように頭を乗せる。

　本当に眠い。

　かつて無いくらいに疲れていて、瞼まぶたが下りるのは時間の問題のように感じられた。

　陛下はそんな私を咎める事も、特に嫌がる素振りも見せなかった。

「王子様の時？」

「ああ」

「城の図書室の本、どのくらい読んだんですか？」

「そうだな……七割程かな」

「七割ですか？　凄いですね、それ」

「暇だったからな、王子の時は。…………幼かったし」

　彼が少しだけ身じろぎしたのが乗せた頭を通じて分かった。

「覚えてるんですか？　その時に読んだ内容」

「ああ」

「流石天才。じゃあ、ウオちゃんはトリエスでも希少生物って事なんですね」

「…………」

「それってばさ、陛下」

「……聞きたくない」

「最高権力者のそんな言葉、それこそ聞きたくないですよ、私ってば。情けない」

「…………」

「ウオちゃん、珍獣保護法を適用しないといけない生物なんじゃないですかね、もしかしなくても」

「…………」

「へ・い・か、そうなんでしょう？　本当はちょっと気づいちゃってるんでしょう？　いくら法に国王次第とか書いてあっても、最高権力者として公平な判断をすれば、ウオちゃんって珍獣保護法を適用しないといけない生物なんだって。　ね、へ・い・か」

「…………そうだな」

「じゃあ、決まりですね。ウオちゃんは珍獣です。私が二号だから、ウオちゃんは三号です。珍獣三号」

「…………」

「連れて帰りますからね、私。ウオちゃんを。珍獣部屋で私と一緒に暮らします」

「暫くあの部屋は使えないぞ」

「え」

　私はちょっと驚いてしまって寄りかかっていた陛下の肩から身を起こした。彼の顔をまじまじと見る。

　そんな私に陛下は疲労感満載な目を向けた。

「害獣用の液体の存在を忘れたのか、お前は」

「あ、そうでした。じゃあ、私ってば、これからどうすれば？」

「知らん。その辺に転がってろ。珍獣だし」

「……酷い」

「それよりお前のかぼちゃぱんつには、他に何か食べ物は入っていないのか？」

「え？」

「腹が空きすぎた。何か口にしたい」

「陛下、あのね？　確かに今日はソフトキャンディーを挟み入れてたし、私ってば、全開にカボチャパンツ晒してますけど、これって一応、下着なんですよね？　普通、下着に食べ物って入ってないですよね？　服じゃあるまいし」

「…………そうだな。失念していた」

　そこまで話をして、陛下と私は壁に預けていた身の力を完全に抜いた。互いに対極側に居るウオちゃんに何となく視線を向ける。

　ウオちゃんは小さな赤い瞳で此方を、厳密には陛下をジッと見ていた。

「………………」

「………………」

「………………眠いですね」

「………………眠いな」

「……迎え、来ますかね。遅いですけど」

「……朝を過ぎても来なかったら、戻った時に処刑してやる」

「……物騒すぎです、その考え。恐ろしい」

「……そうか？」

「…………少し寝ていいですか？」

「…………いいぞ。不快な生物は居るが特に危険は無さそうだしな。───余も少し仮眠を取りたい」

「……じゃあ、おやすみなさい、陛下」

「……ああ」

　その会話を終いに、陛下と私は口を閉じる。

　そして数分もしないうちに、私たちは謎のアヤシイ小部屋、陛下の言う秘密の小部屋で、自然に肩を寄せ合い、ほぼ同時に寝息を立て始めたのだった。
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　ふと気がつくと、私の目の前には一葉ちゃんが立っていた。

　私と一葉ちゃんが居る空間は、ぼんやりとただ白くて曖昧で、何かがある訳でも、見える訳でもなかった。

　彼女は五千円札に印刷されている通りの姿で、座り込んでいる私を冷たく見下ろしている。

「…………」

　なぜ一葉ちゃんが目の前に居るのか私は全く分からなくて、何も言葉を発する事が出来なかった。

「そこの貧乳ケツデカドブス娘」

　そんな私に一葉ちゃんは、何処か小馬鹿にしたような雰囲気で話かけてくる。

　いきなり貧乳ケツデカドブス娘って。

　ああ、私って、本当に一葉ちゃんとの相性は最悪なんだと、日本に四種類しかないお札のうちの一種類に、どうも激しく嫌われてそうなのに私は物凄く悲しくなった。

「貧乳ケツデカドブス娘、この私が呼んでいるのだけれど、無視なのかしら？」

「……いえ、すみません」

　一葉ちゃんが私の謝罪に鼻を鳴らした。

　その様子に、馬鹿にもされているけれど心の底から嫌われているのも分かる。

　私、一葉ちゃんに何かしたのかな？　何もしていないと思うんだけどな。だってさ、一葉ちゃん、パパの給料日の次の日にやってきて、その日のうちに英世とバトンタッチしちゃうじゃない？

　私は遣る瀬無くなって、慢性アレルギー性鼻炎の鼻をズルズルと啜った。

「汚い娘。おお嫌だ。汚いし、醜いし、品も無いし、頭も悪いし、この私を持っていられないくらいの貧乏だし、取り柄も美点も全く無いし、女として終わっているし？」

　酷過ぎるよ、一葉ちゃん！

　本当、私に何か恨みでもあるのかな？　ていうか、私ってば、そんなに酷い？　あの冷酷変態極悪鬼畜自己中我儘傍迷惑男ですら、そこまで言わなかったのに？

　私、もう財布に一葉ちゃんを入れるのは止めよう。パパに英世五人で渡すよう言っておかないとな。

「そんなお前に、私から質問があるわ」

「質問、ですか？」

「そうよ。本気でこんな役目やりたくはないのだけれど、英世は研究に忙しくて、二千円札は存在感が無さ過ぎて消えかかっててね。今、何処に潜んでいるのか大捜索中なのよ」

　私は首を傾げた。

「諭吉は？」

「諭吉？　あら、呼び捨てなのかしら？　お前程度の分際で」

「……あ、ごめんなさい。諭吉様です」

　一葉ちゃんは着物の袖で口元を押さえ、嫌そうに眉を寄せた。

「頭の悪い娘ね。お前なんて一生涯男が現れないでしょうね。いい気味」

「え」

「あら、現れるとでも思っているの？　馬鹿な娘。日本では彼氏のひとりも居なかったし、トリエス王にも処女を要らないと言われたし？　パーシヴァルは妄想の世界の住人ではないの」

「…………」

「誰も、あちらの世界でも此方の世界でも、お前の処女を貰ってくれるような男は居ないわ。だってお前、貧乳じゃないの。致命的よ」

　一葉ちゃんの言い様に、私は激しい衝撃を受けていた。

　その衝撃に気持ちは麻ま痺ひしてしまっていたけれど、体は正直なのだろう。涙がぽろりぽろりと頬を伝う。

　私は右手で目をごしごしと擦った。

「酷い、一葉ちゃん」

「お前に一葉ちゃんなどと言われたくないわ！　馴なれ馴れしい！　さあ、さっさと終わらせるわよ！　私、早く帰りたいの。お前如きに割く時間は本来なら無いのよ！　お前と違って私は日本で必要とされている存在なのよね。言っている事、分かるかしら？」

「……はい」

　一葉ちゃんは私たちが居る白い空間の、彼女自身の足元の部分に屈んで手をついた。

　手のついた部分が仄かに光り、途端、彼女は何かを引きあげ始める。

　引きあげた物は三つ。それぞれ色が違う等身大サイズの人形だった。

「準備完了。いい？　貧乳ケツデカドブス娘。質問よ」

「……はい」

「お前が落としたのは、金の諭吉、銀の諭吉、糞尿の諭吉、どれかしら？」

「え？」

　質問の意味を掴み損ねて私が問い返すと、一葉ちゃんの目が吊り上がった。

「ど・れ・か・し・ら？」

　とにかく一葉ちゃんが怖くて、私はあまりうまく動いてくれない頭を必死で働かせた。

「えっと……えっと……」

「私、忙しいの。早くしてくれない？」

「あ、ごめんなさい！　えっと、あの、き……」

「き？」

「金の諭吉です！」

　私が勇気を出してそう言うと、一葉ちゃんの顔が般若の形相に変化する。

「この大嘘つきめ！」

　一葉ちゃんが私に向かって拳を振り上げる。

　私は恐ろしくて、身を卵のように丸くした。

「お前は二度と日本の土を踏めないと思え！」

「きゃっ！」

　一葉ちゃんは振り上げた拳を渾身の力を込めて私の頭に叩きつけた。










「……いったぁ」

　ずくんずくんと頭を襲う痛みに、私は手をあてながら身を起こした。

　一葉ちゃんに苛められて涙が止とめ処どなく流れ続ける目で周囲を見遣ると、場所は寝る前に居たところと同じ、城の地下のアヤシイ謎の小部屋だった。

　私は慢性アレルギー性鼻炎の鼻を啜って少し嗚咽を漏らしながら、何故か扉の方へ向いて身構えている陛下の背中をぽんぽんと叩く。

　どうやら私は陛下に寄りかかって寝ていて、彼が急に身を起こして身構えたから、小部屋の床に倒れたようだった。頭の痛みは一葉ちゃんに殴られたからではなく、その際にぶつけただけだろう。

　ちょっと陛下、急に身を起こすなんて考えなしで思いやりの欠片も無い行動、酷いじゃないですか！　……と本来なら文句のひとつでも言うところだけど、私は今、夢の中の一葉ちゃんの精神的苛めに大打撃を受けていて、それどころではなかった。

　私は背を叩いても反応を返してくれない陛下を再度ぽんぽんと叩く。

　そんな私の呼びかけに、陛下は振り返りもせずに押し殺した声で応えた。

「大人しくしていろ、小娘。誰か来る」

「え、誰かって？」

「迎えだといいが」

　その陛下の言葉に私は仰天してしまう。

　思わず怖くなってしまって、私は陛下の背にまたもや小判鮫のようにひっついた。ついでに彼の背中に鼻水もつけてみる。

　ごしごしごし。

「……何をしている、小娘」

「いえ、別に。ねえ、陛下、それより迎えだといいがって、そうじゃないかもしれないって事ですか？」

　陛下が私を後ろ手に押しのけた。

「ひっつくな。動きが鈍くなる。───どうも気配を殺しているようなんだ。迎えの者の過ぎた戯れだといいが、一応、違う場合も想定しておかないとな」

「過ぎた戯れ？」

「居るんだ。そういう事を好む者が。小娘、お前に渡した短剣を寄こせ」

「え、あ、はい」

　陛下のちょっとピリピリした雰囲気に私は慌ててカボチャパンツから短剣を抜き、彼に手渡した。

　陛下は短剣を受け取ると、二本とも鞘から抜く。

「持っていろ」

「はい」

　私に鞘を押しつけると、彼は姿勢を一段上げた。そして、短剣をそれぞれ両手に持ち、見た事のない不思議な握り方に変える。

「───あと十リズ」

「りず？」

「長さの単位だ」

「ねね、陛下、大丈夫なんですか？　迎えの人じゃなかったら」

「さあな」

「さあなって。私、死にたくないです」

「それは余もだが？　それより長剣を持ってくれば良かった……といっても詮無い事か。今回は」

「陛下」

「黙っていろ」

「…………」

「来た」

「！」

　私が悲鳴を上げる間もなく、陛下が直ぐさま行動を起こす。

　瞬間、扉の向こうからどこか飄ひよう々ひようとした声が聞こえた。

「あ、陛下、俺達ですからね。攻撃してこないで下さいって、うわっ！」

　どちらかというと明るい声が聞こえたのに、陛下は問答無用で部屋に入ってきた男の人に向かって抜身の短剣を一本投げつけた。

　しかも信じられない事に、その男の人の顔面めがけて直球一直線のマジ投げだ。

　部屋に入ってきた男の人は、飛んできた短剣を素早い動きで長剣で抜き薙ぎ払はらった。

　短剣は部屋の右隅、ウオちゃんがちょこんと待っているミイラの近くへ跳ね落ちる。

　ミイラにあたって短剣は動きを止めた。

「危ないじゃないですか、陛下！　何をするんです！」

「普通に来い！　馬鹿者が！」

　短剣を投げつけられた人と陛下が声を荒げて応酬をしていると、もうひとりの違う男性が部屋に入ってきた。

「…………」

　その二人目の男性は無言で陛下に目を伏せて礼らしきものを執っている。

　陛下は手にしていた短剣の握り方を普通に戻すと、肩の力を抜いた。

「随分と遅かったな。ディルク、グイード」

　どう聞いても棘がふんだんに含まれている陛下の声音に、短剣を投げつけられた男性が腰に片手を当てた。

　その男性は、髪は亜麻色、瞳も髪と同色で、背は陛下と同じくらい。年の頃は陛下とそう変わらないだろうと思われる、飄々としているけれど何処か純朴さを感じさせる人物だった。

　そしてもうひとり。まだ一言も発していない方の男性は、黒髪に深い緑色の瞳で、背は前者二人よりも頭半分ほど高い。年は陛下より五、六歳若いかもしれない。

　容姿の程は二人ともまあまあと言えた。中の中、中の上を彷徨っている感じだ。

　やはり陛下クラスは美男美女率が高そうなこの異世界と雖いえども、そうそう転がってはいないものなのかもしれないと思いながら、私は亜麻色の髪の方の男性に何だか見覚えがあるような気がして首を傾げた。

　何処だっただろうと思ってジッと見ていると、その彼がふと此方に視線を向ける。あ、目が合った、そう私が思っていると、彼はさっと上着を一枚脱いだ。

　亜麻色髪の彼は脱いだ上着を手に私のもとに来ると、私と目線の高さを合わせるようにしてしゃがむ。そして上着で包むようにして私の体に被せた。

　私の頬に流れ続けている一葉ちゃんの精神的苛めによる涙を、彼は指で優しく拭ってくれる。

　優しいんだね、亜麻色髪の彼！　ありがとうね！

　なんて私が感激していると、彼は痛ましそうに私を見て、喫驚するような事を咎め口調で言い始めた。

「可哀相に。───陛下、無理強いは褒められたものではありませんね」

「え」

「何？」

「ぴ？」

　亜麻色髪の彼の声に、私、陛下、ウオちゃんと続く。黒髪の彼は無言だ。

「ああ、泣かないで下さい、珍獣様。もう少し早く来られれば良かったのですが申し訳ありません。まさか陛下が貴女をこのような場所で襲うとは思いもよりませんでした」

「……え、あの？」

「待て、ディルク！　何を言っているんだ?!」

「ぷぷ、ぴっきゅ！　ぷきゅぷみゅぷみゅ?!」

　ああ、亜麻色髪の彼はディルクさんと言うんだね、なんて彼の言う事に驚きつつも思っていると、立ってこちらを見ている陛下の額に青筋が浮いていた。

　陛下、よく青筋立てるよね。頭の血管、大丈夫なのかな。

　私がそんなどうでもよい心配をしていると、ディルクさんが私を慰めるようにフワリと軽く抱きしめる。

　私は身内以外の男の人に初めて優しく抱きしめられて、口をぽかんと開けてしまった。

　ちなみに涙はまだ流れ続けている。

　一葉ちゃんの精神的攻撃による打撃がまだ尾を引いていた。
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「怖かったでしょう？　もう大丈夫ですよ。この密室的空間に陛下と二人きりでは無くなりましたからね」

「はい？　怖かったです？」

「小娘！　そこで紛らわしい言葉を口にするな！　そもそもお前、なぜ泣いているんだ！」

「ぴぴ！　ぷっちゅぴみゅぴみゅぴぴみゅぴぴ！　ぷみゅぴみゅ、きゅんぴみゅきゅぷ！」

　ディルクさんが私の髪を撫でながら陛下に冷たい視線を向けた。

「陛下、来る途中に血痕がありましたが？」

「……あ」

「……それが？」

「……ぴちゅ？」

　ディルクさんが言っているのは、言うまでもなく陛下の鼻血の跡の事だと思われた。が、なにやら彼は激しく誤解をしているようだ。

　陛下の眉間に日本海溝並みの深い皺がバシッと入った。

「あのような場所で、初めての女性を襲うなど唾だ棄きすべき行いですね。彼女の恐怖と絶望を貴方は理解すべきだ。寝衣も無残な有様でしたよ。どれ程の傷を心と体に彼女は負ったのか、貴方は想像できますか、陛下」

「…………」

「……小娘、お前は此処で何か解かないといけないものがあるのではないか？」

「……ぴぴ、みゅちゅぴっちゅちゅぴちゅぴぴぴちゅちゅちゅっぴぷみゅぴ？」

　ディルクさんの腕の中で私は暖かいはずなのに、何故か陛下方面から半端ない冷気が漂ってくるのが分かった。陛下が超絶に不機嫌なのが伝わってくる。

　そんな彼の表情といったら、青筋は浮くわ、眉間に皺は寄ってるわ、紫の瞳は凶悪だわで地獄の覇王降臨を思わせた。

　私は陛下がちょぴっとだけ怖くなってしまって、ごく軽い気持ちでディルクさんの服をきゅっと掴む。

　その行動が益々の誤解を生んでしまったようだった。

　てへっ！　ご・め・ん・ね、へ・い・か！

「このような卑劣な行いをするくらいなら、後宮へ通われればいいではないですか！　ここ数年全く通わず、いくら溜まっていたとはいえ、このような形で発散されるなど！」

「……え、陛下ってば不能？」

「っ！　小娘、お前！」

「ぴ！　ぴぴ、みゅ！」

　ディルクさんが亜麻色の瞳を私に合わせてきた。

「珍獣様、大丈夫ですからね。本当に申し訳ありませんでした。主君の非、臣下として心からのお詫びと、貴女への何かしらの償いを。エーヴァハルト宰相閣下の方にも報告いたします。閣下の事だ。貴女にとって決して悪いようにはなさりませんから、ご安心を。陛下は仮にもトリエスの国王で、貴女への卑劣な行いを公にする訳にはいかないのです。理不尽すぎて御納得頂けないかと思いますが、どうか───」

　そう言って彼は私から身を離すと、本当に申し訳なさそうに頭を下げた。

　やや、なんかすごく誠実そうな人だね！

　しかし私は、そろそろこの誤解を解いておかないと、近くで魔界の極悪大魔王のような様相で私を睨んでいる陛下に首を絞められそうなので、鼻血と寝衣の経緯を説明しようと彼の顔を見ると、ディルクさんはもう堪え切れないといった感じの表情をしていた。

　彼は陛下とグイードさんに背を向けて私の方を向いている。

　ディルクさんは私に片目を瞑って、後ろに見えないように口に指をあてる仕草をした。

　どうも、もう少しだけ付き合って、といった合図のようだ。

　あれ、これって、もしかしなくても陛下をからかってる？　遊んじゃってる？　ねえ、ディルクさん。

　よっしゃ！　じゃ、私も付き合うよ！　楽しそうだしね！

　と、いう訳で私は調子に乗ってみた。

「……ディルクさん」

「なんですか、珍獣様」

　そこで私はワッと顔を両手で覆った。当然、嗚咽もオプションでつけている。

　慢性アレルギー性鼻炎の鼻もグスグスと啜ってみてるよ！

「痛かったんですっ」

「珍獣様……それは……」

「あの地下通路で陛下ってば、私の寝衣をビリビリ破いたんです！　いきなりです！　いきなり豹ひよう変へんして私をあの通路に押し倒してっ！」

「ああ、珍獣様！　なんと！」

「陛下、言う事を聞かないと殺すって言って！　私ってば恐怖に震えちゃって、全く抵抗出来なくなって。そしたら陛下、顔を殴ってきて、それで！」

「珍獣様、もういいです、無理に心の傷を抉るような事はなさらないで下さい！　どうか！」

「いえ、言わせて下さい！　これを今後、他の女性が被害を受けない為の対策として参考にして頂きたいのです！」

「女神だ！　なんと貴女は清せい廉れんなるお方なのだろう！　貴女の身は確かに陛下によって凌辱されました。しかし、貴女の身も心も真の意味で少しも穢けがされてはおりません！」

「ありがとうございます、ディルクさん！　私ってば勇気が出てきました！　思い切って告白しますね！　陛下ってば碌な前戯もなく挿入を！　私の処女膜を無理矢理破って、加えて早漏だったんです！　陛下、三擦り半で───」

　そこまで遊んだ時、陛下の怒声が小部屋中に響いた。

「いい加減にしろ！　小娘！　ディルク！」

「ぴっちゅんぷみ！　ぴぴ！　ちゅぴぴ！」

　陛下の怒声にディルクさんが振り向き、私も見ると、彼は強烈な眼力で私たち二人を睨み据えていた。

「そんなにお怒りにならなくてもいいじゃないですか」

「ねー」

「……しかし、まさか珍獣様が乗って下さるとは思いませんでした」

　ディルクさんが何とも言えないといった表情でぼそりと言う。

「え、だって楽しそうでしたし。陛下で遊ぶの」

「小娘、お前な」

「ぴぴ、みゅぴ」

「少し……いえ、かなり驚きました」

「驚いた？」

「ええ。ノリが良すぎたというか、その、ね？」

「？」

　ディルクさんが何やら言い難そうにしているのに、私は何故なのか分からず目を数回瞬いた。

「はっきり言ってやれ、ディルク。信じ難い程に品が無かったとでもな」

「ぽっぴゅぷぷみゅぴ、ちゅぴぴ。ぷぷぷぷぴちゅちゅぴぴちゅぴぷぷ」

「酷い、陛下！　私のどこをどうとったら品が無いとか言えるんですか?!」

「お前の全てだ、全て！」

「みゅぴっぴぷ、ぴぷ！」

　陛下と私が互いにぎりぎりと睨み合い、さあこれから言い争いの始まりだ、という段階になった時、ディルクさんのえらく冷静な声が割って入った。

　見ると彼は首を傾げている。

「ところで、陛下。先程から気になっていたんですが、貴方がお話しになると必ず聞こえるこの音はなんです？」

「っ！」

「ぴ！」

「あ、これはですね、ウオちゃんです！　珍獣三号！」

　私の言葉にディルクさんが驚いたように目を見開いた。

「珍獣三号？　貴女の他に珍獣保護法を適用された方が増えたんですか？　何処に？」

「方っていうか、両生類です。そこですよ」

　私はミイラの近くでちょこんと待っているウオちゃんを指さした。

　ディルクさんの身が若干引く。

「両生類？　……なんです、あの色は」

「あ、やっぱり陛下の言っていた通り、トリエスでも有り得ない色彩なんですか？」

「有り得ませんねぇ。まあ、それが可愛いと言ってしまえば言えますけどね」

「やや、ディルクさんもウオちゃん、キモカワイイって思います？　同志ですね！」

「きもかわいい、ですか？」

　ディルクさんが腕を組みながら不思議そうに亜麻色の瞳を向けてきた。

「キモカワイイとはですね、異世界日本の言葉で、気持ち悪いをキモイに変換して、キモイけどカワイイ、キモくてカワイイという意味です！　味があるでしょう、ウオちゃん！」

「ウオちゃん、ですか。うーん……陛下、連れて帰るんですか？」

「…………」

「ちょっと、そこで何で無言になるんですか、へ・い・か！　勿論、連れて帰りますよ、ディルクさん！　ウオちゃんは珍獣三号ですからね！」

「そうですか。分かりました。すると俺の護衛対象はその両生類も入るんですかね、陛下」

「入ると思うのか、お前は！」

「ちゅちゅちゅぴ、みゅぷ！」

「っ！」

「ぴ！」

　陛下がギッと右後ろを向いて、ウオちゃんを睨みだした。

　そんな彼にウオちゃんは可愛らしく首らしきところから傾げて、陛下を見つめている。

「…………」

「………？」

　私とディルクさんは、一人と一匹を無視して会話を続けた。

「護衛対象って？」

「自己紹介がまだでしたね。失礼しました。俺は今日から貴女の護衛につく事になりましたディルク・ブラントと言います。で、」

　と、そこまで言ってディルクさんは立ちあがり、先程から恐ろしい程に無言を貫き通している黒髪の彼を手招いた。

　どうやら紹介してくれるらしいので、私も立ちあがる。

　手招かれた黒髪の彼は、無言且つ無表情のまま素直にディルクさんと私の方へと近づいてきた。

「彼はグイード・バルテル。陛下付きの護衛です。が、貴女は陛下のお近くで生活されるようなので、よく顔を合わせる事になると思います。グイード、ご挨拶を」

　ディルクさんの言葉にグイードさんは、この部屋に入ってきた時同様、目を少し伏せてそれを挨拶に代えたようだった。

「…………」

「…………」

「…………」

「……あの、私、珍獣二号です。宜しくお願いします、グイードさん」

「………………」

「………………」

「……………………」

「……………………」

「……申し訳ありません、珍獣様。グイードはもう矯正の施しようもない程の口ベタなんです。本人に悪気は全くないので、どうか許してやって下さい」

　ディルクさんは少し困ったように亜麻色の頭をぽりぽりと掻いた。

「あ、了解です！　気にしないで下さい、ディルクさん！　グイードさんも！　とにかく宜しくお願いしますね！　私ってば、なんか陛下のせいで後宮からの嫌がらせが開始したみたいなんで！」

「聞いております。俺は常に貴女の傍にいる事になると思うので煩わしく思われる事もあるでしょうが、ご理解いただきたい」

「煩わしいなんて思わないですよ？」

　全然ね！　むしろ私を危険から護ってくれるんだしね！　ていうか、私に護衛がつくって凄いよね！　日本では考えられなかった事だよ！　きゃ、シークレットサービスなのかな、もしかして！

　私は何だか無性にワクワクしてくる。

「良かった」

　ディルクさんが素朴で純朴そうな笑みを浮かべた。

　そんな彼の笑顔を見て、私はやはり彼を何処かで見た事があるなぁと、頭の中を検索し始める。

「……うーん」

「珍獣様？」

「あ」

　思い出した！
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「どうされました？」

「従僕Ａだ！」

「従僕えー？」

「思い出しました、私ってば！　ディルクさん、私が陛下の前に現れた時、居ましたよね、扉の近くに！」

　私がポンと手を叩いて言ったのに、ディルクさんが表情を改めた。

　それを不思議に思って私が首を傾げると、彼は左手で剣の柄を一度撫でた。

「覚えていらしたんですか」

「はい」

　だってねぇ？　突然の異世界転移で訳の分からない場所にいきなり放りこまれたら、流石に周囲を観察すると思わない？　一生懸命状況の把握に努めるとかさ。

　私は体に包むように被せられたディルクさんの上着の前部分を広げた。

「これ、暫く借りていいですか？」

　そういえば陛下ってば、碌に布を纏っていない私に一言も上着を貸そうかとか言わなかったよね！

　と思って陛下の方にちらりと視線を向けると、彼は呆れた事にまだウオちゃんを睨んでいた。

　ウオちゃんは、そんな陛下に首らしきところを左右に振って、何度も傾げてみせているようだ。見ようによって物凄く馬鹿にされているように感じる仕草だった。

　陛下の額の青筋が消える気配が無い。

「どうぞ。俺ので良ければ着て下さい。それより、」

　持ち主の了承を得て私が彼の上着に袖を通していると、ディルクさんは顎に手をあてて、亜麻色の髪と同色の瞳を細めた。

「あのような状態で現れたのに凄いですね。余裕がおありであったというか」

　ディルクさんの声にほんの少しだけ、私には想像の出来ない何かが混じった。

「あのような状態？」

「ええ」

　なにやら探るような気配を少し感じ、またもや私は不思議に思う。

「そういえば私ってば、みなさんにはどうやって現れて見えたんですか？」

　そうそう！　こういう事って聞いておかないとね！

　ほら、とりあえず聞いておいて損は無いじゃない？　もしかしたら全く役に立たない情報かもしれないけれど。でもさ、万が一でも私が日本に帰る為の手掛かりになるかもしれないしね？

　そんな感じでやる気モードになった私に、ディルクさんは少しだけ驚いた顔をした。

「あれ、まだ聞いておられないんですか？　───陛下、まだお話しになっていないんですか、貴方は」

　ディルクさんが言って、陛下の方を彼と私が見ると、陛下はようやくウオちゃんから視線を外した。

「何故、話さなければならん？　聞かれもしていないのに」

「ぽぴ、きゅんきゅんぴぷぷ？　ぴちゅぷちゅぴきゅんぴ」

　陛下の『あ？　なんか文句でもあんのかよ、お前らよぉ』的な口調にウオちゃんの無邪気とも取れる声が合わさって、ディルクさんも私も、そしてきっとグイードさんも思わず閉口してしまう。

　いち早く立ち直ったのはディルクさんだった。

　彼は首後ろに手をあてて、呆れた声音を出した。

「そういう問題ですかね」

「陛下ってさ、なんていうか、基本的に物凄く不親切ですよね」

　上着を貸そうかと一言も言わないあたりが特にね！　私がミニミニすけすけキャミソールもどきとカボチャパンツ姿なのが分かっていたのにさ！

　変態！　と思いながら私が陛下をギロリと睨むと、彼はそれに魔王の睨みで返してきた。

「まあ、国王陛下ですからね。そういうものなのかもしれません」

「なにやら便利な言葉ですね、国王陛下って！　印いん籠ろうみたい！」

　憤慨しながらそう言うと、失礼と断ってからディルクさんが私の方へ手を伸ばし、上着の留め金を掛けだした。

　リーザと同じように首元からきっちりと締めるのに、どうもこの世界の人の常識として───トリエスの常識かもしれないけれど───女性はとにかく肌を見せないものなんだなという事を実感する。

　私がこの世界に来てから会った女性達、リーザや妖精二人、アニに他の使用人達は、各々個人差はあったけれど大概が皆、あまり首や首元、胸元を見せないような衣服を身に纏っていた。加え、床に届くくらいの長さの裾丈の物を着ているから足首も見えないし、袖も長なが袖そでだ。

　それに気づいてしまうと、私ってば、この国の人から見ると殆ど裸族なんじゃ？　と、ちょっぴり思うけれど、まあ、それでも私的にはどうでも良かった。

　だってさ、そういうのって、当の本人が恥ずかしく思っていなかったら全く意味がないんだよね。

　私は現代日本人。股また下した五センチくらいのスカート丈でも、水着ならビキニでも全く恥ずかしくはないのだ。

　リーザに着せられていたガウンらしきものよりもサイズ的にマシとはいえ、私はまた襟が首に纏わりつく煩わしさに溜息をついた。

「いんろう？」

「ええと、王家の紋章みたいなもんです」

　なんて説明すればいいのか咄嗟に思いつかなかったので、頭の中で黄門様を思い浮かべながら適当に言ってみる。

「王家の紋章、ですか」

「そんな事よりもですね、ディルクさん。私ってばどうやって皆さんの前に現れたんですか？」

　私が見上げるようにディルクさんの顔を見ると、彼はその時の事を思い浮かべているのか、小部屋にある空気でも見るように視線を固定させて口を開いた。

「事が起こったのは、昨夜、いえもう一昨日の夜ですか。陛下が食事の席にお着きになって直ぐです。───ですよね、陛下」

「ああ。ここのところ忙しくてな。時間があまり無くて、さっさと済ませてしまおうと席に着いて直ぐにメインの物を口にしようとしたんだ。その瞬間だったな」

「ぷぷ。ぴちゅぷちゅぴぴぴぷぷ。ぷみゅぴぷぷみゅぴ、ぴっちゅちゅちゅちゅぴぴっぴっぷみゅみゅきゅきゅんきゅんぴみゅみゅぷみゅぴ。みゅきゅきゅんぴ」

　陛下が余の空腹はその時からだなと言いながら、ミイラの方へと嫌そうに歩いていった。

　投げつけた抜身の短剣を拾いにいったようだった。グイードさんがすぐさま反応し、彼の代わりに拾おうと動いたけれど、陛下は手を少し上げてそれを制した。

　ウオちゃんの小さな目が、そんな彼の動きを追っている。

「陛下が席にお着きになって直ぐ、部屋全体が暗くなったんですよ」

「暗くなった、ですか？」

「どう表現すれば適切なんですかね」

　ディルクさんが考えるように視線を小部屋の天井に向けた。

「部屋全体が、闇に支配された、というのでしょうか」

「陳腐だな」

「ぷっきゅ」

　陛下が口を挟んだ。

「俺に表現能力を求めないで下さいよ。では陛下が説明なされますか？」

「面倒だ」

「ぷみゅ」

「あー…では俺の陳腐な表現で許して下さい。───とにかく、闇に支配された、そう感じる状態になったんですよ、珍獣様」

　ディルクさんが私に目を合わせてきた。

　彼の亜麻色の瞳は、私の何をも見逃さない、そんな雰囲気を感じさせた。

「闇に支配されたって、どういう感じなんですか？　想像が出来ません」

「視界が全く利かなかった。何も見えず、何も聞こえず、といったところだ、小娘。虚無の世界があるのなら、ああいう世界なのだろうと思わせる状態だった」

「ぴちゅちゅんきゅみゅん。ぷぴぴぴぷ、ぴゅみゅぷゅ、ぷみゅぴみゅぴゅみ、ぴぴ。ぷみきゅんきゅんぴむ、きゅんぴきゅんぴみゅみゅぷみゅぷみゅぴぴぷ」

　陛下は拾い上げた短剣の刃の部分を、角度を変えて確かめながら淡々と言った。

「虚無、」

「ええ、珍獣様。己の存在すら疑問に思う程に何も感じ取る事が出来なかったんです。自分の呼吸音すらも聞こえなかった。それが……そうですね、時間的には数呼吸程でしたかね。とにかくそう長い時間ではありませんでした」

「それで、どうなったんですか？」

　私は彼らから話される一昨日の出来事に、心底驚きながら続きを促す。

　想像だにしていなかった展開だ。私がこの世界に来た時に感じた状態とは違うのだ。全くと言っていい。

　だって私の場合、気づいたら目の前には陛下が居たのだ。コンビニから出て、点灯し出した街灯の下をただ歩いて。手にしていたアメリカンドッグを食べ歩きしようと口に持っていった瞬間だった。

　ふと気づいたら陛下が居た。

　本当に、ふとした瞬間に自分を取り巻く環境がすっかり変わっていた。あの時の事で私が感じ、覚えているのは、たったそれだけだ。

「言い方が本当に陳腐で自分でも嫌で仕方が無いんですが、数呼吸ほど経った時、光がですね、現れて、」

「本当にどうしようもない陳腐さだ、ディルク」

「ぽっぴゅぷみぷみきゅんきゅんぴ、ちゅぴぴ」

　ディルクさんが、ちょっとムッとしたようだった。

「そう思われるのでしたら陛下が説明なさったらいいでしょう？」

「面───」

「ぴ───」

「ていうか、陛下、さっきからちょっと五月蠅いです。黙っていてもらえませんかね？　ウザ過ぎてムカツク」

　私が当然の如くそう言い放つと、三人と一匹が黙り込んだ。

　もともとグイードさんは一言も発していなかったけれど、そんな彼が僅かに目を開き、ディルクさんは心の底から驚いた様子で亜麻色の目を全開に見開いていた。

　何故？

「ああ、もしかして意味が分かりませんでした？　ウザ過ぎは、鬱陶し過ぎるという意味で、ムカツクは腹が立つという意味です。陛下、本気でウザイ。私はディルクさんに話を聞いてるんですから、暫く黙っててくれませんか」

　陛下が話すとウオちゃんも合わせるように声を出して、ちょっと五月蠅いんだよね。

　ディルクさんが額に手をあてた。

「……ああええとですね、陛下、俺が持つ表現力を精一杯駆使して説明させて頂きますから、少しお休みに、いえ、楽になさっていて下さい」

「…………」

　ディルクさんは気を取り直すように一度息を吸って吐いた。

「───では、珍獣様、続きを話しますね？」

「はい」

　私は早く続きを聞きたくて、出会った日に陛下が私にやったように顎をくいと動かして先を促した。

「…………」

「ディルクさん？　続きをどうぞ？」

「ああ、ええと、そうです、光のところからでしたね。そう、光がですね、現れたんですよ。幾つかの点を結ぶように走ったんです。それから瞬く間に光が溢れだして闇を呑のみ込むようにといいますか、払拭するようにといいますか、とにかく闇と光が陛下の前で渦を巻くように収束していって、その渦が人の大きさにまで収まった時、貴女が、」

「現れたんですか？」

「ええ」

　ディルクさんが頷いた。

「貴女が陛下の前に現れたと認識した時、部屋の様子は元に戻っていたんです。後は貴女の知っている通りの展開ですよ。それから幾らもしないうちに貴女は陛下に話しかけたんです」

　そこまで言ってディルクさんは眉を下げた。

「それ、本当の話ですか？」

「は？　ええ、本当ですよ。信じて下さい」

　ディルクさんは信じて貰えないのは心外だとばかりに言った。

「うーん、なにやらファンタジーばりばり入ってますね」

　私は考えるように胸の前で腕を組んでみた。

　やっばいなぁ、聞いたところで全然分からないよ。

　この世界に来てからようやく一日弱経ったけど、そこまでで言うのなら陛下の言う通り、『この世界に不可思議な事はない』としか私的にも感じられなかった。昔のヨーロッパの、しかもお城生活一日体験をするのなら、まあこんなものだろうといった感じでしかなかったのだ。なのにディルクさんの今言った事は其れを否定してしまう。

　もしかして陛下たちは原因がこちら側、つまり地球の日本側にあるとでも思っているのだろうか。

　だってね？　陛下側からしてみれば、今まで何も無かったのに私が突然現れて、そしてこの地下通路出現だもん。

　おおぅ、疑われてたりしてるのかな、もしかして！　違うよ！　地球の日本には陛下の言う不可思議とかないからね！　声を大にして主張するよ、私ってば！
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「ふぁんたじぃ？」

「あ、幻想とか空想とかそういう意味で、幻想空想物語というか」

「ああ、そうですね、物語の中の魔法のようでした。あまりに突拍子が無さ過ぎて、対処が出来ませんでしたよ。今、猛省中です」

「対処？」

「陛下と貴女の間に入れなかった」

　そう言うディルクさんの声音がワントーン下がった。亜麻色の瞳もグッと細まる。

「どういう意味ですか？」

　私は彼の言っている事が分からなくて首を傾げ、眉をひそめた。

　そんな私にズバリと回答をくれたのは陛下だ。

　陛下はむすりとした様子でウオちゃんの近く、ミイラの傍に立っていた。

「余を護り、お前を切り捨てるという事だ、小娘」

「ぴみゅん、みゅぷぴゅみゅきゅんきゅん、ぴぴ」

「え」

「良かったな？　現れ方が普通ではなくて」

「ぴみょんぷ？　きゅんぴきゅんぴみゅん」

「ややや、何を言ってるんですか、へ・い・か！　そんな恐ろしい……ていうか、陛下ってば、何でそんなに不機嫌そうなんですか？　え、ウオちゃんが原因？」

　さっきからもう嫌がらせのように、陛下の後に真似して声を出しているしね？

　よっぽど気に入られたんだね、陛下。両生類、心の底から大嫌いなのにね。まあ、世の中そんなもんだよ。昨今は世知辛いからね。諦めてね、へ・い・か！

「…………」

「………？」

「陛下？」

「…………もうよい」

「…………きゅんぴ」

「何が？」

「よいと言っている」

「ぷみゅぴきゅんぴ」

　陛下の声は何処までも不機嫌そうだった。

　彼は軽く息を吐くと、手にしていた抜身の短剣ふたつを左手に持ち、私に右手を差し出した。

「小娘、鞘」

「ぴぴ、ぷ」

「え、ああ、はいはい」

　私は陛下に押しつけられてずっと持っていた鞘を、ひとつずつ放るようにして投げた。

　投げた鞘は曲線を描いて彼の方へと向かっていく。

　陛下はそれを落とす事なくふたつとも受け取ると、抜身の短剣を手際よく鞘に収めた。

「言っておくがディルク、グイード、小娘にこの世界の常識を求めても無駄だ」

「ぴゅちゅちゅちゅぴぴ、ぴゅんぴ、ぷぷぴぴきゅんきゅんきゅきゅきゅぴ」

「……どうやらそのようですね」

「…………」

　陛下の言葉に呆れたように同意するディルクさんと、瞬く事で同意したらしきグイードさんに私は驚いた。

　この人たちの会話の流れがさっぱり掴めないよ、私。え、今、何故いきなり私の常識云々の話になったの？　突然だよね、この話題。

　私は疑問の視線を陛下に投げた。

「分からんか？」

「きゅんぴぴ？」

「はい、さっぱり」

　陛下が何処か嘲あざけるように片眉を上げた。

　当然、私はその仕草に瞬時に腹が立つ。

　なんで私が陛下に嘲られないといけないのよ？　今、突然の話題の転換をしたのはそっちだよね？　訳の分からない事言っているのは陛下じゃん！

　よし！　制裁だ！

　ずんずんと陛下の方へと私は向かった。

　勿論、殴る為にだよ！　私ね、あまり我慢する性格ではないんだよね！　我慢してストレスになるなんて冗談じゃない！　感じた不快は即発散！　私の姿勢を見習ってね！　全国の女性の皆さん！　ムカツク男には即殴りの刑だからね！

「どういう意味ですか？」

「普通、王に向かって物は投げないという事ですよ、珍獣様」

　私の疑問に答えたのはディルクさんだった。

「は？」

「今の鞘の事だ」

「ぴゅんきゅん」

「え、だって陛下が寄こせって言ったんじゃないですか！　だから渡したのに！」

「渡す方法に問題があると言っているんだ」

「ぴゅんきゅんぴぴうぷぷぷみゅーんきゅ」

「狭っ！」

「何？」

「ぴ？」

　陛下の近くまで辿りつくと、私はプクリと頬を膨らませて、彼の鳩尾に向かって拳を繰り出した。

　下から上に突き上げる打ち方、所謂アッパーカットなんだけど、私の拳が彼の鳩尾に到達する前に陛下が手の平でパシッと受け止めた。

　まあ完全本気攻撃では無かったから、当たり前といえば当たり前なんだけどね？

「お前な」

「みゅぷ」

「狭量すぎ、陛下！　この変態ドエロの三擦り半男！　この世界で早漏用の薬が売っているといいですね！　向こうの世界では塗り薬として売っているみたいですよ！　行為の十分か十五分前に竿さおに塗って洗い流すらしいです！　するとですね、射精を抑制して持続力が上がるらしいですよ?!　お兄ちゃんがね、大量に買ってました！」

　ネット通販でね！　ちなみにインドネシア産らしいよ！

「え？」

「…………」

　私の言葉にディルクさんと、たぶんグイードさんもいち早く反応し、ドン引きするようにして固まった。

　陛下が全てを諦めたような溜息をつく。

「ああ、気にするな、二人とも。おかしいんだ、頭が。この小娘はな」

「ぷぷ、ぷにゅんぴ、ぴみゅぷ。ぷみゅぷぴ、ぽぽ。ぷぷぴぴみゅ」

「おかしいって！　早漏男に言われたくはないですよ！」

　このフニャチンめ！

「五月蠅い。少し黙れ、小娘。話が進まん」

「みゅぷみ。ぴっちゅ、ぴぴ。みゅんみぴ」

　そう言って陛下は向かい合っていた私の体の方向を変えると、右腕で両腕ごと私の体を拘束した。

「ちょっと陛下、動けません！」

「動けなくしているのだから当然ではないか？　それより、そろそろ上に戻りたいんだが、その前にやっておく事がある。グイード」

「ぴっちゅんぴちゅぴちゅみゅんみゅんぴぷ？　きゅんぴ、みゅぴきゅんきゅんぴむぴむ、みゅんちゅんみゅぴゅぴむぴ。ぴゅんぴ」

　陛下が私を拘束しながら、グイードさんの方を見た。

「…………」

「お前は両生類は大丈夫か？」

「みゅぷりゅんみゅんぴぷ？」

「…………」

「そうか。なれば其処にある両生類の死骸らしきものを上まで運んでもらいたいんだ。やってもらえるか？　大きいが干からびているからな。重くはないと思うんだが、いけそうか？」

「ぴゅん。きゅんぴぴぷぷみゅんみゅんきゅんきゅんぴちゅぴちゅきゅんきゅんぴ。ぴきゅんみゅん？　ぴゅんきゅんぴぴぷぷみゅんぷ。みゅぷきゅんきゅんきゅ、ぴきゅみゅ？」

「…………」

「大丈夫か。では運んでくれ。それと、其処の扉に見た事のない模様が描かれている。それも簡単にでいい、今、ざっと写しておいてくれ」

「きゅんぷ。みゅんきゅきゅ。みゅん、きゅんぴきゅんぴきゅんぴきゅんぴみゅんみゅ。きゅきゅぴゅみゅ、ぴ、きゅんぴゅぴゅみゅぴぴ」

「…………」

「ああ。そうだ」

「ぴぴ。みゅん」

「…………」

「何？　……そうだな、石の採取か。ああ、出来るようなら、それもやっておいてくれ」

「ぴ？　……みゅんぴ、ぴゅんきゅ、ぴぴ、みゅんきゅんぴ、きゅんきゅんぴゅんきゅ」

「…………」

「頼む」

「ぴぷ」

「……え、陛下、私ってば、つっこんでもいい？」

　今、私、未知との交信を初めて見たよ！　凄いよ！

　陛下、超絶美形で地位権力財力所有の、加えて天才ってだけじゃなく、未知との遭遇ばりの事も出来るの、もしかして！

　私がぽかんと口を開いて、背後から陛下に拘束されているから顔を上げて彼を顎下方向から見ると、ディルクさんの溜息混じりの声が聞こえた。

「珍獣様、これに関しては不要ですよ」

「不要？」

「ええ。トリエス王城七不思議のひとつに数えられている事ですから」

「え」

「誰も分からないんです、グイードの言っている事が。珍獣様も分からないでしょう？　そもそも言葉を発しているのか、と。なのに、陛下だけはお分かりになるんです。会話が成立してしまうんですよ」

　ディルクさんが首後ろに手をあてて、首を鳴らすように一度曲げると、彼は私たちの近くへとやってきた。

　ちなみにグイードさんは扉の向こうへ消えた。まず先に模様を写す事から始めたようだ。

「陛下、なんでグイードさんの言っている事が分かるんですか？」

「皆そう聞くんだがな。余からすれば何故分からんのか、それこそ分からん」

「ぷっぴゅんぴぷみゅ、みゅみゅみゅきゅんきゅんぴ、みゅんきゅんきゅ」

「ややっ、だって口、全く動いてないですよね、グイードさん！　ね、そうですよね、ディルクさん！」

「そうなんですよねぇ。俺もいつも観察しているんですけど、さっぱり」

「あれほど感情の豊かな者も居ないだろう？　分かりやすいと思うが。裏表も無いし」

「ぷぴゅんきゅぴきゅぴみゅんみゅんきゅ？　ぴゅんちゅぴきゅんぴ。きゅんきゅん」

「うーん……そうかなぁ？」

　動いてなかったけどな、目がちょっとくらいしか。

　そんな私と同じ気持ちなのか、ディルクさんも首を傾げていた。

「それはそうと、陛下、あれは何です？」

　ディルクさんがミイラの方を見ながら陛下に聞いた。

「分からん。ウオの仲間が干物になっているのではとしか言いようがない。上に持っていき、これが何なのか学者にでも放り投げてみるつもりだ」

「みゅぴぴ。きゅんぴゅんみゅんきゅんきゅんぴゅぴゅぴゅみゅみゅぴ。みゅんきゅぴ、きゅぴきゅぴみゅぴきゅきゅんぴゅぴゅみゅんぴぴ」

　少しは役に立ってもらわねばな？　穀ごく潰つぶしは要らん。と言って陛下は私の拘束を解いた。

　拘束の解けた私は、肩をぶんぶんと回して体をほぐす。その際、陛下のオナカにちょっとあたってしまったけれど、それは御愛あい嬌きようだ。

　陛下が後ろに一歩下がった。

「死骸の事よりだ。ディルク、お前には二、三聞きたい事がある」

「ぴゅんぴきゅぴ。ちゅぴぴ、みゅぷきゅ、きゅみゅんみゅんぴ」

「なんでしょう？」

「まずは一昨日の事だ。聞き忘れていたんだが、この小娘が現れた時、何故お前はあの場に居たんだ。違うだろう？　持ち場が」

「きゅぴきゅんきゅぴ。ぴきゅぴきゅみゅぴぴ、ぷぷぴぴきゅんぴむ、みゅみゅぷんぴゅんきゅんぴ。きゅんきゅ？　みゅんぴ」

「ああ、それですか」

　ディルクさんが不味いなぁ、といった様子で亜麻色の頭を一度撫でた。

「いえね、頼まれまして。人手不足だからと」

「人手不足？　誰にだ」

「きゅぴぴ？　きゅん」

　陛下が綺麗な形の眉をひそめた。

「飲み仲間の一人に」

「飲み仲間？　はっきり言え。誰だ」

「きゅんぴ？　ぴゅんきゅぴ。ぴぴ」

「あー…と」

「ディルク」

「ちゅぴぴ」

　陛下の声に剣呑さが混じってきた。

　それを感じ取ったのか、ディルクさんが観念したように口を開く。

「第二衛兵隊の隊長です」

　思わぬところで再登場したキーワードに陛下も私も驚いた。

「第二衛兵隊?!」

「きゅぴきゅ?!」

「やや、第二といえば！」

　私たちの反応にディルクさんが不思議そうな顔をする。

「どうされたんです、お二方とも。第二衛兵隊に何か？」

　振り返ると陛下の目つきが険しくなっていた。どうも私の後ろから凍気が漂ってきているような気がする。

「何故お前が衛兵隊の隊長などに頼まれなければならん？　お前は余の直属のはずだが？」

「きゅんぷきゅぴきゅぴきゅんきゅんぴゅむぴゅんぴぴ？　みゅぷきゅんきゅんぴゅぴ？」

「そうなんですが……彼、困ってましてね？　なんでも集団で休まれただの何だのと。丁度、俺、手が空いてましたし、まあ、いいかなと思いまして」

「ふざけるな。指揮命令系統を無視する行為、許す訳がないだろう！」

「ぴゅんぴゅ。ぴっきゅきゅんきゅんみゅん、きゅんきゅんぴぷみ！」

「はぁ、そうですね」

　陛下はどうやら結構怒っている模様だ。何故か私の右肩に彼の手が置かれ、その手の掴む力がちょっと痛い。

　私ってさ、被害者だよね？　今の話、私に全然関係無いしさ。しかも日本じゃない他国の、それも異世界の国王陛下の御冠による攻撃を受けている時点でさ。でもさ、今、私が何か反撃したり言おうものなら、それが三倍返しで跳ね返ってきそうだから、もう少し大人しくしていようと思うよ。偉いよね、私ってば！　大人だよね！
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「それにだ。そもそもあの場に第二衛兵隊は関係ないだろう？　なぜ衛兵隊に頼まれたお前が部屋の内側に居た」

「みゅんぴ。きゅぴきゅぴきゅんきゅんみゅんきゅんぴぴ？　きゅんぴゅんきゅんみゅみゅぷきゅんみゅんぴ」

「それはですねぇ、あー…どうご説明すればいいですかね。第二衛兵隊隊長の彼がですね、侍従長の曾ひ孫まごの白百合の間を管理している男と、これまた飲み友達で、」

　後ろから、ぷちっという音が聞こえた。

　ややや、本日二度目だよね、へ・い・か！

　逃げて！　ディルクさん、逃ーげーてー！

「ほう？　なかなか興味深い話だな？　ディルク」

「ぴぷ？　きゅんきゅんぴみゅぴぴ？　ちゅぴぴ」

「はぁ、そうですね……」

「小娘もそう思うだろう？」

「ぴぴみゅんきゅきゅん？」

「え、そこで私に振りますか。ていうかさ、陛下」

「なんだ」

「きゅん」

「王城内というか宮廷内というか、括りがよく分からないんですけどね？　ダラけているというか、なあなあになっているというか、腐敗が結構進んでいるのでは？　それってさ、陛下の徳の問題だったりして！」

　と、冗談で言っただけなのに、瞬間、肩に置かれていた方の腕で、私は陛下に首をホールドされた。

「ぐえっ」

　苦しい！　苦しいよ、陛下！　息が吸えない！　死んじゃう！　私、死んじゃうよ！

　助けて！　ああそうだ！　ディルクさん、助けてよ！

　そう思って苦しいながらもディルクさんに何とか視線を向けると、彼は私を痛ましい目で見ながらも、『ごめんね？　被害、俺の代わりに被って？』といった様子で私を助けてくれようとはしなかった。

　酷いよ！　ディルクさん！　もとはといえばディルクさんのせいなのに！

　私は陛下の大腿をバシバシと叩いた。が、怒りモードの陛下には何処吹く風だったようだ。思いっきり無視された。

　私は首をホールドしている陛下の腕を少しでも緩めようと一生懸命もがいていた。

　そんな私を余所に、陛下とディルクさんは会話を進めていく。

「まだ聞きたい事がある。余と小娘が珍獣部屋に開いた穴から落ちて大分時間が経ってからお前達は来たが、何故そこまで時間がかかった？　お前達二人だ。いくら下までの距離があろうが梯はし子ごなど用意せずとも縄の一本で直ぐに下りてこられただろう？　何故だ」

「きゅんぴぴぴぴみゅん。みゅんみゅんきゅんきゅんぴゅぴゅみゅんきゅんきゅんきゅんきゅんきゅんきゅ、ぴゅぴゅんぴゅんきゅんきゅん？　きゅんぴぴ。きゅんきゅんぴゅんみゅんみゅんきゅんぴゅんみゅんみゅんきゅんぴゅんみゅんみゅんきゅぴ？　みゅぴ」

　陛下がそう聞くと、ディルクさんが怪訝そうな顔をした。

「縄の一本ですか？　それこそ何故縄で下りてこなければならないんです？　梯子があるのに」

「何？」

「ぴ？」

「俺達、珍獣部屋から下まで続く梯子で下りてきましたが？　こちらこそお聞きしたいですね。何故、迎えにあがるまで登ってこられなかったのです？　何もわざわざ真夜中にお二人で探険ゴッコもないでしょう、子供じゃないんですから」

　その言葉に陛下も私も仰天だよ！　当然ね！　私は首が絞まっているから声を発する事が出来なかったけれど、その変わりに陛下が共通の疑問をディルクさんにぶつけてくれた。

「何を言っているんだ？　無かったぞ、梯子など。落ちた先は二人並んで座れない程に狭い空間で、横に通路へと繋がる穴がひとつあっただけだが？」

「ぴみゅみゅみゅぴぴ？　みゅんきぴ、きゅんぴ。みゅきゅきゅんきゅんぴゅんきゅんきゅんぴゅぴ、きゅんっぴぴぴぴっぴぴみゅんぷぷぷきゅぴぴ？」

「何をおっしゃっているんです？　しっかりした梯子もありましたし、下りた場所は珍獣部屋に開いた穴と同じ大きさでしたが？　確かにその空間からここへ繋がる通路への出入り口はありましたが」

「…………」

　陛下が考えるように沈黙してしまった。

　その天才的頭脳で考えるのはいいんだけどさ、それよりもね？　ちょっと首のホールド解いてくれないかな？　ちぴっとずつ空気を吸うのも疲れるんだよね？　とってもね？

「分かった。それはいい。戻る時に分かるだろう。もうひとつはっきりさせたい事がある」

「ぴゅんぴ。きゅんみゅ。きゅんきゅんみゅんぴ。ぴゅきゅきゅんきゅんぴぴぴみゅんぴ」

「なんでしょう」

「何故、来るのが遅かった？　梯子があったのだとしたら尚更もっと早く迎えに来られたはずだが？」

「ぴぴ、きゅんきゅんぴ？　みゅんきゅんきゅんみゅんぴゅぴちゅぴちゅぴちゅぴちゅぴぴぴ？」

「あー…それはですね」

　ディルクさんは首をホールドされている最中の私を見て、何と言えばいいのかといった困った顔をした。

「小娘は落ちる時、かなり大きな悲鳴をあげたんだ。それが部屋の外まで聞こえなかったとは言わせん」

「きゅんぴきゅん、きゅぷぷきゅんぴきゅんぴちゅ。きゅんぴきゅんぴきゅんきゅんぴぷぴぽきゅんぴ」

　ディルクさんが陛下の言葉に「うーん」と唸りながら言い難そうに蟀谷をぐりぐり押していた。

　なにやら本当に言い難そうだ。

　でも何故？

　私は首を絞められながらも彼の事をじっと見ていた。

　しかし苦しいよ、陛下。いい加減にしてくれないと、私ってば、本気で死んじゃうよ！　異世界転移二日目で国王による絞殺死なんてシャレになってないからね！　そこのとこ分かってる?!　へ・い・か！

「言え、ディルク。黙す事は許さん」

「ぷぴ、ちゅぴぴ。きゅぴきゅんぴ」

「あまりお怒りにならないで頂きたいんですがね？」

「それは聞いてから判断するが？」

「きゅんぴみゅんみゅんちゅぴ？」

　おおぅ、陛下、容赦なく追いつめてるね？　その対象が私でなくて本当に良かった良かった……って！　く・び！　く・び！　お願いだから忘れないで！　く・る・し・い・の！　し・ん・じゃ・う・よ？

　ディルクさんが降参のポーズを取った。もう観念してしまったようだった。

「陛下が部屋に入られたのでグイードが一旦下がったんですよ。他の者に交代する為に」

「それで？」

「ぴゅむ？」

「で、その間、陛下直属の護衛は部屋の周囲には居なくてですね、」

「うぎゅっ」

　へ・い・か！　へ・い・か！　首！　首！　ねね、気づいて？　更なる力が加わってきてるよ?!　死んじゃう！　本当に死んじゃうよ、私ってば！　息が！　息がぁ！

「ほう？」

「みゅ？」

「それはまあ、ある事じゃないですか。居なくなるといっても、ほんの少しの間ですし、陛下は部屋に入られ、衛兵が出入り口を警備している訳ですしね？」

「そうだな？」

「ぴゅんぴ？」

「グイードが下がり交代の者、まあ、今回は俺なんですけど、俺が来るまでの間にですね、どうも陛下と珍獣様が珍獣部屋の下に行かれたようで、」

「落ちたんだ」

「みゅんぴぴ」

「はぁ」

「で？」

「ぴ？」

「部屋の前に衛兵は居たんですが、ひとりだけで、」

　ぷちっと上後方から不吉な音がまたもや私の耳に入った。

　え、陛下ってば、三回目？　もしかしなくても本日三回目なの?!

　頭の血管、大丈夫?!　脳梗塞とか心配した方がいいんじゃ?!

　いーやー、はーなーしーてー！　怖い！　怖いよ！　ヘルプ！　ヘルプミー！

「そのひとりとは、もしかしなくともコーエン・バーレという者か？」

「みゅんぴきゅん、きゅんきゅんぴぴぴぴぴぷきゅんきゅんぴきゅ？」

　やややっ、そのお名前は！　件の彼ですね！　え、本当にコーエンさんなの……っていうか、その可能性は大すぎるよね！　だって私、彼に害獣用の液体が入った小瓶を渡されたんだから！　ここに落ちる二、三時間前にね！

「あれ、陛下、御存じで？　衛兵のひとりにすぎない者なのに珍しいですね。そうです、そのコーエンという者がですね、珍獣様があげた悲鳴を、その、陛下との行為の末のものだと思ったらしくてですね、俺に報告をしなかったというか、怠ったというか、何も言わなかったんですよ。だから明け方、リーザをはじめとした侍女らが来るまで、お二方が部屋に居られないのを誰も気づかなかったという訳で」

「…………」

　おおぅ、それはなんていうか不運が重なったという事……かな？　ていうか、陛下、なんで黙ってるの?!　ねえ、首に巻き付いた貴方の腕がね、また更に力が加わってきてるんだよ！　痛いよ！　苦しいを通り越して痛いってば！　折れちゃう！　首の骨が折れちゃうよ！

「小娘」

「ぴぴ」

　陛下が私を呼んだ。

　けれど私は首が本気で絞まっているから、当然返事のひとつも出来やしない。でも今の彼には何となく逆らってはいけない空気を敏感に感じ取り、私は首をこくこくと縦に動かす事で返事に代えた。

「コーエンはもう、即刻城から叩き出すべきだと思わんか？」

「きゅんぴみゅん、きゅんきゅんきゅんぴみゅんぷぴゅん？」

　こくこくこくこくこく！

　私ってば五回も頑張って首を縦に振ってみたよ！　窒息しそうなのにね！

　ごめん、コーエンさん！　私ね、自分の命が一番可愛いの！　だから仕事は出来ないかもしれないけれど、でもどこか一生懸命だった貴方を庇かばってあげられなくてゴメンネ！　私ってば、そんな貴方を応援してたんだけど、無理だった！　王の部屋に配置されてしまった自分の不運を恨んでね！　祈ってるよ、私！　トリエスにも失業保険がある事を！　そして待機期間無く支給される事をね！　会社都合、この場合、王宮都合の一方的解雇を理由に支給期間も延びるといいね！　人生に絶望しないでね、コーエンさん！　頼むよ！　嫌だよ、私！　翌日になったら城の木の枝に貴方がプラーンとなってるとかさ！

「決まりだな。上に戻り次第コーエンと、お前の飲み友達とやらの隊長以下第二衛兵隊全員、衛兵隊統括、侍従長にその息子と孫と曾孫、全て城から叩き出す」

「きゅんぷい。みゅぴきゅきゅぴにゅみ、みゅぷきゅちゅきゅぴゅきゅちゅちゅちゅきゅみ、きゅんぴぴ、ちゅんぴぴきゅんぴきゅんぴ、ちゅんみゅんきゅん」

　ややややっ、なんか落下前に陛下の部屋で聞いたよりも、思いっきり解雇の人数増えてない？

　流石、独裁者！　よっ、トリエス王！　もしかして、いい具合に恐怖政治を敷いちゃってる？

　皆、路頭に迷っちゃうね！　でもきっと大丈夫！　家庭円満だったら次の仕事が決まるまで、奥さんがパートで食費は稼いできてくれるよ！　頑張って、一家の大黒柱たち！

「あー…陛下、それは少々可哀相では？」

　ディルクさんの温情ある訴えを、当然、非人道冷酷鬼畜陛下は切って捨てた。

「首を落とされなかっただけでもありがたく思ってもらいたいものだが？」

「みゅぴぴぴぴんきゅんきゅんぴちゅんぴちゅぴちゅぴちゅぴきゅんぴ？」

「……そうですね」

　ディルクさんは碌に戦わずして退いてしまった。

　彼は「可哀相な事をしたな」と小さく呟いた後、「まっ、いいか」と私的には喫驚ものの言葉を次いで言う。

　え、ディルクさん、その程度なんですか？　陛下は冷酷すぎだと思いますが、貴方もちょっと冷たいですよね？

　えー…嫌だな、私。こんな人たちとこれから暫く一緒に居なきゃいけないの？

　やられたね！　人生ってホント上手くいかないよね！　そもそもさ、上手くいってたら私ってば、今頃日本でハッピーライフを送っていたはずなんだよ！

　例えば同じ学校にさ、どこかの財閥企業の御曹司が居てさ、その人は容姿端麗、頭脳明めい晰せき、運動神経抜群でね？　内外の女の子に大人気な人が居たりするんだよ。

　でさ、ある時、純真可憐で麗しの乙女なんだけど、でも何処か平凡な私がさ、委員会か何かの資料を生徒会室に届けなきゃいけなくてさ。で、お約束通りその彼は生徒会長で、私が届けた時に実は隠し持っていた裏の顔、屈折した性格でもって同級の女の子を弄もてあそんでいたりする訳。

　それを私ってば目撃とかしちゃってさ。当然、それに気づかれちゃう訳よ、彼に。

　でさ、彼は口止めの為に私を呼び出して、私も純真可憐な乙女だから、罠だと気づかずにノコノコ行っちゃってさ。そんなウサギな私を彼はさ、視聴覚室とか体育倉庫とかで無理矢理犯す訳よ。

　んでさ、それが何度も何度も繰り返されていく内に、まず向こうがさ、私の体を忘れられなくなってさ、で、そのうち自分の気持ちに気づく訳。でも彼は本気の気持ちにはとっても不器用だから、どうしていいのか分からなくて最初は私に辛くあたるの。

　でもさ、ライバルが登場したり、御曹司側の家の事情に巻き込まれたりとかの紆う余よ曲きよく折せつがあってさ、結局、二人は熱々に結ばれてさ、私ってば玉の輿に乗っちゃう訳よ！

　イイオトコに玉の輿！　きゃっ、超最高！　いやーん！　私ってば、愛欲と物欲の奴隷だよね！

　そんな妄想に駆られて思わず興奮してしまった私は、首を絞められて苦しかったのにもかかわらず、陛下の腕の中でアヤシゲに身をくねらせた。

　陛下が怪訝そうに眉をひそめる。

「小娘？」

「ぴぴ？」

「陛下、苦しいのでは？　腕を外して差し上げた方が宜しいかと思いますよ、俺」

　ディルクさんに言われたからか、陛下が私の首のホールドを解いた。

　解かれた瞬間に一気に空気が肺に流れ込んできて、私は何度か咳き込む。

　そんな私の背を、ディルクさんが陛下と私の間に手を差し入れる形で擦ってくれた。

「大丈夫ですか、珍獣様」

「ごほっ……はい、とりあえず」

「すまん、もがくほど苦しいとは思わなかった」

「ぴちゅ、みゅんぷぴちゅんぴちゅんぴちゅん」

「え、確かに苦しかったですけど、別に今のはもがいた訳ではないですよ？」

「そうか」

「ぴゅん」

「それより陛下、聞いて下さいよ！」

　私は後ろに振り向き手を伸ばして、彼の肩をバシバシ叩いた。

「なんだ」

「ちゅぴ」

「私ってばね、今、イイオトコ玉の輿万歳凌辱物語で、すっごい愛欲と物欲の奴隷な主人公になっていたんです！」

「は？」

「ぴ？」

「珍獣様？」

「こっちの世界で言う王子様に────もががっ」

　陛下がいきなり私の口を塞いだ。

　私はそれに命の危険を感じ、急いで彼の手を外そうと試みる。

　やめて、陛下！　口だけは塞がないで！　慢性アレルギー性鼻炎の私が口を塞がれるという事は、死を意味するんだよ！　イ・キ・が・吸・え・な・い・の！

「お前の妄想はいい。それだけは聞きたくないんだ、余は。いま言おうとした妄想、口にしないな？」

「みゅぷぴぴみゅん。きゅんきゅんぴゅぴゅきゅん、きゅ。きゅぴきゅぴきゅんぴ、きゅぴゅぴぴ？」

　こくこくこく。

　よく分からないけれど、私は先程同様首を縦に振って頷く。

　陛下が溜息をつきながら手を放した。

「妄想の話でお前の口から王子という単語だけは言ってくれるな。なにやら怖いんだ。そのうち元王子だという己が許せなくなりそうで。……それにしても疲れたな。そろそろ戻りたいが────グイード、まだ終わらないか」

「みゅぷきゅんぴきゅんきゅうちゅちゅちゅぴちゅぴきゅんぴぴ。きゅんぴきゅぷぷ。みゅみゅきゅちゅぴちゅぴちゅぴみゅんぴみゅぴ。……きゅんきゅんぴちゅぴぴ。ちゅぴちゅぴきゅぴ────ぴゅんぴ、きゅんきゅんちゅぴ」

　陛下の呼びかけに、扉の外側からグイードさんが顔を出した。出したと思ったら彼はマイペースな感じでこちらへと向かってくる。

「…………」

「そうか。御苦労だった」

「ぴゅん。きゅんきゅん」

「…………」

「ああ、もう戻る」

「ぴぴ、ちゅちゅ」

「…………」

「そうだ。運んでくれ」

「きゅん。ちゅぴちゅ」

「…………」

「そうなのか？　分かった。その報告は上に戻ってから聞く」

「きゅるきゅ？　きゅんぴ。きゅんきゅんぴきゅんきゅんぴ」

「…………」

「ああ」

「きゅ」

　やっぱりこの会話の成立、おかしいよね?!　何で本当に陛下ってば分かるの?!　グイードさん、やっぱり口が少しも動いてないんだよ！　凄すぎだよ、陛下！

　ほら、見てよ！　ディルクさんもじっとグイードさんの口元を見てるけど、首を傾げてるよ?!　私の気持ちはきっと彼と同じだと思う！

　流石、トリエス王城七不思議！　私ってば、残り六つに物凄く興味が出てきたよ！
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　陛下との会話を終えたらしきグイードさんは、小部屋の右隅にある黒いミイラの方へと向かった。

　彼はその前に立つと嫌がる素振りを少しも見せずに屈みこみ、ミイラの強度を確かめるように何ヵ所かを持ちあげるのを繰り返している。

　黒いミイラは脆もろく崩れ去るという事もなく、グイードさんが持ちあげても円の形をそのままに保っていた。

「いけそうか？」

「ぴみゅんぷ？」

「…………」

「そうか。───では戻るか」

「ぴちゅ。───みゅんちゅ」

　相変わらず私とディルクさんには理解できない会話を二人は成立させると、グイードさんはミイラを浮き袋のように右肩に担いで立ち上がった。

　彼は陛下を見て目で合図だかを送ると、次いでディルクさん、私へと視線を向ける。

　私と目が合うと、陛下にしたのと同じように彼は深い緑の瞳を少し伏せて合図らしきものを送ってきた。

　私はそれにどう反応していいのか分からなかったけれど、陛下のように特に反応せずというのも気が引けたので、とりあえず会釈しておくことにする。

　軽く頭を下げると、グイードさんはまた目を少しだけ伏せた。

　私はまたなんとなく会釈をしてみると、またグイードさんが同じように目を少しだけ伏せる。

「…………」

「…………」

　それを更に三度ほど繰り返した時、私の背中を陛下が数回軽く叩いた。

「お前達は何をやっているんだ。戻るぞ。小娘、そういえばお前はずっと裸足だったな」

「みゅぷちゅんきゅんきゅんぷ。ぴゅん。ぴぴ、ちゅきゅみみゅぷきゅんきゅんきゅん」

「あ、はい」

　何を今更？　と思って陛下に視線を向けると、彼はディルクさんの方へと私を促そうとした。背中に添えられた彼の手に力が加わる。

「もし不都合が生じているのならディルクに背負ってもらえ。ディルク、これを背負ってやれ。ここに来るまで裸足だった」

「きゅんぴきゅんぴきゅんきゅんちゅぴぴきゅんきゅんぴぴ。ちゅぴぴ、きゅんぴきゅんぴぴ。きゅんちゅんみゅんきゅぴ」

「分かりました」

　ディルクさんはそれにあっさりと了承すると、私に手を差し出した。

「珍獣様」

　そのさも当然のように差し出される手に、勿論、私は慌てたよ！

「あ、大丈夫ですよ！　足、全然痛くないです！　通路の石畳、石ころが転がっている訳じゃなかったし、歩きやすかったですから！」

　突然の気遣いに驚いて、私がディルクさんと陛下の手から逃れようとすると、まるでそれを許さないとでもいうように陛下が私の背を押し、ディルクさんが引き取って背負う、というよりも右腕一本で私をひょいと持ち上げた。

　私は彼の腕に座るような形で抱えられる。

　それによる視界の変動に、私は不安定さを感じてディルクさんの首にしがみついた。

「珍獣様、あまり締めないで下さいね。少し苦しいです」

「あ、すみません……ってさ！　陛下！」

「なんだ」

「ぴゅん」

　私はディルクさんの首にしがみつく力を加減しながら、今は目線の高さが同じになった陛下の方を見た。

　私たち二人は碌に寝ていないから寝不足のはずで、彼自身も疲れただの眠いだのと言っていたのにもかかわらず、陛下は相変わらずのキラキラした超絶美形顔で、そういった状態であるのを全く他人に悟らせる様子は無かった。

　それがはたして得なのか損なのかは分からない。国王としては得なのかもしれないけれど、一個人としては物凄く損をしているような気がした。あれでは誰も気づかず、加減も悟れずに物事を進め、押し付け、彼に負担を強い続けるのではないか。

　そう少しだけなんとなく思ったけれど、でも私には全く関係の無い事で、それよりも私は目の前の彼に言いたい事があった。

「陛下ってばさ、なんでいきなり気遣いらしきものを？」

　背負ってやれとかさ！　今まで上着を貸そうかとか、それこそ背負うとか裸足への気遣いを一度も見せなかったのにだよ?!

　そう疑問に思いながら彼を見ていると、陛下は不可解そうな様子で眉を寄せた。

「気遣い？　別にお前を気遣ったつもりはないが？」

「きゅん？　きゅみゅぷきゅちゅぴきゅちゅぴぷ？」

「え、でもディルクさんに背負えとかいきなり言い出したりしてるじゃないですか」

「当たり前の事を言っただけだろう？　今まではディルクやグイードが居なかった。だから言わなかっただけだが？」

「きゅみぴぴきゅみぴぴきゅみぴぴ？　きゅんぴちゅぴぴぷぴゅんぴきゅんきゅん。きゅぴゅみゅみゅみゅみゅぴ？」

「うーん、どうしてディルクさんたちが居ないと言わないんですか？　え、それは自分が国王だから背負えないとかそういう理由で？」

　だったら仕方ないけどね？　男としてその考えはどうかと思うけれど、国王だからね？　それなら私も納得できるけど。

　そう思ったのに彼は私の言葉を否定してしまった。

「そういう訳ではないが」

「きゅちゅぴきゅちゅぴ」

　ややっ、陛下の言っている事が本気で分からないよ、私！

　彼は一体親切なのか優しいのか、冷酷なのか非情なのか、変態なのか極悪なのか、本当はどういう属性の人なのか、この瞬間、私は全く分からなくなってしまった。

　私が彼に対してこの短い間に気づいた事。

　それは感情の無い瞳をする事。ふとした瞬間にとても怖くなる事。そして、気遣いなのか優しいのか親切なのか分からない事を、きっと無意識でする事。でもそのやり方が不可解な事。

　陛下と私の互いに理解が出来ないといったような平行線気味な会話に終止符を打ったのはディルクさんだった。

「まあまあ、お二方とも。その話はここで終わりにしましょう。俺からしてみれば互いに言いたい事は分かります。たいしたズレではありませんから、もういい加減に戻りましょう」

　言ってディルクさんは私の抱え具合を軽く直すと、扉の方へと向かった。

「俺が先に行きます。次いで陛下、グイードの順で来て下さい」

「分かった」

「きゅんぴ」

「…………」

　そんな感じで皆してようやくこの小部屋を去ろうとした時、私はふと思い出した。

　ちょっと肝心な存在を忘れているじゃない！

　あれだけ陛下の後に声を出して、さっきから大アピールし続けている存在をだよ！

「待って！　待って下さい！」

「なにか、珍獣様」

「……やはり連れて行くつもりか、お前は」

「……きゅんぴゅんきゅんきゅん、みゅぷ」

「気づいているなら言って下さいよ！　なに故意的に無かった事にしようとしているんですか！　───ウオちゃん、おいで」

　とは言ってみたものの、私は今、ディルクさんに持ち抱えられている高さだ。

　ディルクさんの首で体を支えつつ、両腕を彼の肩の上からウオちゃんへ向かって伸ばしたけれど、勿論、そんな事で私の手の中にウオちゃんがやって来られるとは思っていなかった。

　きっとグイードさんが拾って乗せてくれるだろう、そう思っていたのに。

　ウオちゃんが脅威の跳躍力で飛んだ。

　いや、両生類なのに、まるで羽が生えているかのように飛んだのだ。パタパタという音が聞こえてこないのが不思議な飛び方で私の手の上にちょこんと乗った。これには私も驚いた。

　当然、私以外の二人と多分グイードさんもだよ！

「と、飛んだ！　ウオちゃんが飛びました、陛下！　両生類なのに！」

「……やはり置いていかないか？　これと一緒に上に戻るのはどうにも気が進まない。というより置いていけ」

「……きゅんみゅみゅぴぴぴ？　ぴゅんぴゅんぴゅぴゅんぴゅぴゅんぴゅぴゅんぴ。きゅんぴきゅんみゅぴ」

　陛下が眩暈を感じているかのように眉間を押さえた。

「え、何を言ってるんですか！　ウオちゃんは既に珍獣保護法適用生物、珍獣三号なんですよ?!　もう立派にトリエス王に保護されて城に住む権利が発生していますから！」

　さ、ウオちゃん、と私はウオちゃんと目が合うようにディルクさんの頭の上に乗せた。

「……そこに乗せますか、珍獣様」

　ディルクさんの遣る瀬無い声が聞こえたけれど私は無視した。

　ウオちゃんの小さな瞳を覗き見ながら私が満足気にショッキングピンクの頭を撫でていると、グイードさんの視線を感じる。

　彼はウオちゃんをじっと見ていた。

「グイードさん？　あ、もしかしてウオちゃんに触りたいですか？　どうぞ？」

　言って私がグイードさんを手招くと、彼は大人しく陛下の横を通り過ぎ、ウオちゃんにそっと手を伸ばした。

　グイードさんが無表情にウオちゃんの頭を撫でている。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「……グイード？」

「……ぴゅんぴ？」

　陛下の声にグイードさんが彼の方を向いた。

「…………」

「何？」

「ぴ？」

「…………」

「……世話をするってお前な」

「……みゅきゅぴゅぴみゅぷ」

「…………」

「……何を言っているんだ。勘弁してくれ」

「……みゅぴぴぴぷぷぷぷ。きゅきゅんぴ」

「…………」

「本気で言っているのか、グイード」

「きゅぴぴぴみゅぴみゅ、ぴゅんぴ」

　陛下が抱えるように頭を左手で押さえた。

　彼の澄んだ紫の瞳は喫驚したようにグイードさんを見ている。

　なんだか心底驚いている様子の陛下に、私とディルクさんは、ぼそぼそと耳打ちするように話をした。

「ねね、ディルクさん。なになに、あれはグイードさんが陛下にウオちゃんの世話をしたいって言ってるんですかね、もしかしなくても」

「どうやらそのようですね。他にも何か言っているようですが、陛下の返答からはちょっと分かりませんね……」

「ねね、ディルクさんを始めとしたトリエスの王城の人たちって、陛下の回答返答返事からグイードさんの言っている事を想像しているんですか？」

「正解です、珍獣様。陛下が居られなかったら、もう誰もグイードの意思を汲み取れません」

「ややっ、それはもう陛下ってば、グイードさんにとって重要な位置を占めてますね！」

「それだけではありませんよ？　グイードは護衛としては陛下以外の仕事は難しいですからね。ある意味、死活問題にまで発展しています」

「おおぅ」

　そんな事を二人で話していると、どうやら陛下の方が折れてしまったようだった。

　彼は諦めたように息をつく。

「分かった。もう好きにしろ、お前も」

「きゅんぴ。きゅぴぴみゅぴ、みゅぷ」

「…………」

「ああ。やりたいようにやればいいだろう？　そこの小娘にも城の者を好きに使ってよいと許可を出した。二人揃って仲良く好きにすればよい。余は知らん」

「ぷぷ。きゅんきゅんぴゅーんぴゅみみ？　きゅんぴぴきゅんきゅんみゅぴゅんちゅちゅちゅきゅぴぴ。きゅぴきゅぴきゅきゅんみゅみゅぷ。きゅんきゅ」

「…………」

「ああ。そうだ」

「ぷぷ。きゅん」

　私は全てを諦めてしまったかのように許可を出してしまっている陛下を不思議に思い、たぶん長い間、陛下を見てきただろうディルクさんに聞いた。

「あれ、陛下って押しに弱いんですか？」

「いや、そういう訳ではないんですけどね。基本的に怖い方ですし、妥協も容赦も情けもありませんよ？」

　ディルクさんの言い様に私はちょっと笑ってしまった。

「でも、グイードさんには折れちゃってますけど」

「グイードは……なんというか、陛下にとってはもう子供のような位置づけで」

「え、オコチャマ男にあんな大きな子供ですか?!」

　私が驚いてディルクさんの亜麻色の瞳を見ると、ディルクさんは呆れた視線で私に応えた。

「オコチャマ男って。あの方をそう言うのは貴女だけですよ」

「え、そうなんですか？」

「他に誰が居るんです？」

「うーん、まあ上司と部下の関係ならディルクさんたちは言えないにしても、恋愛で結びついている後宮の愛妾さんたちとか」

「まさか」

　ディルクさんが即否定した。

「あの方は確かにお持てになりますし、後宮の女たちに人気もあります。独占したいとも思われているでしょう。現れたばかりの貴女に早速の嫌がらせをする程にはね。けれど彼女たちが誰よりも恐れているのは陛下ですよ。あの方への暴言などとんでもない」

「何故ですか？」

　独占したいとまで思っている男に何故恐れを抱くのか、私にはよく分からなかった。

　だからディルクさんに疑問に思った事を当然のように私は聞く。

「それは好きなのに陛下に嫌われるのが怖いからですか？　後宮を追い出されるのが怖いというか」

　まあ、それなら当然だよね？　いろいろ理由があって廃止出来ないと陛下は言っていたけれど、所詮、無理を通せば陛下にやってやれない事はないだろう。まして嫌いになった女性ひとりを追い出す事など訳無いに違いない。それに伴い批判や何らかの損害は被るかもしれないけれど。

「理由のひとつではあるかもしれませんね」

「他にも理由があるんですか？　どんな？」

　会話の流れで聞いた私に、ディルクさんの私を見る目が鋭くなった。

「それを貴女が知ってどうするんです？」

「え？」

「貴女は何も知る必要はない」

　ピシャリといった感じでディルクさんに言われ、私は途端に居心地が悪くなってしまう。

　何だろう、この感じ。

　初めて感じる居心地の悪さ、違和感では無かった。

　私はそんな違和感から自分を誤魔化す為に、先程、少し疑問に思った事を深く考えもせずにディルクさんに投げた。

「そういえば、さっきディルクさんが言ってたんですが、」

「なんでしょう」

「陛下ってば、なんで数年も後宮に通ってないんですか？」

　まさか本当に不能って訳ではないだろうに。もしそうであるのなら最初から行かないはずだし、数時間前に上で私が擦った時に、勃ちこそはしなかったけれど、ほんの僅かとはいえ反応はしたのだ。それに、あのディルクさんの言い方だと少なくとも数年前までは通っていたという事なのだから。

「それも貴女が知る必要のない事だと思いますが」

「…………」

　いいですか、とまるで言い聞かせるような体勢になって、ディルクさんが私に目を合わせてくる。

「忠告というほど大袈裟なものではありませんが、貴女がこのトリエスで上手くやっていきたいのなら、深く知りすぎない事ですよ。俺が言えるのはここまでです。───陛下、そろそろ本当に戻りませんか」

「そうだな」

「きゅんぴ」

　ディルクさんの声に直ぐに応えた陛下に私は驚いて彼を見た。

　すると、陛下もグイードさんも既に二人での不可思議な会話はとっくに終了させていて、どうやら私とディルクさんの話を聞いていたようだった。

　狭い空間での事だ。それは当然なのかもしれない。

　グイードさんはよく分からなかったけれど、陛下の私を見る瞳はとても冷たかった。

「話は終わったのか、小娘」

「みゅぴぴみきゅん、ぴぴ」

「…………」

「終わったようだな？　では戻るか」

「ちゅぴきゅんむぴ？　みゅぴぴみ」

　その言葉を合図に私たち四人と一匹はアヤシイ謎の小部屋、陛下の言う秘密の小部屋を後にした。

　陛下の後に続くウオちゃんの無邪気そうな声だけが、私に少しの勇気を与えてくれた。
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　小部屋を出て暫くして。

　相変わらずの単調な道のりに当然の事ながら私は飽きてしまっていた。

　戻れど戻れど同じ材質で光り方の通路なのだ。

　行きとは違い既に知っている道程となってしまっていたし、しかも今はディルクさんの右腕一本抱っこのお陰で自らの足を動かす必要も無い。

　ディルクさんって凄い力持ちだよね、私ってば、結構重いのに、と思いながらも何処を見ても同じ眺めでつまらなかったから、私はディルクさんの首に軽く捲きつき、その体勢に逆らわないままに直ぐ後ろを歩いている陛下のキンキラキンとした顔を眺めていた。

　ちなみにディルクさんの頭の上で大人しくしているウオちゃんも、小さな目で陛下の方を見ていた。ウオちゃんは長い胴と尾をディルクさんの左耳側に垂らし、小さな手足で彼の髪を掴んで踏ん張って、後方の陛下の方を向いている。

　陛下はそんな私たちに先程から嫌そうな視線を向けていた。

「後ろを見ないでくれないか」

「みゅぴみゅきゅんきゅんぴ」

「そんな事を言われても……暇なんですもん」

「お前には言っていない。ウオに言っているんだ」

「みゅぷきゅんぴきゅん。ぷぷきゅんきゅぴぽみ」

「え」

「陛下、グイードだけでなく両生類とまで会話できるんですか、貴方は」

　凄いですねとディルクさんの少々驚き気味な声に、陛下の眉間に皺が寄った。

「そんな訳あるか」

「きゅんぴみゅん」

　陛下は吐き捨てるように言うと、黄金サラサラストレートな髪を煩わしそうに掻き上げた。

　それを見て、私はこの地下通路に入ってから思っていた事を言う事にした。

「陛下さぁ」

「なんだ」

「きゅぴ」

「その髪、邪魔そうだから留めたらどうですか、ヘアクリップか何かで」

「へあくりっぷ？」

「きゅんきゅん？」

「何ですか、それ、珍獣様」

　二人が同時に疑問の声を上げ、陛下の後ろを歩いているグイードさんをちらりと見ると彼も私を見ているから、きっと同じように疑問に思っているのだろう。

　私はどう説明すればいいのかと考えながら、陛下の髪に手を伸ばした。

　陛下がそれを悟り、頭を近づけてきたのに私は少し驚く。

「で？」

「ぷ？」

「ああ、ええとですね、」

　私は驚きながらも、陛下の横に流していた前髪にしては長い髪と横の髪を少し取って、前方から後方へ頭上に置くように纏め上げた。

「例えばこういう風に纏めてですね、鋏はさみみたいな髪留めで留めるんですよ」

「髪留めか。それはトリエスでは女の飾りだが」

「きゅきゅ。ちゅぴきゅぴぴぴぷぴみみきゅん」

「うーん、日本でも基本的に女性の飾りなんですけど、最近はちょっと違うかなぁ」

「違う？」

「きゅ？」

「はい。結構、若い男の人なら付けてますよ？　まあ、普段からというより、仕事とか勉強とか食事の時に」

　人によっては付けながら道を歩いている人も居るけどね。最近ではファッションとしてスカートを穿いている男の人も居るくらいだし。そこまでは私にはちょっと理解出来ないんだけれど。

　私は陛下の頭上で纏め上げていた髪を一旦放し、今度は彼の耳横から後方に流すように纏めた。

　陛下の髪は、テレビＣＭの髪モデル並みの本当に羨ましい程のサラサラストレートだ。

「シンプル、華美な装飾がついていない物ならいいんじゃないかなぁ。上で挟むか、横で挟むかして。別にずっと付けている訳ではないし、がっちり固定する訳でもないし、ちょっと邪魔な時に留めておくだけです。すぐ外せますしね。そういうのってトリエスには無いんですか？」

「余は見た事がないが、どうだ、ディルク」

「きゅぴみゅぴぴみゅ、みゅん、ちゅぴぴ」

「俺に聞きますか。まあ、俺も見た事はないですかね。城の女はどれも華美で重そうな髪飾りでしっかり留めてしまって、着脱はひとりでは無理なものばかりだったと思いますし、庶民は頑張ってリボンがいいところじゃないですか？」

　私は陛下の髪から手を放した。

　彼は私が手を放すと、先程と同じ距離を取る為に少し歩を遅らせる。

「無いんなら作ってみます？」

「作れるのか？」

「ちゅぴちゅ？」

「いや、私が直接作るのは無理ですけど、作りは知ってますからね。お城の器用な人にお願いすれば出来ると思いますけど」

「では細工師を使え。あれは器用な男だから言った物は大抵作れるだろう。イェルクという男だ。ディルク、近いうちに小娘に会わせてやれ」

「きゅぴみゅぴきゅ。きゅみゅちゅぴちゅぷちゅぴちゅぷちゅぴちゅぷぴ。きゅぷぷちゅんぴぴ。ちゅぴぴ、きゅんきゅぴぴきゅんぴぷぷ」

「了解」

　なんだか話がとんとん拍子に進んでしまった事に私は不思議な気持ちになりつつも、そういえば、と言葉を続けた。

　今、いい事を思いついたのだ。突然の思いつきだけれども、私にとっては結構重要な事だ。

　私はディルクさんの頭の上で大人しく陛下を見続けているウオちゃんを撫でながら、その思いつきを実行する手段への許可を、後ろを歩いている陛下に言ってみる事にする。

「ねね、陛下」

「なんだ」

「きゅん」

「その細工師のイェルクさんって人、私、私的に使ってもいいんですかね？」

「城の者を好きに使えと言った」

「きゅぴきゅみゅちゅぴちゅぴ」

「あ、そうですね。そっかぁ」

　ややっ、じゃあ、作ってもらっちゃおうっと！

　私の頭は普段ない勢いで動き始めた。

　天才陛下と違って基本的に同時に違う事を考えられない頭の作りなのだ。

　私はその思いつきに、材料は何にしようか、形はどうしようかと色々と考えていて、それが頭を占めた瞬間に一切周囲が見えなくなっていた。そして、それがどうやら顔に出ていたようだ。

　視線を感じて現実の世界に戻ってみると、後ろを歩いている陛下が怪訝そうに私の顔を見ていた。

「好きに使ってもいいが、何をするつもりだ、小娘」

「ぴゅぴみゅぽぷみみみ、みぷきゅんきゅん、ぴぴ」

「え、それは団員証を作るに決まってるじゃないですか」

「団員証？」

「ぴゅぴ？」

「何の団員証ですか、珍獣様」

　私の回答に陛下もディルクさんも疑問に思ったようだ。私はやっぱり何となく気になるグイードさんの方をちらりと見ると、彼もこちらを見ている。深い緑の瞳と目が合った。

　私が手を振ってみると、グイードさんが小部屋に居た時と同様、また少し目を伏せた。

　私のやっている事に気づいた陛下が後ろのグイードさんを振り返って見て、次いで私に視線を戻す。

　彼は呆れの色を澄んだ紫の瞳に滲ませた。

「何をやっているんだ、お前達は。小娘、あまりグイードで遊ぶな。これはお前の奇行についていけないだろうよ。───まあ余もだが」

「きゅんきゅんぴちゅ、ぷちぷむ。ぴぴ、ちゅんちゅんぴぽみゅぷ。みゅきゅぴみゅぴちゅきゅきゅんきゅんぴ。───きゅんきゅん」

　そう言って陛下は疲れたように横髪を耳に掛けた。が、掛けた途端にサラサラと落ちてしまう。

　やはり彼にはヘアクリップは必要不可欠のようだ。

　しかし今はそんな事はどうでもよかった。

「奇行ってどういう意味ですか?!」

「奇行は奇行だ。それより団員証の事だ。何の団員────まさかお前！」

「きゅぴきゅぷ。ちゅぷきゅぴみゅぴ。きゅんぴ────きゅみゅぷ！」

　陛下が信じられないとばかりに綺麗な紫の瞳を見開いた。

　そんな彼に向って私はニンマリと笑う。

「ピンポーン！　たぶん陛下の頭の中にあるので正解でーす！　ややっ、流石天才！　でもでも陛下はブルーヘブンの団員には泣いても叫んでも悶え苦しんでも永久になれませんからね、残念ですが団員証は一生涯手に入りませーん！」

「要るか！　馬鹿馬鹿しい！」

「ぴゅん！　ちゅちゅぴぴ！」

　そんな私達の遣り取りにディルクさんが不満気な声を出した。

「そこ、二人で仲良く会話を進めないでくれませんかね？　俺も入れてくださいよ。で、団員証とは何の団員ですか、珍獣様」

「あ、聞きたいですか？」

　私のウキウキした声に、陛下の心底うんざりした声が被る。

「聞く価値もないぞ、ディルク」

「きゅみゅぴゅぴゅ、ちゅぴぴ」

「いや、そう言われると益々気になるじゃないですか、ねえ、珍獣様」

「ですよねー！　って事で！」

「って事で？」

「おめでとうございまーす！」

「え、何がですか？」

　前を向きながら会話に参加していたディルクさんが私の方を向いた。ウオちゃんを頭にちんまり乗せている彼は可愛らしいんだか間抜けなんだか分からなくて、私はちょっと噴き出しそうになるのを堪えながら彼の疑問に答えてあげる。

「ディルクさんには団員番号五番、グイードさんには六番、そしてまだ見ぬルドルフさんには七番を任命です！　私の栄えあるブルーヘブンの団員です！　栄誉あるんですよ！」

　私の言葉にいち早く反応し、力の抜けたような声を出したのは陛下だった。

「会ってすら居ないのにルドルフも加わったのか。阿呆すぎる」

「きゅんきゅんきゅんぴみゅんぴみゅんみゅんぴ。きゅんぴぴ」

「阿呆ってなんですか！　陛下はね、」

「なんだ」

「ぷぴぴ」

「いっつもいっつも一言多いんですよ！　男として本当に最悪！　嫌われる男の条件に入ってますよ、それ！」

「結構だ、それで。むしろ嫌われたいものだな」

「きゅん、ぴゅん。きゅぴちゅぴみゅぴきゅん」

　陛下がふんといった感じで言い捨てた。

　そのモテ男独特の贅沢台詞に私は瞬時に腹が立つ。

「ちょっと、陛下！　あのですね───」

「いや、お二方とも、そんな話ははっきり申し上げてどうでもいいんですよ。俺はね、珍獣様に聞きたい事があるんです。で、ブルーヘブンとは、珍獣様」

　ディルクさんが陛下と私の会話を無理矢理に終わらせた。

　彼は時折、陛下に対して少し砕けた態度を取る節があるようだった。陛下もそれを特に気にしている様子ではないので、彼らの間には少なくとも信頼関係のようなものが成立しているのだろう。

　私がディルクさんの質問に答える為に口を開こうとした時、陛下が先に口を挟んだ。

「これのぎゃくはー構成団ブルーヘブンの事だ。妄想のな」

「きゅぴきゅぴきゅぴきゅぴきゅぴみゅぷぷぷ。ぴゅんぴ」

「妄想じゃありませんよ！」

　失礼な！

「ぎゃくはー？」

「ディルクさん、妄想じゃ全然無いですからね！　詳しく説明すると長くなるので簡単に言うと、逆ハーとはイイオトコ達が私に尽くす集団の事です！」

　私の力の入った回答とは反対に、ディルクさんは拍子抜けしたような声をだした。

「はぁ、いい男が貴女に尽くす集団ですか」

「そうです！　本気で光栄に思ってくれていいですよ！　既に団員は四人居ますからね！」

「誰ですか？」

「ふふふ……良くぞ聞いてくれました！」

「お前は本当に阿呆だな。分かっては居たんだが」

「みゅぷきゅんきゅぴぴ。みゅきゅちゅきゅんぴ」

「五月蠅いですよ、陛下！　ウザ男は黙ってて下さい！」

「小娘っ！」

「ぴぴっ！」

　ギッと此方を睨みだした陛下を私は当然の如く無視した。

「ディルクさん！　いいですか、私の栄えある薔薇の逆ハー構成団ブルーヘブンにはですね、団員番号一番にヘロルドさん、二番にバルツァーさん、三番にユーリウス少年で、四番にラードルフさんの計四人が既に団員です！」

　私の言葉にディルクさんが心の底から喫驚したような反応をした。

「本当ですか、それ！　オッサンに法務長官、真面目一辺倒で融通のきかない事で有名なベッケラート団長が団員なんですか?!　凄いですよ、それは！　加えてユーリウス少年って───陛下、ベルクヴァイン侯爵家の御子息の事ですよね？　今、宰相閣下がお預かりになっている」

「信じるのか、お前は！」

「きゅんきゅ、みゅぷ！」

　陛下が憤りを表すように声を荒げた。

　しかし私もディルクさんも全く気にしちゃいなかった。

　ていうか、それよりもだ！　私は今、聞き捨てならない事をディルクさんの口から聞いたよ！

　ユーリウス少年が侯爵家の子供だったんだとか、ラードルフさんは融通がきかない人だったんだとか、本来なら多少は驚いていいはずの新事実発覚を完全に帳消しにしてしまう暴言をだ！
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　私はディルクさんを説教する為に、彼の両頬をがっちりと手で挟んだ。

「珍獣様？」

「ディルクさん！」

「なんでしょう？」

「オッサン、って誰の事を？」

「は？」

「誰に向かって、オッサンって？」

「ヘロルド・ブロンザルトの事だろう？」

「みゅぴぴ・きゅんきゅんぴみゅみゅ？」

　答えたのは陛下だった。

「ちょっと陛下！　ヘロルドさんに向かってオッサン呼ばわりする暴言、許していいんですか?!」

　陛下は何を言っているんだ、といった顔をしながら肩を竦めた。

「オッサン、であっているのでは？　そういう年だろう、あれは」

「ちゅぴぴ、みゅきゅきゅんきゅ？　みゅぷぴぷぴぷぴ、きゅん」

「ええ、そうですよね。珍獣様、それに何か問題があるんですか？」

「きゃー！」

「五月蠅い、小娘」

「みゅんぷ、ぴぴ」

「それ本気で言ってるんですか、二人とも！」

「ああ」

「ぷぴ」

「ええ」

　二人は声を揃えて返事をし、私の言いたい事が全く分からないという表情をした。

　私はそんな二人に怒りの鉄てつ槌ついを下す為に、まずは陛下を手招きする。

　彼は何の疑問も抱かなかったのか、私の手のリーチにあっさりと入ってきた。

　入った瞬間、私は陛下の頭を拳で思いっきり殴った。実にいい音がした。次いでディルクさんの側頭部を素早い動きで殴る。こちらもいい音だ。

　その私の突然の行為に陛下もディルクさんも、ぽかんとした間抜け面を晒す。どうやら言葉もないらしい。

「信じられない！　ヘロルドさんのような品のあるロマンスグレーを捕まえてオッサンなんて！　彼はセバスチャンなんですよ?!　王都に店を構える予定の執事カフェの売れっ子ナンバーワンになる逸材なんです！　それを何ですか！　ヘロルドさんに謝って下さい、陛下もディルクさんも！　彼に比べたら二人なんて青二才以外の何者でもないじゃないですか！　ケツの青い糞餓鬼の分際で生意気な！」

「……信じられないのは、お前だ、小娘」

「……きゅきゅぴきゅぴ、みゅぷ、ぴぴ」

　私の怒りの叫びに直ぐさま返してきたのは陛下だった。彼は殴られた箇所に手をあてた後、忌々しそうにザックリと髪を梳いた。

「俺も信じられませんね。凄いです、珍獣様。普通じゃありませんよ、貴女は」

「普通じゃないって、失礼な！」

　私がディルクさんを睨むと、彼は別段怒ったふうでもなく、ただ純粋に感心しているといった様子だった。

「トリエス国王の頭を殴るなんて、そんな暴挙が出来るのは今現在大陸中で貴女しか居ませんよ。───ですよね、陛下」

「そうだな」

「きゅんぴ」

　陛下のむすりとした様子の返事に、ディルクさんが笑った。

「女に殴られたのは初めてなんじゃないですか？」

　いい記念ですね、と笑い続けるディルクさんに陛下がムッとした顔をする。

「女どころか男にも殴られた事はそう無いが？　全くとは言わないがな。それに小娘は女じゃない。珍獣だ」

「きゅんきゅみゅぴみゅぴみゅみゅみゅぴ？　きゅんぴきゅんみゅん。ちゅぴきゅんぴきゅ。ちゅぴぴぴ」

　ディルクさんが爆笑した。

「ちょっと！」

　なんでそこで爆笑が来るのよ！

　私が目を吊り上げたのに、ディルクさんがまるで宥めるように空いている方の手で私の背中をぽんぽんと軽く叩いた。

「まあまあ。良かったじゃないですか、珍獣で。女として、というより人間として認識されていたら、貴女はきっと処刑されますよ？」

「え」

「当然でしょう？　王を殴ったんですから」

　ディルクさんが目を細めながら言った。

「ややっ、そうなんですか?!」

　私は驚いてしまって、ディルクさんから少し身を引いてしまう。

「危ないですよ、珍獣様」

「それって常識なんですか?!　殴っただけで?!　陛下、そうなんですか?!」

「まあ、普通はな」

「ぷみ、きゅんぴ」

　陛下が不愉快そうに襟元を軽く直しながら答えた。

「え、だって私ってば、」

「私ってば？」

　ディルクさんが何処か面白そうな顔をしながら私に先を促す。

「陛下の鼻の穴に指を突っ込んで鼻血を出させたし、急所攻撃二連発も喰らわしちゃって陛下の玉を上げちゃったしですね？　それに顔も舐めちゃったし、此処に落ちる前なんて、陛下の寝台の上で陛下を押し倒して、彼の竿を擦って無理矢理犯ろうとしちゃったんですよ?!　え、私ってば処刑コースなんですか?!」

「は？　今、言った事は事実なんですか、珍獣様」

「はい、事実ですけど？　嘘は言ってないですよ、私。ね、陛下」

「よくそういう事を恥ずかし気も無く平気で他人に言えるな、お前は！」

「きゅんちゅちゅちゅきゅーんみゅぴぴみゅぴきゅんきゅん、みゅぷ！」

　陛下が遣りどころの無い怒りをぶつけるかのように、左手に持ったままの短剣二本を握りしめた。短剣同士が擦れ合う金属の音が微かに聞こえる。

「いや、陛下、他人に言える言えないの問題ではなくてですね、貴方達は一体何をしていたんです？　珍獣様がこの世界に現れてまだようやく二日目に突入したばかりですよね？　進展が早すぎませんか。───仲が宜しい事で結構というか何というか。もしかして俺達、迎えに来たの早すぎましたかね？」

「ふざけた事を抜かすな、ディルク！」

「きゅんぴぴきゅんぴぴ、きゅんぴ！」

　陛下が激昂し、通路に響くような声をあげる。

　私はそれに呆れた。

「陛下ってさ、怒りっぽいですよね」

「うーん、普段はあまり感情を表に出さない方なんですけどね」

　ディルクさんが首を傾げる。

　その動きに合わせ頭上のウオちゃんが重心を変えたようだ。なにやら器用な両生類である。

「そうなんですか？」

「ええ。実は密かに驚いてますよ、先程から俺は」

「余の話はどうでもいい。しないでくれないか。不愉快だ」

「きゅんきゅんみゅーぴ。きゅんぴきゅんぷぴ。きゅんぴ」

　陛下がそう言うのに私とディルクさんが顔をなんとなく見合わせた時だ。

　私はふと今居る場所が、とある地点であるのに気がついた。

　だから一応、注意しておく事にする。

　本当、何度も言うようだけど親切だよね、私って！

「そういえば、ここって私の尿地帯だから気をつけて下さいね！」

「は？　ニョウチタイ？」

「……小娘」

「……ぴぴ」

　尿を上手く頭で変換出来なかった模様のディルクさんは、私に怪訝そうな瞳を向けた。

「尿は尿ですよ？　糞尿の尿です。下から出る液体の排泄物。ドババともチョロチョロとも出る液体の事ですよ」

「…………」

「……お前な」

「……みゅぷ」

　私は排泄時に居なかったディルクさんとグイードさんに詳しく説明してあげるために、排泄したあたりを指さした。

「あの辺りですよ。ほら、陛下のハンカチらしきものがあるでしょう？　あれで拭いたんです」

「……陛下」

「……何も聞かないでくれ」

「……きゅきゅぴゅぴぷぷ」

「あ、そうだ！　陛下、やっぱりハンカチ洗って返しますね！　拾わないと！」

　もったいないしね！　日本人はね、もったいない精神を持っているんだよ！

「要らんと言っただろう！」

「きゅんぴきゅんみゅん！」

　なにやらテンションが下がり出したディルクさんと上がり出した陛下、黙々とついてくるグイードさんの計三人に私は得意気に話を続けた。

「ディルクさん、グイードさん！　私ってば、凄いんですよ！　出した先から前後左右に広がる尿を避けながら、用を足す技を身に付けたんです！　少しずつ尿を出しながら後ろに下がっていくんですよ！　陛下も知ってますよね？　変態も甚だしい事に、五歩程度しか離れていない距離で私の放尿の音を聞いていたんですから！」

「…………え」

「頼む、本当に何も聞かないでくれないか」

「きゅ、ぴゅんぴゅんきゅーんきゅんきゅ」

　私は更に得意げに話を続けた。

「それにですね、私ってば、通路を横に区切るように尿で境界線を引いてみたんです！　魔除けですよ！　これであのアヤシイ謎の小部屋、陛下のいう秘密の小部屋とお城を切断してあげましたからね！　お城はもう大丈夫！　凄いですよね、私！　超役に立ってますよ！　日本産巫女乙女な私です！　あ、魔除けの料金は陛下から貰ったトリエス金貨五千枚と銀貨三枚、加えて珍獣向けお小遣いである銀貨一枚の中に、今回は特別に含めてあげますから安心して下さいね！　出血大サービスです！　きゃ、私って物凄く太っ腹！　ね、へ・い・か！」

「金貨五千枚？」

「小娘っ、言う───」

「ぴぴっ、きゅ───」

「あ、それはですね、陛下が私の秘密の花園に顔をつけたから、その料金です！　私ってば処女なんですけどね？　その初物な秘密の花園、はっきり言っちゃうと処女膜がある付近に、陛下ってば顔を埋めただけでなく匂いまで嗅いでですね？　だから異世界日本基準でその料金を支払ってもらったんです！　日本円に換算すると五億円！　私ってば、このお金で何時かトリエスの王都に家を買うんです！　マイスイートホームですよ！　名付けて官能の館！　一階に風俗店を開店する予定ですから、陛下もディルクさんもグイードさんもお客様として来店してくださいね！」

　近い将来の目標を語る私は更に勢いよく捲し立てた。

「超お得なサービスを適用してあげますよ！　三人には特別に銀貨一枚ポッキリで全コースを堪能させてあげます！　私の方針で本番は無しですが、その代わりちょっと他では味わえない体験をさせてあげますからね！　癖になること間違い無しです！　私が保証しますから、是非、官能の館で出しまくって下さいね！　射精しまくりですよ！　空砲万歳です！　私ってば陛下を常連客にして官能の館を王室御用達にして大繁盛させて、王都の影のドンになるのが夢なんです！　表の陛下、裏の私！　きゃ、素敵すぎ、私！　ちなみに事業税も所得税も消費税も払いませんからね！　脱税を此処に宣言します！　トリエスの国税官なんて追い払ってみせますから！」

　そう言って私がお客様は神様ですな如くの爽やかな笑みを顔に浮かべたのに、聞こえてきたのはドン引き状態なディルクさんの声と怒りに震える陛下の声だった。

　どうも二人は折角の私の力説を中盤から聞き流していたようだ。

「……陛下、貴方、珍獣様とある意味濃厚な関係にお成りになったんですね。なんと申しますか、普通ではない世界の関係というか、行ってはいけない領域の関係というか」

「黙れ、ディルク！　小娘っ、お前のくだらん未来の展望などどうでもよい！　何が脱税だ！　それよりお前、余と約束したよな?!」

「ぷぷ、ちゅぴぴ！　ぴぴっ、みゅぷきゅんきゅんぴゅんみゅーんきゅんぴぷ！　きゅんぴ！　ちゅんみゅぷ、きゅんきゅんぷぴ?!」

　陛下の紫の瞳が凶悪に光った。その光り具合といったら、ビッカビカという表現がぴったりな感じだ。きっと今、あの目から紫のレーザー光線が放射されても誰も疑問を抱かないだろう。陛下ひとりで敵軍十万を殲滅出来そうだ。

「え、何を？」

「惚とぼけるな！　余は話題にするなと言った！　この件は二度と口に乗せるなと言ったよな?!　その為の金貨五千だったはずだ！」

「ぴゅんぴ！　みゅぴぷぷぷぷぴきゅんぴ！　きゅんきゅんぴゅんみゅんきゅーんぴぴぴ?!　きゅんぴみゅんぴゅんきゅんぴ！」

「あれ、そうでしたっけ？」

「っ！」

「ぴ！」

　陛下の左手の短剣がまた金属の擦れる音を出した。彼は手にしている二本の短剣をどうやら渾身の力で握りしめているようだった。

「陛下、貴方、いま最低な事を口にしていますが？」

「何?!」

「ぴ?!」

「それに俺、物凄く驚きました。もう心の底から。今の言葉で顔を埋めただの匂いを嗅いだだのといった事が事実だと自ら認めてしまったではないですか、貴方は。我々の前で」

「っ！」

「ぴ！」

「五月蠅い、ウオッ！」

「……ぴゅ？」

　陛下の怒りの矛先が突然ウオちゃんに向いた。

「え」

「陛下？」

　それに私もディルクさんも行き成り過ぎてついていけなかった。

　ディルクさんが歩きながら後ろを振り向き陛下を見る。

　ウオちゃんが彼の頭の動きに合わせ、陛下の方へ向く為にちょこちょこと短い手足を使って方向転換をしていた。

　本当に器用な両生類だ。

「余にも我慢の限界がある！　先程から耐えに耐えてきたが、ウオ、お前は何故、余の後にだけ声を発するんだ！」

「…………ぴぴ？」

「ややっ、陛下、突然どうしたんですか？」

「陛下？　何をおっしゃりだしているんです？」

　陛下が凶悪で極悪な盗賊の頭も真っ青の紫の瞳を私に向けた。その半端ない強烈な眼光に、私はディルクさんの首に巻きつける腕に力を入れる。

　ディルクさんからの苦情は無かった。彼は右腕に乗せる事で小部屋からずっと私を抱えていたけれど、それに左腕を加えた。ディルクさんは私の背中に左腕を回し、自分の身にしっかりと固定する。

「ディルクさん───」

「珍獣様、俺にしっかりしがみついていて下さい。なにやら雲行きが───」

　私たち二人が陛下を見ながら互いの耳元で話をしていると、陛下が二本の短剣の鞘を同時に抜いた。彼の左手には二本の抜身の短剣。右手には鞘だ。

「小娘、ウオを渡せ」

「え？　いっ、嫌ですよ！　その手の短剣がものすっごく物騒ですもん！」

　私が拒否したのにもかかわらず、陛下の澄んだ瞳が楽し気な様子で細くなり、口角も笑むように上がった。

　それが今の状況とはどうにもかけ離れていて、私の背筋に震えが走る。

　怖すぎるよ！　あれは一国の国王陛下じゃないって！　だよね、ディルクさん、グイードさん！
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「渡さんのか、小娘？」

「だって───」

「ぴゅん！」

「会話に参加するな！　両生類の分際で！」

　陛下が怒りを爆発させた。

　彼はその凶悪な紫の瞳の照準をウオちゃんに合わせると、左手の短剣を軽く振った。

「小娘、ウオを渡せと言った！　それの声帯を切る！」

「声帯って！　陛下、ウオちゃんの声帯の場所、分かってるんです────って、うわっ！」

「っくそ！　正気ですか、貴方は！」

　陛下が一気に踏み込み、ディルクさんの頭上に乗っているウオちゃん目掛けて短剣を一いつ閃せんした。

　私にとっては目にも留まらぬといった早業で、ディルクさんがギリギリのところで姿勢を落としてくれなかったら、今の攻撃で私の髪のひと房くらいは切られていたかもしれない。

　私は陛下の信じられない行動に驚きすぎて、口と目をこれ以上ないくらいに開けてしまう。

「ちょっと陛下！　ウオちゃんを殺す気ですか！　って、きゃっ！」

「陛下！」

　第二撃が問答無用に襲ってきて、私はディルクさんの腕の中で悲鳴を上げるしかなく、ディルクさんは陛下の攻撃を避け終わった瞬間に勢いよく走りだした。

「危ないじゃないですか！　陛下の馬鹿！　私とディルクさんまで殺す気ですか、このドドＳ残虐非道男！」

「グイード！　陛下をお止めしろ！」

　ディルクさんが全力疾走並みな速さで落下地点の方向へ走りながら、怒鳴るようにグイードさんへ指示を出した。

　私は指示を出されたグイードさんが、同じく疾走して殺気を漲らせながら此方へと向かってくる陛下に近寄っていくのを、ディルクさんの肩越しに見る。

　ウオちゃんを睨んでいた陛下がふと私に視線を向けた。

　彼は驚きに目を見開き続けている私に、実に綺麗な笑みを浮かべてみせる。

　そして───。

「グイード！　鞘を拾ってこい！」

　言って陛下は今来た道、後方に向かって右手にあった二つの鞘を振り向き様に思いっきり投げつける。

　グイードさんは彼の命令に瞬時に反応し、物騒な陛下に近寄るのを止め、素直に鞘を追っていってしまった。

　私はあんまりな流れに喫驚する。

「犬です！　ディルクさん！　さっきディルクさん、陛下にとってグイードさんは子供みたいなものだって言ってましたけど、全然違いますよ！　陛下にとってグイードさんは犬でした！」

「…………」

　グイードさん、尻尾を振ってフリスビーを追っていく飼い犬みたいだったよ！

　鞘を拾いに行かせる事で忠犬を追い払った陛下は、左手に持っていた短剣のうちの一本を右手に持ち替えた。

　そして小部屋で見た不思議な握り方に変える。

　私は何だかそれに途と轍てつもなく不吉な予感がしてディルクさんの背中をパシパシと叩いた。

「ねね、ディルクさん！　陛下、短剣、変わった握り方で持ってますけど───」

　私の言葉を聞き終わらないうちにディルクさんが顔を少しだけ後ろに向け、視線だけを走らせる。そして盛大に眉をしかめた。

「陛下、いい加減にして下さい！　そんな物騒な構えは止めて下さいよ！　刃物に触れると人格が変わるあの人じゃないんですから！」

「あの握り方、あれ、何なんですか?!」

「詳しい事は言えませんが、少なくとも通常なら一国の国王が習得するようなものではありません。あの方はいろいろと危険極まりない物騒なものを習得しているんですよ。既に半分以上は趣味ですがね！」

「え？」

「俺と陛下は同い年なんですがね、あの方に初めて会った時、彼はまだ王子だったんですよ。その時の陛下といったらもう姫君のように可愛らしくってですね、加えて弱───」

「ディルク！　お前は何を余計な昔話を！」

　私たちと陛下の距離が恐ろしい勢いで縮まってきた。

　陛下が本気で追ってきていた。

　ディルクさんは私を抱え、ウオちゃんを頭に乗せて走っているのだ。どう考えても逃げ切れる訳が無く───。

　陛下のリーチに私たちは完全に捉えられた。

「ディルク、お前、ウオよりも先に逝きたいようだな！」

「ちょっと陛下！　そんな事、ディルクさん一言も言ってないじゃないですか！　ってか、もしかして昔話っていうのが逆鱗に触れちゃってるんですか?!」

「五月蠅い！」

「そんなの隠す事でも何でも無いじゃないですか！　陛下を見れば、小さい頃は女の子みたいに物凄く可愛かったんだろうな、って誰だって簡単に想像がつきますよ！」

「何?!」

「更に言いましょうか?!　私が陛下の小さい頃を想像しますとですね、きっとお母様とその周辺の使用人達に着せ替え人形の如く、レースとリボンがふんだんにあしらわれた淡い桃色のドレスなんて無理矢理着せられて、

『きゃあ、王女様！　お可愛らしいですわ！』

　とか、

『早く王女様だけの王子様が現れると宜しいですわね！』

　とか、

『なんとか国のなんとか王女よりも全然お可愛らしいですわ！　将来が楽しみですわね！　きっと絶世の美女にお成りになりますわ！』

　とか言われてたんじゃないですか?!　そんでもって陛下、王子の時に図書室の本を七割読んだらしいですけど、もしかしてそれって、着せ替えから逃げ込んだ先だったりして！」

「小娘っ！」

「珍獣様、凄いですよ！　貴女は本当に！　恐ろしい程に当たっちゃってます！」

「え、マジで？」

「ディルク、貴様！」

「まあまあ陛下────お、着いたようですよ、お二方とも」

　ディルクさんの言葉に私は振り返り、前方を見た。

　そして思わず息を呑む。

「嘘」

　ディルクさんが通路を抜け、屈む事もなく出入り口を通って落下地点に入った。

　彼は走るのを止めると、私をゆっくりと下ろす。

　ディルクさんが後ろからついて来ていた陛下を振り返った。

　陛下は通路から落下地点への出入り口で、呆然とした様子で足を止めていた。

「陛下、申し上げた通りでしょう？　しっかりとした梯子もありますし、この空間も珍獣部屋に開いた穴と同じ大きさですよ」

　陛下が抜身の短剣を持ったまま、右手で額を押さえた。

「信じられん……」

　彼がそう言うのも当然だった。

　私達がこの空間に落下した時、二人が並んで座れない程の狭い空間で、梯子なんて無かった。そして今、陛下が立っている場所。珍獣部屋に敷いてあった絨毯を切って姿を現したあの出入り口は、一メートル四方の穴でしかなかったはずで、少なくとも陛下が立っていられる高さでは全くなかったはずなのだ。

　一緒に落ちてきた珍獣部屋の臭い絨毯は、空間の端に畳んで置かれていた。きっとディルクさん達が来た時に邪魔だから寄せたのだろう。絨毯の上には私たちが落ちた時には無かった縄の束が置いてあった。

「どういう事だ、本当に。有り得────」

　そこまで呆然自じ失しつの体だった陛下が突然身を崩した。

　二本の短剣が彼の手から離れ、大きな音を立てる。

「陛下！」

　ディルクさんが駆け寄った。

　陛下は気を失ったとか完全に倒れたという訳ではなかった。彼は片かた膝ひざをついてしゃがみこみ、何かを耐えるようにじっとして動かない。

　ディルクさんが陛下の傍まで行くと屈みこみ、彼に手を差し伸べた。

「無茶をするからです」

「……大丈夫だ」

　陛下がディルクさんの手を拒んだ。

　思わぬ展開に私は咄嗟に動けなかった。

　どうして陛下は突然立っていられなくなったのだろう？　出会ってから今まで、彼は眠いだの疲れただの腹が空いただのとは言っていたけれど、具合が悪そうにも調子が悪そうにもしていなかった。

　どうして───。

「あ、陛下、もしかして足が痛いんですか？」

　私もディルクさん同様、陛下に駆け寄った。

　陛下の傍まで行くと私もしゃがみ、彼の左足首に触る。

　私がテーピングもどきを施したのだ。もしそれが悪さをしているのなら、早く取り除いてあげなければならない。

　そう思い、私が彼の左足のズボンの裾を上げようとすると、陛下が止めた。

「いや、足首ではない。気にするな。少し休めば治まる」

　陛下は全てを拒むように言うと、眉をしかめながらゆっくりと腰を下ろし、出入り口近くの壁に背を預けた。

「ディルクさん……」

　ディルクさんは諦めたように小さく首を振った。彼は陛下が落とした短剣を拾っている。

「あと少しもしないうちにグイードが追いつくでしょう。暫く休憩を取ったら上に戻ります。このような所に長居をしても仕方ないですしね」

　ディルクさんは陛下の意思を尊重したのだろう。私には何も教えてくれなかった。

　私はどうしても気になってしまって、自然、視線は陛下に向いてしまう。

　陛下は目を伏せていて、少し辛そうに見えた。彼は何かに───痛みに耐えているように見えた。

　私もディルクさんのように陛下の意思を尊重するべきなんだろうなとは思ったけれど、でもどうしても辛そうにしている人を放っておく事は出来なかった。

　それは私の性分なのだろうと思う。日本での事を思い起こせば、見様見真似の素人だったけれど、私は誰かをよく手当てしていたような気がする。千夏ちゃんにしろ、妹の花は依ないにしろだ。

　私は陛下の左足のすぐ傍に腰を下ろした。

「ねえ、陛下」

「……なんだ」

「足が痛いんですよね？」

「…………」

「足首じゃなかったら、何処が痛いんですか？」

「放っておいてくれ」

「陛下」

「しつこい」

　取り付く島がない彼の態度に私は少し困ってしまったけれど、こういう場合はあれだ。私お得意の実力行使でいくしかない。

　そう思いついたら即実行するべしである。

　私は陛下の左足をがっつりと掴んだ。

「っ！　小娘っ！」

「陛下が言わないからいけないんです！　だったら触りまくって押しまくって陛下が痛がるところを探すしかないですよね?!」

「やめろ！」

　陛下が足を掴んでいる私の手を退けようとするけれど、痛みが走っているのだろう、彼の動きが鈍い。

　私はその隙をついて、足首から素早く上へと押していく。

　陛下が言っていた通り足首ではないようだった。私は退けられる前にさっさと手を足の上部へと動かしていく。彼は左大腿の、足の付け根に近い箇所に私の手がいった瞬間、言葉を詰まらせるような反応をした。

　私はその場所に眉をしかめるしかない。だって、この場所って───。

「左大腿。薄黒い引き攣れがある場所ですか」

「…………」

「ガルなんとか国の刺客に背中の真ん中まで切られた所ですよね、ここって」

　私の言葉にディルクさんが驚きの声をあげた。

「陛下、ガルダトイアの話をされたのですか」

「少しな」

　陛下が脱力したように息をついた。

「酷く攣るんだ。無理をすると偶にな」

「後遺症みたいなものですか？」

「たぶん」

　私は陛下と会話をしながら、彼のズボンの裾をテーピングもどきを施した時同様に捲っていった。

「お医者様はなんて？」

「一生付き合っていくしかないだろうと」

「そうですか。───私がせめて医学部の学生か何かだったら良かったんですけどね」

　それは逆立ちしたって無理な話だった。なにせ私の成績は致命傷を負っている教科が幾つもある。特に英語と国語と数学の肝心な三教科は瀕ひん死しに近かった。

「うーん、とりあえず足首のは外した方がいいですね。陛下の症状は私、お医者様じゃないから勿論全く分かりませんけど、でも普通、攣った時はこういう締め付けって良くないですからね」

　私はズボンの裾を膝まで上げ終わると、靴と靴下らしきものを脱がし、寝衣の切れ端で捲きつけた布を外しはじめた。

「そのガルなんとか国、本気でムカつきますね、陛下」

「…………」

「私ってば、京の都を震しん撼かんさせた菅すが原わら道みち真ざねの怨霊を送っておきますね。心の中でなのが申し訳ない限りなんですけど」

「スガワラノミチザネ？　先程はマサカドと言っていなかったか、お前は」

「あ、日本には怨霊ってたくさん居るんですよ！　怖いですよー、本当にうじゃうじゃなんですから！　暑い季節になるとですね、鼻の下に髭をちょこちょこと生やしたオジサンが延々と体験談を語れるくらいには居るんです！」

　私がそこまで話した時だ。

　陛下が投げた鞘をフリスビーに反応する飼い犬のように追っていったグイードさんが、この空間の出入り口にようやく到着した。

　グイードさんは陛下を目に留めると、彼の傍らに膝をついた。

「…………」

「大丈夫だ、グイード。少し休めば治まる」

「…………」

「何？」

「…………」

「そうか。分かった。近い内に指示を出しておく」

「…………」

「ああ。そうだ」

「ごめんなさい、陛下、やっぱりその会話の成立、不自然すぎると思います、私ってば」

　私の言葉に続き、ディルクさんが片手を上げた。

「俺も同感です。そろそろ種明かしをして頂きたいと心底思っておりますが」

「何をくだらん事を言っていっ───小娘、痛い」

「お、痛いって素直に認めましたね、へ・い・か！」

　私はテーピングもどきを外し終わると、今度はゆっくりと慎重に陛下の足を伸ばし始めた。

「陛下、これから梯子登るんでしょ？　軽くストレッチした方がいいと思いますから少しずつ伸ばしますよ？　ついでにちょっとマッサージもしますね。ディルクさん、少し時間を下さい」

「分かりました。───どうします、陛下。俺だけ一度戻って何か持ってきますか？」

「いや、いい。小娘の言う通り、少し時間をくれればよい」

「そうですか」

　ディルクさんは私の手元に視線を向けながら、近くに腰を下ろした。

　グイードさんも陛下の傍らに膝をついていたけれど、その場に座る。

　彼の視線は私の手元ではなく、ディルクさんの頭上に向いていた。

「……ディルク」

「なんでしょう」

「グイードに渡してやれ」

「は？　何をです」

「お前の頭に乗っているその醜悪な物体をだ」

「…………」

　ディルクさんは何とも言えない顔をして、無言でウオちゃんを掴むとグイードさんの方へ放った。

　ウオちゃんはワタワタと短い手足をバタつかせながらグイードさんのもとに到達する。彼は落とさずに受け取ると、ウオちゃんの全身を点検でもするかのようにひっ繰り返したりしていた。

「小娘」

「はい」

「ウオはお前とグイードで責任を持って世話をしろ。出来ない時は始末する」

「始末って」

　相変わらず物騒ワードが簡単に出て来る陛下に私は呆れつつ、彼の大腿の筋肉を少しずつほぐすようにマッサージをしていく。これはママに感謝だった。一時は何で私がやらないといけないのか物凄く不満に思いながらママの全身を揉みまくっていたけれど、こんな所で役に立つとは思わなかった。

　まあ、我が家の場合、金銭的な面で整体やマッサージ屋に行けなかったから、娘、つまり私に図書館の本で勉強させたり、ママの昔の知り合いのマッサージを仕事としている人にタダで習わせたりして、強制的に習得させていただけなんだけどね。

　十分千百円をケチらないといけないウチの家計って一体なんなのよ！　パパめ！

「陛下、少し持ち上げますよ？　───ウオちゃんの件は了解です。ウオちゃんは私とグイードさんで面倒をみます、ちゃんと。ね、グイードさん！」

「…………」

「…………」

「…………」

「………………」

「………………」

「………………」

「………………」

「……宜しくお願いしますと言っている」

「……私ってば、これに関しては陛下を崇拝してもいいです」

「あ、俺もです」

「……阿呆か」

　その後、私の体内時計で五十分くらい、私たちはのんびりと休憩を取ったのだった。
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　そんな五十分間の休憩時、私たちはどうでもよい話をしていた。

　陛下の足が大分解れてきて、一箇所を集中してやりすぎるのも良くないからと休ませている間に、私はついでとばかりに彼の肩までマッサージをしていた。

「ここじゃ横になるのもあれですから、腰は夜にでも寝台の上でやってあげますね」

「…………」

「というか陛下、すっごく肩凝ってますよ？　痛くないですか、ここまで凝ってると」

「凝る？」

「あれ、肩が凝るっていいませんか？　このあたりが張ってる事」

　言って私は、首の付け根と肩の中間にあるツボを親指でぐりぐりと押す。

「そこは背中が痛いというかな」

　肩ツボを結構な力で押しているのに文句のひとつも言わない陛下は、素直に私に肩と背中を任せていた。

　私は彼の両肩を何度か左右に擦ると、今度は肩甲骨の内側の上、背骨と肩甲骨の間のツボに指を這わせる。

「この辺り押しますからね」

　膝立ちになっている私は、座っている陛下の後ろから左腕を回した。互いの体を安定させて指に力を入れられるようにする為だ。

　何も言わないのを了承の意ととって私は指に力を入れる。

　そんな私たちをディルクさんが見ていた。

　ちなみにグイードさんとウオちゃんは、ひとりと一匹で仲良く戯れている。

「驚きました、俺。今朝は驚く事ばかりです」

　信じられない光景を目にしました、といった感じで言うディルクさんに陛下が眉をひそめた。

「何がだ」

「何がではないでしょう。この短時間で随分と手懐けられましたね、貴方は」

「手懐けられただと？」

　ディルクさんの言葉に陛下が不愉快そうな声を出す。

「だってそうでしょう？　貴方とはかれこれ二十一年の付き合いになりますが、初めてに近いじゃないですか、こういう光景は」

「そんな事はない」

「よく否定できますね、陛下。姫君のように物凄く可愛らしかった頃から小生意気にも他者を突っ撥ぱねていた癖に」

「ディルク、貴様───」

「はいはい、そこまで」

　陛下のむっとしたような雰囲気を感じた私は二人の会話に割って入った。

　なんだか放っておくと喧嘩になりそうだ。大の男の言い争いはちょっと勘弁して欲しい。

　特に今みたいに疲れている時はね！　正直さ、ヘトヘトなんだよね、私！　碌に睡眠が取れていないんだよ！　完全なる睡眠不足なの！　マッサージとかしちゃってるけどさ！

「陛下が小さい頃、物凄く可愛かったのは分かりましたよ。きっと内外の王侯貴族の姫君なんて足元にも及ばなかったくらいなんでしょ？」

「小娘……」

「まあ、陛下の意外……でもない過去が分かったところでこの話は終わりにして、ディルクさん、別に私、陛下を手懐けてなんていませんよ？　この地獄の極悪大魔王が私に手懐けられるとは到底思えません。───あ、陛下、次、首後ろをやるんで、額を押さえますよ？」

「……分かった」

「あとですね、ちょっと私に寄っかかって下さい」

　私は軽く手を添えた陛下の額を後ろへ押して、彼の体全体を私に寄りかからせた。

「…………」

「此処は首の血流とリンパの流れを良くしますからね。ちなみにリンパが何なのかは説明できませんので悪しからず。───それでですね、ディルクさん」

「なんでしょう」

　陛下の首後ろ、後頭部の髪の生え際付近のツボを指で挟み揉み、頭頂に向かって押し上げたりしながら、私はディルクさんの方に視線を向ける。

　ディルクさんは相変わらず私の手元を見ていた。

「陛下は別に手懐けられたんじゃなくて、単にマッサージ……えっと、今やっている事なんですけどね？　それがきっと心地好いだけですよ。だって陛下、凝り凝りですもん。人間ね、心と体は別なんです。少なくとも男なら分かるでしょ？　好きとも何とも思っていない女の人をさ、嫌悪を抱いてさえいなければ平気で行為に及べる体を持っているんですから」

　言いながら私は首後ろを終了して、今度は陛下の耳後ろのツボを数回押した。

「うーん、珍獣様は何と言いますか」

「年頃の娘が今のような事をよく平気で口に出来るのか、だろう？　ディルク」

　陛下の言葉にディルクさんが何とも言えないといった表情をしながら腕を組んだ。

「あのね、陛下。年頃とかそんなの関係ないでしょ、いつ言おうかと思ってましたけど」

「どういう意味だ」

「あ、俺も聞きたいですね」

　二人がまるで餌に食いつくみたいに直ぐさま反応を返すのに、私は些か呆れつつも説明してあげる事にした。

　グイードさんとウオちゃんはまだ仲良く戯れている。あの様子では放っておけば三日くらいは戯れていそうだ。

「陛下が言っている年頃の娘が云々っていうのはですね、所詮、表面だけを取り繕った張りぼてで、幻想でまやかしに過ぎませんよ。アイドル、こちらの世界でいうお淑やかで品があって美しいお姫様がですね、一生ウンコをしないって思っちゃうのと一緒です」

「……お前な」

「……たとえが凄すぎますね」

　口は動いても体はじっと大人しくしている陛下の体を私から起し、今度は彼の鎖骨下の腕に近い部分に後ろから手をあてた。目的の場所を探し当てた私は、其処を円を描くようにゆっくりと揉む。

「陛下、痛いですか？」

「いや、大丈夫だ」

「そうですか。───で、話の続きなんですけどね？　美しいお姫様も絶世の美女も傾国の美女もですね、ウンコもしますし下痢もします。ゲップだって嘔おう吐とだってゲロゲロやりますよ」

「…………」

「…………」

「よくありがちな話にですね、女姉妹が居ないと女性に幻想を抱いちゃう男が居てですね、彼女が出来て、その彼女が鼻をほじったり、放ほう屁ひしたりするのを見て聞いて幻滅して別れちゃうとかあってですね？　それ聞いてどう思います、陛下にディルクさん」

　私の問いに二人からの返答は無かった。話は聞いているはずなのに何故か沈黙していた。

　私は気にせずに続ける。

「そんなの、阿呆かと。同じ人間なんですから、鼻クソも溜まりますし鼻毛も伸びます。オナラだって出ますよ。ぷっぷかぷっぷかとね。陛下の周囲には綺麗な女の人がたくさん群がってくると思いますけど、彼女達だってね、そのドレスの中では、すかしっ屁の一発や二発平気でしていると思いますよ？」

「……具体的なたとえはやめてくれ、小娘」

「……精神的な傷を負いそうですね」

　二人の声音が引き気味になっていたけれど、私は引き続き説明を続ける事にする。

　ここで真実を知っておいた方が彼らの為だ。幻想なんて抱いていたっていい事なんて皆無なのだ。

　私は陛下の鎖骨付近から手を離すと、最後の仕上げとして頭のツボ押しをする事にした。黄金の髪の中に両手の指を差し入れる。彼のサラサラストレートな髪が指の間を滑らかに通り、少々擽ったかった。

「彼女達が穿いているトリエス王国製のカボチャパンツにだって、ウン汁の一滴や二滴ついていますよ、きっとね」

「…………」

「うんじる？」

「聞くな、ディルク！」

　陛下が慌ててディルクさんを制止したけれど、彼の疑問の声はしっかりと私の耳に入ってしまった。

　だから親切に答えてあげる事にする。

「あれ、トリエスではウン汁って言わないんですか？　ウンコの濃厚絞り汁の事ですよ？　すっごく臭くて、茶色んです。あ、ディルクさんの髪の色をちょぴっと濃くした感じかな！」

「……だから聞くなと」

「…………髪、交換しませんか、陛下」

　ディルクさんが陛下の黄金の髪に羨ましげな視線を向けた。

「でさ、陛下」

「…………」

「へ・い・か！」

「呼んでいますよ、陛下」

「……なんだ」

「陛下はさ、陛下に寄ってくる女性が本当に見たままの純粋さ、可憐さ、美しさじゃないって事は分かっているんでしょ？」

「まあな」

　目を軽く伏せ気味にしながら陛下が同意した。

「だったらさ、そんな年頃の娘だからとか言わないで、内面で思った事を垂れ流していた方が清々しくていいじゃないですか。分かりやすいし」

　陛下が唸るような声を出した。

「論点がすり替わっているような気がするんだがな、余は」

「あれ、陛下もそう思われます？」

「すり替わってなんていないですよ！　いいですか、陛下、ディルクさん！　陛下の言う年頃の娘の考える事なんてですね、権力に渦巻くドロドロとした汚いモノだけじゃないんです！」

「ほう？　例えば？」

「あー…聞いてしまうんですね、貴方は」

「陛下の言う年頃の娘の脳内ではですね、それこそ陛下なんてもう何度も犯し犯されまくってますよ！」

「何？」

「……うわ」

「年頃の娘の脳内妄想ってば、それはもう凄いんです！　口には出さないだけでね！　例えばですね、とある下級貴族令嬢……いえ、陛下に選ばせてあげます！　下級貴族令嬢編、メイド編、城の洗濯女編、王都在住庶民女編、田舎少女編、奴隷女編、女暗殺者編、さぁ、陛下、どれが聞きたいですか？」

　陛下が沈黙した。

　私は無視されたのかと思って頭のツボを押しながら陛下の横顔をちらりと見ると、彼は何やら思案しているような顔だった。

　暫しして。

「では、城の中という事で、洗濯女編を聞こう」

　陛下の言葉にディルクさんが驚愕の声をあげた。

「え、本気ですか、陛下！　もしかして貴方、今、真剣にお考えになったんですか?!」

　信じられない、といった様子のディルクさんを無視して、私は陛下ご所望のお話を聞かせてあげる事にした。

「ではでは私劇場、城の洗濯女編の始まり始まりー」

　陛下の頭のツボを押しながら、私はコホンと軽く咳払いをした。










57




「ある時トリエスの王城に、マリリンという洗濯の仕事をしている十六歳の年頃の女の子が居ました。

　マリリンは貧しい家の出で、母子家庭。唯一の身内である母親は病気で、薬代を稼ぐ為に村長の息子のツテを借り、お城で働く事になったのです。

　彼女の勤続年数は三ヶ月。まだまだ新人で、最近、ようやく仕事の流れも分かってきた頃でございます。

　洗濯女の仕事は、とても辛いものでございました。トリエスの季節は今は冬。寒く、冷たい水の中に小さな手を入れて、ただひたすらに洗い物をしていたのです。

　マリリンは新人です。だから先輩達に押しつけられて仕事も半端なく大量にありました。

　夕刻。もう日が暮れてきた時分になりました。

　マリリンは仕事が終わらなくて、ひとり寂しく城の隅っこで洗濯物を取り込んでおりました。

　早く終わらせないと完全に夜になってしまいます。マリリンは焦りました。

　その焦りからか、彼女は失敗をしてしまいます。

　運悪く風が強く吹いて、取り込んでいる最中のカボチャパンツが飛んでいってしまったのです。

　マリリンは追いかけました。一生懸命追いかけました。

　自分はもう何処を走っているのか分からない、それ程に城の奥にまでカボチャパンツを追いかけてしまった時、今までふわふわと風に吹かれて飛んでいたカボチャパンツの動きが突然止まったのです。

　マリリンは立ち止って首を傾げました。

　動きを止めたカボチャパンツをマリリンがじっと見つめていると、夜になり姿を表した月の光に反射して、キラキラと輝く黄金が目に飛び込んできたのです。

　マリリンは口元に手をあてて、目を全開に見開きました。

　彼女の目の前には、超絶美形のトリエス王国国王陛下が居たのです」

「余の登場か」

「……続きが聞きたくなってしまうのが不思議ですね、陛下」

「突然の国王陛下の出現にマリリンの頭の中は真っ白になってしまいました。

　どうしよう、どうしよう、怒られちゃう、そんな言葉だけが浮かんでは消えていきます。

　そんな状態のマリリンに、目の前の超絶美形陛下が声をかけたのです。

『お前の名は？』」

「待て、小娘。余はそこで名など行き成り聞かないが？」

「……何をつっこんでいるんですか、貴方は」

「いいんですよ、これで。年頃乙女の妄想なんですから。怒ど涛とうのご都合主義が展開されるものなんです。で、続きいきますね？

『……え？』

　マリリンは声をかけられたのに驚いて思わず固まってしまいました。

　当然です。トリエス国王といえば、性格に多々問題があるとはいえ、他に類を見ない程の美形、美声の持ち主で有名で、加え、大国の王様であり、財産も掃いて捨てるほど所有している超超超大金持ちなのです。地位権力財力と顔だけは申し分の無い存在でした」

「……馬鹿にされているような気が」

「……うーん、俺は何とも言えません」

「トリエス国王が超絶美形顔に極上の微笑みを浮かべました。それはもう毒どく蜘蛛ぐもが己の巣に蝶を追いつめ捕らえるかの如くな笑みでした」

「…………」

「……酷い扱いですね、陛下」

「トリエス国王陛下が言いました。

『お前の名だ、娘。お前の可愛い声で名を聞かせておくれ。余のコ・ト・リ』」

「っ！　鳥肌が！」

「……すみません、俺、笑っていいですか、陛下」

「『あ……あの、オラ、マリリンと言うずら』」

「おら？　ずら？」

「え？　それは方言か何かですか、珍獣様」

「質問は後です！　続けますよ？

『マリリン……なんと可愛らしい名か。マ・リ・リ・ン！　うーん、余の理想としていた名の娘だ！　お前の名を口にするだけで余の胸は高鳴るぞ！』

『そ……そうずらか？』」

　そこまで私が話した時、ディルクさんが噴き出した。

　彼は苦しそうに腹を押さえながら、前屈みになっている。

「ディルク……」

　陛下の苦々しい声が聞こえた。彼の表情は分からない。私は引き続き後ろから彼の頭をマッサージし続けているからだ。

「ほらほら、続きを聞いて下さいってば。

『余はな、昔々の王子の時に夢を見たんだ。マリリンという名の娘を后に迎えると！』」

「それではただの阿呆だろう、小娘！」

　陛下が声を荒げ出したけれど、勿論私は無視をする。

「『ああ、運命だ！　このような城の庭でマリリンという名の娘に出会うとは！』

『陛下……そんな』

『ところでマリリン、お前は何故カボチャパンツなど追っていたんだ』

『それはオラが洗濯女だからずらよ』

『洗濯女？　なんと！　余の后となる娘がそのような仕事など！　おお！　お前の子豚のような手が荒れておるではないか！　可哀相に！　よし、ルドルフに至急手配をさせて、マリリン、お前を王妃に迎えいれよう！』

『ああ、陛下！　それはいけませんずら！　オラは身分が！』

『そのような事、お前が気にする事ではない！　さあ、マリリン！　余と共に行こう、王妃の部屋へ！　余とお前の愛の巣だ！』

『あん、陛下ぁ』

　そのような流れで陛下とマリリンは王妃の部屋へと向かいました」

「ふざけるな、小娘！　なぜ余がよく知りもしない、それも政略でもなんでもない女を王妃に迎え入れなければならん！」

「あー…可笑しい。ところで陛下、何を本気になってお怒りになっているんです？」

「陛下とマリリンは王妃の部屋に着きました。

　陛下はマリリンを部屋に入れると、後ろ手に鍵を閉めてしまいます。

『陛下？　今、鍵のかかる音がしたずら』

『気のせいだ、マリリン。余の小鳥。さあ、寒かっただろう？　寝台に入ってゆっくりと休むがよい』

『陛下！　なんて優しい人ずら！』

『だろう？　もう夜だ、眠るといい。ああ、そうだ。その服だと寝難い。余が脱がせてやろう』」

「やはりそういう展開に発展するのか、お前の妄想は！」

「そう思われるのなら、何故聞かれたんです？」

「……王子が登場しないのなら平気かと思ったんだが、甘かった」

「……陛下」

「続けますよ？

『ぁん、陛下ぁ！　それまで脱がされたらオラ、全裸になっちゃうずら！　ぃやぁん』

『全裸？　当たり前ではないか、マリリン。お前はこれから余の餌食となるのだからな！』

『え、餌食って？』

『さあ、マリリン。余の小鳥よ！　その可愛らしい声で一晩中啼くが良い！』

『ぁ、へいかぁ、そこはっ！　はぅぅ……んん………ひゃぅ、へい…かぁ、ぁんぁん』

『ほう？　そこか？　マリリン、お前の───』」

「もうよい！　それ以上聞きたくない！」

　陛下が頭のツボを押していた私の手を払い、こちらを振り向いた。

　彼の紫の瞳がギリギリと私を睨みつけている。

「ちょっと、陛下、ここからがいいところなのに！」

「何がいいところだ！　このまま聞き続けたところで、どうせ余がそのマリリンという娘をどうにかするという展開にしかならんのだろう?!」

「当たりです！」

「っ！」

　陛下の私を睨みつける眼力が一層強まった。が、当然、私はこれっぽっちも気にはならない。

　頭のツボマッサージを行き成り払われた為に乱れてしまった陛下の髪を、私は手を伸ばしてちょこちょこと整えてあげながら、彼の前に移動した。

　移動が完了し髪も整え終わると、私は陛下の両頬をひと撫でして両手でやんわりと挟み持つ。

　彼の頬にはほんの少しだけだけれど髭の気配が発生していた。

「ねえ、陛下」

「…………」

　私は陛下の濁りの無い澄んだ紫の瞳の奥を覗き込んだ。

　その陛下の瞳が私の瞳を捉えるように合わせられる。

　私は彼に少しだけ顔を近づけた。

「あのね？　今の年頃の女の子の妄想の話はね、事実、皆の脳内で繰り広げられている事ですよ？」

「何？」

「考えてもみて下さい。陛下がもしも女だったら、目の前に顔良し、地位有り、権力有り、財力、名誉有りの若い男が居たら、是が非でもモノにしたいと思うでしょう？」

「…………」

「そう思うのに相手になまじ地位と権力がある為に近づけない。なら脳内で自分の望む展開通りに妄想するしかないじゃないですか。陛下の周囲の王女、貴族令嬢、侍女、その他使用人の女性や、加えて、トリエス王国在住の夢見る乙女達の全員に近い人達に、陛下は妄想の餌にされているんです」

「……餌？」

「はい。彼女達の脳内妄想では、陛下が鳥肌モノのご都合上等展開が繰り広げられた挙句に、陛下は常に性の対象です。陛下が犯される場合もあり、鬼畜男役になって犯す場合もありです。城で会話し、すれ違う女性に至っては、実際に接触があるだけにタチの悪い妄想が繰り広げられちゃってます。陛下なんてもう彼女らの脳内では何度も何度も寒い台詞を吐き、ドレスを引き裂き、寝台に押し倒し倒されていますよ？　その舞台は王妃の部屋は勿論、謁見の間の玉座の上、執務室の机の上といったところでしょうね。───ね、考えてみると、そんな気がするでしょう？」

　陛下が紫の瞳を持つ目を伏せた。

「……確かにそのような気も」

　そう彼がぽつりと呟いた時、後半を黙って聞いていたディルクさんが突然声を荒げて制止に入った。

「いや、ちょっと待って下さい、陛下！　珍獣様、冗談では済まないような洗脳は止めて下さい！　我が国の君主に変な話を吹き込まないでくれませんか！」

「洗脳って」

「勘弁して下さい！　ただでさえその手の事に興味が薄い方なんです！　それなのに其処に酷い女性不信が加わったらどうするんですか！　世継ぎがまだ居ないんです！　今現在、直系王族は陛下だけなんですよ！　血筋が絶えたらどうするんですか！　トリエスが終わります！」

「そんな大袈裟な」

　私はディルクさんの言い様に呆れながら、マッサージ終了の合図の意味で、いい子いい子といった感じで陛下の黄金の頭を何度か撫でてあげた。

「…………」

「…………嘘だろ？　誰か嘘だと言ってくれ！」

　陛下は沈黙し、ディルクさんは悪夢を見てしまったかのように叫びながら頭を抱え出した。

　なんだかそんなディルクさんの反応が私は少しだけ面白くなってしまい、ちょっと追い打ちをかけてみる事にした。

　陛下の額にかかる黄金の髪を私は左手で上げてみる。

　彼の生え際は富士額では無かった。

「さ、坊や、いい子だからそろそろ上へ戻りましょうね？」

　言って私は陛下の額の生え際付近にチュッとキスをしてみる。

　生え際の短い髪の毛が私の鼻下を擽った。

「お……」

　瞬間、ディルクさんが完全に身を引き固める。

　陛下に至っては一言も発しない。

「…………」

「───という冗談はさておきですね、陛下、足、どうですか？」

「…………」

「陛下？」

　声をかけても陛下の反応が無いので、私は伏せられた彼の紫の瞳を覗きこんだ。

　どうも陛下はただジッと床の一点を見ているようだった。

「あれ、陛下、どうしたんですか？　目を開けながら寝ている訳じゃないですよね？」

　そうは言いながらも、もしかして寝ている可能性もと若干不安になり、私は彼の頬をペチペチと軽く叩いてみる。

　何度か叩いているうちに陛下が瞬きした。

「あ、起きました？　陛下」

「……いや、別に寝ていた訳では」

「そうなんですか？」

「……ああ」

　そう言って陛下は精根尽き果てたとでもいった様子で深く息をついた。

「……疲れた。いろいろな意味で今までに無いくらいに疲れた」

「やややっ、どうしちゃったんです、へ・い・か！　元気出して！　上に戻ればちゃんと寝台で寝られますからね！」

　陛下が目を閉じ、眉間をぐりぐりと揉みだした。

「……そうだな。もう本当に戻りたい。足は大丈夫だ。上に戻ろう。───ディルク、グイード、戻るぞ」

　言うと陛下は立ち上がり、左足先を床にとんとんと軽く叩いて具合を確かめている。

「本当に大丈夫ですか？　梯子登れそうです？」

「大丈夫だ。───ディルク、お前が先に登るのか？」

　陛下の問いかけにディルクさんが亜麻色の髪をわしわしと何度か掻き混ぜてから立ち上がった。

「はい。俺が先に。次いで陛下、グイードの順です。珍獣様は俺が背負います」

「え、何で背負うんですか？　私も梯子、自分で登ります！」

　私はディルクさんの言葉に驚いた。

　流石に登るよ、私！　だって梯子、随分と長いしね！　落ちた時は今いる空間が狭すぎて距離感がよく掴めなかったけれど、今改めて見ると日本基準で七、八階分はありそうな高さなんだよね！

　しかし私の主張は即座に却下された。

「そのやる気は嬉しい限りですが、貴女ではこの高さは登りきれないでしょう。高すぎます。登りきるまで貴女の体力が持たない」

「ややっ、大丈夫です、私！　だって私ってば重いんですよ?!　ディルクさんの方が力尽きちゃうかもしれないじゃないですか！　それにディルクさん、さっき小部屋で言ったじゃないですか！　何故、迎えにあがるまで登ってこられなかったのです、って！」

「それは陛下に申し上げたんです。陛下がおっしゃるには梯子が無かったようですが、どちらにせよ、あったとしても陛下だけが登り、貴女は後で俺達が救出にあがるという形だったでしょう。───陛下、準備しますので珍獣様の説得をお願いします。───グイード、縄を取ってくれ」

　その言葉にグイードさんが絨毯の上に置いてあった縄を取りに行った。

　ディルクさんは腰に佩はいていた長剣を外している。

　それを見ていた私の顎に、陛下の手がかけられた。

　くいと強制的に顎が持ち上げられ、陛下の瞳に合わせられる。

「小娘、お前には無理だ。上まで休む場も無い。あまり煩わしい事は言うな」

「だって……」

「ディルクの鍛え方は、きっとお前が考える以上だ。お前の重さなど訳は無いだろう。大人しく背負われていればいいんだ、お前は」

「……でも」

　私の言葉に陛下が苛ついたような声を出し始めた。

「いい加減にしろ。お前が途中で登れなくなった時にかける迷惑を考えろ」

「…………」

「そうなった場合、余はお前を捨て置く。そこに待つのはお前の死だけだが？　───ディルク、小娘の意思は無視していい。準備は出来たか？」

「はい。グイード、彼女を俺の背に乗せてくれ。陛下、申し訳ありませんが、縛るのに手を貸して下さい」

「分かった」

　無視していい、その陛下の言葉通りにディルクさんもグイードさんも私の気持ちにはお構い無しに行動を開始した。

　まず左肩にウオちゃんを乗せたグイードさんが私の後ろから両脇に手を差し入れ、まるで子供に対するかのように持ちあげた。

　長剣を外し、床に置いたディルクさんがグイードさんに背を向ける。

　グイードさんはその背に私を乗せ、ディルクさんが私のお尻の下に両腕を回して支えた。

　そして私はグイードさんに強制的に腕を取られ、ディルクさんの首に捲きつけられる。

　二人があまりに淡々と私の意思を無視して行動するのに、私は呆気にとられるよりも、少しの恐怖を感じた。

「陛下、彼女が手を離しても落ちないように縄で固定して下さい」

「分かった。グイード、余の言う通りに手を貸せ」

「…………」

「まず此処から固定する」

　そう会話を交わして、陛下とグイードさんは私とディルクさんに黙々と縄を捲きつけ固定していく。胸と腰に二度三度簡単に縄を捲くと、陛下は私の両りよう膝ひざを持ち、ディルクさんの行動の邪魔にならないように彼の体に足を絡ませ、グイードさんに縄を捲かせた。

　二人が作業をしている間、私は何とも表現し難い気持ちになって、何も言葉を口にする事が出来なかった。

　代わりという訳では無かったけれど、ディルクさんが陛下に話しかけていた。

「陛下」

「なんだ」

「俺の剣は貴方がお持ちになって登って欲しいんですが」

「分かった。───お前は余の短剣を持つか？」

　陛下が私の腰に左手をあてて、右手に持つ縄をぐいっと引っ張った。

　グイードさんが彼の反対方向から、やはり縄を引っ張り持っている。

「いや、いいです。大丈夫でしょう。後は梯子を登るだけですし、上にはオッサンやリーザたちが待機していますから」

「そうか。───小娘、痛いところはあるか？　多少きついのは我慢しろ」

「…………」

「小娘、返事」

「あ、はい。大丈夫です」

「───グイード、最後に此処を通して結ぶ。其処を押さえろ」

　陛下とグイードさんが最後の仕上げとばかりに一段と強く縄を引っ張った。

　それがあまりに強くて私は我慢出来ずに苦痛の声を漏らしてしまう。

「いた……」

「我慢しろ。───こんなものか。ディルク、出来たが、お前の方は大丈夫か？」

　ディルクさんが陛下の言葉を合図に軽く腕を回した。もう彼の両腕は私のお尻には回っていない。

「大丈夫です」

「そうか。───グイード、ウオは小娘の肩に乗せておけ」

　陛下がそう言うと、グイードさんは私の左肩にウオちゃんをそっと乗せた。

「ぴきゅ」

　ウオちゃんが声を出す。

　ウオちゃんの無邪気そうな声に私は何処かほっとした。

「行くか」

　そう言って陛下はディルクさんの長剣を拾い、腰に佩く。

　グイードさんは小部屋から持ってきたミイラを右肩に担いだ。

「では、登りますよ」

　私を背負いながらその様子を見ていたディルクさんが二人に声をかけ、陛下とグイードさんがそれに頷く。

　三人が梯子に視線を向けた。

　私もつられるように上を仰ぎ、視線を向ける。

　梯子は地下通路、秘密の小部屋と同じ材質で出来ているようだった。仄かに光る光り方も一緒だ。

　梯子の横幅は七十センチくらいはあるだろう。だから陛下たちが登るのに幅が狭くて支障をきたすという事は無さそうだった。ディルクさんが小部屋で言った通り、作りもしっかりしていそうだ。

　ディルクさんが梯子を登り始めた。

　少し間を開けて、陛下とグイードさんも登り始める。

　こつん、こつんと彼らが梯子を登る音だけが空間に響き、私たちは謎の地下空間を後にした。
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　陛下たちが梯子を登り始めて少しして。

　日本基準で三階分ほど登った時、私はやっぱり気になってしまっている事があって、ディルクさんに声をかけるかを悩んでいた。

　彼は黙々と梯子を登っていて、汗のひとつも掻いてはいないようだ。体が縛り付けられて密着しているから、否応無しにディルクさんの匂いが鼻に入る。

　彼は陛下とは違って香水の香り───陛下も微かにという感じなんだけどね───はしなかった。不快にはならない程度の男の人の匂いがする。

　少し悩み、私はやはり声をかける事にする。どうしても自分の重さが気になるからだ。

「ディルクさん」

「なんですか」

「重くないですか、私」

「大丈夫ですよ」

「でも……やっぱり重いと思うんですよね、私は」

「本当に大丈夫です。貴女は重くないですよ」

「……そうかな、そうは思えませんけど」

　ディルクさんは本当に平気そうに言ってくれたけれど、そう言われたところで私の気が晴れる事はない。

　そんな私たちの会話に後に続く陛下が加わった。彼の声が下から聞こえてくる。

「お前は何をそんなに気にしているんだ」

「……だって」

「だって？」

「私ってば、トリエスに来る前に体重を測ったんですけど、太ってたんですよね、三キロくらい」

「きろ？」

「重さの単位です」

　下に居る陛下の溜息が聞こえた。

「三きろとはどの程度の重さだ」

「うーん……何にたとえたらいいんでしょう、難しいです」

　私ってば、トリエスと日本の共通事項がまだよく分かってないしね？

　そんな私の言葉に陛下が暫し考えるように間を開けてから、継ぐ言葉を口にした。

「共通で分かりやすい物というとやはり水かな。カラフェスで何個分か、と聞いた方がよいか」

「からふぇす？」

「そうか……昨日の朝食の時にヘロルドが持っていただろう？　野菜を絞った飲み物が入っていた容器だ」

　陛下の言葉に、私は昨日の朝食の時の事を思い出す。

　そういえばヘロルドさんは陛下が噴き出した件の野菜ジュースを、表面についた水滴を拭いながらガラス製の容器で注いでいた。

「ああ、ピッチャーの事ですか」

「ぴっちゃーというのか、お前の世界では」

「えっと、たぶん」

　私は少し自信無さ気に陛下に返答する。

　私ってば食器の種類や名称に詳しい訳ではないからね。改めて聞かれると自信が無かったりするんだよね。

「ピッチャーで何個分かぁ」

　私はヘロルドさんが持っていたトリエスではカラフェスという容器を頭に思い浮かべる。

　ヘロルドさんの持っていたカラフェスは、そう大きなものでは無かったはずだ。日本基準でいう二リットルのペットボトルサイズだった。丸みがあって模様も入っていたけれど、内容量的には二リットルがいいところだろう。

　確か水は一リットルが一キロだったはず。ということは───。

「一個半です、陛下。カラフェス一個半。私ってば一個半も増えたんです、トリエスに来る前に！」

　ああ、もう信じられない！　制服のスカートがキツイなとは思ってたんだよね！

　原因はさ、やっぱりお菓子だと思うんだよ！　陛下じゃないけど私も甘いの結構好きだからさ！　転移する直前にオナカが空きすぎて思わずお菓子を大量に買かい溜だめしちゃったけど、あれだってさ、食い納めのつもりだった……訳じゃないんだけどね？　でも、近いうちにダイエットはしようと思ってたんだよね！

「その程度か」

　陛下が呆れたといったような声を出した。

「その程度って！」

「その程度だろう？　そのくらい、その気になれば何時でも落とせると思うが？　それにカラフェス一個半増えたところで、ディルクにはさして変わらんだろうよ」

「ええ、陛下のおっしゃる通りですよ、珍獣様」

「ややっ、絶対に違いますよ！　三キロですよ、三キロ！　私ってばもともと五十キロあったんです！　そこに三キロ増えたら五十三キロ！　ディルクさんは今、カラフェスを二十六個半背負っているんですよ！」

　私にしては快挙なくらいに素早く計算をして教えると、ディルクさんが少々唸り気味になった。

「うーん……カラフェス二十六個半、ですか。そう変換されてしまうと結構背負っているなと思ってしまいますね……」

「やっぱりそう思うんですね、ディルクさん！」

「ディルク！　お前は余計な事を！」

「きゅん！」

「黙れ、両生類！」

「きゅ……」

　陛下に怒られ、ウオちゃんが私の肩の上でしょげてしまった。今まで私の肩に寸胴なオナカ部分で垂れ下がり、一生懸命に下に居る陛下を見ていたけれど、怒られたからだろう。ウオちゃんは器用に私の肩の上で方向転換をすると、今度はディルクさんの頭の上へと登っていった。

「……両生類」

　ディルクさんがぼそりと呟く。

　きっと彼の気持ちは陛下と同じところにあるような気がする、そう思いつつも私の脳内の大半は、増えた体重の事で占めていた。

　私はある決意をする。

「私ってば、今日からダイエットする事にします！」

「だいえっと？」

「はい！　ダイエットとは減量の事です！」

「減量な」

「そこまで気にするほど重くないですけどね、貴女は」

「なに言ってるんですか！　トリエスに来る前、既に制服のスカート、陛下の前に現れた時に来ていた服の事ですが、それのね、ウエスト、腰部分がキツクなっていたんです！」

　私は叫ぶように言ってディルクさんの後頭部に顔を埋めた。

「……くすぐったいです、珍獣様」

　彼の言葉を無視して私は続きを口にする。

「それにですね！　ちょっと陛下聞いてますか?!」

「……なんだ」

「私ってば陛下の少年の頃の服、今、借りてるじゃないですか！」

「……そうだな」

「あれね、アニに直してもらわないと腰まわりがキツイんですよ！　股下もかなり長かったですけどね！」

「…………」

「男の人より腰が太いってどう思いますか！　やってらんないって話ですよ！」

　そんな私の嘆きをディルクさんが慰めてくれようとする。

「まあ、今でなく少年の時ですから。陛下は細───」

「ディルク！　余はな、あの服を着ていた時にはもう随分と鍛えていたが？」

　ディルクさんの言葉を陛下は何故か急いで遮った。

「……貴方ね。折角、俺が話を収めようとしているのに」

「もういいです！」

　陛下とディルクさんの無神経な言葉に私はぎりぎりと歯を食いしばった。

「小娘？」

「珍獣様？」

「結局さ、陛下もディルクさんも私が重いだの太いだのと言ってますよね?!」

「……いや」

「……俺は言っていないと思いますよ？」

「よく否定出来ますよ！　まずディルクさん！　貴方はさっきカラフェスの二十六個半は結構背負っているなと言いました！　そして陛下！　あの服を着ていた時にはもう随分と鍛えていたと言いました！　それってさ、鍛えていて体が出来ていた時の服なのに、それがキツイってのは、やっぱ太いんじゃないかって言ったのと同意ですよね?!」

「珍獣様、そうではなく───」

「いや、ディルク、もう正直に言おう。小娘、余は昨日の朝食の時にも言ったと思うが、お前の腰まわりはどう贔ひい屓き目めに見ても太い」

「酷い！」

「陛下……言い方ってものがですね、世の中にはあるんですけどね」

　ディルクさんの脱力気味な言葉を無視し、陛下は更に続けた。

「ディルクにとって、お前が重くないのは確かだ。お前の体の重さはカラフェス二十六個半と言ったな？　それ自体は重くはない。問題はだな、お前の身長からその体重はありすぎるという事だ。どう少なく見積もってもカラフェス二個分は余計だろう？」

「…………」

「……酷すぎませんか、陛下、それは」

　陛下は更に更に続けた。

「それにだ。お前が現れてから今の時点までで、余はな、小娘。お前の腹まわりに触れた事が何度かあったな？　小部屋の扉の前では肌にも直接触れた。ずっと思っていたんだがな、柔らかすぎるだろう、その腹は。見苦しい程についてはいないが少し脂肪を減らした方がよいと思うぞ、余は」

「……ディルクさん」

「陛下！　ちょっと人格疑われますよ、今の言葉は流石に！　よく言えますね、貴方は！」

　ディルクさんがそう言うのに陛下は呆れたように息をつき、更に更に更に続けた。

「ディルク、現実は知っておいた方がいい、小娘の為にもな」

「貴方ね……」

「小娘、少し痩せた方がいい。だいえっと、だったか。やれ。少し減量しろ、お前は」

「……ぅ」

「ああ、珍獣様、泣かないで」

「泣けば痩せる訳ではないぞ、小娘。今日の食事から減量用のものを出すよう申しつけておこう。それと、騎士達の練兵場がこの城にはある。そこで少し体でも動かせ。全騎士団にその旨を伝えておく。お前は既にラードルフと面識があったな。ディルク、数日以内にあれの所へ連れて行ってやれ」

「……本当に酷すぎますね、陛下。俺が女だったら貴方だけは願い下げです」

「別に結構だ」

「それにベッケラート団長も困るでしょうに」

「なに、あれは少し融通をきかすという事を覚えた方がよい。真面目一辺倒と言われるのも多少は払拭した方が己の為だ。小娘の奇行はよい刺激になるだろうよ」

　言って陛下は、言いたい事は全て言ったとでもいうように満足気に息を吸った。

「珍獣様、あまり気になさらないで下さいね？　あの方は昔からああなんです。今に始まった事ではないですから…………たぶん」

　物凄く同情してくれているのか、ディルクさんが私に優しい声音で励ましてくれる。

　その気持ちはとても嬉しかったんだけど、言葉の最後にぽつりと付け足した単語も気になるし、私は何故だか益々惨めな気持ちになってしまって、目からポロポロと涙が溢れ出てしまった。

　その涙がディルクさんの首後ろを濡らす。

「陛下！」

「なんだ」

「泣かせてしまってますよ、貴方は！」

「またか。小娘、お前はこの短期間に何度泣けば気が済むんだ。泣いたところで痩せないし、状況は全く変わらんが？」

「……そんな、の知って、ます」

「なれば努力するのだな」

「…………」

「この城の練兵場は広い。一周を走り込むだけでも相当な運動量だろうよ」

「珍獣様、この国の騎士団は大所帯ですから、眺めているだけでもいろいろな人間が居て面白いですよ」

「……大所帯、ですか」

　私がぽつりとそう呟くと、陛下が素早く反応した。

「小娘、痩せる目的以外の事は一切考えるな」

「どういう意味ですか？　私、まだ何も言ってませんけど？」

「言ったも同然だろう！」

　陛下が声を荒げた。

「何をですか！」

「今、お前の頭の中には大所帯という単語が入ったな？」

「入りましたね？　で？」

「なればだ。騎士団、男、大所帯、ぎゃくはー構成団ブルーヘブンとくるのだろう？　お前の頭の中は！」

「大当たりです！　流石陛下！　天才はやっぱり凄いですね！」

「阿呆か！　誰にでも分かる！　お前の軽い頭が考える事なんてな！」

「そんな風に言われたら、私が馬鹿みたいじゃないですか！」

「馬鹿だろう！」

　そんな感じで陛下と私が言い争いを開始し出した時、ディルクさんが心底呆れた様子で割って入った。

「はいはい、お二方、仲がよろしいのは臣下として嬉しい限りですが、あと十五リズ程で上に着きますよ。まる聞こえですからね、声が上に。ほら、上を見てください。皆、此方を見ています」

「え」

「…………」

　ディルクさんの言葉に私が上を見ると、向こうの世界基準で十五メートルほど上に、明るい穴がぽっかりと開いていた。其処から何人かが此方を覗き見ているのが分かる。

　覗き見ている人数は六人。

　逆光だから此方から向こうの顔はよく分からないけれど、まあ予想のつく範囲でヘロルドさん、リーザ、妖精二人……あれ、あと二人は誰だろう？　陛下付きの侍女の誰かだろうか。

　そう私が考えているうちに、視界はぐんぐんと明るくなっていった。
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　上まであと五メートル程になった時、まず私はリーザと目が合った。

「リーザ！」

「お帰りなさいませ、珍獣様。ご無事でございますか？」

「うん、大丈夫！」

「ようございました」

　彼女の優しい声に私がほっとひと安心していると、ディルクさんが梯子を登りきり、謎の地下空間から完全に脱出した。

「着きましたよ、珍獣様」

「ディルクさん、ありがとうございます！」

「いえ、仕事ですからね。さて、陛下、貴方も大丈夫ですか？」

「問題無い」

　ディルクさんが声をかけた瞬間、陛下も梯子を登りきり、珍獣部屋に姿を現す。

　次いで直ぐにグイードさんが姿を現した。

「ようやく戻れたな」

　陛下はしみじみそう言うと、私の方へと手を伸ばす。

「下ろすぞ、グイード」

「…………」

　グイードさんは僅かに頷いて、ミイラを穴から離れたところに置いた。

　彼は下ろして直ぐに私の方へ来て、縄に手をかける。

　陛下とグイードさんは手際良く縄を外していった。

　どんどんと縄が外されていき、締め付けが緩んでいくのに私は安堵の気持ちが押し寄せてくる。ようやく戻れたという実感を噛みしめていると、知らない男の人が此方を見ていた。

　その男性は、まるで私を観察しているかのように難しそうな顔でじっと見ている。

　彼の髪は黒、瞳は碧、眼鏡をかけていて、三十代半ばっぽい雰囲気で────。

　私ははっと目を見開いた。

「ルドルフさんだ！　陛下、ルドルフさんが居ます！　やややっ、私の栄えある薔薇の逆ハー構成団、会員番号七番のルドルフさんです！」

「ぎゃくはー構成団？」

　私の言葉に疑問形で聞こえてきたのは、気難しそうなルドルフさんの声だった。

　その声が何だかとっつき難そうなのに私は少々慄いてしまって、縄をさっさと解いていく陛下のキラキラ顔に目を向ける。

　陛下は私にちらりと視線を寄こした後、珍獣部屋に開いた穴の近くで腕を組んで立っているルドルフさんの方を見遣った。

「これの言う事は気にするな。全てにたいした意味は無い」

「意味は無いって！」

「いいからお前は黙っていろ」

　陛下はそう言うと、捲きついていた残りの縄を一気に引き外した。

　縄の大半が珍獣部屋の絨毯の無い床に落ち、グイードさんがそれを素早く纏めて片付けていく。

　縄が無くなると、ディルクさんが私のオシリの下に腕を回したけれど、それと変わらない速さで陛下が私の体を引き取った。

　陛下は私の脇の下に右腕を差し入れて体を持ち抱えると、ゆっくりと床に下ろしてくれた。

　足が床についた途端、体を拘束されていた時間が少々あったからか、私は上手く膝に力が入れられなくてバランスを崩す。

　そんな私を陛下は咄嗟に支え、半ば抱きかかえる形で私の背中を彼自身の体に寄りかからせた。

　陛下はそのままの体勢でルドルフさんに声をかける。

「ところでルドルフ、どうした、わざわざ」

　何故、お前がこの場に居るんだ、といった様子の陛下に、腕を組んだまま私を見続けていたルドルフさんの眉が寄った。

　彼は私から視線を外し、後ろの陛下を見る。

　その碧の瞳には厳しい色が浮かんでいた。

「陛下に至急承認して頂きたい物が数件ございましてね。うち一件は御自分で命じられた物なのにお忘れですか？」

　陛下が少しだけ沈黙した。

「……その一件とは、どの件だったかな。最近、物忘れが、」

「よく言えますね、貴方は」

「…………」

　まあ確かによく言えるよね。それは私も思ったよ、今！

　陛下ってば一度聞いた事や見た事は忘れないはずなのにね！　きっとルドルフさんもそれを知っているんだよね、当然ね！

　私が背後の陛下を見上げるように振り向くと、彼の紫の瞳と目が合った。

　疲れたような何かが滲んでいる瞳のように感じられた。ゲーム風に言うと、もう陛下のヒットポイントは三くらいかもしれない。レベル一でも危険を意味するオレンジ色に表示されてしまう最悪な数値だ。

「本当に思いつかない。どうも頭が上手く働かないんだ。今は」

　陛下のそんな言葉に答えるルドルフさんの声は驚く程に冷たかった。

「そうですか？　梯子を登ってこられる最中はとても楽しそうに会話をしていらしたようですが？」

「……そうか？　そのようなつもりは無かったがな」

「まあ宜しいです」

　ルドルフさんが眼鏡の縁を押さえた。ちなみに彼の寄った眉間は未だ戻っていない。

「宝物庫の件です。急ぎなのでしょう？」

「ああ、それか。分かった。少し待て。直ぐに承認する。───ところで、」

　陛下がルドルフさんとの話を断ち切るように話題を切り替えた。

　彼は引き続き私を抱きかかえるような体勢のまま、ルドルフさんより少し左側の場所に立っている人物に体を向ける。

「あれは誰だ？」

　陛下に誰だと言われた人物が、肩をびくんと震わせた。

　その様子といったらもう明らかに恐れ慄いているのが分かる。

　その人物はくすんだ感じの短い金髪に、薄い緑の瞳の二十代前半と思われる男性だった。鼻と頬に細かいソバカスをパラパラと散らせている。人が良さそうな感じではあるけれど、何処か要領の悪そうな雰囲気を漂わせている人物だ。

　彼の恐怖が私にびりびりと伝わる。理由は分からないけれど、彼は陛下を物凄く恐れているようだった。

　私はその人物に見覚えがあった。一度だけまともに顔を合わせた事があるのだ。だって───。

「あ」

　私の声に陛下が反応した。

「どうした？」

「え、だって彼ってば、」

「知っているのか？　お前が？　何故───」

　陛下がふと黙った。

　そして数秒後、私を抱え支える陛下の腕に微妙に力が加わる。

　彼の身に冷気が漂い始めた。

「───そうか、お前がコーエン・バーレか」

　陛下がそう言葉を発した瞬間、ビシッと珍獣部屋の空気が凍った。

　その凍りっぷりに陛下の腕の中で私はびくんと全身を震わせる。

　こ……怖いっ！　ごめん、私、怖すぎて今すぐこの場を去りたいんだけど、いいかな?!　せめて隣の陛下の部屋に逃げてもさ！　陛下、離して！　私、もうちゃんと立てそうだから！

　だってね？

　この場に居る全ての人の冷たい視線が一斉にコーエンさんの方へ向いたんだよね！　それでもって睨んでるの！　ぎりぎりぎりぎり突き刺すように睨んでるんだよ！

　陛下やルドルフさんは勿論の事、リーザや妖精二人、ディルクさん、ここまではね、分かる！　分かるよ、私！　でもね？　そこにさ、あのロマンスグレーなヘロルドさんや、陛下の忠犬グイードさんまでが加わっているんだよ！

　睨んでないのはさ、私と、ディルクさんの頭の上に居るウオちゃんだけなんだよね！

　ウオちゃん、皆がコーエンさんを睨んでいるのに、やっぱり陛下を見続けているんだよ、あの小さな瞳で！

　あー…コーエンさん、もう震えあがっちゃってるよ。分かるよ、私は！　私がコーエンさんなら、たぶんもう失神していると思う！　偉いよね、コーエンさん！　まだ意識保ってるもんね！　尊敬します、貴方を私！　ただ鈍いだけなのかもしれないけどさ！

　陛下がすっと息を吸った。

「お前の仕事ぶりは、この小娘とディルクから聞いた。───随分と活躍しているようだな？」

　陛下のブリザードを纏まとった声音がコーエンさんを直撃した。

　コーエンさんはプルプルと赤ちゃんチワワのように震えまくっている。正直、痛々し過ぎて見ていられない。なんだか彼を保護して上野動物園か旭あさひ川かわ動物園にでも連れていってやりたい気分だ。

「お前は侍女の控えていない小娘の部屋を夜に訪れ、不審極まりない代物を渡したとか」

　寝不足であっても澄んだ紫の瞳を陛下が細めた。

「まずこの点だけでも衛兵としてのお前の行動は間違っているよな？　小娘は確かに珍獣だが、一般的に見れば年頃の娘でもある。侍女の控えていないその娘の部屋に、衛兵であれお前ひとりが扉を開けさせる、この城は何時、衛兵にそのような行為を許した？」

「ひっ」

　コーエンさんの引き攣れた声が珍獣部屋に響いた。

　彼はもう、赤ちゃんチワワが銭湯の煙突の先に括りつけられてしまったかのような震え方だった。

「それにだ。小娘に不審極まりない小瓶をそのまま渡したとか。お前は中身を知っていたのか？　コーエン」

　コーエンさんの震えがますます加速する。

　私は彼がこの場で失禁しないのが不思議でならなかった。見る限り、かなりの恐怖を彼が感じているのが分かる。

「コーエン・バーレ、余の問いに答えよ」

「ぁっ……え、えっと、し、知りま、せんでした！　あの、全く知りませ───」

「だろうな。お前が意図して渡したとは余も思えん。しかし、ならば何故、中身の不明な物を小娘に渡した？　これは余が保護している珍獣だが？　小娘に何かあった場合、お前はどう責任を取る？　余は今、小娘が命を落とす事を望んではいないが？」

　コーエンさんの瞳の焦点が怪しくなってきた。

　おおぅ、これ以上責めるのはヤバイのでは、私はそう思ったけれど、陛下は追及の手を緩めなかった。

「それにコーエン、お前は実に面白い事も言っていたそうだな？　ディルクから聞いたんだが、お前は小娘のあげた悲鳴を余との行為の末だと思ったとか」

「……もっ、申し訳っ、ご、」

「お前のような者の謝罪なぞ聞きたくない。それよりだ。もしも、たとえそうであったとしても、お前は立場上ディルクには報告すべきではなかったのか」

　陛下が珍獣部屋の空気を危うい緊張感で張り詰めさせながらコーエンさんを咎め続ける。

　彼は抱き支えている私の髪を、まるで膝に乗せた猫の毛を撫でるかのように、空いている方の手の指で絡ませては解いていた。

「お陰でな？　余と小娘は一晩中、城の地下を彷徨う破目となった。その責任、お前はどう取る？」

　コーエンさんの震え続けている顔がだんだん土気色になってきていた。

　私は赤ちゃんチワワのそんな状況をもう少しも見ていられなくて、陛下を止めようと心に決める。

　私以外の人間は動かない。彼ら、彼女らは変わらず冷たい視線をチワワに向け続けているだけだ。

「……ねえ、陛下」

　体を抱きかかえられている陛下の腕を、私はパシパシと叩いた。

「なんだ、小娘」

「もういいじゃないですか。コーエンさん、大反省してますよ、きっと」

　私の言葉に陛下が深く息を吐いた。

　彼は私の髪を弄るのを止め、軽く梳くように整えてくれると腰に手をあてた。

　そして、うんざりといった声を出す。

「やってられんな、本当に。────コーエン・バーレ、お前は本日付けで解雇だ」

「えっ……」

「当然だろう？　昼までには城を退去せよ。それを超えて残留していた場合、相応の処罰を下す。────ああ、そうだ。その前に最後に申しつける。城の針子にアニという者が居る。至急この場に呼べ。それと王室専属の細工師イェルクに、昼過ぎにでもルドルフのもとへ行くよう伝えよ。───出来るよな、それくらい」

　陛下に矢継ぎ早にやる事を言い付けられて───といってもふたつだけなんだけれど、チワワは戸惑ってしまったようで、目をきょろきょろと彷徨わせた。

　その間ま怠だるっこしい様子に、収まりつつあった陛下の怒りのベクトルが一気に上昇方向へと向かう。

「いい加減にしろ！　余は使えない人間は嫌いでな！　お前には今日までの給金を払うんだ！　その程度の役には立ってもらおう！」

　陛下の怒声にチワワ───コーエンさんは身を飛び上がらせた。

「はっ、はひぃぃぃ」

　返される間の抜けた返事に陛下の整った黄金の眉がぴくりと動く。

　そしてこの場に居る誰もが予想だにしなかった出来事が起こったのは、この直ぐ後だった。
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　とにかく怖すぎて焦っていたのだろう、パニックになりかけて───いや、完全にパニくってしまったコーエンさんは、陛下の言い付けを実行するためにそのまま前へと走りだした。

　でも、そんな彼の前には珍獣部屋に開いた穴があって───。

「あぶない、コーエンさん！」

　私の叫びに、近くに居たルドルフさんが飛びだしたコーエンさんの腕を掴もうと素早く動く。

　でも間に合わない、そう私の目に見えた時、ディルクさんの頭上に居るウオちゃんが声を出した。

「きゅんきゅん、きゅぴぴ、みゅんみゅんぴ！」

　ウオちゃんの声が止んだ途端、ズンと腹に届くような音が辺りに響いた。そして一瞬にしてコーエンさんの足元に床が出現する。

　珍獣部屋に居る全員が目を剥むいた。

　陛下や私をはじめとした人間が居る前で、珍獣部屋に開いていた穴が塞がったのだ。たぶん元通りに。開いていた形跡はパッと見た感じでは見当たらない。少しの溝も無かった。綺麗なツルツルとした大理石のような材質の床が其処にあるだけで───。

「……ふ、塞がった。陛下、穴が塞がりました！」

「…………塞がったな」

　私の言葉にポツリと返した陛下が、とにかく疲れたといった様子で眉間をぐりぐりと揉みだした。

　そんな陛下以外が注視する先では、コーエンさんがポカンとした顔で一瞬にして出現した床の上で尻持ちをついている。

　その後、暫く誰もが無言だったけれど、流石職業が国王といったところだろうか。陛下がその場の時間を動かした。

「……やはりこの部屋は臭いが酷いな。移動するか、余の部屋に」

「……そうでございますね。では皆様、こちらへ」

　陛下の言葉にまず反応したのはロマンスグレーのヘロルドさんだった。彼は黄金の格子を開けると、引かれていた仕切りの布を小さく開けて陛下を待つ。

「コーエン・バーレ、呆けている暇は無いぞ？　お前はそちらの扉から行け。直ちに余の申しつけた事を実行に移せ」

　陛下が私を抱き支えていた腕を解きながらそう言ったけれど、コーエンさんの硬直が解ける様子は無かった。

　そんな彼の襟首を問答無用で掴んだのは、陛下の忠犬グイードさんだ。

　グイードさんはコーエンさんの襟首を取ると、彼を引きずって廊下へと続く縦幅の低い扉の方へと連れて行き、扉を開けた途端にコーエンさんを足で蹴り飛ばして廊下へと放り出す。

　その乱暴さに私は驚いてしまったけれど、更に驚かせたのはこの場に居る面々の方だった。

　陛下が私の二の腕を掴んだ。いきなり掴まれたので私が彼の顔を見ると、陛下は顎をくいとヘロルドさんが居る方へと動かす。

「移動するぞ、小娘」

　言って彼は私を引っ張るようにして歩き出した。

「え、ちょっと陛下?!」

「ぐずぐずするな」

　陛下は私をぐいぐい引っ張りながら、さっさと珍獣部屋を後にしようとする。

　私はそんな彼に驚き、疑問に思いながら後ろを、残りの面々を振り返ると、彼らも陛下に続いて珍獣部屋を後にしようとしていた。

　え、何で？

　私の疑問だらけの視線を受け取ってくれたのはディルクさんとリーザだった。

「珍獣様、早く出ますよ。この部屋は臭いが酷い」

「この臭いは長く吸い続けるものではございません、珍獣様。後で何か良い香りのものをご用意致します」

　そう言ってディルクさんは私の背を軽く押し、リーザは優しい微笑みを浮かべてくれたけれど、そうじゃなくてね？

「え、皆、ちょっと待って？　ねえねえ、原因究明とかしないんですか？」

「原因究明？」

　陛下、私、ディルクさん、リーザの後に続くルドルフさんが、気難しい声音で問い返してくる。

　私はそれに少々怯んだけれど、疑問に思っている事を言う為に小心者の心を頑張って奮い立たせた。

「え、だって、今、床が塞がったじゃないですか。その原因とか調べないんですか？　少なくともちょっと叩いてみるとか、下の階に行って見てみるとか、誰か有識者を呼びつけるとか、ウオちゃんを調べてみるとか……」

　私の至極当然な疑問の言葉に、何故だか全員が一斉に呆れたように溜息をついた。

　何故？　え、本当に何で？

「小娘、余はな、疲れていると何度も言わなかったか？」とは陛下。

「珍獣様、世の中にはですね、とりあえず見ない事にしておいた方がよい事が往々にしてあるんですよ」とディルクさん。

「そうでございます、珍獣様。ここは一旦置いておいて、陛下の部屋へ行かれた方が宜しいですわ」とリーザ。

「ご所望でございましたら、お茶をご用意致しますわ」と妖精その一。

「そうでございますわ。今朝方、レネヴィア王国から特産の保存のきく焼き菓子が届きましたの。とても美味しいお菓子でございますから、ご所望でございましたらご用意致します」と妖精その二。

「珍獣様、私も忙しい身でしてね。見なかった事にした方がよい事に割く時間は無いのです」とルドルフさん。

「…………」はグイードさん。

「さあ、皆様、あまり開けていると臭いが陛下の部屋に移りますのでお急ぎ下さい」とヘロルドさん。

　えー…おかしくない？　それって！

　私は彼らの思考回路が理解不能すぎて、驚きに口を開けてしまう。

　そんな喫驚中の私を余所に陛下はとにかく引っ張るし、ディルクさんは背を押すし、他の面々は黄金の格子に集まってくる。

　なになに、見なかった事にするっていうのはトリエスでは一般的な発想の仕方なの？　確かにそうした方がいい時もあるよ？　でもさー、今回はそれって違くない？　明らかにアヤシイよね、ウオちゃんも、あの床もさ！　調べた方がいいよね、普通に考えなくても！

　その見なかった事にするっていう考え方はトリエスの国民性なの、もしかしなくても！

　やややっ、それってばさ、トリエスって日本みたいな技術立国になれないフラグ立ったよね？　完全に立ったよね、今！

　だってさ、日本人だったら少なくとも調べるよ！　今、この時点でさ！

　まず床を叩いてみるよね?!　下の階からどうなっているのか確認するよね?!　最新式の機材を運んで測量してさ、這いつくばってでも詳しく床を調査するよね?!　ウオちゃんなんて、血は抜かれるわ、レントゲン取られるわされるよね?!

　マジでー…。私ってばさ、この人たちと心の底から分かりあえる日って来るのかな？

　なんかさ、無いような気がするのは気のせいかな。

　そういえばさ、私が現れた時の状況をディルクさんに秘密の小部屋で聞いたけどさ、今考えると、あれだって物語の魔法のような状況で私が現れたのならさ、普通なら徹底的に調べるよね？　調査するよね？　私を拷問レベルで尋問したりとかするよね?!

　ディルクさんの表現能力で言う闇と光が渦巻いて私が突然現れたんならさ、陛下が何と言おうと普通はさ、国王陛下の隣の部屋に私を泊らせたりしないよね？　陛下ってばさ、トリエスで唯一の直系王族でしょ？　ひとりしか居ないんだよね、直系王族！

　もしかしなくてもあの時、トリエスの国民性を皆遺憾無く発揮しちゃったのかな?!

　私が現れた過程を皆して見なかった事にして、現れた私だけに対応した?!

　最悪だよ！　ちょっとその国民性、未来のトリエスの子孫たちの為に修正した方がいいと思うよ、私ってば！　大きなお世話だと思うけどね！

　そんな私の心の叫びは当然の如く無視されて、私は陛下に二の腕を引っ張られながら彼の部屋へと入った。

　陛下の部屋に入ると、廊下への扉付近に陛下付きの侍女さんが十人ほど控えていた。

　陛下と私の後に残りの面々も次々に入室してきたから、今現在彼の部屋は、陛下、私、ディルクさんにウオちゃん、ルドルフさん、リーザに妖精二人、グイードさんにヘロルドさん、陛下付きの侍女さん十人と一気に人口密度が高くなる。

　控えている十人の侍女さんらが一斉に腰を落として礼を執っていても陛下は眼中に入らないようで、彼は気にせずに私の二の腕をぐいぐいと引っ張りながら、寝台より少し離れたところにある豪華だけれど小振りの机へと向かっていった。

「ルドルフ」

「はい」

　陛下と私の後をルドルフさんがついてきていた。他の面々は一定の距離を保ってルドルフさんより後についてきている。陛下付きの侍女さんらは扉の傍から動く気配は無かった。

　陛下は空いている方の手で髪を一度掻きあげると、辿りついた机の椅子の背凭れにその手を置いた。

　澄んだ紫の瞳が机の傍らに立ったルドルフさんを捉える。

「悪いが今日は一日休ませて欲しい。予定されている全てを後日にずらしてくれ」

　陛下のその言葉にルドルフさんの眉が上がった。

　彼は碧あおい瞳に不愉快そうな色を滲ませる。

　二人の間に凍えそうな青紫色の火花が散っているように見えるのは、私の気のせいだろうか？

　そんな二人が怖くなってしまって、二の腕を掴まれ行動が制限されていながらも、私は陛下の体に隠れるように身を寄せた。

「本日はサデヴァ側の者との内謁が組まれましたが？」

「そうなのか？　何時来た」

「未明に」

　ルドルフさんの回答に疑問を覚えたのか陛下が眉をひそめた。

「随分と早くないか」

「一昨日夜の総攻撃命令より以前に既に此方へ向かっていたようです」

「情けない。誰が来た」

「ガリス騎士団総長ベルトラン・バレスです」

「あの程度の規模で騎士団と称し、総長を名乗るとは笑わせる」

　陛下は言い捨てると、暫し思案するように手をついていた背凭れをとんとんと指で叩いた。

　そんな彼を静かに見ていたルドルフさんが、碧眼に侮ぶ蔑べつを滲ませながら継ぐ言葉を口にする。

「仕方ありません。名だけでも権威を示したかったのでしょう。年若い女王の色香に惑わされた愚か者なれば」

　陛下の紫の瞳にも侮蔑の色が浮かんだ。

「あの女も大概だ。国を内戦へと導いた愚王が。───まあよい。放っておけ。どちらにせよ結果は変わらん」

「ですが───」

「変わらないし、変える気もない。何か申すようであればガルダトイアにでも行けと言え」

「それは彼をただ放逐するという事ですか。わざわざ懐に飛び込んできた者を？」

「価値が無い。───それより休みが欲しいんだ、ルドルフ。どうしようもなく疲れている。寝かせてくれ、今日一日休みをくれればよい」

　疲労が限界に近いのか若干苛つきだした感じがする陛下の言い様に、ルドルフさんの方が折れた。

　彼は指で眼鏡をつと上げると、机の端に置いてあった書類らしき三十枚くらいの紙の束を中央に移動させた。

「仕方ないですね……分かりました。今後は遊びも程々になされますよう」

「遊び？」

「違うのですか？　そちらのお嬢さんと」

「何を馬鹿な事を。それより幾つか手配してもらいたい事がある」

　陛下が私の二の腕をようやく解放し、机の椅子に座った。

　放された腕をほぐす為に、私は肩からくるくると三回ほど回す。

　それが済んで身の置き所に一瞬迷ったけれど、向こうに行けと言われた訳でもないので、なんとなく陛下の横に立って黙って彼の手元を見ていた。

　先程からお仕事の話が開始されているっぽいし、流石に私は口を挟んではいけないだろう。

　陛下はルドルフさんに手渡された書類らしき紙をパラパラと捲り、幾つかに纏め分けると、まずそのうちのひとつを、紙の下部分だけが見えるように手早く広げていった。

　これはあれだ。サインをする場所だけを覗かせて一気に書き上げる気だ。

　陛下は机の端に立ててあったペンを手に取り、彼から見て左上の紙からサラサラと書いていく。予想通りサインだけをしている感じだ。

　私はサインの流れ作業には興味が無かったから、幾つかに纏められた他の紙の一枚を手に取ってみた。陛下は特に咎めない。

　手に取った紙には『国王誕生式典招待客第二次案』とあった。

　あれ？

　そんな私の疑問符を余所に、陛下の手元を見ていたルドルフさんが、サインをし続けている彼に応えた。

「手配してもらいたい事とは？」

「ひとつはバルツァー法務長官にウオ……ディルクの頭上に乗っているあの醜悪な両生類の事なんだが、あれを珍獣三号とする手続きをしろと伝えて欲しい。名前はウオだ」

「珍獣三号？　先程から気になっておりましたが、なんです、あの色は」

「……分からん。出入り口が消えた怪しい地下で拾った。詳しい事は明日にでも話す。それと、ふたつめはグイードが持っている生物の死骸だが、あれもウオが居た場所で拾った。あれが何なのか学者に放り投げろ。他にも調べて欲しい物があってな、詳細はグイードに……いや、それも明日話す」

「分かりました」

「みっつめは今から書く人間を今日付けで解雇し、即刻城から叩き出せ」

　陛下はサインをし終わった紙をとんとんと机の上で纏めると、それをルドルフさんに手渡した。次いで机の引き出しを開け、中から数枚の紙を取り出す。

「叩き出す？　何をしたのです？」

「これも理由は明日だ。とにかくどうしようもない連中でな」

「それでは一方的解雇になりますが……まあいいでしょう、分かりました」

「よっつめ。金貨五千と銀貨三枚、昨日伝えるのを失念していたんだが、今後、珍獣向け小遣いとして毎月銀貨一枚を支給すると小娘と約束した。今日中に用意してくれ」

「金貨五千？　少々額が大きいですね。理由は？」

　ルドルフさんが眉をひそめたのに、陛下が苦虫を潰したような顔をした。

「……言いたくない」

「しかし」

「どうしても言いたくない。聞いてくれるな」

「…………」

　陛下の些か強い口調に、ルドルフさんが黙した。

　二人の会話に少しだけ間が出来た隙に、私はここぞとばかりに口を挟む事にした。

　言わなければならない事に気づいたからだ。

「あ、陛下」

「小娘！　余は二度と口に乗せるなと言ったが?!」

　話しかけただけなのに、陛下は条件反射のように瞬時に反応して声を荒げた。

　彼の綺麗な紫の瞳が机上から私の方へと向き、ギッと睨んでくる。

　私はその様子に呆れた。勘違いも甚だしいからだ。

「ややっ、言いませんよ、理由。何、怒ってるんですか。そうじゃなくて、銀貨が一枚足りません」

「何？」

「ウオちゃんの分！　ウオちゃんも立派な珍獣三号ですからね！　ウオちゃんに対するお小遣いの支給を同じ珍獣として要求します！」

　私が鼻息を荒くしてウオちゃんの為に当然の事を要求すると、陛下が目を閉じてうんざりとした顔をした。

　彼は机に肘をつき、黄金の髪に指を差し入れて頭を抱える。

「…………ルドルフ、追加してくれ」

「…………分かりました」

　二人の声に何やら力が無い。

　何で？　と不思議に思いつつも、彼らのお仕事会話がまた再開してしまう前に、私は自分が聞きたい事を此処で強引に捻じり込む事にした。

　頭を抱え、目を閉じ続けている陛下の頭上に軽くチョップを一回入れて、彼の旋毛をぐりぐりと押してみる。

　これで陛下ってば明日は便秘だね！

　なんて思いながら、私は気になる書類らしき紙を彼の目の前に差し出した。

「…………」

「…………」

　陛下が目を開け、ルドルフさんが一瞬だけ頬を引き攣らせた。

「……お前な。余は一応国王なんだがな」

　分かってはいなそうだが、と疲れきった様子で陛下は顔を上げた。

「なんだ、小娘」

　陛下が話を聞く姿勢をとってくれたので、私は彼の前で気になる紙をピラピラと振った。
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「ねね、陛下、誕生日が近いんですか？」

「何？」

「これこれ」

「……ああそれか」

　差し出していた紙を陛下が手に取った。長い黄金の睫毛に縁取られた紫の瞳が紙の上をサッと走る。

「ねぇ、陛下、式典があるって事はさ、夜会とかもあります？」

　女の人がドレスを着て、値段張っちゃってる宝石を身につけてさ、ビシッと正装した男の人が恭しく彼女らの手を取って、ダンスになんて誘っちゃってさ！

　陛下の顔みたいにキラキラした広い会場で、皆くるくると優雅に踊っちゃうの！　映画みたいにね！

『愛と絶望の黒薔薇魔帝国物語』でもあったんだよねー、そういうシーン！

　私ってば脳内で何度パーシヴァル様と踊るのを妄想した事か！　ダンスの最後は当然熱い抱擁とキスで締め括ってるよ！

　陛下が椅子の背凭れに体を深く預け、手に持っていた誕生式典について書かれていた紙を机上に放った。

「あるぞ。とりあえず国王だからな。一通りの事はやらなければならないんだ。くだらないが」

　陛下のその言葉に、たとえ自分が夜会に出る事は無くても私はワクワクしてくる。

　だってさ、夜会といえばパーティーの事でしょ？

　だったらさ！　だったらだよ！

　やややっ、涎が出てきたよ、私ってば！

　じゅるん、じゅるん。

「陛下、夜会ってお食事出ます？」

「出る」

「いいなー。私も食べたいなぁ。夜会に出るお食事って美味しそう！」

　きっとさ、我が家の経済事情では決して口にする事の出来なかった美味しい料理がいっぱい出されるんだよ！

　私ってばさ、人生十八年、ちゃんとしたコース料理を口に出来たのは、トリエスに来て食べた昨日の夕食が初めてなんだよね！　迷っちゃったんだよね、私！　どのフォークとナイフから使っていいのかとかさ！　フィンガーボールだって存在は知っていたはずなのに、思いっきり間違えたんだよ！　リーザがさ、驚愕の顔で止めに入ったんだから！

　異世界日本では当然コース料理なんて一度も食べた事は無いよ！　フランス料理は勿論の事、イタリアンもさ、和食の懐石料理なんて論外だったよ！　パパめ！　意味ナシ中間管理職が！　なにが課長代理だ！　部下が居ない時点で終了だよ！

　そんな私の心の叫びが聞こえたはずは無いだろうに、陛下が可哀相な子を見るような目で私を眺めながら眉を下げた。

「食べればいいだろう？　出ればいい」

「え、出てもいいんですか？」

「ああ」

　陛下が実にあっさりと許可を出すのに私は驚く。

　やややっ、これはもしや、とりあえず言ってみてラッキーっていう状況じゃないの?!

　いやーん、ナイス私！　やっぱり何でも欲望願望、加えて妄想は口に出してみるべきだよね！　うふ！

　私は出席許可が下りた夜会で出されるであろう美味しい料理達に、脳内の全領域が支配され始める。

　その期待に黒い目をキラキラと輝かせて、私は嬉しさのあまり陛下の首に抱きついた。

　彼の黄金サラサラストレートな髪が、私の頬を優しく撫でる。

「……小娘」

「ねね、陛下、ローストビーフとか出ますかね？」

「ろーすとびーふ？」

「はい！　えっとですね、ローストビーフとは、四本足の動物の肉の塊を香辛料をつけて紐で縛って半生に焼いて、薄めに切って薬味のきいたソース？　を付けて食べる料理の事です！」

　テレビのグルメ番組で観た憧れのローストビーフを思い浮かべながら、陛下にどうしても分かってもらいたくて私が一生懸命説明をすると、それまで黙って聞いていたルドルフさんが顎に手をあてながら口を挟んできた。

「シュイネブーテンの事ですかね」

「そうだろうな。小娘、シュイネブーテンは多分それに近いぞ。定番だから出ると思う」

　マジで?!　やっばい、超嬉しい！　念願のローストビーフが食べられるんだ！

　あまりの幸運に嬉しすぎて、そして、それを食べさせてくれるスーパーお金持ち陛下にとにかく感謝の気持ちを伝えたくて、私は彼の頬と目め尻じりにチュッチュッと二回ほどキスをしてみた。

「小娘、お前な、いい加減に───」

「陛下！　超超超ありがとうございます！」

　私はもう感激すぎて彼の耳横付近にぐりぐりと顔を押し付けた。

「止せ、擽ったい」

「陛下、私ね、もうずっとずっとローストビーフが食べたかったんです！」

「そうか、良かったな？」

「千夏ちゃんがね、」

「……そこでまた、チナツが登場するのか」

「千夏ちゃんが従兄の結婚式で、会場は都内の一流ホテルだったんですけどね？　そこで食べたローストビーフがめちゃくちゃ美味しかったって、ずっとずっと言ってたんです！　陛下、ウチね、家計がちょっと苦しい家で、スーパー……お店のお惣そう菜ざいで三百五十八円のお手頃価格で売っている、千夏ちゃんが食べたのより遥かに格下のローストビーフも買ってくれない家だったんです！　ママが『あんな少ししか入っていないの、オカズにならないでしょ』って！　食べたかったのに！　物凄く私、食べたかったのに！」

「…………分かった、分かったから小娘、少し離れろ、首が絞まっているんだ」

　陛下が首に巻き付けていた私の腕を強い力で解いた。

　そして私の顔を見るなり呆れた顔をする。

　陛下の親指が私の頬を滑った。

「お前は本当によく泣くな。今、涙を流すようなところがあったか？」

「だって、だって陛下、私ってばローストビーフを食べられるのが本当に嬉しくって、凄く凄く楽しみで、」

「まあ楽しみなのはいいがな、小娘。嬉しがっているところに現実を突きつけるのは流石に悪いと少々余も思うんだがな？　だがな、お前の言うろーすとびーふとやらは、お前がカラフェス一個分は落としてからだ」

「……え」

　なになに、今、陛下ってば何を言ったの？

　私は彼の言葉を上手く咀嚼出来ずにきょとんとしてしまう。

　陛下はそんな私に少しだけ首を傾げてみせた。

「カラフェス一個分の体重をまず落としてからだと言った。───リーザ」

「はい、陛下」

　リーザの方へ向いた陛下に、彼女は一歩前へ出た。

「小娘はこれから痩せる予定でな？　減量をさせるから、今日からそれ用の食事を用意させろ」

　私同様、リーザもきょとんとした顔をした。

「減量、でございますか？」

「ああ。余の誕生式典までに少なくとも二ラルド、減量自体は四ラルド落とすまで続けろ。まあ小娘の場合、六ラルドは減らした方が良いとは思うが、いきなりそこまでは難しいだろう、小娘の性格的に」

「……か、畏まりました、陛下」

　リーザが少々言葉に詰まりながらも何とか返事を陛下に返す。

　彼女の表情は心底驚きました、といった感じだった。

　そんなリーザにちらりと視線を向けた後、陛下に一言言ったのはディルクさんだ。

「酷いですね、陛下。貴方は本当に」

「そうか？　現実を教えてやり、修正への道を提供するのは逆に親切だと余は思うが？　───ルドルフ」

「何か？」

「小娘には減量の為に城の練兵場で運動をさせる事にした。全騎士団に話を通しておけ」

「は？　本気ですか？」

　ルドルフさんもリーザ同様、心の底から驚いたのがまる分かりな表情を見せる。

「本気だが？　それと城に居る全ての者を自由に使ってよいとも許可を出した。それも通達しておけ。ああ、お前も含むぞ、その中にはな」

「何故？」

「何故？　お前なら分かると思っているが？」

　ルドルフさんが一瞬だけ息を止めた。彼は私を見ると少しだけ目を細める。

「……御意」

　ルドルフさんの了承の意に陛下は満足そうな笑みを見せ、宝石のように綺麗な紫の瞳を私の方へ向けた。

「という事だ、小娘。頑張って減量に励め」

「……陛下さぁ」

「なんだ」

　折角、人生初のローストビーフで喜んでいたのに水をさされ、私はどうにもやっていられない気持ちになり、頬を膨らませた。

　その膨らまし度合いといったら、指で少しでも押せば一気に口から空気が抜けてしまう程にパンパンに入っている。

　それを目にした陛下が、右手を伸ばして私の頬に触れた。

「お前の頬は驚く程に膨らむんだな」

　陛下は感心したように触れている手の親指で私の頬を撫でた。

　そして彼が親指にちょこっと力を入れて押したので、私は一気に口の中の空気を吐き出す。

　吐き出した空気が彼の黄金の髪を揺らした。

「陛下さ、私がこれまでに読んだ異世界転移モノの話ではですね？」

「……また異世界転移ものの話か」

「まあ、聞いて下さいよ。その転移モノでね？　主人公の女の子がさ、転移先で痩せろだの、減量用の食事が用意されるだの、練兵場で運動しろとかさ、これまでに読んだ事が無いんですけど！」

　一度もね！

　私の言葉に陛下は面白そうに片眉を上げた。頬に触れていた彼の右手が私の顔を下に滑り、顎を捉える。

　陛下の顔に、この世の誰をも魅了し捕縛してしまうかのような極上の笑みが浮んだ。

「そうなのか？　良いではないか、別に。お前をその異世界転移ものとやらの主人公にたとえるのであれば、記念すべき減量主人公第一号だ。良かったな？　おめでとう」

「ちっとも良くありませんよ！」

　あんまりな陛下の言いぐさに私は彼の手をパシッと払い、ついでに首でも締めてやろかと掴みかかろうとした時、廊下側の扉が叩かれた。

　それに陛下付きの侍女さんらが応対する。

「陛下、お呼びになりました針子のアニと申す者が参っておりますが」

「通せ」

「畏まりました」

　陛下付きの侍女さんらが上品な仕草で動き出し、昨日見た姿と殆ど変わらない男悩殺系爆乳美女アニを部屋へ通した。

　部屋に通されたアニは、怪訝そうで、そして何処か警戒と恐れを抱いているかのような表情をちらつかせながら、扉からそう離れていない場所で陛下に礼を執る。

「お呼びとの事で参りました。針子のアニと申します」

「急に悪かったな」

「……いえ」

「其処では話し難い。此方へ来い」

　机の椅子に腰を掛けたまま陛下がそう言ったのに、アニは動かずに───いや、動けない様子でいた。

　そんな彼女を私は不思議に思い首を傾げる。

　どうしたのだろう、アニは。昨日はあんなに姐さんモードを発動していたのに。

　私と同じように思ったのかどうかは知らないけれど、陛下が眉をひそめながら椅子から立ち上がった。

「どうした、アニとやら」

「……いえ、申し訳ございません」

　アニは二度ほど深呼吸をして、すっと顔を上げ、陛下と私の近く、リーザが立っている付近にまで足を進める。

　アニはリーザや妖精、陛下付き侍女さんらとまではいかなくとも、私から見ればとても品のある静かな動作で此方の方へと向かってきた。

　しっかし、アニのあの爆乳は本当に羨ましいなぁ。あれだけ静かに歩いているのに、たわわな胸が柔らかそうに揺れてるよ。

　トリエス基準の露出の少ない服が口惜しい限りだね。アニのあの爆乳なら、谷間を下品にならない程度に見せた方が物凄く魅力的なのに。

　そしてさ、私の憧れである谷間にペンダントが自然に挟まるっていう現象がさ、アニなら労せずして可能なのにさ。

　私はアニの爆乳の柔らかさと大きさを直接触って確かめたくて、陛下の横で思わず両手をにぎにぎとさせた。
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　アニがリーザの横で止まると、陛下が彼女に声をかけた。

「お前の事は小娘から聞いた」

「…………」

　陛下の前で、アニが無言で再度礼を執った。

　その動きに彼女の爆乳がまた揺れる。

　その甘い誘惑に私は生なま唾つばをゴクリと嚥下する。

　やっばい、もうね、本気で耐えられないよ！　辛抱堪らんってこの事だよね！

「ねねね、陛下！」

「小娘、余は今、アニと話をしているのだが？」

　陛下が私の頭に手を置いた。

「ややっ、そうなんですけどね？　でもでも、もう耐えられないんですもん！」

「何が？」

　私はこちらに視線を向けてきた陛下の前で、両手の平を内側に自分の顔の前に持っていき、柔らかいボールを軽く押しては放す、といったような動きをしてみせた。

「パフパフです！」

　陛下の眉が不可解そうに寄った。

「ぱふぱふ？」

「はい！　陛下、アニってすっごい爆乳でしょ？　ちょっと揉んでみたくなりませんか?!　私ってば、アニの乳をモミモミ揉んで、んでもってあのたわわに実った豊乳の間、深過ぎる谷間に顔を埋めてみたいんです！　パフパフとはですね、乳の間に顔を埋め挟む事ですよ！　柔らかくていい匂いがするんです、きっと！」

　私の予想だとアニってば、爆乳なだけじゃなくて美乳だとも思うんだよね！

　陛下が意味を聞くから詳しく教えてあげたのに、彼の蟀谷が即座に波打ち、またもやアイアンクローが炸さく裂れつした。

　ぎりぎりと頭を掴み上げる陛下の左手を私は外そうと試みるけれどビクともしない。

「いった！　痛い痛い痛い、陛下！　ドドＳ男！　痛いってば！」

「お前な、本人の前でそういう事は言うな！」

　陛下が声を荒げて私を叱りつけた。

「何でですか?!　アニの爆乳を見たら誰だって思う事を私は正直に言っただけですけど?!」

　正論だと思うよ?!　少なくともこの場に居る陛下やルドルフさん、ディルクさんもグイードさんもそう思っていると思うよ！　ちなみにヘロルドさんはロマンスグレーだから除外ね！

「お前の頭のおかしい発想が他者と同じだと思うな！」

「どういう意味ですか?!」

「言葉通りだ！　アニ！」

「は、はい、陛下」

　陛下が呼ぶのに、アニの驚きに満ちた声が直ぐに応える。

「小娘の妄言は一切気にするな！」

　言って陛下は気持ちを落ち着かせる為か、私に対するアイアンクローはそのままに、暫し瞑目してから継ぐ言葉を口にした。

「───アニ、お前に申しつけたいことがある」

　陛下の言葉に、アニの顔が僅かにだが緊張を見せた。

「何でございましょう」

「小娘の体に合わせ、服を用意しろ」

「服、でございますか？」

「そうだ。小娘はこれから減量する予定でな？　細くなっていくはずだから、それを前提にしろ。形は───いや、面倒だ、形も質も余と同じでよい。ああそうだ、これにドレスは不要だと初めに言っておく」

「酷い、陛下！」

「黙れ、小娘！　───分かったか、アニ」

「……畏まりました、陛下」

「それとだ」

　陛下がアイアンクローを外し、その手を私の肩に置いた。

　彼は呆れとも疲れとも取れる様子で息を吐き、私に一度視線を向けると、眼前で礼儀正しく指示を待つアニに視線を戻す。

「小娘がかぼちゃぱんつをどうにかしたいらしい」

「かぼちゃぱんつ、ですか？」

「下着だ。お前は小娘に付き合ってやれ。城の針子本来の仕事より優先してよい。放っておくとこの小娘は余の予測がつかん方向に暴走しそうだからな。相手をしてやってくれ。───ルドルフ」

「何か」

「アニの件、針子を管理している者に言っておいてくれ」

「分かりました」

「……これで言わなければならん事は全て言ったかな」

　陛下はとにかく疲れたといった感じで言うと、私の肩から手を放し、装飾の付いた高そうな上着の留め金に手をかけた。

「そろそろ寝たい。ルドルフ、何か余が急ぎですべき事は残っているか？」

「いえ、とりあえずは」

　ルドルフさんは陛下の机の上にあった書類らしき紙の束を全て回収し、ひとつに纏めていた。

「そうか。───疲れたな、本当に」

　陛下は上着を脱ぎ、それを机の椅子の背凭れにかけるように放ると、首回りにある装飾と、中のシャツらしきもののボタンの幾つかを外し出した。

　それを見て私は自分の身に纏っているものの存在を思い出す。

　今私が来ている服は借りものだった事を思い出したのだ。

　私は少々慌てた感じで借りていた上着の留め金を外すと、勢いよく脱いだ。そしてそれを簡単に畳み、ディルクさんの方へ走っていって、はい、と彼に差し出す。

「ディルクさん、上着、どうもありがとうございました！」

　本来なら洗って返したいところだけれど、今の私にそれは無理な事だったから、せめてと笑顔で服を差し出したのに、ディルクさんの反応は私が予想していたものとは違っていた。

　ディルクさんが額に手をあてる。

「……それは今、返してくれなくても良かったんですがね、珍獣様」

「え、何でですか？　あ、やっぱり洗って返した方がいいですか？」

　やややっ、そうか。やっぱり常識として洗わないとダメなのか。

　じゃあ、明日にでもリーザにお城の洗濯場に案内してもらわないと！

　そんな常識人私の今後のプラン思考を遮ったのは、シャツの襟元を緩め、寛ぎモードに突入しようとしていた陛下の怒声だった。

「小娘！」

「きゃっ」

　怒声と共に陛下に思いっきり腕を引かれ、私は足を縺もつれさせながら彼の体にぶつかった。

　折角畳んだディルクさんの上着が広がりながら床に落ちる。

　見上げると、凶悪な瞳で陛下が私を睨み据えていた。

「え、陛下ってば何で私を睨んで？」

　なになに、何で行き成り怒ってるの？　陛下ってば。

「余はな、言わなかったか？」

「何をですか？」

　分からなかったから当然の動作として首を傾げてみたら、陛下の額に何度見たのか分からない青筋が浮いた。

　やややっ、何でそんなに怒ってるの？　え、マジで何で？

　訳が分からなくて私が口をぽけっと開けていると、陛下が私のミニミニすけすけキャミソールもどきな寝衣の鎖骨部分を軽く引っ張った。

「余は透けていると言わなかったか？　地下で！」

　あ、そういう事?!　ていうか、うっさいなー、このウザ男！

　私は陛下のウザぶりに思わずムカッときて、彼に負けない眼力で睨み上げた。

「そんなどうでもいい事で直ぐに怒らないで下さいよ！　このウザウザ怒りんぼ男！」

「何?!」

「私こそ言いませんでしたかね?!　私は貧乳だから欲情しないし、いいですって！　陛下だって、私のこと貧乳だって言ったくせに！」

「言ってはいないだろう！」

「確かに貧乳って言葉は使っていませんでしたよ！　でも認めましたよね、『ああ』って！」

　無い胸とも言ったよ！　覚えてるからね、私！

「っ！」

　陛下が言葉を詰まらせたのに、私は小馬鹿にするように鼻で嗤ってやった。

　その瞬間、彼の額の青筋が倍増する。

　彼の身からドス黒い邪悪なオーラが滲み出した。

「───そもそもな」

「何ですか？」

「その寝衣もかぼちゃぱんつも、本来なら人に見せるものではないだろう！」

　怒鳴りながら今度は私のカボチャパンツの腰部分のレースを陛下は掴んだ。

「ちょっと！　純真可憐で麗しの乙女のカボチャパンツに触らないで下さいよ、変態！　それにですね、いいんですよ、こんなトリエス王国製もっさりカボチャパンツ！　異世界日本じゃ絶滅危惧種認定のブルマーよりも布地を使ってるんですから！　こんなの下着じゃありませんよ！　人前に晒したって、私ってば恥ずかしくも何ともありませんから！　なんだったらこの姿で城内一周しましょうか？　陛下が御所望なら王都一周してもいいですけど?!」

　その時はリオのカーニバル級に派手にいくからね！　頭にカラフルな羽をつけて、腰をフリフリ振りまくってやるんだから！

「誰が所望するか！　そんな事をしでかした日には即刻お前を投獄してやる！　大体な、恥ずかしくないだの何だの、そういう台詞はその柔らかすぎる腹を何とかしてから言え！」

　言って陛下は、カボチャパンツのレースを掴んでいた手を私の腹に移動させた。

「酷い、陛下！　っていうか何で掴むんですか！　人のオナカ！」

　信じられない事に、陛下は私のヘソ付近の肉をプニプニと揉んだ。

「これだ、この肉は余計だろう！」

「止めて下さいよ！　擽ったいです！　このドエロ変態男！」

　私は彼に揉まれるのが擽ったくて仕方なくて、とにかく離れようと身を引こうとするけれど、逆に陛下に腰を引き寄せられてしまった。

　陛下の揉み揉み攻撃は鬼のように続けられる。

「五月蠅い！　お前な、軽く触るだけでこれだけの弾力があるんだぞ？　おかしいだろう、この柔らかさは！」

「止めてってば！　嫌っ！」

「加えてだ！　小娘、二の腕も柔らかいんだ、お前は！」

　陛下はそう怒鳴ると今度は私の二の腕をモニモニと揉み出した。

「ちょっと！　止めて下さいよ、本当に！　嫌だ！　ねぇ、嫌だってば！　揉まないで下さいって！　陛下のエロオヤジ！」

「小娘っ！」

　そんなモニモニプニプニと半ば取っ組み合いの様相を呈していた陛下と私は気づかなかったけれど、彼の部屋に居た大半の人間があまりの驚愕度合いに口と目を全開に見開き、ルドルフさんとディルクさんの間では私たちの事で会話が交わされていた、らしい。










「なんだあれは」

　ルドルフさんが眼鏡中央の縁を押さえながら眉間に皺を寄せて唸った。

　ディルクさんは脱力したように首後ろに手をあてる。

「うーん……俺も迎えにあがった時から驚きの連続なんですよ。何と言っていいのか分からないんですが、仲が良いのか悪いのか。でもまあ、少なくとも普段のあの方では有りえないと言っていいですね、あれは」

　誓ってもいいですよ、とディルクさんがお手上げといった感じで軽く両手を上げると、ルドルフさんが瞑目した。

「───嫌な予感が」

「嫌な予感、ですか？」

　ディルクさんが陛下と私を見ていた視線を横に居るルドルフさんに向けた。

「物凄く嫌な……いや、きっと気のせいだ。そう信じたい」

「エーヴァハルト閣下？」

「戻る。仕事が溜まっているんだ。……腹立たしいからあの二人はもう早く寝かせよう」

　言って、ルドルフさんが手にしていた書類の束をくるくると丸め出したのを、ディルクさんは気の無いふうに目にしながら頭上のウオちゃんを撫でた。










　陛下が完全なる嫌がらせであんまりにも執しつ拗ように私の二の腕を揉むものだから、また彼の玉でも上げてやろうかと心の中で企てていた時、陛下と私の取っ組み合いをピタリと制止させるような怒声が部屋中に響き渡った。

「そこのお二方！　いい加減にしてもらいたいものですがね！」

　それに陛下も私も驚いてしまって同時に怒声のした方向へ顔を向けると、碧眼に冷たい炎をメラメラと燃やしているルドルフさんが私たちに厳しい視線を向けていた。

　その視線に怖くなってしまって、私は目の前の陛下に思わず抱きついてしまう。

　陛下が私の背を軽く抱くように片腕をまわした。

「陛下、今日はお休みをご希望ではなかったのですか」

「……そうだな」

「随分とお元気そうにお見受けしますが」

「……そうか？」

「サデヴァは今回の内謁に国の存亡を賭かけているのですがね。ガリスの総長個人は其処に女王の助命と保護の確約も目的に入れているのでしょうが、それでも決死の覚悟で参った満まん身しん創そう痍いの者に、貴方は其処のお嬢さんとの遊びで疲れたからとお会いにならない。それを知ったら、あの総長は憤死ものでしょう」

　ルドルフさんは手にしているメガホンのように丸めた書類を、もう一方の手の平にポンポンと叩きつけていた。

　なんだか彼は鬼のスパルタ家庭教師のようだった。

「どうします、これから仕事をされますか？」

「……いや、休ませてくれ。もう寝る」

「……あ、私も」

　ルドルフさんの厳しい視線と冷たい声音に負けた陛下と私は、二人して力無く同じベッド───陛下の広い寝台の方へと歩いていく。

　そして寝台に辿りつくと、陛下は左側から、私は右側からお互い無言で掛布を捲り、もそもそとその中へと入った。

　一旦体を横たえると、激しい眠気と疲れがドッと押し寄せてくる。

　私は極上の寝心地の陛下の寝台に満足しながら、掛布を口元まで引き上げた。

　急速に瞼を開け続ける事が難しくなって、私は逆らわずに目を閉じる。

　私が彼の寝台で眠る事に、陛下からは特に苦情は無かった。

　たぶん彼も私同様、いろんな事がありすぎて精も根も尽き果てていたのだろう。

　陛下には苦情を言う余力も、私の寝床を指示する余力も単に無かったのだと思う。

　陛下は身を横たえて掛布を胸下まで引き上げると、ヘロルドさんの方へと視線を向けた。

「ヘロルド、自然に起きるまで起こすな」

「……承知いたしました、陛下」

「全員下がれ」

　その言葉を終いに陛下の体から力が抜けていくのが、同じ寝台で横になる私に分かる。

　彼の寝台は広かったから私は端っこにでも寝ようと思ったのだけれど、日本では煎餅布団だったし、寝台の端に寝て落ちるのが怖かったから中央へ───陛下の方へと瞼を閉じながら移動した。

　陛下の腕に体があたり、少し戻ろうとしたけれど、もうどうしようもなく眠くて、私はそのまま意識を失いそうになる。

　そんな私を陛下は特に突っぱねるでもなく、彼は何処か諦めたように小さく息を吐くと掛布を更に引き上げた。

　そして数秒後、陛下と私はほぼ同時に眠りの底に落ちる。

　───だから私たちは知らなかった。

　陛下はたぶん文句を言う気力が無かったから、私は寝る場所が無かったからってだけの理由だったんだけど、当たり前のように同じ寝台で寝入ってしまった陛下と私を、部屋に居た全員が唖然茫然の体で見ていたなんて。

　ディルクさんは頭にウオちゃんを乗せながら天井を見上げて脱力したようにふっと息を吐き、ルドルフさんに至っては眩暈を感じたようで額に手をあてて唸っていたらしい。

　ヘロルドさんは無言で陛下が脱ぎ散らかした服を淡々と片づけ出し、リーザと妖精二人も無言で遮光の為のカーテンを引いていたとか。

　アニは暫く固まっていて、グイードさんは陛下が放り捨てた短剣を拾い、彼の枕の下に差し入れて、───そして陛下付きの侍女さんらは。

　彼女らは、ただジッと陛下と私が眠る寝台を見ていたようだ。

　この日、陛下と私が寝入ってから半刻と経たないうちに、私たちが陛下の部屋で寝台を共にした事が王城中を走ったらしい。

　それが尾ヒレも背ビレも胸ビレも付けまくりで噂され、この日を境に、私への後宮方面からの攻撃が半端ない勢いで激化した。

　ルドルフさんもディルクさんもグイードさんもヘロルドさんも、そしてリーザも妖精二人もアニも口が堅そうだから、陛下付きの侍女さんらの誰かが流したのだろう。

　異世界トリエス王国にやってきて、幾らも時間は経っていないはずなのに、怒涛の嫌がらせが私に押し寄せる事となったのだ。

　不幸も此処に極まれりである。







小話　陛下と私と占い師







　ある日の昼下りの事。

　リーザに妖精、アニにゼルマさんといつものメンバーで陛下の部屋に居ると、ヘロルドさんがやって来た。

　彼は豪華応接セットで『い・ち・ご』の商品開発をアニとしている私に、ロマンスグレーの微笑みを向ける。

　それを見て、やっぱりセバスチャンだなぁ、と心の中で妙な関心をしていると、「陛下からの言伝でございます。『馬鹿な貴族が当たると評判らしい占い師を城に連れてきたんだが、小娘、興味があるのなら占ってみるか？』との事でございます。珍獣様は如何いたしますか？」とヘロルドさんが言った。

　手にしていたモコモコ生地の試作品をローテーブルの上に置くと、私はヘロルドさんの方へと体の向きを変える。

「占い師ですか？」

「ええ。なんでもダルスアーダより東方の国の者で、目を閉じるだけで占えるとか」

「おおおおおおぅ、目を閉じるだけって凄いですね！　エスパー、超能力者でしょうか？　どのくらい当るんですか？」

　異能力保持者なんて陛下みたい！　と言い足しながら私が目をキラキラと輝かせてみると、ヘロルドさんが苦笑した。

「さぁ、私にはなんとも。ただ、その占い師をお連れになった方は、自信満々でいらっしゃるそうですよ。陛下におかれましては呆れてあらせられました」

　そう言って、どうします？　といったようにヘロルドさんは目元を和らげると、私が座るソファーに近づいてくる。

「ややっ、興味あります！　有り有りです！　占って欲しいです！」

　あるよ！　私ってば占って欲しい事があるよ！

　はい！　はい！　と元気良く右手も左手も上げてみると、私を部屋の外へと促す為か、ヘロルドさんが立ち止った。

「では、琥珀の間にて行うそうでございますので、ご案内いたします」

「琥珀の間、ですか？」

「はい。陛下が外の者とお会いになられる際に、ご使用になる部屋でございます」

「おおおおおぅ、それは謁見の間という事ですか？　やややややっ、私ってば、ついにお城の主要部分にまで足を踏み入れる事に！」

　感激です！　と言いながら私が立ち上がると、ヘロルドさんは上品な微笑みを作りながら廊下に続く扉へと歩き出した。

　私はその後をテクテクと素直についていく。

「残念ながら、主要部分という程の部屋ではございませんよ」

「そうなんですか？」

「ええ。例えば国賓をお迎えになる際は、主に水晶の間をお使いになられますので。今回は占い師でございますし、本来ならば琥珀の間にもお通しになることはないのですが……」

「該当貴族が五月蠅かったり？」

「はい、そうでございます。占いなどインチキでいい加減なものに、何故、時間を割かねばならんのかと陛下は些かお怒りのようでいらっしゃいましたが、その貴族の方が、それはもう必死で」

「必死？　なんでですか？」

「きっと、昔に失ったものを取り戻したいのでございましょう」

　ドリーセン侯爵という方でございます、と言いながら、ヘロルドさんは重厚な扉を静かに開けた。










　ヘロルドさんに連れられて琥珀の間に入った私が最初に発した言葉は「ねね、陛下、私ってば此処から入っても良かったんですか？」だった。

　ヘロルドさんは部屋と先程言ったけれど、私にしたら大広間といっていい広さだ。

　言うまでもなく其処は豪華絢爛で、高い天井からは何個もキラキラシャンデリアがぶら下がっていた。大理石っぽい壁や何本もの円柱には複雑な模様が琥珀と黄金によって描かれている。

　どう見ても玉座な椅子に陛下は座っていて、彼は黄金仕様の肘掛けに片肘を預けて頬杖をついていた。

　私は玉座後方の左右にある扉から琥珀の間に入ったみたいだ。

　入室した瞬間、陛下を除く全員の視線を私は浴びる。

　多くはないけれど、琥珀の間には、陛下、部屋の中央に二人、両脇に二、三十人の貴族っぽい服装の男女が居た。

　パッと見る限り、私が知っている貴族は見当たらない。

「構わん。此方に来い。お前は余の横に立っていろ」

「はい」

　言われた通り、私は陛下の方へと向かった。

　が、横に立っていろと言われても、玉座は何段かの階段の上にある。

　上っていいのかどうなのか分からなかったから、とりあえず手前で足を止めると、クイッとした感じで陛下が顎を動かしたので、勇気を出して、私は多くの視線を感じるなか階段を上った。

「ヘロルドさんは主要部分という部屋ではないって言ってましたけど、なんだか無駄に豪華で大きい部屋ですね」

「無駄だと分かっていても、そうしなければならない理由があるからな」

「理由って？」

「いろいろだ、いろいろ。忘れているかもしれないからもう一度言うが、此処は一応王城でな？　───さて、始めようか」

　陛下のその言葉に、部屋の中央に居るひとりが背筋を伸ばした。

　緊張しているのか、落ち着いた色合いの赤い髪がかかった額から汗が滴り落ちる。

　服装的に占い師を連れてきた貴族だろう。

　彼は薄い灰褐色の瞳を陛下と私に向けると、若干震え気味の声音で占い師を紹介しだした。

「陛下、この者は東方の国出身の者でツァムジューと申します。今、評判の占い師でございまして、何でも占え、必ず当たるとか。私は陛下の御為に苦───」

「よい。何を申したいのか予想がつく。ドリーセン、御苦労だった。───さて、評判の占い師とやら」

　陛下は無情にもブチッと貴族の言葉を遮ると、貴族の斜め後ろに控えていた占い師へと澄んだ紫の瞳を向けた。

「はい、トリエス国王陛下」

　占い師が一歩前へと進み出た。

　占い師はトリエスの人たちとは明らかに違う文化の服装をしていて、飾りの付いた大きな朱色の布を頭から体全体に巻いている。

　年齢は結構高齢のようだ。

　加齢によって濁った眼を細めながら、占い師は陛下を見る。

「必ず当たるというのは本当か？」

「はて、人はそう言いますがね」

「滑らかなトリエス語を話すようだが？」

「この国は儂には居心地が良くて」

「そうか。それは良かった。───占い師、時間が惜しい故、早速本題にいこう」

　そう言うと陛下は、頬杖を外して指を組んだ。

「余は占いに全く興味は無いが、この小娘の望むものを占ってやってくれ。これは余の珍獣だ」

「畏まりました。───では珍獣様、どのような占いを望みますかね」

　占い師が濁った瞳をギョロリと私に向けた。

　それに思わず体がビクリとしてしまうけれど、異世界の占い師に占ってもらえる嬉しさの方が直ぐさま勝って、私は弾むように声を出す。

「えっと、ふたつあるんですけど、いいですか？」

　占い師が頷いた。

「あのあの、ひとつは、私は日本……うーんと、家に帰れるのか！」

　結果は早かった。

　私の体内時計で三秒ほど占い師は目を閉じただけで、皺だらけの口を開く。

「無理、不可能。未来永劫帰還する事は出来ないと」

　その占い結果に私は心の底から焦った。

　当然だよね？

　日本に帰る気満々の私には到底看過できない占い結果だよ？

　陛下の高価そうな服を私はガシッと掴んだ。

「へ……陛下、どうしよう！　私ってば、帰れないって！」

「……所詮は占いだ。あまり気にするな」

「ねえ、陛下」

「なんだ」

「私の帰る方法、ちゃんと調べてます？」

「前にも言ったが、異世界に関する情報は集めている」

「で？　結果は？」

「今のところ手応えは無いな。全く」

「おおおおおおぅ」

　二人してモソモソと小さい声で話していると、占い師が「珍獣様、次を」と催促してきた。

　それに僅かにだけだけれど陛下が眉を寄せる。

「あ、はいはい！　えっとですね、ふたつめは私の恋愛について！　この先、私に彼氏が出来───」

「小娘、内容に気をつけろ。前に言ったはずだが？」

　陛下が潜めた声で、興味を持つ素振りを見せるなと言っただろう、と続ける。

「───占い師、聞き方を変えよう。現時点では小娘は余のものだ。だが、いずれ飽きる日がくるかもしれない。その場合、小娘に次の相手は見つかるのか占って欲しい」

　占い師が再び頷いた。

　朱色の布に付いている飾りがシャラリと音を鳴らす。

「そういう聞き方をすればいいのかぁ」

　余のもの、という言い方にカチンときたけれど、私が首肯すると陛下が疲れたように小さく息を吐きながら組んでいた手を解いた。

　彼は玉座の黄金の肘掛けをカツンと軽く爪で弾く。

「少しは頭を使ってくれ、頼むから」

「でもさぁ」

「なんだ」

「陛下のよく分からない都合で、何で私が頭を使わないといけないんですか？　面倒臭い」

「…………」

　占い師が目を開けた。

「ややっ、結果出ました？　きゃっ！　私に次の相手は出来ますか？　いつ出来ますか？」

「出来ないと」

「お………」

「…………」

「珍獣様、貴女に次のお相手は現れない。決して」

「そ、そんなっ」

　陛下が憐みの視線を私に向けた。

「小娘、そう落ち込むな。時がくれば余が誰か探してやるから。相手が拒否しようものなら強制してでも───」

「おおおっ、これは凄い！」

　占い師が再び目を閉じて、突然大きな声を出した。

　それに陛下も私もキョトンとしてしまう。

「へ？　凄いって？」

「凄いとは？」

「国王陛下と珍獣様は最良のご縁だと出ておる！」

「は？」

「なに？」

「この先、珍獣様に次のお相手が現れるはずもない！　珍獣様には最良最高のお相手である国王陛下が既にいらっしゃるではないか！　おお！　占いには死しても尚、二人はご一緒に過ごされると！　なんと素晴らしい！　長年たくさんの者を占ってきたが、これほどの結果を見たことは、とんと無かった！　なんという良縁！　お二人は運命の相手に出会われたのじゃ！」

　占い師の理解出来ない大興奮を他所に、陛下と私は全身で呆れた。

「……運命の相手って」

「……やはり占いは当てにならんか。深く考えなくとも余とお前が良縁のはずがないだろうに」

「ね」

「ああ」

　時間の無駄でしかなかった、と言って陛下は豪華な玉座から腰を上げ、ドリーセンという名前らしい赤い髪の貴族のオジサンが「お待ちください、陛下！」と必死な様子の中、私は大広間を出る陛下の後を金魚の糞のようにただついていったのだった。
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